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序

茨城県は，県土の均衡ある発展を念頭におきながら地域の特性を生

かした振興を図るために，高規格幹線道路などの根幹的な県土基盤の

整備を図るとともに，広域的な交通ネットワークの整備を進めていま

す。

その一環として，東日本高速道路株式会社（旧日本道路公団）は，

東茨城郡茨城町小幡・奥谷両地区において，東関東自動車道水戸線（茨

城南ＩＣ～茨城ＪＣＴ）建設事業を決定しました。

しかしながら，この事業予定地内には埋蔵文化財包蔵地である小幡

城跡，前新堀遺跡，前新堀Ｂ遺跡，諏訪山塚群，藤山塚が所在するこ

とから，これらを記録保存の方法により保護する必要があるため，当

財団が東日本高速道路株式会社から埋蔵文化財発掘調査の委託を受

け，平成１７年１０月から平成１９年１２月まで，２年間にわたってこれを実

施しました。

本書は，小幡城跡，前新堀遺跡，前新堀Ｂ遺跡，諏訪山塚群，藤山

塚の調査成果を収録したものです。学術的な研究資料としてはもちろ

んのこと，郷土の歴史に対する理解を深めるために活用されることに

よりまして，教育・文化の向上の一助となれば幸いです。

最後になりますが，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者

であります東日本高速道路株式会社から多大な御協力を賜りましたこ

とに対し，厚く御礼申し上げますとともに，茨城県教育委員会，茨城

町教育委員会をはじめ，関係各位からいただいた御指導，御協力に対

し深く感謝申し上げます。

平成２１年３月

財団法人茨城県教育財団

理事長 稲 葉 節 生



１ 本書は，東日本高速道路株式会社の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成１７年度から平成１９年度に
おばたじょう

発掘調査を実施した，茨城県東茨城郡茨城町大字小幡字中折１�７５８番地ほかに所在する小幡城跡，同町大字
まえしんぼり まえしんぼり

奥谷字前新堀１�８２１番地の７ほかに所在する前新堀遺跡，同町大字小幡２�５２５番地の３９ほかに所在する前新堀
す わ やま

Ｂ遺跡，同町大字小幡字諏訪山２�３２０番地ほかに所在する諏訪山塚群，同町大字小幡字藤山２�４７４－１１番地ほ
ふじやまつか

かに所在する藤山塚の発掘調査報告書である。

２ 発掘調査期間及び整理期間は，以下のとおりである。

調 査

小 幡 城 跡 平成１７年１１月１日～平成１８年３月３１日，平成１８年８月１日～平成１９年１月３１日

平成１９年８月１日～平成１９年１２月３１日

前 新 堀 遺 跡 平成１８年８月１日～平成１８年９月３０日，平成１８年１１月１日～平成１８年１２月３１日

平成１９年１０月１日～平成１９年１０月３１日

前新堀Ｂ遺跡 平成１８年１１月１日～平成１９年１月３１日

諏 訪 山 塚 群 平成１７年１０月１日～平成１７年１１月３０日

藤 山 塚 平成１９年７月１日～平成１９年８月３１日

整 理 平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日

平成２０年４月１日～平成２０年１０月３１日

３ 発掘調査は，平成１７年度及び１８年度が調査課長川井正一，平成１９年度が調査課長瓦吹堅のもと，以下の者

が担当した。

小幡城跡

平成１７年度 首席調査員兼班長 川 又 清 明

主任調査員 飯 泉 達 司

主任調査員 須賀川 正 一

調査員 菊 池 直 哉 平成１７年１２月１日～平成１８年１月３１日

平成１８年度 首席調査員兼班長 樫 村 宣 行

主任調査員 稲 田 義 弘 平成１８年８月１日～平成１８年９月３０日

主任調査員 小薗江 徹 朗 平成１８年８月１日～平成１８年９月３０日

主任調査員 荒 蒔 克一郎 平成１８年１１月１日～平成１９年１月３１日

主任調査員 田 月 淳 一 平成１８年１０月１日～平成１８年１０月３１日

主任調査員 井 上 � 哉 平成１８年１２月１日～平成１９年１月３１日

主任調査員 杉 澤 季 展 平成１８年１０月１日～平成１９年１月３１日

平成１９年度 首席調査員兼班長 藤 田 哲 也

主任調査員 栗 田 功

主任調査員 須賀川 正 一

例 言



前新堀遺跡

平成１８年度 首席調査員兼班長 樫 村 宣 行

主任調査員 石 川 義 信

平成１９年度 首席調査員兼班長 藤 田 哲 也

主任調査員 栗 田 功

主任調査員 須賀川 正 一

前新堀Ｂ遺跡

平成１８年度 首席調査員兼班長 樫 村 宣 行

主任調査員 芳 賀 友 博

諏訪山塚群

平成１７年度 首席調査員兼班長 川 又 清 明

主任調査員 飯 泉 達 司

主任調査員 須賀川 正 一

藤山塚

平成１９年度 首席調査員兼班長 藤 田 哲 也

主任調査員 栗 田 功

主任調査員 須賀川 正 一

４ 整理及び本書の執筆・編集は，整理課長村上和彦のもと，主任調査員芳賀友博，須賀川正一，杉澤季展が

担当した。

執筆分担は，以下のとおりである。

芳 賀 友 博 第１・２・３・４・７・８章，写真図版

須賀川 正 一 第２・３・６章，写真図版

杉 澤 季 展 第１・３・４・５・８章，写真図版

５ 中世城郭の構造については，元茨城県教育財団埋蔵文化財部長の阿久津久氏，中世城郭研究会の八巻孝夫

氏からそれぞれご指導いただいた。また，小幡城の縄張図については，中世城郭研究会の三島正之氏からご

提供いただいた。



凡 例

１ 地区設定は，日本平面直角座標第�系座標を準拠し，小幡城跡はＸ＝＋２９�６００ｍ，Ｙ＝＋５１�３６０ｍの交点，

前新堀遺跡はＸ＝＋３１�０００ｍ，Ｙ＝＋５１�１６０ｍの交点，前新堀Ｂ遺跡はＸ＝＋３０�３２０ｍ，Ｙ＝＋５１�１２０ｍの

交点，諏訪山塚群はＸ＝＋２８�２８０ｍ，Ｙ＝＋５１�７２０ｍ，藤山塚はＸ＝＋３０�１２０ｍ，Ｙ＝＋５１�１２０ｍの交点を

基準点（Ａ１ａ１）とした。なお，この原点は，世界測地系による基準点である。

この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各 ４々０ｍの大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東西・

南北に各 １々０等分し，４ｍ四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ…，西から東へ１，２，３

…とし，「Ａ１区」「Ｂ２区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へａ，ｂ，ｃ…ｊ，西から東

へ１，２，３…０とし，名称は，大調査区の名称を冠して「Ａ１ａ１区」，「Ｂ２ｂ２区」のように呼称した。

２ 実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

遺構 SI－住居跡 SB－掘立柱建物跡 SA－柵跡 SK－土坑 SE－井戸跡 SD－溝跡

SF－道路跡 SX－不明遺構 PG－ピット群 TP－陥し穴 P－柱穴 UP－地下式坑

Ｋ－撹乱

遺物 Ｐ－土器・陶磁器 TP－拓本記録土器 DP－土製品 Ｑ－石器・石製品 Ｍ－金属製品・古銭

Ｔ－瓦 Ｗ－木器・木製品 Ｌ－漆器

土層 Ｋ－撹乱

３ 遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

� 遺構全体図は小幡城跡が４００分の１，各遺構の実測図は６０分の１の縮尺で掲載することを基本とし，種

類や大きさが異なる場合は，個々に縮尺をスケールで表示した。

� 遺物は原則として３分の１の縮尺で掲載した。種類や大きさにより異なる場合は，個々に縮尺をスケー

ルで表示した。

� 遺構・遺物の実測図中の表示は次のとおりである。

焼土・硬化面・施釉・骨粉範囲 炉・火床面・繊維

粘土・炭化材・漆・黒色処理 柱あたり痕・煤・油煙

●土器 ○土製品 □石器・石製品 ▲木器・木製品・漆器 △金属製品・古銭 硬化面

■骨片・歯

４ 土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著 日本色研事業株式

会社）を使用した。

５ 遺構一覧表・遺物観察表の表記は次のとおりである。

� 計測値の（ ）内の数値は現存値を，［ ］内の数値は推定値を示した。計測値の単位は，ｍ���ｇ

で示した。

� 遺物観察表の備考の欄は，残存率，写真図版番号及びその他必要と思われる事項を記した。

� 遺物番号については，各遺跡とも，土器，拓本記録土器，土製品，石器・石製品，木製品，金属製品ご

とに通し番号とし，挿図，観察表，写真図版に記した番号は同一である。

６ 竪穴住居跡の主軸は，炉・竈を通る軸線とし，主軸方向は，その他の遺構の長軸（径）方向と共に，座標

北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した（例 Ｎ－１０°－Ｅ）。
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お ばたじょう まえ しん ぼり まえ しん ぼり びー

小幡城跡・前新堀遺跡・前新堀Ｂ遺跡の概要

【はじめに】
じ だいげき てんしゅかく いしがき そうぞう

お城というと時代劇等でおなじみの江戸時代の壮大な天守閣や石垣を想像しま
せんごく

すが，小幡城はそれより少し前の戦国時代のお城で，天守閣や石垣のないもので
せんたん ぶ

す。小幡城は茨城町の南部に位置し，台地の先端部を利用して造られています。
かく かく かく

城の中心部には郭と呼ばれる平らな場所が６つあり，それぞれ郭と郭の間には，
ほり ど るい じょうしゅ お ばた え ど さ たけ

巨大な堀や土塁が造られています。城主は小幡氏から江戸氏さらに佐竹氏へと
てき こ

変わりますが，敵が侵入して来られないよう，それぞれ工夫を凝らしながら城を
つく かく ほり ど るい

造りかえていきました。城跡の中には郭や堀・土塁が良く残っています。また，
い ど ひめさま だ み な

城跡の中心には井戸があり，お姫様が金の鳥を抱いて身投げしたという伝説があ

り，とても謎の多い城です。
まえしんぼり まえしんぼりびー

また，前新堀遺跡・前新堀Ｂ遺跡は，小幡城の外側に造られた堀と土塁です。
へい さ

やはり，敵が侵入して来られないよう，道路を閉鎖する役目をしています。

【調査のあらまし】
ひがしかんとう じ どうしゃどう ろ けんせつ

今回の調査は，東関東自動車道路の建設のために行われました。道路予定地

内に小幡城跡などの遺跡があることから，遺跡の内容を記録するため，茨城県教

育財団が調査を行いました。

調査範囲

―１―



［調査の内容］ －小幡城跡－

城跡の外周からは堀と土塁が見つか

りました。７の郭と呼ばれる場所をつ

くるために，掘られた堀です。

敵が攻めにくいよう深く掘られ，掘
きず

った土を片側に積み上げて築いていま

す。

こ ざら なべ

溝の中からは小皿や鍋などの土器の

破片がたくさん出土しました。小皿は
しゅつじん ぎ しき

兵が出 陣する時，勝利をちかう儀式

で使ったものと思われます。

まいそう

人が埋葬されたお墓も見つかりまし
せん し

た。戦死した兵のお墓なのかもしれま

せん。

見つかった遺構や遺物を見ていただ
いっぱんこうかい

くための一般公開を行いました。たく

さんの方々が参加してくださいまし

た。

［調査でわかったこと］

今回は７の郭と呼ばれる部分を調査しました。７の郭からは溝や墓が見つかっ

た他，広大な広場であることも確認できました。このことから７の郭は，戦いが
たい き ば しょ ひ なん

始まった時，兵の待機場所になったり，まわりの住民を避難させる場所であった

ことがわかりました。

―２―



まえしんぼり まえしんぼりびー

［調査の内容］ －前新堀遺跡・前新堀Ｂ遺跡－

や げんぼり

前新堀Ｂ遺跡の堀は薬研堀という形でした。

［調査でわかったこと］

２つの遺跡は，小幡城の北に位置する堀と土塁です。大きな道路と交差する場
くいちが

所で，土塁を喰違いに造っています。小幡城を造った後，さらに守りを固めるた

めに造られたものと考えられます。

上空から見た前新堀遺跡で

す。所々橋のようなものがか
たい

かっていますが，堀の中に堆
せき

積した土の様子を調べるため

に，残しています。

堀と土塁は国道６号線と交

差しています。

上空から見た前新堀Ｂ遺跡

です。堀の両側に土塁が造ら

れているのがわかります。土

塁の土の積み上げ方を調べる

ために，所々溝を掘って調べ

ています。
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【おわりに】

小幡城跡は前新堀遺跡・前新堀Ｂ遺跡を含めるとかなり広い範囲になります。
あき ば やまざき

このような，堀や土塁は茨城町の秋葉や山崎地区でも見つかっています。
ぶんけんしりょう

今回の調査は，文献資料などが少なく，実態がよく分かっていない小幡城跡の
かぎ

謎を解き明かす大きな鍵となることでしょう。

［むずかしい言葉］
なわばり かく

縄張 城を造るときに郭の位置などを決めることをいいます。もともと，城を

造る際，縄を張って造ったことからこのような名がつけられました。

しろ し せつ

城 敵の攻撃を防ぐために築いた施設のことです。城が立てられた場所によ
ひらじろ ひらやまじろ やまじろ ほり ど るい

って平城・平山城・山城などがあります。城の中には，堀や土塁を造り

いくつかの郭が造られています。

かく

郭 曲輪の字をあてることもあります。城内で区切られた平らな場所のこと

で，敵が侵入しにくくするために，郭の周囲には堀や土塁を造ります。

特に，中心になる場所を主郭，その外側を外郭とよびます。近世では，
ほんまる に の まる

本丸，二の丸のように丸を使います。

ほり みずほり からほり

堀 城の周囲に掘られたり，郭と郭を区切るときに使われます。水堀や空堀
はこほり や げんぼり かた や げんぼり

があり，形状から箱堀・薬研堀・片薬研堀などと呼ばれています。

や げんぼり

薬研堀 薬を粉末にする時に使われた薬研という道具に断面形がにているため，

この名前が使われています。

ど るい

土塁 城の周囲に築かれた土手

のことで，堀を掘った時

の土をただ積み上げたも
かた し

のから，堅く締めて造ら

れたものもあります。堀

と同じで敵からの侵入を

防ぐ目的があります。

小幡城縄張図（三島正之氏作図）茨城町史より

―４―



平成１３年７月１０日，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長（現：東日本高速道路株式会社関東支社水戸

工事事務所長）は，茨城県教育委員会教育長に対して東関東自動車道水戸線（茨城南 IC～茨城 JCT）建設事

業地内に埋蔵文化財の所在の有無及び取り扱いについて照会した。これを受けて茨城県教育委員会は平成１４年

３月１３・１４日，平成１６年６月１８・２２日に現地踏査を，平成１５年１２月１６・１８・２２・２４日，平成１７年１月１８～２１日，６

月２１～２３日，７月１９・２０・２２日，平成１８年９月５・６日，１１月１５・１６日，１２月１日に試掘調査を実施し，遺跡

の所在を確認した。平成１６年１月１３日，平成１７年２月１日，７月２７日，平成１８年９月２６日，１２月１１日，茨城県

教育委員会教育長から，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長・東日本高速道路株式会社関東支社水戸工

事事務所長あてに，事業地内に小幡城跡，諏訪山塚群，前新堀遺跡，前新堀Ｂ遺跡，藤山塚が所在する旨回答した。

平成１６年２月９日，平成１７年２月２２日，７月２７日，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長は茨城県教育

委員会教育長に対して，文化財保護法第５７条の３第１項の規定に基づき，土木工事等のための埋蔵文化財包蔵

地の発掘について通知した。茨城県教育委員会教育長は，現状保存が困難であることから，記録保存のための

発掘調査が必要であると決定し，平成１６年２月２３日，平成１７年３月１日，７月２７日，日本道路公団東京建設局

水戸工事事務所長あてに，工事着手前に発掘調査を実施するよう通知した。

平成１６年３月１０日，平成１７年３月７日，平成１８年２月２７日，１０月１３・１６日，平成１９年２月２２日，５月３１日，９

月３日，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長・東日本高速道路株式会社関東支社水戸工事事務所長は茨

城県教育委員会教育長に対して，東関東自動車道水戸線（茨城南 IC～茨城 JCT）建設事業に係る埋蔵文化財

発掘調査の実施についての協議書を提出した。

平成１６年３月１５日，平成１７年３月８日，平成１８年２月２７日，１０月２５日，平成１９年２月２６日，６月５日，９月

２７日，茨城県教育委員会教育長は，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長・東日本高速道路株式会社関東

支社水戸工事事務所長あてに小幡城跡，諏訪山塚群，前新堀遺跡，前新堀Ｂ遺跡，藤山塚について発掘調査の

範囲及び面積等について回答し，併せて調査機関として，財団法人茨城県教育財団を紹介した。

財団法人茨城県教育財団は，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長・東日本高速道路株式会社関東支社

水戸工事事務所長から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受け，諏訪山塚群については平成１７年１０月１日

から平成１７年１１月３０日，小幡城跡については平成１７年１１月１日から平成１８年３月３１日，平成１８年８月１日から

平成１９年１月３１日，平成１９年８月１日から１２月３１日，前新堀遺跡については，平成１８年８月１日から９月３０日，

平成１８年１１月１日から１２月３１日，平成１９年１０月１日から１０月３１日，前新堀Ｂ遺跡については，平成１８年１１月１

日から平成１９年１月３１日，藤山塚については，平成１９年７月１日から８月３１日まで発掘調査をそれぞれ実施す

ることとなった。

小幡城跡，前新堀遺跡，前新堀Ｂ遺跡，諏訪山塚群及び藤山塚の調査の経過について，その概要を表で記載

する。

第１章 調 査 経 緯

第１節 調査に至る経緯

第２節 調 査 経 過

―５―



小幡城跡

平成１７年度

平成１８年度

平成１９年度

月
工程 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

調査準備
表土除去
遺構確認

遺構調査

遺物洗浄
注 記
写真整理

撤 収

月
工程 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

調査準備
表土除去
遺構確認

遺構調査

遺物洗浄
注 記
写真整理

撤 収

月
工程 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

調査準備
表土除去
遺構確認

遺構調査

遺物洗浄
注 記
写真整理

撤 収

―６―



前新堀遺跡

前新堀Ｂ遺跡 諏訪山塚群

平成１８年度 平成１７年度

藤山塚

平成１９年度

月
工程 ７月 ８月

調査準備
表土除去
遺構確認

遺構調査

遺物洗浄
注 記
写真整理

撤 収

月

工程

１８年度 １９年度

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １０月

調査準備
表土除去
遺構確認

遺構調査

遺物洗浄
注 記
写真整理

撤 収

月
工程 １１月 １２月 １月

調査準備
表土除去
遺構確認

遺構調査

遺物洗浄
注 記
写真整理

撤 収

月
工程 １０月 １１月

調査準備
表土除去
遺構確認

遺構調査

遺物洗浄
注 記
写真整理

撤 収
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小幡城跡は茨城県東茨城郡茨城町大字小幡字中折１�７５８番地ほか，前新堀遺跡は茨城町大字奥谷字前新堀

１�８２１の７番地ほか，前新堀Ｂ遺跡は茨城町大字小幡２�５２５番地の３９ほか，諏訪山塚群は茨城町大字小幡字諏訪

山２�３２０番地ほか，藤山塚は茨城町大字小幡字藤山２�４７４－１１番地ほかに所在している。茨城町は茨城県のほぼ

中央部に位置し，北部で水戸市，西部で旧内原町（現水戸市）・旧友部町及び岩間町（ともに現笠間市），南部

で旧美野里町及び旧小川町（ともに小美玉市），東部で大洗町に接している。町の東部には涸沼が位置し，こ

の涸沼へ西から流入する涸沼川及びその支流涸沼前川によって大きく南北に二分される。沿岸及び流域の低地

部は水田地域であり，北部の標高は２５～３０ｍ，南部が３１～３３ｍである。台地は，畑地・樹園地として利用され

ている。

当地域の台地を形成している最も古い地層は，新生代第三期の水戸層と呼ばれる泥岩質層である。その上は

第四期の地質が不整合に堆積し，さらに粘土・砂からなる見和層，礫からなる上市層，灰褐色の常総粘土層，

関東ローム層がほぼ水平に連続して堆積しており，最上部は腐植土層となっている１）。

小幡城跡，前新堀Ｂ遺跡，諏訪山塚群及び藤山塚は町域南西部の小幡地区，前新堀遺跡も小幡地区に北東部

で接して位置している。小幡城跡は町域南部の寛政川に開析された標高１４～２７ｍほどの舌状台地先端部に位置

し，諏訪山塚群は寛政川と黒川に挟まれた標高２８ｍほどの台地中央部に位置している。前新堀遺跡，前新堀Ｂ

遺跡及び藤山塚は，寛政川左岸の舌状台地上に位置している。これら遺跡の現況は，小幡城跡が水田・畑地で

あるほか，ほとんどが山林である。

茨城町からは，原始・古代から中・近世にかけての遺跡が多数確認されている。また，涸沼及び涸沼川など

の水運に恵まれていることから，舟運の中継地としても重要な役割を果たした地域である。ここでは周辺の主

な遺跡について時代を追って述べ，中世においては小幡城を中心に記述する。
おおばたけ ひがしやま みなみこわり

旧石器時代の遺跡としては，大畑遺跡２）〈６〉，東山遺跡〈７〉，南小割遺跡３）〈８〉が涸沼前川やその支流
は ぐろやま おお ど ふ じ やま

に面する台地の舌状地に位置している。羽黒山遺跡４）〈９〉及び大戸富士山遺跡５）〈１０〉においても，平成１５・

１７年度の調査で石器製作跡が確認されている。

縄文時代の遺跡は，涸沼，涸沼川，涸沼前川に面した台地上に多数確認されており，それらは中期を中心に
あかさかみなみつぼ なかおち みやうしろ ざわ

ほぼ全期にわたっている。早期では赤坂南坪遺跡〈１１〉，中落遺跡，前期は宮後遺跡６）〈１２〉，シッペイ沢遺跡
おくのや こ づる こ やす

〈１３〉，東山遺跡，奥谷遺跡７）〈１４〉，小鶴遺跡〈１５〉などが分布し，越安貝塚〈１６〉，南小割遺跡では地点貝
つかこし あま こ さき お づつみ しも

塚が確認されている。中期は塚越遺跡，赤坂南坪遺跡，天古崎遺跡，後・晩期になると小堤貝塚８）〈１７〉，下
は じ

土師遺跡〈１８〉など数えるだけとなる。

弥生時代では，中期後半の土器が神谷東遺跡，西台遺跡などで採集されている。後期後半には，長岡式土器
ながおか や ぐら

が出土している長岡遺跡，奥谷遺跡，小鶴遺跡などがある。その他該期の遺跡としては，矢倉遺跡９）〈１９〉，
いしはら つなやま おおつか おお ど しもごう

大畑遺跡，石原遺跡１０）〈２０〉，宮後遺跡，綱山遺跡１１）〈２１〉，大塚遺跡１２）〈２２〉，大戸下郷遺跡１３）〈２３〉などがあ

げられる。特に矢倉遺跡と大戸下郷遺跡からは県外の樽式土器や二軒屋式土器などが出土しており，他地域と

第２章 位 置 と 環 境

第１節 地 理 的 環 境

第２節 歴 史 的 環 境
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の交流を想定することができる。

古墳時代になると，涸沼前川周辺に位置する石原遺跡，綱山遺跡，大塚遺跡や大洗町域の涸沼周辺では，十

王台式土器と土師器が共伴する住居跡が確認されており，弥生時代から古墳時代への移行期における当地の様

相を示した重要な遺跡となっている。一方，涸沼川流域では目立った弥生時代の集落は確認されておらず，十

王台土器と土師器の共伴例も確認されていない。その涸沼川流域に目をむけると，古墳時代前期の豪族居館跡

や集落跡が確認された奥谷遺跡が河口に位置している。さらに上流では，４世紀末から５世紀初頭に比定され
たからづか

る前方後方墳の宝塚古墳１４）〈２４〉が位置しており，当地方における在地有力者の存在がうかがえる。平成１８年

度には，下流に位置する中畑遺跡１５）〈２５〉の調査が実施され，方形周溝墓と同時期の住居跡が隣接して存在し

ている事例が報告されており，当該期の涸沼川流域も重要な地域として認識されるようになった。町域では古
お ばたきたやまはに わ せいさく うえ の やま

墳６０基ほどが確認されており，小幡北山埴輪製作遺跡１６）〈２６〉で生産された埴輪は，上ノ山古墳１７）〈２７〉で出

土している。後期になると奥谷遺跡，南小割遺跡，大戸下郷遺跡などで住居数が顕著に増加し，河川に近い台

地上に集落が形成されていくものと考えられる。

奈良・平安時代になると律令体制の確立により，茨城町は常陸国那珂郡，茨城郡，鹿島郡に属し，那珂郡は
やたべ あ こ

八部郷，茨城郡は嶋田郷・安侯郷・白川郷，鹿島郡は宮前郷に属し，奥谷・小幡地区は，茨城郡嶋田郷に含ま
つらやまひがし しも は じ

れる。当時代の遺跡は，奥谷遺跡，宮後遺跡，大塚遺跡，綱山遺跡，下土師遺跡，面山東遺跡１８）〈２８〉，下土師
ひがし

東遺跡１９）〈２９〉など１００か所を超える。大塚遺跡では倉庫群と考えられる掘立柱建物跡群が「ロ」の字状に並

列していたことが確認され，奥谷遺跡では多数出土した墨書土器の中に官衙の庁舎を意味する「曹（カ）司」と

記されたものがあり，これらは官衙的な施設を含む集落であったことを示している。また，面山遺跡からは地

名と職名に関する「土師神主」と書かれた墨書土器が出土して注目されている。さらに，下土師東遺跡からは，

「大同三年正□ヵ」と記された漆紙文書が出土しており，当地域に漆工人や漆を塗る作業を行った工房の存在

がうかがえる。

平安末頃の町域は，涸沼から北東部は吉田郡，南東部は鹿島郡，涸沼前川以南から涸沼西端以西の小鶴荘で

あり，小幡・奥谷地区は南北に分かれていく小鶴荘の小鶴南荘に含まれると考えられる。
みや が さき え び さわ とっ ぱ た

中世の遺跡は主に城館跡で，小幡城跡の他，宮ヶ崎城跡２０），海老沢館跡〈３０〉，鳥羽田城跡〈３１〉，奥谷館跡，
いいぬま ひら す

飯沼城跡〈３２〉，平須館跡〈３３〉などが所在している。町域には随所に河谷（ヤト）に面した台地突端部が延

びていることから，その台地に堀や土塁を築くだけで，簡単に城や館を造ることができたのである。このうち

小幡城跡は，現存する城館跡では最大規模であり，初期の城主は小田氏や大掾氏一族などの諸説があるが，詳

細は不明である。

南北朝期になると，当域は鎌倉府により支配されており，大掾氏が当地方を抑えていた。しかし，１４１６（応

永２３）年に起こった上杉禅秀の乱の後，１４３８（永享１０）年の永享の乱，１４３９（同１１）年の結城合戦，１４４１（嘉

吉元）年の嘉吉の乱などによって，吉田郡を中心に当域を君臨した大掾氏は，吉田郡から後退することになり，

府中とその周辺を抑える勢力に変身していった。大掾氏に変わって当域を支配下においたのは，水戸城に入っ

た江戸氏である。そのころ，涸沼川流域に成立した小鶴荘は，のちに宍戸荘とよばれるが，南に小幡氏，北に

小鶴氏という在地武士が存在していた。江戸氏は，水戸城を攻略後，１５３２年，小幡城の小幡出雲守良清を磯浜

大洗明神下で殺害し，小幡城を支配した。さらに，江戸氏は小田氏対策として家臣を小幡城に置いている。こ

のことから，小幡城は小田・大掾氏領域の境目に位置することから，軍事上重要な拠点であったことがわかる。

１５８０年代になると，江戸氏と大掾氏の争い，つまり「府中合戦」が勃発し，小幡城は前線基地的な役割を果た

したと言われ，江戸氏は一族家人を派遣している。この争いは，佐竹義重の仲介で一度和解するものの，１５８６
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年（天正１６）に再戦している。この時，江戸重道に援軍要請を受けた佐竹義重父子は小幡城で重道と合流した

り，鹿島・中居・烟田の兵が小幡城に在番していることなどから，やはり小幡城が重要な拠点であったことが

うかがえる。

この頃，佐竹義宣は，秀吉より小田原参陣の朱印状を与えられていたが，伊達・白河結城氏たちの攻撃を受

けて参陣できないありさまであった。一方の江戸氏は，佐竹氏の小田原参陣に際しても，態度を曖昧にしてい

た。その後，佐竹氏は小田原参陣の功により，領国支配を保証されると，新しい領国経営にのりだし，その拠

点として水戸城を選んだ。水戸城は常陸国の中心であり，那珂川・那珂湊と直結する水上交通の要所であった。

義宣は江戸氏に水戸城の明け渡しを幾度となく要求したが，応じなかったため，同年１２月１９日に水戸城を攻め，

同日夜，落城させた。翌２０日には，家臣を派遣して小幡・河和田・平戸の諸城１０城・１８砦も焼き払い，小幡城

は江戸氏から佐竹氏の手に移っていった。

その後，佐竹氏支配は，関ヶ原後秋田移封まで１２年間続く。１６４５（正保２）年までほとんどの町域は秋田氏

の支配となり，翌年小幡・奥谷は水戸藩領に組み入れられる。涸沼南岸の網掛，宮ヶ崎�海老沢は水上交通の

要所として栄え�水戸藩をはじめ仙台藩など奥州諸藩と江戸を結ぶ物資輸送の中継地として重要な役割を果た

した。

※文中の〈 〉内の番号は，第１図及び周辺遺跡一覧表の該当番号と同じである。
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表１ 小幡城跡・前新堀遺跡・前新堀Ｂ遺跡・諏訪山塚群・藤山塚周辺遺跡一覧表

番

号

遺 跡 名

時 代
番

号

遺 跡 名

時 代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

・

平

中

世

近

世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

・

平

中

世

近

世

� 小 幡 城 跡 ○ ○ ○ ○ ２３ 大 戸 下 郷 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○

� 前 新 堀 遺 跡 ○ ２４ 宝 塚 古 墳 ○

� 前 新 堀 Ｂ 遺 跡 ○ ２５ 中 畑 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○

� 諏 訪 山 塚 群 ○ ２６ 小幡北山埴輪製作遺跡 ○

� 藤 山 塚 ○ ２７ 上 ノ 山 古 墳 ○

６ 大 畑 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ２８ 面 山 東 遺 跡 ○

７ 東 山 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ２９ 下 土 師 東 遺 跡 ○ ○ ○ ○

８ 南 小 割 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３０ 海 老 沢 館 跡 ○

９ 羽 黒 山 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３１ 鳥 羽 田 城 跡 ○

１０ 大戸富士山遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３２ 飯 沼 城 跡 ○

１１ 赤 坂 南 坪 遺 跡 ○ ○ ○ ３３ 平 須 館 跡 ○

１２ 宮 後 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３４ 杢 山 遺 跡 ○ ○

１３ シッペイ沢遺跡 ○ ○ ３５ 近 藤 前 遺 跡 ○ ○ ○

１４ 奥 谷 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３６ 八 幡 山 遺 跡 ○ ○ ○

１５ 小 鶴 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ３７ 木 戸 遺 跡 ○ ○

１６ 越 安 貝 塚 ○ ○ ○ ○ ○ ３８ 猫 崎 遺 跡 ○ ○ ○

１７ 小 堤 貝 塚 ○ ○ ３９ 稲 荷 宮 遺 跡 ○ ○ ○

１８ 下 土 師 遺 跡 ○ ○ ４０ 寺 坪 遺 跡 ○ ○ ○ ○

１９ 矢 倉 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ４１ 大戸神宮寺遺跡 ○ ○ ○

２０ 石 原 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ４２ 神 宮 前 古 墳 ○

２１ 綱 山 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ４３ 圷 戸 遺 跡 ○ ○

２２ 大 塚 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ４４ 東 山 稲 荷 古 墳 ○
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小幡城跡は，茨城町の中央を東流する寛政川右岸の台地上に立地している。調査区は，小幡城本郭の西側に

位置する外郭を中心とした標高１４～２７ｍの緩やかな斜面地に位置しており，平成１７年度，１８年度，１９年度と三

次にわたり，２９�２０７�が調査された。調査によって，縄文時代，奈良・平安時代及び中・近世の複合遺跡であ

ることが明らかになった。調査前の現況は，畑地及び水田である。

遺構は，竪穴住居跡５軒（縄文時代２・奈良・平安時代２・時期不明１），掘立柱建物跡７棟（中・近世），

堀跡４条（中世），方形竪穴遺構１６基（中世），地下式坑６基（中世），墓坑３８基（中・近世），火葬土坑３基（中

世），陥し穴２基（縄文時代），土坑３６５基（中・近世３８・不明３２７），整地面１か所（中世），柵跡７列（中世），

土塁２条（中世），井戸跡１９基（中世），ピット群１５か所（中世７・不明８），道路跡２条（中世以降），溝跡２８

条（中世２２・不明６）が確認された。

遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０�）に３７箱出土している。主な遺物は，縄文土器（深鉢），須恵器

（坏・高台付坏・蓋・甕），土師質土器（小皿・内耳鍋），陶磁器（丸碗・天目茶碗・皿・擂鉢・瓶子・甕・水

滴・香炉），漆器（椀），土製品（人形ヵ・土玉），木製品（蓋），金属製品（鎌・短刀・釘），石器（磨製石斧・

磨石・石鏃・砥石），石製品（五輪塔・宝篋印塔・茶臼・石臼），古銭（北宋銭・明銭）などである。

Ｄ３ｂ３区にテストピットを設定し，深さ１�６ｍまで掘り下げて基本土層（第３図）の観察を行った。土層は

８層に分層できる。以下，テストピットの観察から，層序を説明する。

第１層は，黒褐色呈をするを耕作土層である。層厚は４０～５４�である。

第２層は，褐色を呈するソフトローム層である。耕作により削平され，わずかに確認できる程度である。

第３層は，褐色を呈するハードローム層で，締まりが強い。層厚は３２～４４�である。

第４層は，褐色を呈するハードローム層である。鹿沼

パミス粒子を少量含み，締まりが強い。層厚は１４～２２�

である。

第５層は，にぶい黄褐色を呈する鹿沼パミス層への漸

移層である。ローム粒子及び鹿沼パミス粒子を中量含み，

締まりが強い。層厚は１２～２０�である。

第６層は，明黄褐色を呈する鹿沼パミス純層で，締ま

りが強い。層厚は１６～２４�である。

第７層は，赤褐色を呈する鹿沼パミス純層で，締まり

が強い。酸化しており，赤橙色に変色している。層厚は

４～１４�である。

第８層は，オリーブ褐色を呈する粘土層で，粘土粒子

第３章 小 幡 城 跡

第１節 調 査 の 概 要

第２節 基 本 層 序

第３図 基本土層図
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を多量に含んでいる。下層は未掘のため本来の層厚は不明である。

遺構は，傾斜地のため一様ではないが第２層中層から第３層上層で確認されている。

１ 縄文時代の遺構と遺物

当時代の遺構は竪穴住居跡２軒，陥し穴２基が確認されている。以下，遺構と遺物について記述する。

� 竪穴住居跡

第１号住居跡（第４・５図）

位置 調査区南部のＩ２ｄ７区で，標高２７�２ｍの斜面部上段に位置している。

第３節 遺 構 と 遺 物

第４図 第１号住居跡実測図
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規模と形状 覆土や壁は確認できなかったため，正確な規模と形状はつかみ難いが，柱穴の配置から長径８�１４

ｍ，短径７�３６ｍの楕円形で，長径方向はＮ－１８°－Ｅと推定される。

床 ほぼ平坦である。

ピット １７か所。深さは６～２５�とやや規則性を欠くが，配置から主柱穴と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１点が床面より出土しただけである。TP１は深鉢である。

所見 時期は，出土土器から前期と考えられる。

ピット土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ にぶい黄褐色 ローム粒子少量，黒色土ブロック微量
４ 褐 色 ローム粒子中量
５ にぶい黄褐色 ロームブロック少量

６ 黒 褐 色 ロームブロック中量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，黒色土ブロック微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック少量
９ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第５図 第１号住居跡・出土遺物実測図

第１号住居跡出土遺物観察表（第５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備考

TP１ 縄文土器 深鉢 － （３�５） － 長石・赤色粒子 明赤褐 普通 半截竹管による横位の沈線文 床面

小 幡 城 跡
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第３号住居跡（第６図）

位置 調査区南部のＪ３ｆ８区で，標高２８�４ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第７号墓坑，第１１２・１１６・１１８・１３２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 壁が確認できなかったため，規模と形状は正確に把握できないが，柱穴及び炉の配置から長径６�８０

ｍ，短径５�４０ｍの楕円形で，長径方向はＮ－１４°－Ｅと推定される。

床 ほぼ平坦であり，北部で硬化した面が確認された。

炉 ほぼ中央部に位置している。長径７０�，短径６２�の円形と推定され，床面を１４�掘りくぼめた地床炉であ

る。炉床は火熱を受けて赤変硬化している。

ピット ４か所。深さは１５～２０�で，配置から主柱穴と考えられる。

炉土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
２ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，黒色土ブロック微量

３ 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量

ピット土層解説
１ 灰 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック多量，黒色土ブロック微量
３ 褐 色 ローム粒子多量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量
５ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量

６ 暗 褐 色 ローム粒子中量
７ 褐 色 ローム粒子中量
８ 灰 褐 色 ロームブロック少量
９ 灰 褐 色 ロームブロック中量

第６図 第３号住居跡実測図
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遺物出土状況 縄文土器片１点が出土しているが，細片であるため図示できない。

所見 時期は，出土土器が少ないため明確ではないが，住居の形態から縄文時代と考えられる。

� 陥し穴

第１号陥し穴（第７図）

位置 調査区中央部のＤ２ｊ６区，標高２０�２ｍの斜面部中段に位置している。

規模と形状 開口部の平面形は，長径２�３４ｍ，短径１�４４ｍの不整楕円形で，オーバーハングしている。長径方

向はＮ－３０°－Ｅである。底面は平坦で，深さは２�２０ｍである。壁はほぼ直立し，横断面はＵ字状を呈してい

る。

覆土 １１層に分層できる。ロームブロックや鹿沼パミスを含み，不規則な堆積状況を示す人為堆積である。

所見 時期は，遺構の形状から縄文時代と考えられる。

第２号陥し穴（第８図）

位置 調査区北部のＥ３ｃ３区，標高１６�８ｍの斜面部中段に位置している。

規模と形状 長径１�８４ｍ，短径０�７２ｍの長楕円形である。長径方向はＮ－７２°－Ｗで，斜面の傾斜と直交して

いる。深さは８０�で，底面は平坦である。

土層解説
１ 黄 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子微量
６ 褐 色 鹿沼パミスブロック・ローム粒子少量

７ 明 黄 褐 色 鹿沼パミスブロック多量
８ 褐 色 鹿沼パミスブロック少量，ロームブロック微量
９ にぶい黄褐色 ロームブロック・鹿沼パミスブロック微量
１０ にぶい黄褐色 砂粒少量，ロームブロック微量
１１ にぶい黄褐色 砂粒少量

第７図 第１号陥し穴実測図

表２ 縄文時代竪穴住居跡一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規模（ｍ）

（長径×短径）
壁高
（�） 床面

内部施設
覆土 出土遺物

備 考
重複関係
（古�新）壁溝 主柱穴出入口ピットピット 炉・竈 貯蔵穴

１ Ｉ２ｄ７［Ｎ－１８°－Ｅ］［楕円形］［８�１４］×［７�３６］ － 平坦 － １７ － － － － － 深鉢

３ Ｊ３ｆ８［Ｎ－１４°－Ｅ］［楕円形］［６�８０］×［５�４０］ － 平坦 － ４ － － 炉１ － － － 本跡�SK１１２・１１６・
１１８・１３２，第７号墓坑

小 幡 城 跡
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覆土 ４層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

所見 時期は，遺構の形状から縄文時代と考えられる。

２ 奈良・平安時代の遺構と遺物

当時代の遺構は竪穴住居跡２軒が確認されている。以下，遺構と遺物について記述する。

� 竪穴住居跡

第２号住居跡（第９～１１図）

位置 調査区斜面部中段のＫ３ｄ５区で，標高２８�４ｍの斜面部中段に位置している。

規模と形状 長軸３�９０ｍ，短軸３�６５ｍの方形で，主軸方向はＮ－５°－Ｅである。壁高は４２～４５�で，直立し

ている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。竈周辺に焼土と炭化材が確認されている。東西壁沿い，主柱

穴間に長径１００～１６０�，短径６０～８０�の楕円形で，高さ５�の粘土の高まりが見られる。壁溝が全周している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口から煙道部まで８６�，燃焼部幅は３０�である。袖部は地山を１０

～２０�ほど掘りくぼめて，第１８・２２・２３層を充填し，その上に砂質粘土粒子を含む褐色土を積み上げて構築さ

れている。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は赤変硬化している。煙道部は壁外に４０�掘り込まれ，緩

やかに立ち上がっている。

土層解説
１ 黒 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック微量
４ 灰 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック・鹿沼パミス粒子微量

第８図 第２号陥し穴実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒

子微量
２ 極 暗 褐 色 炭化物・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒

子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
５ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク少量，炭化粒子微量

表３ 縄文時代陥し穴一覧表

番号 位置 長径方向 平面形 規模（ｍ）
長径（軸）×短径（軸）

深さ
（�）壁面 底面 覆土 出土遺物

備 考
重複関係（古�新）

１ Ｄ２ｊ６ Ｎ－３０°－Ｅ 不整楕円形 ２�３４×１�４４ ２２０ 直立 平坦 人為 －

２ Ｅ３ｃ３ Ｎ－７２°－Ｗ 長楕円形 １�８４×０�７２ ８０ 直立 平坦 自然 －

―２０―



７ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・焼土粒子少量
８ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子少量，焼土ブ

ロック・炭化粒子微量

９ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・砂質粘土ブロック少
量，焼土粒子微量

１０ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子・白色粒子微量

第９図 第２号住居跡実測図
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ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ７～３８�で，やや規則性に欠けるが，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は

深さ２５�で，南壁際の中央に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １５層に分層できる。ロームブロックを多く含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２９５点（坏２３，高台付皿１，甕２７１），須恵器片１１６点（坏２８，壺１，甕８７），土製品１点

（紡錘車），金属製品４点（�具，鏃，釘，不明）が出土している。１・２は東壁際，DP１・Ｍ３は西壁際，

Ｍ２は竈内の覆土下層からそれぞれ出土しており，埋没の早い段階で廃棄されたものと考えられる。３は北東

コーナー部と竈内から出土した破片，Ｍ４は西壁際の覆土下層から出土した部分がそれぞれ接合したもので，

これも埋没の早い段階で廃棄されたと考えられる。その他の土器片は，中央部やや北寄りの覆土上層から下層

にかけて散在して出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

１１ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
１２ にぶい黄色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量
１３ 灰 黄 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１４ 灰オリーブ色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量
１５ オリーブ黄色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック・炭化物少量
１６ 灰 黄 色 ロームブロック・砂質粘土粒子中量
１７ 灰 黄 色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子少量

１８ オリーブ黄色 砂質粘土ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子微量
１９ 灰オリーブ色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子少量
２０ にぶい黄色 砂質粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
２１ にぶい黄色 砂質粘土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
２３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

ピット土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子・ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量

６ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 褐 色 鹿沼パミス少量，ロームブロック微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量，粘土ブロック・

焼土粒子・炭化粒子微量
９ にぶい黄褐色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，黒色土ブロック微量
５ 暗 褐 色 炭化物少量，ローム粒子・焼土粒子微量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
８ 褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量
９ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック微量

１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土ブロック微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量，砂

質粘土粒子微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子少

量，炭化物微量
１４ 灰 黄 色 砂質粘土ブロック多量，ローム粒子微量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第１０図 第２号住居跡出土遺物実測図�
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第５号住居跡（第１２図）

位置 調査区中央部のＫ２ｆ０区で，標高２８�４ｍほどの斜面部中段に位置している。

規模と形状 長軸３�３４ｍ，短軸２�６８ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－６°－Ｅである。壁高は５６�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，南西コーナー部が踏み固められている。北壁東半分と東壁を除いて，壁溝が確認されている。

竈 東壁中央部に火床部の残存と見られる赤変硬化した部分が確認できるだけである。

ピット 深さ１４�で，南壁際中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ７層に分層できる。周囲から土砂が流入した様相を呈していることから，自然堆積と考えられる。

第１１図 第２号住居跡出土遺物実測図�

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・鹿沼パ

ミス粒子微量

５ 褐 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 ロームブロック多量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２号住居跡出土遺物観察表（第１０・１１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備考

１ 土師器 坏 １５�２ ４�８ ６�０ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 内面ヘラミガキ 覆土下層 ９０％

２ 須恵器 長頸壺 － （１３�５） ８�０ 長石・黒色粒子 灰白 普通 ロクロナデ 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ
切り後高台貼り付け 外面自然釉 覆土下層 ９０％ PL２２

３ 土師器 甕 １９�８（１４�１） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り内面指頭痕 覆土下層 ４０％ PL２２

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質（胎土） 特 徴 出土位置 備考

DP１ 紡錘車 ５�１ － １�７ ３６�３ 長石・石英 二方向からの穿孔 孔径０�７� 覆土下層

Ｍ１ 鏃 （８�８） ３�６ ０�５ （１８�６） 鉄 鏃身部から茎部 覆土下層 PL２６

Ｍ２ 鏃ヵ （９�４） ０�５ ０�４ （５�９） 鉄 断面長方形 両端部欠損 覆土下層

Ｍ３ 閂ヵ （８�２）（３�６） ０�４ （２０�９） 鉄 断面方形 ２箇所で屈曲 覆土下層 PL２６

Ｍ４ �具 （４�６） ２�７ ０�３ （５�１） 銅 断面菱形 一部欠損 覆土下層

小 幡 城 跡
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遺物出土状況 土師器片５点（甕），須恵器片６点（坏），金属製品１点（鎌）が出土している。また，混入し

た縄文土器片３点，陶器片１点も出土している。４は中央部の覆土下層から出土した破片が接合したものであ

る。５は中央部の床面，６は南西コーナー部の覆土下層からそれぞれ出土している。Ｍ５は西壁際の覆土下層

から出土し，いずれも廃絶後の早い段階で廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

第１２図 第５号住居跡・出土遺物実測図
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３ 中・近世の遺構と遺物

当時代の遺構は，堀跡４条，土塁２条，土橋跡１条，掘立柱建物跡７棟，方形竪穴遺構１６棟，地下式坑６

基，溝跡２２条，井戸跡１９基，道路跡２条，墓坑３８基，火葬土坑３基，土坑３８基，柵跡７列，整地面１ヵ所，

ピット群７ヵ所，不明遺構５基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

� 堀跡

本跡は，小幡城跡本郭の外に位置する�郭を巡っている外郭の堀跡である。この堀跡は，�～�郭を北

東部から西南部にかけて囲む様に築かれている。堀の全長は約１�０００ｍに及び，この間に堀が分断される

部分が含まれている。堀は埋没しているが，西部では土塁の外を平行して巡っている様子が地表面からで

も確認することができる。このことから，堀は土塁に沿って外側に掘られており，土塁とともに�郭の北

東部～南西部にかけて，全囲していたと推測される。

今回は，�郭南部に位置する本郭から東西，及び�郭北西部の走る堀・土塁の調査を行った。

第１号堀跡（第１３～１５・２０・２１図）

位置 調査区南部のＬ２ｊ９～Ｌ３ｊ０区，標高２０�５～２１�５ｍの斜面部中段に位置している。�郭南部に位置す

る中心の曲輪から東西に走る堀の一部である。

重複関係 第３号堀跡を埋め立てて構築している。本跡を横断する形で土橋を設けている。

規模と構造 両端が調査区域外に延びているため，確認できた長さは，４８�４ｍである。Ｌ３ｊ０区から西方向

（Ｎ－８８°－Ｅ）に直線的に延び，Ｍ３ｂ１区でクランク状に屈曲させて構築している。規模は上幅２�２～３�８ｍ，

下幅０�２～１�３ｍ，深さ１�４ｍである。断面はＵ字状で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３９層に分層できる。屈曲部の堀（第１～２３層）には，南側土塁の盛土が流れ込んだ形跡が見られる。ま

た，中央部（第２４～３９層）は，人為的に埋め戻したと考えられる不規則な堆積状況を示している。

第５号住居跡出土遺物観察表（第１２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備考

４ 須恵器 高台付坏［１４�４］ ５�８ ［１０�０］長石・石英・黒色粒子 灰色 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 覆土下層 ３０％

５ 須恵器 蓋 ［１７�４］（３�０） － 長石・石英・雲母 灰色 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土下層 ４５％

６ 須恵器 甕 ［２３�８］（１０�７） － 長石・石英・雲母 灰黄 普通 体部同心円状の叩き 覆土下層 ３０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ５ 鎌 （１０�０） ４�０ ０�３ （５１�３） 鉄 切先部・柄付部一部破損 柄付部「Ｕ」字に屈曲 覆土下層

表４ 奈良・平安時代竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）
（長軸×短軸）

壁高
（�） 床面

内部施設
覆土 出土遺物 時期

壁溝 主柱穴出入口ピット 炉・竈 貯蔵穴

２ Ｋ３ｄ５ Ｎ－５°－Ｅ 方形 ３�９０×３�６５ ４２～４５ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器，須恵器，
土製品，金属製品 ９世紀後葉

５ Ｋ２ｆ０ Ｎ－６°－Ｅ 長方形 ３�３４×２�６８ ５６ 平坦 半周 － １ － 竈１ － 自然 土師器，須恵器，
金属製品 ８世紀後葉

小 幡 城 跡
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第１３図 第１号堀跡・第１号土橋跡実測図

―２６―



遺物出土状況 土師質土器片８４点（皿３３，内耳鍋３８，擂鉢１２，火鉢１），陶磁器片３１点（碗１５，皿８，甕８），

石器２点（石臼，砥石），石製品１点（五輪塔），金属製品４点（釘２，不明２），瓦１点（丸瓦），古銭１点（永

樂通寳）のほか，流れ込んだ縄文土器片８点，土師器片６９点，須恵器片３点も出土している。９～１２は覆土下

層から出土している。

所見 �郭南部縁辺に沿って構築されている。直行する第３号堀跡を埋め立て，クランク状に屈曲させて再構

築している。屈曲させることにより，横矢が掛かる構造として城の防御性を高めたものと考えられる。時期は，

遺構の形状から１６世紀代と推測される。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・黒色土粒子少量，鹿沼パミス微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・黒色土粒子少量，鹿沼パミス微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量，黒色土ブロッ

ク微量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，黒色土ブロック・鹿沼パミ

ス・砂質粘土ブロック微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス・粘土ブロック少量
７ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，黒色土ブロック少量，粘土

ブロック微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物・粘

土ブロック微量
９ 暗 褐 色 黒色土ブロック・鹿沼パミス少量，ロームブロッ

ク・粘土ブロック微量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック・鹿沼パミス少

量，粘土ブロック微量
１１ 黒 褐 色 黒色土ブロック中量，ロームブロック・鹿沼パミ

ス少量，粘土ブロック微量
１２ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，鹿沼パミス少量
１３ にぶい黄褐色 粘土ブロック少量，ロームブロック・鹿沼パミス

微量
１４ 褐 色 ローム粒子中量，鹿沼パミス少量
１５ 暗 褐 色 鹿沼パミス中量，ローム粒子少量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，黒色土粒子・鹿沼パミス少量
１７ 暗 褐 色 鹿沼パミス中量，ローム粒子・黒色土粒子少量
１８ 暗 褐 色 炭化粒子・鹿沼パミス少量，ローム粒子微量
１９ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量，鹿沼パミス微量
２０ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・鹿沼パミス微量
２１ 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量，黒色土粒子・鹿

沼パミス微量

２２ 暗 赤 色 ローム粒子中量，鹿沼パミス・粘土粒子微量
２３ 極 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック・黒色土ブロ

ック微量
２４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
２５ 褐 色 ロームブロック・砂粒少量，炭化物微量
２６ にぶい黄褐色 ロームブロック・炭化物・砂質粘土ブロック・砂

粒中量
２７ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，砂質粘土ブロック・

焼土粒子・砂粒微量
２８ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・砂粒・砂質粘土粒子少

量，焼土ブロック微量
２９ にぶい黄褐色 砂粒中量，砂質粘土ブロック少量，ロームブロッ

ク・炭化物微量
３０ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，砂質粘土ブロック・

砂粒微量
３１ オリーブ褐色 砂粒多量，炭化物微量，鉄分沈着
３２ 暗 褐 色 炭化物・砂質粘土ブロック・砂粒少量，砂質粘土

ブロック・ローム粒子微量
３３ にぶい黄褐色 砂粒中量，炭化物少量，焼土粒子微量
３４ 黄 褐 色 砂粒中量，砂質粘土ブロック少量，炭化物微量
３５ 灰 褐 黄 色 砂粒中量，砂質粘土ブロック少量，炭化物・ロー

ム粒子微量
３６ 黒 褐 色 ロームブロック・砂粒・砂質粘土粒子少量，焼土

粒子・炭化粒子微量
３７ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂粒・砂質粘土

粒子少量，炭化物微量
３８ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・砂質粘土ブロック・砂

粒少量，焼土ブロック微量
３９ 黒 褐 色 ロームブロック・砂粒少量，炭化物・砂質粘土粒

子微量

第１４図 第１号堀跡出土遺物実測図�

小 幡 城 跡
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第２号堀跡（第１６・１７・２０・２１図）

位置 調査区南部のＭ２ｇ８～Ｌ４ｊ１区，標高１９�０～２０�０ｍの斜面部中段に位置している。

規模と構造 両端が調査区域外に延びているため，確認できた長さは５６�６ｍである。Ｌ４ｊ１区から西方向（Ｎ

－８８°－Ｅ）に直線的に延びるが，南部は調査区域外のために確認できなかった。確認された規模は，上幅２�４

～５�４ｍ，深さ０�６ｍである。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ４層に分層できる。北側の土塁からの流れ込みを示した人為堆積である。

第１５図 第１号堀跡出土遺物実測図�

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，炭化物・砂粒微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土ブロック・砂粒微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子・砂粒少量，砂質粘土ブロック・焼土
粒子微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・砂粒微量

第１号堀跡出土遺物観察表（第１４・１５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

７ 土師質土器 小皿 ６�８ ２�１ ４�３ 長石・石英・雲母 橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中 １００％ PL２０

８ 土師質土器 小皿 ６�８ ２�０ ３�５ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中 ９５％

９ 土師質土器 火鉢 － （６�６） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 脚部１か所残存 内・外面ナデ 覆土下層 １０％

１０ 陶器 甕 ［３５�４］（５�４） － 長石・石英 暗赤褐 良好 口縁部片 内・外面ナデ 覆土下層 ５％ 常滑系

１１ 陶器 甕 － （７�７） － 長石・石英 にぶい赤褐 良好 口縁部片 内・外面ナデ 覆土下層 ５％ 常滑系

１２ 陶器 甕 － （４�８） － 長石・石英 灰・褐灰 良好 内面ナデ 覆土下層 ５％

１３ 磁器 皿 ［１５�０］（３�０） － 緻密 青磁釉 灰オリーブ
・灰白 良好 輪花片の破片 内・外面施釉 覆土中 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ１ 砥石 （４�０） ３�７ １�４ （２４�６） 凝灰岩 端部欠損 砥面１面 覆土中

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ６ 釘 （５�２） ０�５ ０�５ （５�６５） 鉄 断面方形 頭部欠損 覆土中

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ７ 永樂通寳 ２�５１ ０�６０ ０�１３ ２�８０ １４０８ 銅 真書 覆土中

―２８―



第１６図 第２号堀跡実測図
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遺物出土状況 土師質土器片２４点（小皿１４，内耳鍋１０），陶磁器片３点（碗），金属製品１点（不明）のほか，

流れ込んだ土師器片２９点，須恵器片３点，石器１点（石斧）も出土している。１４は覆土下層から出土している。

所見 底面は確認できなかったが，壁が緩やかに立ち上がっていることや調査区東側で彎曲した痕跡が見られ

ることから，堀と推定した。また，本跡南側に谷津が広がっているため，谷津に直接落ち込む切岸の可能性も

ある。覆土中には土塁から流れ込んだ土砂が混じる。時期は，第１号土塁と同時期に機能していたと考えら

れ，１６世紀代と推定される。

第３号堀跡（第１８～２２図）

位置 調査区南部のＭ２ａ８～Ｌ３ｊ０区，標高２０�５～２１�５ｍの斜面部中段に位置している。

重複関係 第１号堀に掘り込まれている。本跡を横断する形で土橋を設けている。

規模と構造 両端が調査区域外に延びているため，確認できた長さは４９�８ｍである。上幅６�４～９�４ｍ，下幅０�８

～２�９ｍ，深さ２�１ｍで，Ｌ３ｊ０区から西方向（Ｎ－８４°－Ｅ）に直線的に延びている。断面は逆台形で，壁は

外傾して立ち上がっている。

覆土 ２９層に分層できる。ロームや粘土ブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。上層は，

締まりが強く，硬化している。第１１～２９層は，南側から投げ込まれた形跡がみられる。

第１７図 第２号堀跡出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 砂粒・砂質粘土粒子少量，ロームブロック・炭化

物・黒色土ブロック微量
２ オリーブ褐色 砂粒・砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量
３ オリーブ褐色 砂粒中量，砂質粘土ブロック少量，鉄分沈着
４ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・砂粒多量，砂質粘土ブロッ

ク少量
５ オリーブ褐色 砂粒中量，ロームブロック・炭化物少量
６ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・砂粒少量，焼土ブロック・炭

化物微量

７ オリーブ褐色 砂粒中量，黒色土ブロック少量，炭化物・黒色土
ブロック・焼土粒子微量

８ 黄 褐 色 砂粒中量，ローム粒子微量
９ オリーブ褐色 砂粒中量，ロームブロック微量
１０ 暗 褐 色 砂粒・砂質粘土粒子中量，黒色土ブロック微量
１１ オリーブ褐色 砂粒中量，炭化物・ローム粒子微量
１２ 暗オリーブ褐色 砂粒中量，ローム粒子少量，鉄分沈着
１３ オリーブ褐色 砂粒粘土粒子多量，炭化物微量
１４ 黄 褐 色 砂粒粘土粒子中量，小礫少量

第２号堀跡出土遺物観察表（第１７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

１４ 土師質土器 内耳鍋［３２�４］（１９�４）［１６�７］長石・石英・雲母 にぶい赤 普通 口縁部横ナデ 外面煤付着 覆土下層 ２５％

―３０―



第１８図 第３号堀跡実測図

小 幡 城 跡

―３１―



遺物出土状況 土師質土器片５点（皿１，内耳鍋３，擂鉢１），陶器片１点（碗），石器２点（石臼，砥石），

石製品１点（五輪塔），金属製品１点（釘）が出土しているほか，流れ込んだ縄文土器片１点，土師器片３点

も出土している。１９・２２・Ｑ２・Ｑ４・Ｍ８・Ｍ９は覆土中層，１５・１７・１８・２０・２１・Ｑ３は覆土下層からそ

れぞれ出土している。

所見 �郭構築時に郭を区画する堀として機能していたと考えられる。その後，郭の改修に伴い，形状を変え，

第１号堀に再構築されたと推測される。本跡の南側に位置する土塁側から土砂が人為的に流入した形跡が見ら

れることから，同時に土塁の改修も行われた可能性が高い。時期は，第１号堀との重複関係から，１６世紀前半

と考えられる。

１５ 暗 褐 色 炭化物・砂質粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒
子少量

１６ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量
１７ 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量，鉄分沈着
１８ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，黒色土ブロック・砂質粘土

粒子少量，鹿沼パミス微量
１９ 黒 褐 色 炭化物少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
２０ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
２１ 極 暗 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブ

ロック・炭化物微量

２２ 褐 色 ロームブロック中量，黒色土ブロック微量
２３ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，焼土粒子・黒色土粒子少量
２４ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量
２５ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
２６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・黒色土粒子微量
２７ 明 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子微量，鉄分沈着
２８ 黒 褐 色 粘土粒子少量，砂粒・黒色土粒子微量
２９ オリーブ褐色 砂粒・砂質粘土粒子少量

第１９図 第３号堀跡出土遺物実測図�

―３２―



第２０図 第１・２・３号堀跡実測図

小 幡 城 跡

―３３・３４―



第２１図 第１・２・３号堀跡，第１号土塁実測図

小 幡 城 跡

―３５・３６―



第２２図 第３号堀跡出土遺物実測図�

小 幡 城 跡

―３７―



第４号堀跡（第２３～２５図）

位置 調査区北部のＥ３ｄ７～Ｇ２ｃ４区，台地縁辺部に築かれた第２号土塁の外郭部にあたる，標高２０�５～２１�５

ｍの台地縁直下に位置している。

規模と構造 南西側及び北東側が調査区域外に延びているため，確認できた長さは９５�０ｍである。走向方向は

Ｎ－２９～６０°－Ｅで，南西部が西側に彎曲している。規模は上幅６�２～８�０ｍ，下幅０�４～０�８ｍ，深さ２�６～２�９

ｍである。断面は逆台形である。

覆土 ５９層に分層できる。左右両壁側や東側土塁の崩落土を主体としており，ほとんどが自然堆積である。そ

の中で第３０～３６層は人為的に埋め戻したと考えられる不規則な堆積状況を示している。

土層解説
１ にぶい黄褐色 粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

微量
４ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量，黒色土粒子微量
７ 黒 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・赤色粒子微量
８ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
９ 黒 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
１０ 黒 褐 色 粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
１２ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・ローム粒子少量
１３ 明 黄 褐 色 細礫少量，粘土ブロック微量
１４ 灰 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量
１５ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
１６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子・粘土粒子微量
１７ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量
１８ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量，炭化物・赤色粒子微量
１９ 褐 色 粘土ブロック・細礫微量
２０ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量

２１ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子少量，粘土ブロック微量
２２ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・炭化

粒子微量
２３ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子微量
２４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック・焼土粒子微量
２５ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
２６ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量
２７ 黒 褐 色 赤褐色土粒子少量，細礫微量
２８ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック微量
２９ 暗 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック・炭化物微量
３０ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・黒色土粒子微量
３１ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子微量
３２ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子微量
３３ 黒 褐 色 炭化物・粘土粒子少量，ローム粒子微量
３４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
３５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック微量
３６ 黒 褐 色 粘土粒子少量
３７ 黒 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子微量
３８ 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子微量
３９ 灰 黄 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
４０ にぶい黄褐色 赤色粒子少量，ローム粒子微量

第３号堀跡出土遺物観察表（第１９・２２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

１５ 土師質土器 小皿 ５�９ １�９ ３�６ 長石・石英・雲母 橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土下層 １００％ PL２０

１６ 土師質土器 小皿 ６�８ １�８ ３�６ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 外面煤付着 覆土中 ９５％

１７ 土師質土器 小皿 ９�４ ５�４ ４�５ 長石・石英・雲母 橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土下層 １００％ PL２１

１８ 土師質土器 小皿 ９�４ ３�０ ４�８ 長石・石英・雲母 橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土下層 １００％ PL２１

１９ 土師質土器 小皿 ９�８ ２�９ ５�０ 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中層 ７５％

２０ 土師質土器 小皿 ９�９ ２�８ ４�６ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土下層 ６０％ PL２１

２１ 土師質土器 内耳鍋［４１�０］（６�８） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 １内耳残存 耳貼り付け 外面煤付着 覆土下層 ５０％

２２ 土師質土器 内耳鍋［４３�０］（７�３） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 １内耳残存 耳貼り付け 外面煤付着 指頭痕 覆土中層 ５％

２３ 土師質土器 擂鉢 － （５�７）［１４�０］長石・石英・雲母 橙 普通 １条１単位の擂り目 覆土下層 ３０％

番号 器種 長さ 幅・
孔径 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ２ 砥石 （９�０） ４�２ １�９ （７６） 凝灰岩 端部欠損 砥面３面 覆土中層

Ｑ３ 茶臼ヵ（下臼ヵ）（２８�０） － ９�０（１，１１０） 安山岩 受け皿部一部残存 覆土下層 PL２５

Ｑ４ 五輪塔（水輪） ２１�６ ２２�６ ９�５（２，５００） 花崗岩 風化により表面脆い 上下が平らな扁平な球形 覆土中層 PL２５

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ８ 包丁ヵ （１２�５） ０�５ ０�２ （７２�０） 鉄 刃部の破片 覆土中層

Ｍ９ 小刀ヵ （９�２） ２�２ ０�２ （２３�０） 鉄 刃部の破片 覆土中層 PL２６

―３８―
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第２３図 第４号堀跡，第２号土塁実測図�

小 幡 城 跡

―３９・４０―



第２４図 第４号堀跡，第２号土塁実測図�

小 幡 城 跡

―４１―



遺物出土状況 土師質土器片１８点（皿７，内耳鍋１０，鉢１），陶器９点（碗３，皿１，甕５），磁器１点（碗）

石器１点（砥石），土師器片１点が出土している。２１５～２２２・Ｑ６５は，覆土中からそれぞれ出土している。

所見 東側に平行して存在している第２号土塁と一体で，�郭構築時に郭を区画する堀として機能していたと

考えられる。南部に位置する第３号堀跡と規模や形状が類似していることから，両跡は�郭を区画する同一の

堀である可能性が高い。時期は，第３号堀との関係や出土土器から，１６世紀前半と考えられる。

４１ 黒 褐 色 粘土粒子中量，細礫微量
４２ 暗 褐 色 粘土粒子少量
４３ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子・細礫微量
４４ 灰 黄 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子微量
４５ にぶい黄褐色 粘土粒子少量，細礫微量
４６ 暗 褐 色 粘土ブロック微量
４７ 暗 褐 色 粘土ブロック・細礫微量
４８ 黒 褐 色 粘土粒子中量，炭化物微量
４９ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，ロームブロック微量
５０ 褐 灰 色 粘土粒子少量，ローム粒子微量

５１ 黒 褐 色 粘土ブロック微量
５２ 暗オリーブ褐色 粘土粒子少量，ロームブロック微量
５３ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子微量
５４ 灰オリーブ色 粘土粒子多量
５５ 暗 赤 褐 色 赤褐色土粒子・砂粒中量，細礫微量
５６ 黒 褐 色 粘土ブロック・細礫微量
５７ オリーブ褐色 粘土粒子中量
５８ 暗オリーブ褐色 粘土粒子中量，ロームブロック微量
５９ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子・細礫微量

第２５図 第４号堀跡出土遺物実測図

第４号堀跡出土遺物観察表（第２５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

２１５ 磁器 碗 － （２�８）［７�９］ 緻密 透明釉 明緑灰 良好 内面に梅花文 覆土中 ５％

２１６ 土師質土器 小皿 ９�９ ２�７ ４�３ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中 １００％ PL２１

２１７ 土師質土器 小皿［１０�０］ ２�３ ［５�４］ 長石・石英・雲母 赤褐 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ油煙付着 覆土中 ５０％

２１８ 土師質土器 小皿 － （２�７）［５�８］ 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中 ２５％

２１９ 陶器 皿 － （２�２） － 長石 長石釉 灰白・淡黄 普通 内・外面施釉 覆土中 ５％
瀬戸・美濃産

２２０ 陶器 皿 ［１６�０］（３�７） － 長石 長石釉 灰白・
灰オリーブ 良好 内・外面施釉 覆土中 ５％

瀬戸・美濃産

２２１ 土師質土器 内耳鍋 － （６�５） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 １内耳残存 覆土中 ５％

２２２ 陶器 甕 ［２１�６］（４�７） － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 内・外面ナデ 覆土中 ５％ 常滑産

―４２―



� 土塁

本跡は，堀跡と同様小幡城本郭の外に位置する�郭を巡っている。土塁の全長は約１�０００ｍに及んでい

る。土塁の多くは，後世の土地改良で湮滅しているが，わずかな高まりから確認できる。調査は�郭南部

に存在し，本郭から東西に走る土塁及び，�郭北西部に存在し，南北に走る土塁の調査を行った。

第１号土塁（第２０・２１・２６図）

位置 調査区南部のＭ２ａ９～Ｍ４ｂ２区，標高２０�０～２０�５ｍの斜面部中段に位置している。

規模と構造 土塁上部は廃城後，耕作などによって削平されている。調査区域外に残存する土塁の延長線上に

位置することや地山を掘り込んだ基底部の痕跡が見られることから，土塁の可能性がある。

構築土 １６層に分層できる。黒色土や粘土を含んだ粘性・締まりの強い層が多く，人為的に固められた状況が

見られる。土塁は，地山を掘り込んで，基底部としている。

所見 地表面から，土塁の痕跡は確認できず，規模や構造は把握できないが，地山を掘り込んで基底部を設け

ていること，�郭を囲む土塁の延長上にあることなどから，土塁が存在したと判断した。また，第２・３号堀

の埋土は，土塁と推定される方向から土砂が流れ込んだ様相を呈しており，堀間に盛土したと考えられる。痕

跡は確認できなかったが，第３号堀から第１号堀への改修時に本跡も再構築された可能性が高い。時期は，周

辺遺跡との関連から，１６世紀代と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，炭化物・砂粒微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土ブロック・砂粒微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・砂粒少量，砂質粘土ブロック・焼土

粒子微量
４ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・砂粒少量
５ 黄 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，黒色土ブロック・砂質粘土

ブロック微量
７ 極 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量
８ 灰 黄 色 砂質粘土ブロック・砂粒中量，ロームブロック微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・黒色土粒子微量
１０ 暗オリーブ褐色 砂質粘土ブロック中量� ロームブロック・黒色

土ブロック少量，炭化物微量

１１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・砂質粘土ブロック少量
焼土粒子微量

１２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・砂質粘土ブロック・焼
土粒子少量

１３ にぶい黄橙色 粘土粒子中量，砂粒微量，鉄分沈着
１４ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ロームブロック・

黒色土ブロック微量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，黒色土ブロック・砂質粘土

ブロック少量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量

番号 器種 長さ 幅・
孔径 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ６５ 砥石 （７�２） ４�２ ２�８ （９９�４） 凝灰岩 砥面４面 覆土中

表５ 中・近世堀跡一覧表

番号 位置 方向 形状
規 模

断面形 壁面 覆土 主な出土遺物
備考

重複関係
（古�新）長さ（ｍ）上幅（�）下幅（�）深さ（�）

１
Ｌ２ｊ９～
Ｌ３ｊ０

Ｎ－８８°－Ｅ
直線

クランク状
（４８�４）２�２～３�８０�２～１�３ １�４ Ｕ字状 外傾 人為

土師質土器，陶磁器，石
器，古銭，瓦

第３号堀跡�本
跡�SK６，SE２

２
Ｍ２ｇ８～
Ｌ４ｊ１

Ｎ－８８°－Ｅ 直線 （５６�６） （２�４～
５�４） － ０�６ － 外傾 人為 土師質土器，陶磁器

３
Ｍ２ａ８～
Ｌ３ｊ０

Ｎ－８４°－Ｅ 直線 （４９�８）６�４～９�４０�８～２�９ ２�１ 逆台形 外傾 人為
土師質土器，陶磁器，石
器，金属製品

本跡�第１号堀
跡，SK６・２４・
１４８，SE１・２

４
Ｅ３ｄ７～
Ｇ２ｃ４

Ｎ－２９～６０°
－Ｅ

直線 （９５�０）６�２～８�００�４～０�８２�６～２�９ 逆台形 外傾
人為
自然

土師質土器片，陶磁器，
石器

小 幡 城 跡

―４３―



第２号土塁（第２３・２４・２７図）

位置 調査区北部のＥ３ｇ６～Ｇ２ａ５区，標高２１�６～２４�１ｍの台地縁辺部に位置している。その外郭にあたる

台地縁直下には第４号堀が平行して位置している。

規模と構造 南西側及び北東側が調査区域外に延びるため，確認できた長さは８４�０ｍである。方向はＮ－３０～

５５°－Ｅで，南西部が西側に彎曲している。下幅４�１～８�０ｍ，上幅１�４～４�４ｍ，旧地表面からの高さ０�６４～

０�９４ｍ，現表土を含めた高さ０�９～１�０４ｍ，第４号堀底面からの高さ５�９４～６�３ｍである。断面形は台形で，西

側壁は傾斜角度がやや急である。

構築状況 ２１層に分層できる。粘土やロームを含んだ層が多いが，突き固めた痕跡は見られない。

遺物出土状況 石器１点（砥石），古銭１点（太平通寳）が構

築土中から出土している。

所見 西側に平行して存在している第４号堀と一体で，�郭構

築時に郭の区画として機能していたと考えられる。構築方法は

第４号堀の掘削土を掻き上げて築いている。時期は，第４号堀

との関連から，１６世紀前半と考えられる。

第２６図 第１号土塁実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子・細礫微量
４ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・細礫微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・細礫微量
６ 黄 褐 色 粘土ブロック多量
７ オリーブ褐色 粘土ブロック中量，ローム粒子微量
８ にぶい赤褐色 粘土ブロック・細礫少量
９ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，細礫微量
１０ 黄 褐 色 粘土ブロック多量
１１ オリーブ褐色 粘土ブロック多量，細礫微量

１２ 黄 褐 色 粘土ブロック多量，細礫微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
１４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量
１５ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
１６ 黄 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
１７ オリーブ褐色 粘土ブロック少量
１８ オリーブ褐色 粘土ブロック多量
１９ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量
２０ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
２１ 黄 褐 色 粘土ブロック中量

第２７図 第２号土塁出土遺物実測図

表６ 中・近世土塁一覧表

番号 位置 方向 形状
規 模

断面形 壁面 覆土 主な出土遺物
備考

重複関係
（古�新）長さ（ｍ）上幅（�）下幅（�）高さ（�）

１
Ｍ２ａ９～
Ｍ４ｂ２

－ － － － － － 台形 外傾 人為 －

２
Ｅ３ｇ６～
Ｇ２ａ５

Ｎ－３０～５５°－Ｅ 彎曲 ８４�０ １�４～４�４４�１～８�０ ０�９～
１�０４ 台形 外傾 人為 石器・古銭

第２号土塁出土遺物観察表（第２７図）

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ２２４太平通寳 ２�２４ ０�６２ ０�１２（１�７２） ９７６ 銅 草書 欠け 構築土中 PL２７
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� 土橋跡

第１号土橋跡（第１３図）

位置 調査区南部のＭ３ｂ４区，標高２０�０～２０�５ｍの斜面部中段に位置している。第１・３号堀の中央部に設

置されている。

規模と構造 上幅２�９ｍ，下幅３�８ｍ，高さ１�０２ｍで，断面形は台形である。下部は地山を掘り残して橋として

いる。

覆土 １２層に分層できる。黒色土や粘土を含んだ粘性・締まりの強い層が多く，版築状に固められた状況が見

られる。

所見 城外と�郭とを連絡する橋であったと推測される。第３号堀と同時期に構築され，第１号堀が存続した

１６世紀代に機能していたと推測される。

� 掘立柱建物跡

第２号掘立柱建物跡（第２８図）

位置 調査区北部のＢ３ｅ０区，標高１４�４ｍの斜面部下段に位置している。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
２ 黒 色 炭化物・砂粒・砂質粘土粒子微量
３ 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・黒色土

ブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量，黒色土ブロッ

ク微量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，黒色土ブロック・砂質粘土

ブロック・鹿沼パミス微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・鹿沼パミス少量
７ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，鉄分沈着
８ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・鹿沼パミス微量
９ 暗 褐 色 鹿沼パミス中量，ローム粒子少量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック中量，黒色土粒子・鹿沼パミス少量
１１ 黄 褐 色 砂粒多量，黒色土粒子少量，砂質粘土粒子微量
１２ 黄 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック・砂質粘土ブロ

ック少量

第２８図 第２号掘立柱建物跡実測図

小 幡 城 跡
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重複関係 第４号住居跡を掘り込んでいる。第３号掘立柱建物跡，第６号ピット群と重複しているが，新旧関

係は不明である。

規模と構造 東部が調査区外に延びているため，桁行２間，梁行１間が確認されただけである。桁行方向がＮ

－８°－Ｗの南北棟で桁行４�９５ｍ，梁行１�８ｍ，面積は８�９１�と推測される。柱間寸法は，桁行１�６５ｍ，梁行１�８

ｍを基調とし，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ４か所。深さは２４～３６�である。西桁行に想定される１つの柱穴は確認できなかった。

所見 第１号道路跡と軸線を合わせて構築されており，時期は中世後半から近世と考えられる。

第３号掘立柱建物跡（第２９図）

位置 調査区北部のＢ３ｆ０区，標高１４�４ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第２号掘立柱建物跡，第４号井戸跡，第６号ピット群と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 東部が調査区外に延びているため，南北３間のみが確認されただけである。桁行方向がＮ－５°

第２９図 第３号掘立柱建物跡実測図

―４６―



－Ｗの南北棟と推測される。確認された規模は桁行７�２ｍで，柱間寸法は２�４ｍである。

柱穴 ４か所。深さは２５～４４�である。

所見 第１号道路跡と軸線を合わせて構築されており，時期は中世後半から近世と考えられる。

第４号掘立柱建物跡（第３０図）

位置 調査区北部のＦ３ｃ７区，標高２２�０ｍの斜面部上段に位置している。

規模と構造 桁行２間，梁行１間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－５２°－Ｗの東西棟である。規模は桁行３�６ｍ，

梁行２�１ｍで，面積は７�５６�である。柱間寸法は，桁行１�８ｍ，梁行２�１ｍを基調とし，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ６か所。深さは８～７４�である。いずれも柱痕跡は認められず，土層は柱抜き取りの痕跡を示している。

所見 �郭土塁の軸線を合わせて構築されていることから，同時期に機能していたと推測される。時期は，土

塁との関連から１６世紀前半以降～近世と考えられる。

第５号掘立柱建物跡（第３１図）

位置 調査区北部のＦ３ｈ７区，標高２２�５ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第６号掘立柱建物跡，第７号ピット群と重複しているが，新旧関係は不明である。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

３ 褐 色 ロームブロック微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第３０図 第４号掘立柱建物跡実測図

小 幡 城 跡
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規模と構造 桁行，梁行とも２間の側柱建物で，桁行方向がＮ－６°－Ｗの南北棟である。規模は桁行３�６ｍ，

梁行３�０ｍで，面積は１０�８０�である。柱間寸法は，桁行１�８ｍ，梁行１�５ｍを基調とし，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ７か所。深さは２０～５３�である。いずれも柱痕跡は認められず，土層は柱抜き取りの痕跡を示している。

遺物出土状況 土師質土器片２点（皿），陶器１点（皿ヵ）が出土している。土師質土器片（皿）はＰ６覆土

中から出土しているが，細片で図示できない。

所見 時期は，出土土器から１６世紀代と考えられる。

第６号掘立柱建物跡（第３２図）

位置 調査区北部のＦ３ｈ８区，標高２２�５ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第５号掘立柱建物跡，第７号ピット群と重複しているが，新旧関係は不明である。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

４ 黒 褐 色 ローム粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック微量
６ 褐 色 ローム粒子少量

第３１図 第５号掘立柱建物跡実測図
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規模と構造 桁行２間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－３７°－Ｅの南北棟である。規模は桁行４�２ｍ，

梁行３�６ｍで，面積は１５�１２�である。柱間寸法は，桁行２�１ｍ，梁行１�８ｍを基調とし，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ６か所。北梁行中央および南梁行西隅に想定される柱穴は確認できなかった。深さは８～５８�である。

いずれの柱穴も柱痕跡は認められず，土層は柱抜き取りの痕跡を示している。

遺物出土状況 土師質土器片２点（皿，内耳鍋）が出土しているほか，流れ込んだ縄文土器片１点と須恵器片

１点も出土している。２４はＰ５上層壁際から出土している。また，土師質土器片（内耳鍋）はＰ５，土師質土

器片（小皿）はＰ６の覆土中からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から１６世紀代と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ローム粒子多量

第３２図 第６号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

小 幡 城 跡
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第７号掘立柱建物跡（第３３図）

位置 調査区北部のＨ３ｄ０区，標高２４�５ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第８号方形竪穴遺構，第３０３・３２７号土坑を掘り込み，第２９３号土坑に掘り込まれている。また，第

２８９・２９０・３００・３０４・３０５号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 北東部が調査区域外に延びるため，全体の構造は不明である。桁行３間，梁行１間の側柱建物で，

桁行方向はＮ－１５°－Ｅの南北棟と推定される。規模は桁行６�３ｍ，梁行３�６ｍで，面積は２２�６８�である。柱間

寸法は，桁行２�１ｍ，梁行３�６ｍを基調としているが，梁行は２間の可能性が考えられる。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ７か所。深さは２３～３０�である。土層は柱抜き取りの痕跡を示している。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック少量

４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第３３図 第７掘立柱建物跡実測図

第６号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第３２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

２４ 土師質土器 小皿 ６�９ １�９ ４�４ 長石・石英・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土上層 ８０％

―５０―



所見 梁間が１２尺と長く，梁行２間の可能性もある。また，主軸方向を同じする第１号柵跡が西約２ｍに位置

しており，本跡に付随する施設と考えられる。�郭と同時期に機能していたと推測され，時期は１６世紀後半と

考えられる。

第８号掘立柱建物跡（第３４・３５図）

位置 調査区北部のＨ３ｂ８区，標高２４�５ｍの斜面部上段に位置している。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向がＮ－８２°－Ｅの東西棟である。規模は桁行７�２ｍ，梁

行４�５ｍで，面積は３２�４０�である。柱間寸法は，桁行２�４ｍ，梁行２�２５ｍを基調とし，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ８か所。深さは９～４２�である。土層は柱抜き取りの痕跡を示している。柱のあたりは径１０～１５�ほど

で，Ｐ２・４・５・７・８で著しく硬化している。

第３４図 第８号掘立柱建物跡実測図

小 幡 城 跡

―５１―



遺物出土状況 陶器１点（碗）が出土している。２５はＰ

１の覆土中層から出土しており，柱抜き取り後，投棄さ

れたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から１６世紀後半と考えられる。

� 方形竪穴遺構

第１号方形竪穴遺構（第３６図）

位置 調査区南部のＫ３ｊ８区，標高２６�７ｍの斜面部上段に位置している。

規模と形状 長軸１�７２ｍ，短軸１�５４ｍの方形で，長軸方向はＮ－７５°－Ｅである。壁高は２６～２８�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦である。中央部に炭化材が散在している。

ピット ２か所。Ｐ１は深さは３２�，Ｐ２は深さ８�であ

る。Ｐ２がやや浅いが，配置から柱穴と考えられる。

覆土 ７層に分層できる。ロームをブロック状に含む人為

堆積である。また，第４～７層は柱穴の土層である。

第３５図 第８号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第３６図 第１号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，鹿沼パミス微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック少量，鹿沼パミス微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
５ 褐 色 ローム粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・鹿沼パミス少量

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ にぶい褐色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック中量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第８号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第３５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

２５ 陶器 碗 ［１１�８］ ５�７ ［４�８］ 精良 鉄釉 黒褐・淡黄 良好 内・外面施釉 削り出し高台 覆土中層 ４５％ 瀬戸・
美濃系 PL１９

表７ 中・近世掘立柱建物跡一覧表

番号 位置 桁行方向
柱間数 規模（ｍ） 面積

（�）
桁行
柱間

梁行
柱間

柱穴（�） 主な
出土遺物

備考
重複関係
（古�新）桁 × 梁 桁 × 梁 構造 柱穴

数 平面形 深さ

２ Ｂ３ｅ０ Ｎ－８°－Ｗ ２ × １ ４�９５ × １�８［８�９１］ １�６５ １�８ 側柱 ４ 円形，
楕円形 ２４～３６ － SI４�本跡，SB３，PG６

（新旧不明）

３ Ｂ３ｆ０ Ｎ－５°－Ｗ ３ × － ７�２ × － － ２�４ － 側柱 ４ 円形，
楕円形 ２５～４４ － SB２，SE４，PG６

（新旧不明）

４ Ｆ３ｃ７ Ｎ－５２°－Ｗ ２ × １ ３�６ × ２�１ ７�５６ １�８ ２�１ 側柱 ６ 円形，
楕円形 ８～７４ －

５ Ｆ３ｈ７ Ｎ－６°－Ｗ ２ × ２ ３�６ × ３�０ １０�８０ １�８ １�５ 側柱 ７ 円形，
楕円形 ２０～５３ 土師質土器，

陶器 SB６，PG７（新旧不明）

６ Ｆ３ｈ８ Ｎ－３７°－Ｅ ２ × ２ ４�２ × ３�６ １５�１２ ２�１ １�８ 側柱 ６ 円形，
楕円形 ８～５８ 土師質土器 SB５，PG７（新旧不明）

７ Ｈ３ｄ０ Ｎ－１５°－Ｅ ３ × １ ６�３ × ３�６ ２２�６８ ２�１ ３�６ 側柱 ７ 円形，
楕円形 ２３～３０ －

第８号方形竪穴遺構，SK３０３・
３２７�本跡� SK２９３・２８９・
２９０・３００・３０４・３０５（新旧不明）

８ Ｈ３ｂ８ Ｎ－８２°－Ｅ ３ × ２ ７�２ × ４�５ ３２�４０ ２�４ ２�２５ 側柱 ８ 円形，
楕円形 ９～４２ 陶器

―５２―



遺物出土状況 土師質土器片１点（内耳鍋）が出土している。また，床面から炭化材が散在して出土している。

所見 時期は，出土土器や遺構の形状から１６世紀代と考えられる。

第２号方形竪穴遺構（第３７図）

位置 調査区北部のＢ３ｂ１区，標高１４�７ｍの斜面部下段に位置している。

規模と形状 長軸２�８６ｍ，短軸２�２８ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－８８°－Ｗである。壁高は７�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。

覆土 ３層に分層できる。ロームや粘土をブロック状に含む人為堆積である。

遺物出土状況 流れ込んだ縄文土器片１点が出土している。

所見 時期は，土器が出土していないため明確でないが，遺構の形状から１６世紀代と考えられる。

第３号方形竪穴遺構（第３８図）

位置 調査区北部のＡ３ｊ８区，標高１４�８ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第１３号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�１２ｍ，短軸２�１０ｍの方形で，長軸方向はＮ－３９°－Ｅである。壁高は２４�で，外傾して立

ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。

覆土 ８層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・粘土ブロック微量
２ 黒 褐 色 炭化物・粘土ブロック少量，ロームブロック微量

３ 褐 色 ロームブロック少量

第３７図 第２号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

５ 黒 色 ロームブロック・炭化粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック中量
７ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 ローム粒子微量

小 幡 城 跡
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遺物出土状況 流れ込んだ縄文土器片１１点と土師器片３点が出土している。

所見 時期は，重複している第１３号溝との関係から１５世紀後半から１６世紀前半以前と考えられる。

第４号方形竪穴遺構（第３９図）

位置 調査区北部のＡ２ｊ５区，標高１５�４ｍの斜面部下段に位置している。

規模と形状 南側が調査区域外に延びているため，長軸２�２８ｍ，短軸は１�２０ｍだけが確認されている。長軸方

向はＮ－８２°－Ｗの隅丸方形と推測される。壁高は４８�で

外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。

覆土 ４層に分層できる。周囲から流入した堆積状況を示

す自然堆積である。

所見 時期は，遺物が出土していないため明確でないが，

遺構の形状から１６世紀代と考えられる。

第５号方形竪穴遺構（第４０～４２図）

位置 調査区北部のＢ２ｅ６区，標高１６�０ｍの斜面部下段に位置している。

規模と形状 南東部が撹乱を受けているため，東西軸３�７６ｍ，南北軸は１�８０ｍだけが確認されている。長軸方

向はＮ－７９°－Ｗの隅丸方形と推測される。壁高は６８～７４�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦である。

覆土 ５層に分層できる。ロームや粘土をブロック状に含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片４点（内耳鍋），陶器片１点（甕），古銭５２点（熈寧元寳５，天聖元寳２，紹聖元

寳５，開元通寳７，景徳元寳２，元祐通寳５，祥符元寳１，元豊通寳６，咸平元寳１，大観通寳１，皇宋通寳

１，景祐元寳２，至和元寳１，元符通寳２，紹熈元寳１，政和通寳２，至道元寳１，明道元寳１，皇宋元寳１，

第３８図 第３号方形竪穴遺構実測図

第３９図 第４号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
４ 褐 色 鹿沼パミス多量，ローム粒子中量

―５４―



嘉祐通寳１，判読不明４）が出土しているほか，流れ込んだ縄文土器片２点も出土している。Ｍ１０～６１は西部

から集中して出土している。

所見 出土した古銭は全て渡来銭である。時期は，出土遺物や遺構の形状から１６世紀代と考えられる。

第４０図 第５号方形竪穴遺構・出土遺物実測図�

小 幡 城 跡
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第４１図 第５号方形竪穴遺構出土遺物実測図�〔古銭は原寸大〕

―５６―



第４２図 第５号方形竪穴遺構出土遺物実測図�

第５号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第４０～４２図）

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１０ 熈寧元寳 ２�３２ ０�６３ ０�１３ ２�８４ １０６８ 銅 真書 覆土中層

Ｍ１１ □□□□ ２�２０ ０�６５ ０�１１（２�１０） － 銅 欠け 判読不明 覆土中層

Ｍ１２ □□□□ ２�３２ ０�７５ ０�０９（１�９４） － 銅 欠け 判読不明 覆土下層

Ｍ１３ 熈寧元寳 ２�３２ ０�７５ ０�１３ ３�１６ １０６８ 銅 篆書 覆土下層

Ｍ１４ 天聖元寳 ２�５１ ０�７０ ０�１１ ２�４６ １０２３ 銅 篆書 覆土中層

Ｍ１５ 紹聖元寳 ２�３９ ０�６１ ０�１０ ２�３８ １０９４ 銅 篆書 覆土下層

Ｍ１６ 開元通寳 ２�４６ ０�８０ ０�１０ ２�８８ ８９５ 銅 真書 覆土下層

小 幡 城 跡
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番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１７ 景徳元寳 ２�４９ ０�６５ ０�１０ ２�３８ １００４ 銅 真書 覆土下層

Ｍ１８ 開元通寳 ２�４５ ０�７２ ０�０９ ２�２２ ８９５ 銅 真書 覆土下層 PL２６

Ｍ１９ 元祐通寳 ２�４５ ０�７２ ０�０９ ２�２２ １０８６ 銅 行書 覆土中層

Ｍ２０ 天聖元寳 ２�４６ ０�７３ ０�１０ ２�２６ １０２３ 銅 真書 覆土下層 PL２６

Ｍ２１ 祥符元寳 ２�４４ ０�６６ ０�１１ ２�７０ １００８ 銅 真書 覆土下層

Ｍ２２ 開元通寳 ２�４５ ０�７０ ０�１０ ２�６８ ８９５ 銅 真書 覆土下層 PL２６

Ｍ２３ 元豊通寳 ２�３８ ０�６４ ０�１１ ３�４２ １０７８ 銅 行書 覆土下層 PL２６

Ｍ２４ 咸平元寳 ２�４４ ０�６３ ０�１０ ２�８６ ９９８ 銅 真書 覆土下層 PL２６

Ｍ２５ 大観通寳 ２�４４ ０�６６ ０�１５ ３�６２ １１０７ 銅 真書 覆土下層 PL２６

Ｍ２６ 熈寧元寳 ２�３５ ０�７１ ０�１２ ２�８４ １０６８ 銅 真書 覆土下層 PL２６

Ｍ２７ 明道元寳 ２�４７ ０�７４ ０�１１ ２�９２ １０３２ 銅 篆書 覆土下層

Ｍ２８ 開元通寳 ２�３４ ０�７２ ０�０８（１�５８） ８４５ 銅 真書 欠け 覆土下層

Ｍ２９ 紹聖元寳 ２�４３ ０�６７ ０�１２ ３�３６ １０９４ 銅 篆書 覆土中層

Ｍ３０ 皇宋通寳 ２�４２ ０�７９ ０�１４ ３�２８ １０３８ 銅 篆書 覆土中

Ｍ３１ 皇宋元寳 ２�５２ ０�７８ ０�０７ １�９４ ９９５ 銅 篆書 覆土中層

Ｍ３２ 元豊通寳 ２�５２ ０�７８ ０�１１ ３�２６ １０７８ 銅 篆書 覆土下層 PL２６

Ｍ３３ 景祐元寳 ２�４９ ０�６０ ０�１１ ２�７０ １０３４ 銅 篆書 覆土下層 PL２６

Ｍ３４ 熈寧元寳（２�４０）（０�８２）０�０９（１�５６） １０６８ 銅 欠け 覆土下層

Ｍ３５ 嘉祐通寳 ２�４４ ０�７５ ０�１１ ２�６６ １０５６ 銅 真書 覆土下層

Ｍ３６ □□通寳 ２�４６ ０�７２ ０�１０ ３�２６ － 銅 判読不明 覆土下層

Ｍ３７ 至和元寳 ２�４１ ０�７７ ０�１１ ２�４２ １０５４ 銅 真書 覆土下層

Ｍ３８ 元符通寳 ２�３７ ０�７４ ０�１３ ３�４０ １０９８ 銅 行書 覆土中層 PL２６

Ｍ３９ 紹熈元寳 ２�４１ ０�６３ ０�１５ ３�４２ １１９０ 銅 真書 背二 覆土中層 PL２６

Ｍ４０ 元符通寳 ２�３９ ０�６４ ０�１４ ３�５２ １０９８ 銅 篆書 覆土中層

Ｍ４１ 紹聖元寳 ２�３８ ０�６５ ０�１５ ３�２６ １０９４ 銅 篆書 覆土中層

Ｍ４２ 紹聖元寳 ２�４７ ０�７１ ０�１３ ３�４４ １０９４ 銅 篆書 覆土中層

Ｍ４３ 元祐通寳 ２�３９ ０�６４ ０�１４ ３�５２ １０８６ 銅 行書 覆土下層

Ｍ４４ □□元寳 ２�４６ ０�６０ ０�１２ ２�８６ － 銅 篆書 判読不明 覆土下層

Ｍ４５ 元豊通寳 ２�４４ ０�６８ ０�１２ ３�１０ １０７８ 銅 行書 覆土下層

Ｍ４６ 景徳元寳 ２�４３ ０�６７ ０�１１ ２�８２ １００４ 銅 真書 覆土下層

Ｍ４７ 政和通寳 ２�４１ ０�６４ ０�１１ ２�４８ １１１１ 銅 篆書 覆土下層

Ｍ４８ 開元通寳 ２�４８ ０�６８ ０�１０ ２�２６ ８９５ 銅 真書 覆土中層

Ｍ４９ 元祐通寳 ２�３６ ０�６７ ０�１４ ３�３０ １０８６ 銅 篆書 覆土中層

Ｍ５０ 政和通寳 ２�４４ ０�６３ ０�１０ ２�５０ １１１１ 銅 篆書 覆土中層 PL２６

Ｍ５１ 元祐通寳 ２�４０ ０�６１ ０�１１ ２�１８ １０８６ 銅 篆書 覆土下層

Ｍ５２ 至道元寳 ２�４８ ０�６２ ０�０９（２�４６） ９９５ 銅 草書 欠け 覆土下層

Ｍ５３ 元豊通寳 ２�４３ ０�６８ ０�１０（１�６６） １０７８ 銅 真書 欠け 覆土下層

Ｍ５４ 元豊通寳 ２�４５ ０�６９ ０�１２ ３�３４ １０７８ 銅 行書 覆土下層 PL２６

Ｍ５５ 元祐通寳 ２�４２ ０�５９ ０�１３ ４�４０ １０８６ 銅 篆書 覆土下層 PL２６

Ｍ５６ 景祐元寳 ２�４６ ０�６１ ０�１２ ４�１０ １０３４ 銅 篆書 覆土下層 PL２６

Ｍ５７ 開元通寳 ２�５２ ０�７１ ０�１３ ２�９６ ８９５ 銅 真書 覆土中層

Ｍ５８ 熈寧元寳 ２�３３ ０�６６ ０�１５ ３�５４ １０６８ 銅 篆書 覆土中層 PL２７

Ｍ５９ 開元通寳 ２�３３ ０�６６ ０�１０ １�７８ ８９５ 銅 真書 覆土中層

Ｍ６０ 紹聖元寳 ２�３２ ０�５９ ０�１１ ２�９２ １０９４ 銅 行書 覆土中層

Ｍ６１ 元豊通寳 ２�４３ ０�６６ ０�１４ ２�９０ １０７８ 銅 行書 覆土中層

―５８―



第６号方形竪穴遺構（第４３図）

位置 調査区中央部のＦ３ｄ８区，標高２１�８ｍの斜面部中段に位置している。

規模と形状 長軸２�５７ｍ，短軸１�７８ｍの長方形で，長軸方向はＮ－３６°－Ｅである。壁高は２６～５２�で，ほぼ

直立している。南東コーナー部に出入口施設と考えられる段差が確認されている。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除き全面硬化している。

ピット ２か所。深さは２０・３２�である。性格は不明である。

覆土 ３層に分層できる。周囲から流入した堆積状況を示す自然堆積である。

所見 時期は，遺物が出土していないため明確でないが，遺構の形状から１６世紀代と考えられる。

第７号方形竪穴遺構（第４４図）

位置 調査区中央部のＦ３ｃ６区，標高２１�８ｍの斜面部中段に位

置している。

規模と形状 西側が調査区域外に延びているため，長軸２�０８ｍ，

短軸は０�８９ｍだけが確認されている。長軸方向はＮ－１５°－Ｅの

長方形と推測される。壁高は２８�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦である。

覆土 ３層に分層できる。ロームや粘土をブロック状に含む人為

堆積である。

遺物出土状況 金属製品１点（不明）が出土している。

所見 時期は，遺構の形状から１６世紀代と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 砂粒少量，ロームブロック・砂質粘土ブロック微量
２ 黒 褐 色 砂粒中量，砂質粘土ブロック少量，ロームブロック

微量

３ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子・砂粒微量

第４３図 第６号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，砂粒・鹿沼パミス・小礫微量
２ 褐 色 砂粒少量，ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，砂粒・砂質粘土ブロック微量

第４４図 第７号方形竪穴遺構実測図

小 幡 城 跡

―５９―



第８号方形竪穴遺構（第４５図）

位置 調査区中央部のＨ３ｅ０区，標高２４�７ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第７号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�１５ｍ，短軸１�９０ｍの長方形で，長軸方

向はＮ－２０°－Ｅである。壁高は４３�で，外傾して立ち上

がっている。

床 ほぼ平坦である。

覆土 ６層に分層できる。ロームブロックや炭化粒子を含

む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片２点（皿）が覆土上層から出

土している。

所見 時期は，重複している第７号掘立柱建物跡との関連から，１５世紀後半から１６世紀前半と考えられる。

第９号方形竪穴遺構（第４６図）

位置 調査区中央部のＨ３ｄ０区，標高２４�２ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第２８９号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�２６ｍ，短軸１�０７ｍの長方形で，長軸方向はＮ－７０°－Ｗである。壁高は４０�で，外傾して

立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。

覆土 ４層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器２点（皿，内耳鍋）が出土している。２６は覆土中から出土している。

所見 時期は，遺構の形状から１６世紀代と考えられる。

第４５図 第８号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 灰 褐 色 ロームブロック少量

第４６図 第９号方形竪穴遺構・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量
６ 灰 褐 色 ローム粒子少量

―６０―



第１０号方形竪穴遺構（第４７図）

位置 調査区中央部のＣ２ｃ５区，標高１６�２ｍの斜面部上段に位置している。

規模と形状 長軸２�０７ｍ，短軸１�６９ｍの隅丸長方形で，長軸方向

はＮ－７０°－Ｗである。壁高は４０～５０�で，外傾して立ち上がっ

ている。

床 ほぼ平坦である。

覆土 ９層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積で

ある。

所見 時期は，遺物が出土していないため明確でないが，遺構の形状から１６世紀代と考えられる。

第１１号方形竪穴遺構（第４８図）

位置 調査区北部のＣ２ｆ０区，標高１６�２ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第２８号溝跡を掘り込み，第４号地下式坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�４４ｍ，短軸２�４２ｍの方形で，長軸方向

はＮ－７１°－Ｗである。壁高は３５～４０�で，外傾して立ち

上がっている。

床 ほぼ平坦である。

覆土 ４層に分層できる。斜面上部の南側から流入した堆

積状況を示した自然堆積である。

所見 時期は，重複している第４号地下式坑の年代観か

ら，１５世紀から１６世紀前半以前と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量
３ 黒 褐 色 ロームブロック多量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
６ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量
７ 黒 褐 色 ロームブロック中量
８ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，鹿沼パミス微量
３ 褐 灰 色 粘土ブロック少量，ローム粒子微量
４ 明 黄 褐 色 鹿沼パミス中量，ローム粒子・粘土粒子少量

第４８図 第１１号方形竪穴遺構実測図

第４７図 第１０号方形竪穴遺構実測図

第９号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第４６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

２６ 土師質土器 皿 － （２�６）［５�２］ 雲母・赤色粒子・黒色粒子 にぶい赤褐 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中 ２０％

小 幡 城 跡

―６１―



第１２号方形竪穴遺構（第４９図）

位置 調査区南部のＭ３ｂ７区，標高２１�２ｍの斜面部中央に位置している。

重複関係 第１号土塁を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸１�８４ｍ，短軸１�４４ｍの長方形で，長軸方

向はＮ－７１°－Ｅである。壁高は２４～４０�で，外傾して立

ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。北西部に炭化粒子が堆積している。

覆土 ６層に分層できる。ロームブロックや炭化物を含む

人為堆積である。

遺物出土状況 流れ込んだ須恵器片１点が出土している。

所見 時期は，重複している第１号土塁との関連から，１５世紀後半から１６世紀前半と考えられる。

第１３号方形竪穴遺構（第５０図）

位置 調査区南部のＫ３ｂ５区，標高２８�０ｍの斜面部上段に位置している。

規模と形状 長軸２�１２ｍ，短軸１�６９ｍの長方形で，長軸方

向はＮ－９０°である。壁高は２８�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦である。

覆土 ５層に分層できる。ロームブロックや炭化物を含む

人為堆積である。

遺物出土状況 陶器片１点（皿ヵ）が出土しているほか，

流れ込んだ土師器片４点と須恵器片８点が出土している。

所見 時期は，遺構の形状から１６世紀代と考えられる。

第１４号方形竪穴遺構（第５１図）

位置 調査区南部のＬ３ｂ７区，標高２６�３ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第８６号土坑を掘り込み，第１５号方形竪穴遺構，第１号ピット群に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�２２ｍ，短軸１�３０ｍの長方形で，長軸方向はＮ－１３°－Ｗである。壁高は３４�で，外傾して

立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。中央から南壁際へ向かって緩やかに傾斜している。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２ 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土ブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量，焼土ブロック微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量，炭化物微量
５ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化物

微量
６ 黒 色 ロームブロック・炭化物・砂質粘土ブロック少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
４ 極 暗 褐 色 炭化物少量，ロームブロック微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量

第４９図 第１２号方形竪穴遺構実測図

第５０図 第１３号方形竪穴遺構実測図

―６２―



覆土 ５層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器６点（皿１，内耳鍋５），陶器１点（皿ヵ）が出土している。

所見 時期は，出土土器や遺構の形状から１６世紀代と考えられる。

第１５号方形竪穴遺構（第５２図）

位置 調査区南部のＬ３ｂ７区，標高２６�４ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第１４号方形竪穴遺構を掘り込み，第３９号土

坑，第１号ピット群に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�２６ｍ，短軸１�８６ｍの長方形で，長

軸方向はＮ－２１°－Ｗである。壁高は８１�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦である。中央から南壁際へ向かって緩や

かに傾斜している。

覆土 ６層に分層できる。ロームブロックを多く含む

人為堆積である。

遺物出土状況 流れ込んだ土師器片１点が出土している。

所見 時期は，重複している第１４号方形竪穴遺構との関連から１６世紀後半と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量，炭化物微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量，炭化物微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・鹿沼パミス微量
５ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・鹿沼パミス微量

第５１図 第１４号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，黒色土ブロック・鹿沼パミ

ス少量
２ 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック・鹿沼パミス

少量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス・炭化物少量
４ 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化物微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量

第５２図 第１５号方形竪穴遺構実測図

小 幡 城 跡

―６３―



第１６号方形竪穴遺構（第５３図）

位置 調査区北部のＤ３ｃ５区，標高１７�０ｍの斜面部中段に位置している。

規模と形状 長軸３�６０ｍ，短軸３�２４ｍの長方形で，長軸方向はＮ－２９°－Ｅである。壁高は１０～３６�で，外傾

して立上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央から南西部にかけて踏み固められている。

ピット ４か所。深さは６～１７�と浅く，性格は不明である。

覆土 １４層に分層できる。各層にロームブロックを多く含み，不規則な堆積状況を示す人為堆積である。

遺物出土状況 金属製品１点（不明）が出土しただけである。

所見 時期は，本跡に伴う遺物が出土していないため明確でないが，遺構の形状から１６世紀代と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック・炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・赤色粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック・焼土粒子微量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，黒色土ブロック微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック少量，黒色土ブロック微量

８ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
９ 褐 色 ロームブロック中量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック微量
１２ 黒 色 ロームブロック少量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１４ 黒 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック微量

第５３図 第１６号方形竪穴遺構実測図
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� 地下式坑

第１号地下式坑（第５４図）

位置 調査区南部のＬ３ｃ６区，標高２６�１ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第７１・８１・８７号土坑に掘り込まれている。

竪坑 主室の南東壁中央部に位置し，長軸１�２５ｍ，短軸０�７０ｍの隅丸長方形である。壁高は４８�で，壁は外傾

して立ち上がっている。また，底面は平坦である。

主室 長軸３�１５ｍ，短軸１�６５ｍの長方形で，長軸方向はＮ－３８°－Ｅである。天井部は遺存していない。壁は

ほぼ直立し，確認面からの深さは４８�である。底面はほぼ平坦である。

覆土 ８層に分層できる。第３～５層は，ロームブロックを多量に含む天井部からの崩落土層である。他層は，

竪坑側から流入した堆積状況を示す自然堆積である。

第５４図 第１号地下式坑実測図

表８ 中・近世方形竪穴遺構一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 壁面 底面

内部施設
覆土 出土遺物

備考
新旧関係（古�新）柱穴 ピット 出入

口部

１ Ｋ３ｊ８ Ｎ－７５°－Ｅ 方形 １�７２×１�５４ ２６～２８ 直立 平坦 ２ － － 人為 土師質土器

２ Ｂ３ｂ１ Ｎ－８８°－Ｗ 隅丸方形 ２�８６×２�２８ ７ 外傾 平坦 － － － 人為 －

３ Ａ３ｊ８ Ｎ－３９°－Ｅ 方形 ２�１２×２�１０ ２４ 外傾 平坦 － － － 人為 － 本跡�SD１３

４ Ａ２ｊ５［Ｎ－８２°－Ｗ］［隅丸方形］２�２８×（１�２０） ４８ 外傾 平坦 － － － 自然 －

５ Ｂ２ｅ６［Ｎ－７９°－Ｗ］［隅丸方形］（３�７６）×１�８０ ６８～７４ 直立 平坦 － － － 人為 土師質土器，陶器，
古銭

６ Ｆ３ｄ８ Ｎ－３６°－Ｅ 長方形 ２�５７×１�７８ ２６～５２ 直立 平坦 ２ － － 自然 －

７ Ｆ３ｃ６［Ｎ－１５°－Ｅ］［長方形］２�０８×（０�８９） ２８ 直立 平坦 － － － 人為 －

８ Ｈ３ｅ０ Ｎ－２０°－Ｅ 長方形 ２�１５×１�９０ ４３ 外傾 平坦 － － － 人為 土師質土器 本跡�SB７

９ Ｈ３ｄ０ Ｎ－７０°－Ｗ 長方形 ２�２６×１�０７ ４０ 外傾 平坦 － － － 人為 土師質土器 SK２８９�本跡

１０ Ｃ２ｃ５ Ｎ－７０°－Ｗ 隅丸長方形 ２�０７×１�６９ ４０～５０ 外傾 平坦 － － － 人為 －

１１ Ｃ２ｆ０ Ｎ－７１°－Ｗ 方形 ２�４４×２�４２ ３５～４０ 外傾 平坦 － － － 自然 － SD２８�本跡�UP４

１２ Ｍ３ｂ７ Ｎ－７１°－Ｅ 長方形 １�８４×１�４４ ２４～４０ 外傾 平坦 － － － 人為 － 第１号土塁�本跡

１３ Ｋ３ｂ５ Ｎ－９０° 長方形 ２�１２×１�６９ ２８ 直立 平坦 － － － 人為 陶器

１４ Ｌ３ｂ７ Ｎ－１３°－Ｗ 長方形 ２�２２×１�３０ ３４ 外傾 平坦 － － － 人為 土師質土器，陶器 SK８６�本跡�第１５号方形
竪穴遺構，PG１Ｐ４１

１５ Ｌ３ｂ７ Ｎ－２１°－Ｗ 長方形 ２�２６×１�８６ ８１ 直立 平坦 － － － 人為 － 第１４号方形竪穴遺構�
本跡�SK３９，PG１Ｐ４０

１６ Ｄ３ｃ５ Ｎ－２９°－Ｅ 方形 ３�６０×３�２４ １０～３６ 外傾 平坦 － ４ － 人為 －

小 幡 城 跡
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遺物出土状況 土師質土器９点（皿１，内耳鍋８）のほか，流れ込んだ土師器片８点，須恵器片５点も出土し

ている。いずれも細片で，崩落土より上層から出土している。

所見 時期は，重複関係や出土遺物から１５世紀後半～１６世紀前半と考えられる。

第２号地下式坑（第５５図）

位置 調査区南部のＬ３ｂ７区，標高２６�３ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第８７号土坑を掘り込んでいる。

竪坑 主室の南壁中央部に位置し，長軸１�０４ｍ，短軸０�８６ｍの隅丸長方形である。壁高は４１�で，壁は外傾し

て立ち上がっている。また，底面は緩やかに主室方向へ傾斜している。主室部の床面とは高低差４１�を測る。

主室 長軸２�３６ｍ，短軸１�１０ｍの長方形で，長軸方向はＮ－７７°－Ｅである。天井部は遺存していない。壁は

外傾して立ち上がり，確認面からの深さは８２�である。底面はほぼ平坦である。

覆土 １０層に分層できる。第１・５層は天井部や壁部からの崩落土層である。他は，竪坑側から流入した堆積

状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片６点（内耳鍋）が出土している。いずれも細片で，崩落土より上層から出土して

いる。

所見 時期は，重複関係や出土遺物から１５世紀後半から１６世紀前半と考えられる。

第３号地下式坑（第５６図）

位置 調査区南部のＡ３ｊ８区，標高１４�７ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第１号不明遺構を掘り込んでいる。

竪坑 主室の南壁中央部に位置しており，東半分は撹乱により削平されている。長径０�４２ｍを確認し，短径０�７４

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・鹿沼パミス微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック少量，鹿沼パミ

ス微量
３ 褐 色 ロームブロック多量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，黒色土ブロック微量
７ 褐 色 ローム粒子中量，黒色土ブロック少量
８ 暗 褐 色 黒色土ブロック・ローム粒子少量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック多量
２ 明 黄 褐 色 鹿沼パミス多量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス少量，炭化粒子微量

６ 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量
８ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス微量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量

第５５図 第２号地下式坑実測図
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ｍの楕円形と推測される。壁高は２０�で，壁は外傾して立ち上がっている。また，底面は平坦で，主室の底面

との高低差は４４�を測る。

主室 長軸２�４４ｍ，短軸１�５２ｍの長方形で，長軸方向はＮ－７３°－Ｗである。天井部は遺存していない。南壁

は竪坑へ向かって緩やかに外傾している。確認面からの深さは７０�であり，底面はほぼ平坦である。

覆土 ６層に分層できる。第１・５・６層は，ロームブロックを含む天井部や壁部からの崩落土層である。他

層は，竪坑側から流入した堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況 流れ込んだ縄文土器片５点と須恵器片１点が出土している。

所見 時期は，重複している第１号不明遺構の関連から１６世紀後半と考えられる。

第４号地下式坑（第５７・５８図）

位置 調査区南部のＣ２ｅ９区，標高１５�８ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第２４Ａ・２８号溝，第１１号方形竪穴遺構を掘り込んでいる。

竪坑 主室南壁の西寄りに位置し，長径２�０２ｍ，短径１�１０ｍの不定形である。階段状に構築されており，壁高

は上段が３０�，下段が８４�で，壁は外傾して立ち上がっている。また，底面は平坦で主室の底面との高低差は，

上段で９２�，下段で３８�を測る。

主室 長軸３�２６ｍ，短軸２�６４ｍの不定形で，長軸方向はＮ－６５°－Ｗである。天井部は遺存していない。壁は

ほぼ直立し，確認面からの深さは１２２�である。底面はほぼ平坦である。

覆土 １１層に分層できる。竪坑側から流入した堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス微量

４ にぶい褐色 ロームブロック少量，砂質粘土粒子微量
５ にぶい褐色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック少量

第５６図 第３号地下式坑実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス微量
２ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック・鹿沼パミス少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・鹿沼パミス

微量
４ 黒 褐 色 鹿沼パミス少量，ロームブロック・粘土ブロック

微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量，炭化物微量

６ にぶい黄褐色 粘土ブロック・鹿沼パミス少量，ローム粒子微量
７ にぶい黄褐色 粘土粒子・鹿沼パミス少量
８ 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量，粘土粒子少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
１０ 褐 色 ロームブロック中量
１１ 暗 灰 黄 色 砂質粘土ブロック中量

小 幡 城 跡
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遺物出土状況 土師質土器片３１点（小皿１，皿９，内耳鍋１７，擂鉢１，香炉ヵ３），陶磁器片５点（瓶子１，

甕３，皿１）が出土しているほか，流れ込んだ土師器片６点も出土している。３０～３２は覆土中層から出土して

いる。

所見 時期は，出土土器から１６世紀代と考えられる。

第５７図 第４号地下式坑・出土遺物実測図
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第５号地下式坑（第５９図）

位置 調査区南部のＣ３ｇ４区，標高１６�０ｍの斜面部下段に位置している。

竪坑 主室の南壁中央部に位置し，長径２�００ｍ，短径０�７４ｍの不定形である。階段状に構築されており，壁高

は上段が２５�，下段が５５�で，壁は外傾して立ち上がっている。また，底面は平坦で主室の底面との高低差は

上段で４５�を測る。下段は，主室底面とほぼ同じ高さである。

主室 長軸２�４０ｍ，短軸２�１４ｍの不定形で，長軸方向はＮ－４０°－Ｅである。天井部は遺存していない。壁は

ほぼ直立し，確認面からの深さは７０�であり，底面は平坦である。

覆土 １１層に分層できる。第３・４・１０・１１層は，ロームブロックを含む天井部からの崩落土層である。その

他は竪坑側から流入した堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片５点（内耳鍋）が出土している。いずれも細片で覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から１６世紀代と考えられる。

第５８図 第４号地下式坑出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子少量
４ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，砂質粘土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量

７ 黒 褐 色 ロームブロック少量
８ 黒 褐 色 ロームブロック中量
９ 黒 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス微量
１１ 褐 色 ロームブロック多量

第４号地下式坑出土遺物観察表（第５７・５８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

２７ 土師質土器 小皿 ６�８ ２�０ ３�５ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ
油煙・煤付着 覆土中 １００％ PL２０

２８ 土師質土器 皿 － （１�０） ４�４ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り後スノコ状の圧痕 覆土中 ２０％

２９ 土師質土器 内耳鍋［３３�６］（５�７） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 １内耳残存 耳貼り付け 外面煤付着 覆土中 ５％ PL２３

３０ 土師質土器 擂鉢 ３１�８ １４�５ １２�４ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 ５条１単位の擂り目 覆土中層 ８０％ PL２２

３１ 陶器 瓶子 － （７�０） － 長石 灰釉 灰白・
灰オリーブ 良好 底部破片 ロクロ成形 外面掛釉 覆土中層 １０％

瀬戸・美濃系

３２ 陶器 甕 － （１３�５） － 長石・石英 褐灰 良好 内面ナデ 覆土中層 ５％ 常滑系

３３ 磁器 皿 ［１１�８］（２�２） － 緻密 青磁釉 オリーブ灰
・灰白 良好 輪花片の破片 内面に模様 内・外面施釉 覆土中 ５％

小 幡 城 跡
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第６号地下式坑（第６０図）

位置 調査区南部のＣ３ｈ３区，標高１６�１ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第２４Ｂ号溝跡を掘り込んでいる。

竪坑 ２か所。竪坑１は主室の東壁中央部に位置し，長軸０�８８ｍ，短軸０�７６ｍの方形である。壁高は３４�で，

壁は外傾して立ち上がり，底面は平坦である。主室底面とほぼ同じ高さである。竪坑２は主室北壁の西寄りに

位置し，長径１�１８ｍ，短径０�９２ｍの不定形である。壁高は３８�で，壁は外傾して立ち上がっている。底面は主

室方向へ緩やかに傾斜しており，主室の底面との高低差は上段で１５�を測る。

主室 長軸２�３４ｍ，短軸１�９８ｍの長方形で，長軸方向はＮ－３°－Ｗである。天井部は遺存していない。壁は

外傾して立ち上り，確認面からの深さは７０�である。底面は平坦である。

覆土 ６層に分層できる。第１～４・６層は，竪坑１側から流入した堆積状況を示す自然堆積である。

所見 時期は，重複している第２４Ｂ号溝の関連から１６世紀代と考えられる。

第５９図 第５号地下式坑実測図

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック多量

４ にぶい黄褐色 ロームブロック・鹿沼パミス少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
６ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量

第６０図 第６号地下式坑実測図
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� 溝跡

第４号溝跡（第６１図，付図）

位置 調査区南部のＫ３ｈ６～Ｋ３ｈ９区，標高２７�４ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第４４号土坑，第７号柵跡を掘り込み，第４５・５３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 西側が第４５・５３号土坑に堀り込まれているため，確認された長さは１１�１ｍである。Ｋ３ｈ６～

Ｋ３ｈ９区では東西（Ｎ－８９°－Ｗ）に直線的に延び，規模は上幅０�９４～１�４２ｍ，下幅０�４９～１�０５ｍ，深さ０�２４

～０�３８ｍで，断面はＵ字状を呈し，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 単一層である。層厚が薄く，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師質土器片９点（内耳鍋）が出土しているほか，流れ込んだ土師器片６点も出土している。

いずれも細片で，埋没過程で混入したものと考えられる。

所見 南３０ｍに位置する第５号溝と対になって機能していたと考えられ，平場を溝によって区画していたと想

定される。平場には中世後半の地下式坑，方形竪穴遺構，ピット群が確認されていることから，本跡も同時期

に機能していたと考えられる。

第５号溝跡（第６２図，付図）

位置 調査区南部のＬ３ｆ６～Ｌ３ｆ０区，標高２５�９ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第５号柵跡を掘り込み，第６７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 東部が調査区域外に延びているため，確認された長さは１３�９ｍである。Ｌ３ｆ６～Ｌ３ｆ０区では

東西（Ｎ－８４°－Ｗ）に直線的に延び，規模は上幅０�９８～１�９０ｍ，下幅０�３６～１�７０ｍ，深さ０�２ｍであり，断面

はＵ字状を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

第６１図 第４号溝跡実測図

表９ 中・近世地下式坑一覧表

番号 位置 主軸方向
規模（ｍ）

覆土 主な出土遺物
備考

新旧関係
（古�新）

竪 坑 主 室
長径×短径 壁高（�） 平面形 底面 長軸×短軸 深さ（�） 平面形 底面

１ Ｌ３ｃ６ Ｎ－３８°－Ｅ １�２５×０�７０ ４８ ［隅丸長方形］ 平坦 ３�１５×１�６５ ４８ 長方形 平坦 自然 土師質土器 本跡�SK７１・８１・８７

２ Ｌ３ｂ７ Ｎ－７７°－Ｅ １�０４×０�８６ ４１ 隅丸長方形 傾斜 ２�３６×１�１０ ８２ 長方形 平坦 自然 土師質土器 SK８７�本跡

３ Ａ３ｊ８ Ｎ－７３°－Ｗ（０�４２）×０�７４ ２０ ［楕円形］平坦 ２�４４×１�５２ ７０ 長方形 平坦 自然 － SX１�本跡

４ Ｃ２ｅ９ Ｎ－６５°－Ｗ ２�０２×１�１０ ３０～８４ 不定形 平坦 ３�２６×２�６４ １２２ 不定形 平坦 自然 土師質土器，陶
磁器

SD２４Ａ・２８，第１１号
方形竪穴遺構�本跡

５ Ｃ３ｇ４ Ｎ－４０°－Ｅ ２�００×０�７４ ２５ 不定形 平坦 ２�４０×２�１４ ７０ 不定形 平坦 自然 土師質土器

６ Ｃ３ｈ３ Ｎ－３°－Ｗ
０�８８×０�７６ ３４ 方形 平坦

２�３４×１�９８ ７０ 長方形 平坦 自然 － SD２４Ｂ�本跡
１�１８×０�９２ ３８ 不定形 平坦

小 幡 城 跡

―７１―



覆土 ２層に分層できる。ロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 陶器片２点（皿）が出土しているほか，流れ込んだ土師器片４点も出土している。いずれも細

片で，埋没過程で混入したものと考えられる。

所見 北３０ｍに位置する第４号溝と対になって機能していたと考えられ，平場を溝によって区画していたと想

定される。平場には中世後半の地下式坑，方形竪穴遺構，ピット群が確認されていることから，本跡も同時期

に機能していたと考えられる。

第６号溝跡（第６３図，付図）

位置 調査区南部のＪ３ｉ７～Ｊ３ｉ９区，標高２８�５ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第１・１０号墓坑を掘り込んでいる。

規模と形状 東部が調査区域外に延びているため，確認された長さは６�２ｍである。Ｊ３ｉ７～Ｊ３ｉ９区では

東西（Ｎ－７７°－Ｗ）に直線的に延び，規模は上幅０�５５～０�７９ｍ，下幅０�３９～０�５３ｍ，深さ０�１２～０�１９ｍで，

断面はＵ字状を呈し，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ２層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 陶器片１点（皿），金属製品２点（釘ヵ）が出土しているほか，流れ込んだ土師器片３点も出

土している。Ｍ１５８・１５９は覆土中から出土しており，埋没過程で混入したものと考えられる。

所見 時期は，中世後半の第１・１０号墓坑を掘り込んでいることから，中世後半から近世と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化物微量 ２ 褐 色 ロームブロック少量・鹿沼パミス微量

第６２図 第５号溝跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第６３図 第６号溝跡・出土遺物実測図

第６号溝跡出土遺物観察表（第６３図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１５８ 釘 （５�０） ０�９ ０�６ （６�５５） 鉄 断面楕円形 両端部欠損 覆土中

Ｍ１５９ 釘 （２�８） ０�３ ０�４ （１�６２） 鉄 断面長方形 先端部欠損 覆土中

―７２―



第８号溝跡（第６４・６５図，付図）

位置 調査区北部のＡ３ｇ４～Ｂ３ｊ７区，標高１４�６～１４�８ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第１６７・１８０号土坑，第９～１１号溝跡を掘り込み，第２６号溝に掘り込まれている。

規模と形状 北部が調査区域外に延びているため，確認された長さは５４�８ｍである。Ａ３ｇ４～Ｂ３ｊ７区では

南北（Ｎ－１８°－Ｗ）に直線的に延び，規模は上幅０�５５～２�２６ｍ，下幅０�２５～１�６４ｍ，深さ０�２０～０�７８ｍで，

断面はＵ字状を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。第１０・１１号溝との合流地点（Ｂ３ｅ５区）で規模が最

大になる。

覆土 １０層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片２９点（皿７，内耳鍋２２），瓦質土器片３点（鍋），陶器片６点（碗１，皿１，甕３，

擂鉢１），金属製品２点（小刀ヵ，釘）が出土しているほか，流れ込んだ縄文土器片２５点，土師器片１５点，須

恵器片１点，石器２点（石鏃）も出土している。９４・９９・Ｍ１６０・Ｍ１６１はいずれも覆土中層から出土しており，

埋没段階で投棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土遺物から１６世紀代と考えられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

６ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 褐 色 ロームブロック中量
８ 暗 褐 色 炭化物少量，ロームブロック微量
９ 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
１０ 黒 褐 色 炭化物少量，ロームブロック・粘土ブロック微量

第６４図 第８号溝跡・出土遺物実測図

小 幡 城 跡
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第９号溝跡（第６６図，付図）

位置 調査区北部のＡ３ｅ７～Ｃ３ｂ９区，標高１４�６～１５�０ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第８・２６・２７号溝に掘り込まれている。

規模と形状 北部及び東部が調査区域外であるため，確認された長さは７６�６ｍである。Ａ３ｅ７～Ｃ３ｂ９区で

は南北（Ｎ－３°－Ｅ）に直線的に延び，Ｃ３ａ７区でＬ字状に屈曲して東西（Ｎ－７０°－Ｗ）に延びている。

規模は上幅０�６８～２�３８ｍ，下幅０�２１～１�１６ｍ，深さ０�４０～０�６２ｍで，断面はＵ字状を呈し，壁は外傾して立ち

第６５図 第８号溝跡出土遺物実測図

第８号溝跡出土遺物観察表（第６４・６５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

９４ 土師質土器 皿 １０�７ ３�５ ４�２ 長石・雲母 にぶい褐 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中層 ９０％

９５ 土師質土器 内耳鍋［３３�４］（４�１） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄褐 普通 口縁部片 外面煤付着 覆土中 ５％

９６ 陶器 大皿［２５�０］（４�６） － 精良 灰釉 灰白・
灰オリーブ 良好 内・外面施釉 覆土中 ５％ 瀬戸・

美濃系

９７ 陶器 擂鉢 － （５�０）［１０�６］精良 鉄釉 暗赤褐 良好 内・外面施釉 内面擂り目 覆土中 ５％ PL１９

９８ 陶器 甕 － （１０�５） － 長石・石英・赤色粒子 黄灰 良好 体部破片 覆土中 ５％ 常滑系

９９ 陶器 甕 － （８�３） － 長石・石英 にぶい赤褐 良好 体部破片 内面指頭痕 覆土中層 ５％ 常滑系

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１６０ 小刀 （５�５）（２�２） ０�３ （７�３０） 鉄 刃部破片 覆土中層

Ｍ１６１ 鉄滓 ６�４ ６�３ ２�１ １６０ 鉄 椀状滓 硬く締まる 一部表面泡状 覆土中層
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上がっている。

覆土 １０層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片２２点（皿５，内耳鍋１７），陶器片１２点（皿３，甕８，擂鉢１），石製品１点（五輪

塔地輪部ヵ），古銭１点（□徳元寳），木製品１点（蓋ヵ）が出土しているほか，流れ込んだ縄文土器片４５点，

土師器片９点，須恵器片３点，土製品１点（球状土錘）も出土している。１００～１０２・Ｍ１６２は覆土中層，Ｗ１

は覆土下層からそれぞれ出土しており，埋没段階で投棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土遺物から中世後半から近世と考えられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ にぶい褐色 ロームブロック少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

６ 褐 色 ローム粒子中量
７ 黒 色 ローム粒子・炭化粒子微量
８ 褐 色 ロームブロック中量
９ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量
１０ 黒 色 粘土ブロック・ローム粒子微量

第６６図 第９号溝跡・出土遺物実測図

小 幡 城 跡
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第１０号溝跡（第６７図，付図）

位置 調査区北部のＢ３ｅ１～Ｂ３ｆ５区，標高１４�６～１５�０ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第１１号溝跡を掘り込み，第８号溝に掘り込まれている。

規模と形状 東部を第８号溝に掘り込まれているため，確認された長さは１８�１ｍである。Ｂ３ｅ１～Ｂ３ｆ５区

では東西（Ｎ－８８°－Ｗ）に直線的に延び，規模は上幅０�６７～２�８４ｍ，下幅０�２４～０�９６ｍ，深さ０�４～０�６ｍで，

断面はＵ字状を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ６層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

所見 時期は，１６世紀代の第８号溝に掘り込まれていることから，１５～１６世紀代と考えられる。

第１１号溝跡（第６８図，付図）

位置 調査区北部のＢ３ｅ１～Ｂ３ｆ５区，標高１４�６～１５�０ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第８・１０号溝に掘り込まれている。

規模と形状 東部を第８号溝に掘り込まれているため，確認された長さは１８�５ｍである。Ｂ３ｅ１～Ｂ３ｆ５区

では東西（Ｎ－８８°－Ｗ）に直線的に延び，規模は上幅０�７１～１�８４ｍ，下幅０�２～１�１５ｍ，深さ０�１～０�４８ｍで，

断面はＵ字状を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分層できる。ロームブロックや粘土ブロックを含む人為堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
５ 極 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量

第６７図 第１０号溝跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・鹿沼パミス微量

３ 褐 色 ローム粒子少量，鹿沼パミス微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第９号溝跡出土遺物観察表（第６６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

１００ 陶器 折縁深皿［３６�２］（５�６） － 精良 灰釉 オリーブ黄 良好 内・外面施釉 覆土中層 ５％

１０１ 陶器 大皿 － （３�７） １３�０ 長石 淡黄・灰白 良好 内面全面施釉 外面釉付け掛け 覆土中層 １０％ 瀬戸・
美濃系

１０２ 陶器 甕 ［２５�４］（８�９） － 長石・石英 灰赤・灰 良好 内・外面ナデ 覆土中層 ３０％ 常滑系
PL１９

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１６２□徳元寳 ２�３７（０�６８）（１�１）（１�１０） １００４ 銅 真書欠け 覆土中層

番号 器種 径 厚さ 重量 特 徴 出土位置 備考

Ｗ１ 曲物底板・蓋板類（２７�３） １�７ ［１８４�３］ 板目 一部炭化 覆土下層

―７６―



遺物出土状況 陶器片６点（碗１，甕４，瓶子ヵ１）が覆土上層から出土しており，埋没段階で混入したもの

と考えられる。

所見 時期は，１６世紀代の第８号溝に掘り込まれていることから，１５～１６世紀代と考えられる。

第１２号溝跡（第６９図，付図）

位置 調査区北部のＡ３ｉ８～Ｂ３ａ７区，標高１５�３ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第１３号溝，第２号不明遺構に掘り込まれている。

規模と形状 東部を第１３号溝に掘り込まれているため，確認された長さは１８�６ｍである。Ａ３ｉ０区～Ｂ３ａ７

では東西（Ｎ－７５°－Ｅ）に直線的に延び，Ａ３ｉ７区でＬ字状に屈曲して南北（Ｎ－１５°－Ｅ）に延びている。

規模は上幅０�２２～０�６１ｍ，下幅０�０６～０�４４ｍ，深さ０�１５ｍで，断面はＵ字状を呈し，

壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 流れ込んだ縄文土器片５点が出土している。いずれも細片で，埋没

段階で混入したと考えられる。

所見 本跡南側には中世後半の地下式坑や方形竪穴遺構が確認されており，それらを区画するように巡ってい

ることから，区画的な機能を有していたと想定される。時期は，中世後半の周辺遺構と同時期に機能していた

と考えられる。

第１３号溝跡（第７０図，付図）

位置 調査区北部のＡ３ｉ０～Ｂ３ｆ７区，標高１４�４～１４�８ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第１２号溝跡，第２号不明遺構，第４号方形竪穴遺構を掘り込み，第１８８号土坑，第１号不明遺構に

掘り込まれている。

規模と形状 東部が調査区域外に延びているため，確認された長さは３５�８ｍである。Ａ３ｉ０～Ａ３ｉ８区では

東西（Ｎ－８５°－Ｅ）に直線的に延び，Ａ３ｉ８区でＬ字状に湾曲させて南北（Ｎ－３°－Ｅ）に延びている。

規模は上幅０�５２～１�５０ｍ，下幅０�２０～０�７２ｍ，深さ０�２０～０�９４ｍで，断面はＵ字状を呈し，壁は外傾して立ち

上がっている。

第６８図 第１１号溝跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量

第６９図 第１２号溝跡
実測図

小 幡 城 跡

―７７―



覆土 ７層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１１点（皿７，内耳鍋４），陶器片２点（甕）が出土しているほか，流れ込んだ縄

文土器片２９点も出土している。１０４・１０５は覆土上層から出土しており，埋没段階で混入したと考えられる。

所見 第１２号溝と同地域を区画していることから，第１２号溝の廃絶後，周辺遺構を区画したと考えられる。時

期は，重複関係や出土遺物から中世後半～近世と考えられる。

第１５号溝跡（第７１図，付図）

位置 調査区北部のＡ２ｉ７～Ｂ２ｆ９区，標高１４�６ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第７号井戸跡と連結している。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子少量

第７０図 第１３号溝跡・出土遺物実測図

第１３号溝跡出土遺物観察表（第７０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

１０３ 土師質土器 皿 ［１０�０］ ３�１ ５�２ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中 ３０％

１０４ 陶器 瓶子 － （５�２）［８�４］ 灰オリーブ 灰黄 灰オリーブ
・灰黄 良好 ロクロ成形 外面下位まで釉掛け 覆土上層 ５％ 瀬戸・

美濃系

１０５ 陶器 甕 － （７�４） － 長石・石英 灰褐・褐灰 良好 体部片 指頭痕 覆土上層 ３０％ 常滑系

―７８―



規模と形状 Ａ２ｉ７～Ｂ２ｆ９区で，南北（Ｎ－１０°－Ｅ）に直線的に延び，長さは２８�３ｍである。規模は上

幅１�１２～２�３８ｍ，下幅１�００�～２�０６ｍ，深さ０�１２ｍで，断面は弧状を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片２点（内耳鍋），瓦質土器片１点（火鉢ヵ），磁器片１点（碗）が出土している。

１０６は覆土中から出土している。

所見 第７号井戸跡と連結しており，井戸で汲み上げた水を排水していたと推測される。時期は，重複関係か

ら中世後半から近世と考えられる。

第１６号溝跡（第７２・７３図，付図）

位置 調査区北部のＢ３ｇ３～Ｂ３ｈ５区，標高１４�８～１５�０ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第６号不明遺構を掘り込み，第２６号溝に掘り込まれている。

規模と形状 西部が調査区域外のため，確認された長さは１２�５ｍである。Ｂ３ｇ３～Ａ３ｉ８区では東西（Ｎ－

８５°－Ｅ）に直線的に延び，Ａ３ｉ８区でＬ字状に屈曲させて南北（Ｎ－５°－Ｗ）に延びている。規模は上幅０�９６

～１�２６ｍ，下幅０�１５～０�６４ｍ，深さ０�１８～０�４０ｍで，断面はＵ字状を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ５層に分層される。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片２点（内耳鍋），陶磁器片２点（皿，碗）が出土しているほか，流れ込んだ縄文

土器片１点も出土している。１０７・１０８はいずれも覆土中から出土している。

所見 中世後半と比定される第６号不明遺構との重複関係から，時期は中世後半から近世と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化物微量 ２ 黄 褐 色 粘土粒子中量，炭化粒子微量

第７１図 第１５号溝跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量
２ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・粘土粒子微量

４ 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量

第７２図 第１６号溝跡実測図

第１５号溝跡出土遺物観察表（第７１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

１０６ 磁器 染付碗［７�８］（４�１） － 精良 透明釉 灰白 普通 内・外面施釉 覆土中 ３０％ 肥前系

小 幡 城 跡

―７９―



第１８号溝跡（第７４・７５図，付図）

位置 調査区中央部のＧ２ｄ８～Ｇ２ｅ０区，標高２４�０ｍの斜面部中段に位置している。

重複関係 第２号土塁に埋め戻されている。

規模と形状 西側を第２号土塁に埋め戻されているため，確認された長さは８�６ｍである。Ｇ２ｄ８～Ｇ２ｅ０

区では東西（Ｎ－６６°－Ｗ）に直線的に延び，規模は上幅０�７２～１�９０ｍ，下幅０�６０～１�０８ｍ，深さ０�２５～０�７２

ｍで，断面はＵ字状を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 １３層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１４点（皿５，内耳鍋９），陶磁器片２点（不明），鉄滓１点が出土しているほか，

流れ込んだ縄文土器片２点も出土している。１０９・Ｍ１６３はいずれも覆土中から出土しており，埋没段階で混入

したと考えられる。

所見 西部は上部に第２号土塁が構築されており，土塁構築時に砂質粘土を中心とした埋土で本跡の一部は埋

め戻されている。時期は，１６世紀後半の第２号土塁との関連から，１５世後半から１６世紀前半と考えられる。

第７３図 第１６号溝跡出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 色 ローム粒子・炭化粒子・砂粒微量
２ 黒 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒微量
４ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・砂粒微量
５ 暗 褐 色 砂質粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子微量
６ 黒 褐 色 砂質粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子微量
７ 暗 褐 色 砂粒中量，砂質粘土粒子少量

８ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子・砂粒微量
９ 褐 色 ローム粒子少量，砂質粘土粒子微量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子微量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子微量
１２ 黒 色 ローム粒子少量
１３ 褐 色 ローム粒子中量

第７４図 第１８号溝跡実測図

第１６号溝跡出土遺物観察表（第７３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

１０７ 陶器 皿ヵ － （３�３） － 精良 灰釉 暗オリー
ブ・灰赤 良好 三島手 内面施釉 覆土中 ５％ 肥前系

１０８ 磁器 染付碗 － （２�８） － 精良 透明釉 明青灰 良好 内・外面施釉 覆土中 ５％ 肥前系

―８０―



第２１号溝跡（第７６図，付図）

位置 調査区南部のＫ２ｊ０～Ｋ３ｉ１区，標高２６�９ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第１号整地面を掘り込んでいる。

規模と形状 西部が調査区域外に延びているため，確認された長さは９�５ｍである。Ｋ２ｊ０～Ｋ３ｉ１区では

東西（Ｎ－７４°－Ｅ）に直線的に延び，先端部（Ｋ３ｉ１区）は蛇行している。規模は上幅０�３８～０�９４ｍ，下幅

０�１７～０�６８ｍ，深さ０�２０～０�４２ｍで，断面は逆台形状を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 流れ込んだ縄文土器片４点，土師器片２点，須恵器片１点が出土している。

所見 １６世紀代の整地面を掘り込んでいることから，時期は１６世紀以降から近世と考えられる。

第２２号溝跡（第７７図，付図）

位置 調査区南部のＬ２ｊ９～Ｋ３ｊ１区，標高２５�８～２６�０ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第１号整地面を掘り込んでいる。

規模と形状 西部が調査区域外に延びているため，確認された長さは９�９ｍである。Ｌ２ｊ９～Ｋ３ｊ１区では

東西（Ｎ－７１°－Ｅ）に直線的に延び，Ｋ２ｊ０区で分岐している。規模は上幅０�３６～０�７４ｍ，下幅０�１１～０�６２

ｍ，深さ０�１４ｍで，断面はＵ字状を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。

第７５図 第１８号溝跡出土遺物実測図

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

３ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量

第７６図 第２１号溝跡実測図

第１８号溝跡出土遺物観察表（第７５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

１０９ 土師質土器 小皿 ［７�４］ ２�０ ［４�８］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 底部回転糸切り 口縁部油煙付着 覆土中 ４０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１６３ 鉄滓 ６�２ ６�４ １�８ ７８ 鉄 椀状滓 硬く締まる 工具痕 覆土中

小 幡 城 跡

―８１―



覆土 単一層である。層厚が薄く，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（皿）が出土しているほか，流れ込んだ土師器片１点，須恵器片１点も出土

している。

所見 １６世紀代と考えられる整地面を掘り込んでいることから，時期は１６世紀から近世と考えられる。

第２４Ａ号溝跡（第７８～８２図）

位置 調査区北部のＣ２ｅ５～Ｃ２ｆ９区，標高１６�６ｍの斜面部下段に位置している。東側に同形状の第２４Ｂ号

溝跡が掘られている。

重複関係 第４号地下式坑，第２８号墓坑，第１１号方形竪穴遺構，第２８号溝，第４３２～４３７号土坑，第９号ピット

群に掘り込まれている。

規模と形状 西部が調査区域外に延びているため，確認された長さは１６�４ｍである。Ｃ２ｅ５～Ｃ２ｆ９区では

東西（Ｎ－７４°－Ｗ）に直線的に延び，規模は上幅３�１８～７�２８ｍ，下幅２�８６～６�３２ｍ，深さ０�８６ｍで，断面は

弧状を呈し，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 １５層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片８１９点（皿２８５，内耳鍋４９１，擂鉢４３），瓦質土器片５点（鍋），陶磁器片５１点（皿

１３，碗４，甕３４），土製品１点（坩堝），石器７点（石臼５，砥石２），金属製品３点（釘１，不明２）が出土

しているほか，鉄滓や椀状滓，流れ込んだ縄文土器片６点も出土している。遺物は覆土中層から下層にかけて

出土しており，標高の高い南側から流れ込んだ痕跡が見られる。

所見 北部の標高１４�５～１６�０ｍの緩斜面部と南部の墓域が広がる標高１６�０ｍ以上の斜面部を区画したと考えら

れる。平場を挟んで，東に位置する第２４Ｂ号溝跡と同時期に機能していたと推測できる。時期は，重複関係や

出土遺物から１６世紀代と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量

第７７図 第２２号溝跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
７ 灰 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック少量
８ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量

９ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量，粘土ブロック・

鹿沼パミス微量
１３ 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
１４ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子・鹿沼パミス微量
１５ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量

―８２―



第７８図 第２４Ａ号溝跡実測図

小 幡 城 跡

―８３―



第７９図 第２４Ａ号溝跡・出土遺物実測図

―８４―



第８０図 第２４Ａ号溝跡出土遺物実測図�

小 幡 城 跡

―８５―



第８１図 第２４Ａ号溝跡出土遺物実測図�

―８６―



第８２図 第２４Ａ号溝跡出土遺物実測図�

小 幡 城 跡

―８７―



第２４Ａ号溝跡出土遺物観察表（第７９～８２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

１１０ 土師質土器 小皿 ６�３ １�７ ３�８ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 底部回転糸切り後ナデ 覆土下層 ５０％ PL２０

１１１ 土師質土器 小皿 ［６�６］ １�７ ４�２ 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中層 ５０％

１１２ 土師質土器 小皿 ７�２ ２�２ ４�４ 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 底部回転糸切り 口縁部油煙付着 覆土下層 ４５％

１１３ 土師質土器 小皿 ７�４ ２�０ ４�８ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 口縁部煤付着 覆土中 ５０％

１１４ 土師質土器 皿 １０�３ ３�０ ５�５ 長石・雲母 にぶい褐 普通 底部回転糸切り後スノコ状の圧痕 覆土中層 １００％ PL２１

１１５ 土師質土器 皿 １０�０ ３�１ ４�７ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中 ８０％

１１６ 土師質土器 皿 １１�５ ４�２ ５�９ 長石・雲母・黒色粒子 にぶい褐 普通 底部回転糸切り後スノコ状の圧痕 覆土中層 ８０％

１１７ 土師質土器 皿 １０�３ ３�２ ３�９ 長石・雲母 にぶい黄褐 普通 底部回転糸切り 内底面渦巻き状のナデ 覆土中層 ８０％ PL２１

１１８ 土師質土器 皿 ［１０�８］ ３�９ ５�４ 長石・石英・雲母 暗褐色 普通 底部回転糸切り 内面煤付着 覆土下層 ４０％

１１９ 土師質土器 小皿 ［９�８］ ２�９ ５�２ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 内底面渦巻き状のナデ 覆土中 ５０％

１２０ 土師質土器 皿 ［１１�４］ ３�０ ５�２ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中層 ５０％

１２１ 土師質土器 皿 １０�４ ２�８ ５�６ 長石・雲母 にぶい赤褐 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土下層 ４０％

１２２ 土師質土器 小皿 ［９�０］ ３�１ ４�０ 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中 ５０％

１２３ 土師質土器 小皿 ９�４ ２�８ ４�０ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り後ナデ 覆土下層 ５０％

１２４ 土師質土器 柱状高台 － （３�１） ５�０ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 底部回転糸切り 覆土中層 ８０％ PL２２

１２５ 土師質土器 柱状高台 － （２�９）［５�４］赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り後ナデ 覆土下層 ５０％ PL２２

１２６ 土師質土器 内耳鍋ヵ ２１�６（１０�５） － 長石・雲母・赤色粒子 灰黄褐 普通 外面煤付着 覆土中層 ３０％

１２７ 土師質土器 内耳鍋［３２�５］（１１�２） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 １内耳残存 内・外面横ナデ 外面煤付着 覆土下層 １０％

１２８ 土師質土器 内耳鍋［３４�３］（１２�８） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 外面煤付着 穿孔有り 外面煤付着 覆土下層 １５％

１２９ 土師質土器 内耳鍋 － （８�８） － 長石・石英・雲母 橙 普通 １内耳残存 外面煤付着 覆土上層 ５％ PL２３

１３０ 土師質土器 内耳鍋 － （５�５） － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 １内耳残存 外面煤付着 覆土下層 ５％ PL２３

１３１ 土師質土器 内耳鍋 － （５�４） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 １内耳残存 外面煤付着 覆土下層 ５％ PL２３

１３２ 土師質土器 擂鉢［３５�６］（７�２） － 長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 ２条１単位の擂り目 覆土中層 １０％

１３３ 土師質土器 擂鉢 － （５�９）［１５�０］長石・石英 にぶい黄橙 普通 ４条１単位の擂り目 覆土下層 ５％

１３４ 土師質土器 擂鉢 － （５�２）［１４�９］長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 ４条１単位の擂り目 覆土下層 ５％

１３５ 陶器 折縁深皿［３４�４］（４�６） － 精良 灰釉 灰白・
灰オリーブ 良好 内・外面施釉 覆土下層 ５％ 瀬戸・

美濃系

１３６ 陶器 折縁深皿［３３�２］（３�０） － 精良 灰釉 灰白・
灰オリーブ 良好 内・外面施釉 覆土中層 ５％ 瀬戸・

美濃系

１３７ 陶器 端反皿［１１�０］ ２�５ ［５�２］精良 灰釉 オリーブ黄
・灰白 良好 内・外面上位施釉 覆土下層 ２０％ 瀬戸・

美濃系 PL１９

１３８ 陶器 縁釉皿［１２�４］（２�６） － 精良 灰釉 灰白・
灰オリーブ 良好 内・外面施釉 覆土中 ５％ 瀬戸・

美濃系

１３９ 陶器 大皿 － （２�５）［１４�０］精良 灰釉 灰白 良好 内面施釉 脚部貼付け１か所残存 覆土上層 １５％ 瀬戸・
美濃系

１４０ 陶器 卸皿 － （２�０）［８�２］精良 灰釉 明褐・灰白 良好 内面に卸目 底部糸切り 内面施釉 覆土下層 ５％ 瀬戸・
美濃系 PL１９

１４１ 陶器 甕 ［１９�２］（４�６） － 長石・石英 褐灰 良好 口縁部破片 体部内・外面ナデ 覆土下層 常滑系

１４２ 陶器 甕 ［１９�８］（３�８） － 長石・石英 オリーブ黒 良好 口縁部破片 体部内・外面ナデ 覆土上層 常滑系

１４３ 陶器 甕 ［１８�２］（２�９） － 長石・石英・赤色粒子 灰黄褐 良好 口縁部破片 体部内・外面ナデ 覆土中層 常滑系

１４４ 陶器 甕 － （１２�６） － 長石・石英・黒色粒子 灰褐 良好 体部破片 内面指頭痕 覆土中層 常滑系

１４５ 陶器 甕 － （５�９） １４�０ 長石・石英 にぶい橙 良好 底部破片 外面下端ヘラナデ 内面指頭痕 覆土下層 常滑系

１４６ 陶器 甕 － （５�８）［１８�４］長石・石英 褐灰 良好 体部内・外面ナデ 覆土中 常滑系

１４７ 磁器 猪口 ［７�０］（３�９） － 精良 透明釉 灰白 良好 内・外面施釉 覆土中 ５％ 肥前系

１４８ 磁器 碗 － （２�６）［８�６］精良 透明釉 灰白 良好 内・外面施釉 覆土中 ５％ 肥前系

番号 器種 長さ 高さ 厚さ 重量 材質（胎土） 特 徴 出土位置 備考

DP５ 坩堝 ２５�０（１０�１） ０�４ （９７０）長石・石英・砂粒 内面鉄滓付着 砂質を多量に含む粘土で焼成 覆土下層 PL２４

番号 器種 長さ 幅・
孔径 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ３５ 砥石 （６�２）（３�６） ２�６ （７９） 凝灰岩 砥面５面 砥面剥離 覆土下層

Ｑ３６ 砥石 （６�６） １�９ ２�４ （４４） 凝灰岩 両端部欠損 砥面５面 砥面剥離 覆土中層

―８８―



第２４Ｂ号溝跡（第８３・８４図，付図）

位置 調査区北部のＣ３ｈ３～Ｃ３ｊ５区，標高１６�４ｍの斜面部下段に位置している。西側に同形状の第２４Ａ号

溝跡が掘られている。

重複関係 第６号地下式坑，第１３号井戸跡，第３６９・３７０・３７９・４２８～４３０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 東部が調査区域外に延びているため，確認された長さは１２�８ｍである。Ｃ３ｈ３～Ｃ３ｊ５区では

東西（Ｎ－６８°－Ｗ）に直線的に延び，規模は上幅１�８２～６�４４ｍ，下幅０�９４～３�３８ｍ，深さ０�７０ｍで，断面は

弧状を呈し，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ７層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・鹿沼パミス微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，鹿沼パミス少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量

５ 暗 褐 色 鹿沼パミス中量，ロームブロック微量
６ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，鹿沼パミス中量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス微量

第８３図 第２４Ｂ号溝跡実測図

番号 器種 長さ 幅・
孔径 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ３７ 石臼
（上臼）（１３�０）（４�９） ４�２ （２２６） 安山岩 上臼の破片 覆土上層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１６４ 鉄滓 １０�８ ６�０ ４�２ ２６８ 鉄 流動滓 硬く締まる 一部表面泡状 覆土中層

Ｍ１６５ 鉄滓 ９�２ ７�３ ２�７ １７７ 鉄 椀状滓 硬く締まる 覆土下層

Ｍ１６６ 鉄滓 ７�８ ６�７ ３�１ １８３ 鉄 椀動滓 硬く締まる 一部表面泡状 覆土中層

Ｍ１６７ 鉄滓 ５�６ ８�１ ３�２ １１０ 鉄 流動滓 硬く締まる 黒炭付着 覆土下層

Ｍ１６９ 鉄滓 ５�２ ４�２ ２�５ ４３ 鉄 流動滓 硬く締まる 一部表面泡状 覆土中層

Ｍ１７１ 鉄滓 ３�５ ２�４ ２�０ １２ 鉄 流動滓 硬く締まる 工具痕 覆土中層

Ｍ１７２ 不明 ８�４ ７�１ ０�４ ２０�０ 鉄 環状 断面円形 先端湾曲 覆土中層

Ｍ１７３ 釘ヵ （７�３） ０�８ ０�４ （１１�０） 鉄 断面方形 両端部欠損 覆土下層

小 幡 城 跡

―８９―



遺物出土状況 土師質土器片６５点（皿３，内耳鍋６２），陶器片１点（鉢），石器１点（砥石），鉄滓１点，古銭

５点（熈寧元寳２，景徳元寳１，嘉祐通寳１，政和通寳１）が出土しているほか，流れ込んだ縄文土器片４点，

土師器片８点，須恵器片２点も出土している。遺物は覆土中層から下層にかけて出土しており，標高の高い南

側から流れ込んだ痕跡が見られる。

所見 標高１４�５～１６�０ｍの北部緩斜面部と墓域が広がる標高１６�０ｍ以上の南部斜面部を区画したと考えられ

る。平場を挟んで，南に位置する第２４Ａ号溝と同時期に機能していたと推測できる。時期は，重複関係や出土

遺物から１６世紀代と考えられる。

第８４図 第２４Ｂ号溝跡出土遺物実測図

第２４Ｂ号溝跡出土遺物観察表（第８４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

１４９ 土師質土器 内耳鍋［３２�０］（６�４） － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 １内耳残存 外面煤付着 覆土下層 １０％

―９０―



第２５号溝跡（第８５図，付図）

位置 調査区北部のＢ３ｈ９～Ｃ３ａ９区，標高１４�４ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第１号道路跡に掘り込まれている。第２７号溝跡と連結している。

規模と形状 北部が調査区域外に延びているため，確認された長さは１２�２ｍである。Ｂ３ｈ９～Ｃ３ａ９区では

南北（Ｎ－３°－Ｗ）に直線的に延び，Ｂ３ｊ９区から南西方向（Ｎ－４５°－Ｗ）に屈曲し，Ｃ３ａ８区で第２７号

溝と合流している。規模は上幅２�１０～２�８２ｍ，下幅０�８８～２�３１ｍ，深さ０�４２ｍである。断面はＵ字状で，壁は

外傾して立ち上がっている。

覆土 ７層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（皿），陶器片２点（香炉，甕）が出土している。１５０は覆土下層，１５１・１５２

は覆土中層から出土している。

所見 時期は，出土遺物から１６世紀代と考えられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化物微量，鉄分沈着
３ にぶい黄色 鹿沼パミス中量
４ 黒 色 炭化粒子少量，鉄分沈着

５ 黄 灰 色 粘土ブロック微量，鉄分沈着
６ 黄 灰 色 粘土ブロック少量，鉄分沈着
７ 褐 灰 色 ローム粒子微量

第８５図 第２５号溝跡・出土遺物実測図

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ３９ 砥石 （８�０）（３�３） ２�４ （７８） 凝灰岩 両端部欠損 砥面５面 覆土下層

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１７４景徳元寳 ２�４２ ０�６４ ０�０９（２�１４） １００４ 銅 欠け 覆土下層

Ｍ１７５嘉祐通寳 ２�３８ ０�７２ ０�１２ ３�２０ １０５６ 銅 真書 覆土下層

Ｍ１７６熈寧元寳 ２�３４ ０�５９ ０�１２ ２�２６ １０６８ 銅 篆書 覆土下層

Ｍ１７７政和通寳 ２�４６ ０�６１ ０�１２ ２�７０ １１１１ 銅 分楷 覆土下層

Ｍ１７８熈寧元寳 ２�３６ ０�５４ ０�１１ ２�８０ １０６８ 銅 篆書 覆土下層

小 幡 城 跡
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第２６号溝跡（第８６図，付図）

位置 調査区北部のＢ３ｈ４～Ｂ３ｈ８区，標高１５�０ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第８・９・１６・２７号溝跡を掘り込み，第１号道路に掘り込まれている。

規模と形状 東部が調査区域外に延びているため，確認された長さは１８�２ｍである。Ｂ３ｈ４～Ｂ３ｈ８区では

東西（Ｎ－８５°－Ｗ）に直線的に延び，規模は上幅０�３４～０�５８ｍ，下幅０�１８～０�４２ｍ，深さ０�３８ｍで，断面は

Ｕ字状を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

所見 １６世紀代の第８・９号溝跡を掘り込んでいることから，時期は中世後半から近世と考えられる。

第２７号溝跡（第８７図，付図）

位置 調査区北部のＢ３ｇ８～Ｃ３ｅ７区，標高１４�６ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第９号溝跡，第３８０・３８４号土坑を掘り込み，第１号道路，第２６号溝に掘り込まれている。また，第

２５号溝跡と連結している。

規模と形状 北部が調査区域外に延びているため，確認された長さは３１�４ｍである。Ｂ３ｇ８～Ｃ３ｅ７区では

南北（Ｎ－２０°－Ｗ）に直線的に延び，Ｃ３ａ８区で第２５号溝と合流している。規模は上幅１�６２～２�０８ｍ，下幅

０�２８～０�９５ｍ，深さ０�５２ｍで，断面はＵ字状を呈し，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ５層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（内耳鍋），陶器片１点（鉢ヵ），磁器片１点（碗），土製品１点（人形ヵ），

石器１点（砥石），金属製品（不明）が出土している。１７６・DP３・Ｍ１８３はいずれも覆土下層から出土してお

り，埋没時に投棄されたと考えられる。

所見 時期は，出土遺物から１６世紀代と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック微量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック少量

３ 黒 色 粘土粒子微量

第８６図 第２６号溝跡実測図

土層解説
１ 極 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化物微量，鉄分沈着
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

４ にぶい黄色 鹿沼パミス中量
５ 黒 色 炭化粒子少量，鉄分沈着

第２５号溝跡出土遺物観察表（第８５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

１５０ 土師質土器 小皿 ７�２ ２�０ ４�４ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 口縁部油煙付着 覆土下層 ９０％

１５１ 陶器 香炉 － （３�８）［９�４］精良 鉄釉 褐灰・暗
赤褐 良好 内・外面施釉 覆土中層 １５％

１５２ 陶器 甕 － （８�５） － 長石・石英 にぶい黄橙 良好 口縁部破片 体部内・外面ナデ 覆土中層 常滑系
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第８７図 第２７号溝跡・出土遺物実測図

第２７号溝跡出土遺物観察表（第８７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

１５３ 陶器 鉢ヵ［２５�６］（３�０） － 精良 灰釉 灰白・灰� 良好 内・外面施釉 覆土中 ５％

１５４ 磁器 染付碗 － （２�４）［３�６］精良 透明釉 灰白 良好 内・外面施釉 覆土中 ５％

１７６ 土師質土器 内耳鍋［２９�０］（１１�０） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 外面煤付着 覆土下層 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

DP３ 人形ヵ （６�５） ３�３ ３�０ （３６�４） 石英・雲母 頭部欠損 断面扁平 覆土下層 PL２３

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ４０ 砥石 （５�１）（５�４）（３�１）（１３１） 凝灰岩 両端部欠損 砥面２面 覆土中

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１８３ 不明 （３�６） ０�７ ０�３ （５�９） 鉄 断面長方形 覆土下層

小 幡 城 跡
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第２８号溝跡（第８８図，付図）

位置 調査区北部のＣ３ｂ１～Ｃ２ｆ７区，標高１５�８ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第２４Ａ号溝，第４３３号土坑を掘り込み，第１１号方形竪穴遺構，第４号地下式坑，第４３４・４３７号土坑

に掘り込まれている。

規模と形状 南部が第２４Ａ号溝に掘り込まれているため，確認された長さは２６�５ｍである。Ｃ３ｂ１～Ｃ２ｆ７

区では南北（Ｎ－６°－Ｅ）に直線的に延び，Ｃ２ｅ０区でＬ字状に屈曲して東西（Ｎ－７２°－Ｗ）に延びてい

る。規模は上幅０�２２～１�４２ｍ，下幅０�０８～１�１０ｍ，深さ０�２８ｍで，断面はＵ字状を呈し，壁は緩やかに立ち上

がっている。

第８８図 第２８号溝跡・出土遺物実測図

―９４―



覆土 ４層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片２１点（小皿３，内耳鍋１８），陶器片４点（甕），石器１点（石臼），石製品２点（五

輪塔地輪部ヵ）が出土している。１５５・Ｑ４１～Ｑ４２は覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土遺物から１６世紀代と考えられる。

第２９号溝跡（第８９・９０図，付図）

位置 調査区北部のＢ３ｈ１～Ｂ３ｊ２区，標高１５�０ｍの斜面部下段に位置している。

規模と形状 北部が撹乱によって削平されているため，確認された長さは８�５ｍである。Ｂ３ｈ１～Ｂ３ｊ２区

では南北（Ｎ－１８°－Ｅ）に直線的に延びている。規模は上幅０�６８～０�９４ｍ，下幅０�１６～０�４２ｍ，深さ０�２９ｍ

で面は弧状を呈し，壁は緩やかに立ち上がっている。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子・炭化粒子・鹿沼パミ

ス微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，細礫微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・鹿沼パミス

少量，炭化物微量

第８９図 第２９号溝跡・出土遺物実測図

第２８号溝跡出土遺物観察表（第８８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

１５５ 土師質土器 鍋 ［３５�６］（５�７） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい褐 普通 外面煤付着 覆土下層 ５％

１５６ 陶器 甕 － （５�０） － 長石・石英・赤色粒子 灰赤 良好 体部破片 内・外面ナデ 覆土中 常滑系

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ４１ 不明 （８�２） － ３�５ （２８１） 安山岩 石臼の一部ヵ 覆土下層

Ｑ４２ 五輪塔
（地輪）（１３�２）（１６�３）（１２�２）（１，８００） 花崗岩 風化のため稜線が不明瞭 ４方角部欠損 覆土下層

小 幡 城 跡
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覆土 単一層である。層厚が薄く，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師質土器片４点（内耳鍋），陶器片２点（皿，甕）が出土している。１５７・１５８は覆土中層か

ら出土しており，埋没段階で投棄されたと考えられる。１５９は覆土中から出土している。

所見 時期は，出土遺物から１６世紀代と考えられる。

第３１号溝跡（第９１～９４図，付図）

位置 調査区北部のＢ３ｉ９～Ｄ３ｅ８区，標高１５�６～１６�４ｍの斜面部下段，第４号堀跡の北に位置している。

重複関係 第１９号井戸跡を掘り込み，第６４３・６４５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 調査区域外に接するＤ３ｅ８区から北西方向（Ｎ－９°－Ｗ）に直線的に延び，Ｄ３ａ８区で北東

方向（Ｎ－２９°－Ｅ）に向きを変え，そのままＢ３ｉ９区まで直線的に延びている。確認された長さは２９�４ｍで，

上幅０�５～３�１２ｍ，下幅０�０８～０�４０ｍ，深さ０�４３～１�９ｍである。断面形はＵ字状で，両壁は緩やかに立ち上が

っている。

土層解説
１ 暗 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック微量

第９０図 第２９号溝跡出土遺物実測図

第９１図 第３１号溝跡実測図�

第２９号溝跡出土遺物観察表（第８９・９０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

１５７ 土師質土器 内耳鍋［３５�４］（１５�０） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 口縁部ナデ 外面煤付着 覆土中層 １０％

１５８ 陶器 平碗［２１�０］（５�７） － 精良 灰釉 オリーブ
黄・灰白 良好 内・外面施釉 覆土中層 １５％ 瀬戸・

美濃系

１５９ 陶器 甕 ［２９�６］（８�５） － 長石・石英 灰 良好 口縁部破片 覆土中 １０％ 常滑系

―９６―



覆土 １７層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片２０点（皿１２，内耳鍋７，鉢１），陶器片１点（甕），瓦質土器片１点（鉢），石製

品１点（五輪塔）が出土している。２２６・Ｑ６８は覆土下層，２２８・２２９は覆土中層からそれぞれ出土している。

所見 出土土器から１６世紀代と推定され，北部の低地に向かって延びていることなどから，城内や第４号堀か

らの排水路として機能を果たしていた可能性が高い。

第９２図 第３１号溝跡実測図�

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化粒子・粘土粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・粘土粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，粘土粒子微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子微量
８ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量

１０ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック・炭化物微量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
１２ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子・赤色粒子微量
１４ 黒 褐 色 炭化物・粘土粒子微量
１５ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量
１６ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
１７ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子微量

第９３図 第３１号溝跡出土遺物実測図�

小 幡 城 跡
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第９４図 第３１号溝跡出土遺物実測図�

第３１号溝跡出土遺物観察表（第９３・９４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

２２６ 土師質土器 小皿 ５�２ １�６ ２�９ 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土下層 １００％ PL２０

２２７ 土師質土器 小皿 ［７�６］（１�８）［４�８］長石・石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中 １０％ 墨書「□」

２２８ 瓦質土器 鉢 ［２１�２］ ７�６ ［１６�０］長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 内・外面ナデ 覆土中層 １５％

２２９ 瓦質土器 擂鉢［２５�０］１７�４［１１�０］長石・石英・雲母 黒褐 普通 外面ヘラナデ ８条１単位の擂り目 体部に穿孔 覆土中層 ２０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ６８ 五輪塔
（地輪） ３２�０（３１�３）１６�３（２７�２００） 花崗岩 ２方角部欠損 覆土下層 PL２５

―９８―



� 井戸跡

第１号井戸跡（第９５図）

位置 調査区南部のＭ３ａ１区，標高２１�２ｍの斜面部中段に位置している。

重複関係 第３号堀跡を掘り込んでいる。

規模と形状 径１�１６ｍの円形である。深さ１�１９ｍで，円筒状に掘り込んでいる。

遺物出土状況 土師質土器片１点（皿）が出土している。８０は覆土下層から出土している。

所見 時期は，重複する第３号堀跡の埋没後に構築していることから，１６世紀後半以降から近世と考えられる。

表１０ 中・近世溝跡一覧表

番号 位置 方向 形状
規 模

断面形 壁面 覆土 主な出土遺物
備考

重複関係
（古�新）長さ（ｍ）上幅（�）下幅（�）深さ（�）

４
Ｋ３ｈ６～
Ｋ３ｈ９

Ｎ－８９°－Ｗ 直線 （１１�１） ９４～１４２ ４９～１０５ ２４～３８ Ｕ字状 緩斜 不明 土師質土器 SK４４，SA７�本跡�
SK４５・５３

５
Ｌ３ｆ６～
Ｌ３ｆ０

Ｎ－８４°－Ｗ 直線 （１３�９） ９８～１９０ ３６～１７０ ２０ Ｕ字状 外傾 人為 陶器 SA５�本跡�SK６７

６
Ｊ３ｉ７～
Ｊ３ｉ９

Ｎ－７７°－Ｗ 直線 （６�２） ５５～７９ ３９～５３ １２～１９ Ｕ字状 緩斜 人為 陶器，金属製品 第１・１０号墓坑�本跡

８
Ａ３ｇ４～
Ｂ３ｊ７

Ｎ－１８°－Ｗ 直線 （５４�８） ５５～２２６ ２５～１６４ ２０～７８ Ｕ字状 外傾 人為
土師質土器，瓦質土器，
陶器，金属製品

SK１６７・１８０，SD９～１１
�本跡�SD２６

９
Ａ３ｅ７～
Ｃ３ｂ９

Ｎ－３°－Ｅ
Ｎ－７０°－Ｗ

直線 （７６�６） ６８～２３８ ２１～１１６ ４０～６２ Ｕ字状 外傾 人為
土師質土器，陶器，石
製品，古銭，木製品

本跡�SD８・２６・２７

１０
Ｂ３ｅ１～
Ｂ３ｆ５

Ｎ－８８°－Ｗ 直線 （１８�１） ６７～２８４ ２４～９６ ４０～６０ Ｕ字状 外傾 人為 － SD１１�本跡�SD８

１１
Ｂ３ｅ１～
Ｂ３ｆ５

Ｎ－８８°－Ｗ 直線 （１８�５） ７１～１８４ ２０～１１５ １０～４８ Ｕ字状 外傾 人為 陶器 本跡�SD８・１０

１２
Ａ３ｉ８～
Ｂ３ａ７

Ｎ－７５°－Ｅ
Ｎ－１５°－Ｅ

直線・
屈曲

（１８�６） ２２～６１ ６～４４ １５ Ｕ字状 外傾 自然 － 本跡�SD１３・SX２

１３
Ａ３ｉ０～
Ｂ３ｆ７

Ｎ－８５°－Ｅ
Ｎ－３°－Ｅ

直線・
彎曲

（３５�８） ５２～１５０ ２０～７２ ２０～９４ Ｕ字状 外傾 自然 土師質土器，陶器
SD１２，SX２，第４号方
形竪穴遺構�本跡�
SK１８８，SX１

１５
Ａ２ｉ７～
Ｂ２ｆ９

Ｎ－１０°－Ｅ 直線 ２８�３ １１２～２３８１００～２０６ １２ 弧状 外傾 自然
土師質土器，瓦質土器，
磁器

本跡，SE７

１６
Ｂ３ｇ３～
Ｂ３ｈ５

Ｎ－８５°－Ｅ
Ｎ－５°－Ｗ

直線 （１２�５） ９６～１２６ １５～６４ １８～４０ Ｕ字状 外傾 人為 土師質土器，陶磁器 SX６�本跡�SD２６

１８
Ｇ２ｄ８～
Ｇ２ｅ０

Ｎ－６６°－Ｗ 直線 （８�６） ７２～１９０ ６０～１０８ ２５～７２ Ｕ字状 外傾 人為
土師質土器，陶磁器，
鉄滓

本跡�第２号土塁

２１
Ｋ２ｊ０～
Ｋ３ｉ１

Ｎ－７４°－Ｅ
直線・
蛇行

（９�５） ３８～９４ １７～６８ ２０～４２ 逆台形 外傾 自然 － 第１号整地面�本跡

２２
Ｌ２ｊ９～
Ｋ３ｊ１

Ｎ－７１°－Ｅ
直線・
分岐

（９�９） ３６～７４ １１～６２ １４ Ｕ字状 外傾 不明 土師質土器 第１号整地面�本跡

２４Ａ
Ｃ２ｅ５～
Ｃ２ｆ９

Ｎ－７４°－Ｗ 直線 （１６�４）３１８～７２８２８６～６３２ ８６ 弧状 緩斜 自然
土師質土器，瓦質土器，陶磁器，坩
堝，石器，金属製品，鉄滓，椀状滓

本跡�UP４，第２８号墓坑，
第１１号方形竪穴遺構，SD
２８，SK４３２～４３７，PG９

２４Ｂ
Ｃ３ｈ３～
Ｃ３ｊ５

Ｎ－６８°－Ｗ 直線 （１２�８）１８２～６４４９４～３３８ ７０ 弧状 緩斜 自然
土師質土器，陶器，石
器，鉄滓，古銭

本跡�UP６，SE１３，
SK３６９・３７０・３７９・４２８
～４３０

２５
Ｂ３ｈ９～
Ｃ３ａ９

Ｎ－３°－Ｗ
Ｎ－４５°－Ｗ

直線・
屈曲

（１２�２）２１０～２８２８８～２３１ ４２ Ｕ字状 外傾 人為 土師質土器，陶器 SF１�本跡，SD２７

２６
Ｂ３ｈ４～
Ｂ３ｈ８

Ｎ－８５°－Ｗ 直線 （１８�２） ３４～５８ １８～４２ ３８ Ｕ字状 外傾 自然 － SD８・９・１６・２７�本跡
�SF１

２７
Ｂ３ｇ８～
Ｃ３ｅ７

Ｎ－２０°－Ｗ 直線 （３１�４）１６２～２０８ ２８～９５ ５２ Ｕ字状 緩斜 人為
土師質土器，陶磁器，土
製品，石器，金属製品

SD９，SK３８０・３８４�本
跡，SD２５�SF１，SD２６

２８
Ｃ３ｂ１～
Ｃ２ｆ７

Ｎ－６°－Ｅ
Ｎ－７２°－Ｗ

直線・
屈曲

（２６�５） ２２～１４２ ８～１１０ ２８ Ｕ字状 緩斜 自然
土師質土器，陶器，石
器，石製品

SD２４Ａ，SK４３３�本
跡�第１号方形竪穴遺
構，UP４，SK４３４・４３７

２９
Ｂ３ｈ１～
Ｂ３ｊ２

Ｎ－１８°－Ｅ 直線 （８�５） ６８～９４ １６～４２ ２９ 弧状 緩斜 不明 土師質土器，陶器

３１
Ｂ３ｉ９～
Ｄ３ｅ８

Ｎ－９°－Ｗ
Ｎ－２９°－Ｅ

彎曲 （２９�４） ５０～３１２ ８～４０ ４３～１９０ Ｕ字状 緩斜 自然
土師質土器，陶器，瓦
質土器，石製品

SE１９�本跡�
SK６４３・６４５

小 幡 城 跡

―９９―



第２号井戸跡（第９６図）

位置 調査区南部のＬ２ｊ０区，標高２１�８ｍの斜面部中段に位置している。

重複関係 第１・３号堀跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径２�３１ｍ，短径１�８９ｍの楕円形で，長径方向はＮ－２２°－Ｗである。深さ２�５２ｍで，円筒状に

掘り込んでいる。

覆土 ２５層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片３点（内耳鍋）が出土しているほか，流れ込んだ縄文土器片１０点と土師器片５点

も出土している。いずれも細片で覆土上層から出土している。

所見 時期は，重複する第１号堀跡の埋没後に構築していることから，１６世紀後半以降から近世と考えられる。

第９５図 第１号井戸跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・鹿沼パミス微量
２ にぶい赤褐色 ロームブロック・黒色土粒子少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・黒色土粒子・鹿沼パミス少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子・鹿沼パミス少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子・黒色土粒子少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土粒子・鹿沼パミス微量
７ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量�黒色土粒子・砂質粘土粒

子・鹿沼パミス微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・鹿沼パミス微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・黒色土粒子少量，鹿沼パミス微量
１０ 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック少量，焼土粒子微量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・黒色土粒

子・鹿沼パミス少量
１２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・黒色土粒子少量
１３ 黒 色 黒色土粒子中量，ロームブロック少量，粘土ブロ

ック・鹿沼パミス微量
１４ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量

１５ 暗 褐 色 黒色土ブロック・ローム粒子少量
１６ 黒 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック・砂質粘土粒子

少量・焼土粒子微量
１７ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・黒色土ブロ

ック微量
１８ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・黒色土粒子

少量，鹿沼パミス微量
１９ 褐 色 ローム粒子中量，黒色土ブロック・砂質粘土粒子

微量
２０ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック少量，黒

色土ブロック微量
２１ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・黒色土ブロ

ック少量
２２ 黒 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量
２３ 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子少量
２４ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量
２５ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子微量

第９６図 第２号井戸跡実測図

第１号井戸跡出土遺物観察表（第９５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

８０ 土師質土器 小皿 ６�８ ２�０ ４�０ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 煤付着 覆土下層 ９５％ PL２０

―１００―



第３号井戸跡（第９７図）

位置 調査区南部のＬ３ｉ３区，標高２２�６ｍの斜面部中段に位置している。

重複関係 第２９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径１�６５ｍ，短径１�５０ｍの円形と推測される。深さ３�６６ｍで，円筒状に掘り込んでいる。

覆土 ２３層に分層できる。第２０，２３層は壁からの崩落土層で，第１９層より下層は自然堆積である。上層は不規

則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片７点（内耳鍋），陶器片１点（甕），鉄滓１点が出土しているほか，流れ込んだ土

師器片１点も出土している。いずれも細片で覆土上層から出土している。

所見 時期は，出土土器や隣接する第１，２号井戸跡と形状が類似していることから，１６世紀前半以降から近

世と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・炭化物少

量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子少量，鉄分沈着
４ 黒 褐 色 炭化物少量�ロームブロック・砂質粘土ブロッ

ク・焼土ブロック微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量，鹿沼パ

ミス微量
６ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂

粒少量
７ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，黒色土ブロック微量
８ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック中量，黒色土ブロック微量
９ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ローム粒子・黒色土ブロ

ック微量
１０ 褐 色 砂質粘土粒子中量，鉄分沈着
１１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，炭化物微量

１３ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量�炭化
物・焼土粒子微量

１４ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・炭化物少量
１５ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブ

ロック・炭化物微量
１６ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・炭化物少

量，焼土粒子微量
１７ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック少量，炭化物微量
１８ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化物

少量
１９ 黒 色 砂質粘土ブロック・炭化物少量�ロームブロッ

ク・炭化粒子微量
２０ にぶい黄褐色 砂粒多量，炭化物微量
２１ 黒 褐 色 砂粒少量，ロームブロック・炭化物微量
２２ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・砂粒少量
２３ 暗 灰 黄 色 砂粒多量，鉄分沈着

第９７図 第３号井戸跡・出土遺物実測図

第３号井戸跡出土遺物観察表（第９７図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１５６ 鉄滓 ８�０ ８�３ ３�３ １９９ 鉄 椀状滓 硬く締まる 工具痕 覆土中

小 幡 城 跡

―１０１―



第４号井戸跡（第９８図）

位置 調査区北部のＢ３ｆ０区，標高１４�２ｍの斜面部下段に位置している。

規模と形状 東部は調査区域外であり，長径は

０�７６ｍ，短径０�８３ｍだけが確認されている。平面

形は楕円形と推測され，円筒状に掘り込んでいる。

深さ８０�ほど掘り下げたが，下部は湧水のため確

認できなかった。

所見 隣接する近世の道路跡や掘立柱建物跡との

関連が推測されることから，時期は近世と考えら

れる。

第５号井戸跡（第９９図）

位置 調査区北部のＢ３ｆ９区，標高１４�２ｍの斜面部下段に位置している。

規模と形状 長径１�１６ｍ，短径１�０２ｍを確認している。平面形は楕円形で，長径方向はＮ－７０°－Ｗで，円筒

状に掘り込んでいる。深さ８０�ほど掘り下げたが，下部は湧水のため確認できなかった。

遺物出土状況 陶器１点（水滴）が出土している。８１は，覆土上層から出土している。

所見 隣接する近世の道路跡や掘立柱建物跡との関連が推測されることから，時期は近世と考えられる。

第６号井戸跡（第１００図）

位置 調査区北部のＢ３ｂ９区，標高１４�２ｍの斜面部下段に位置している。

規模と形状 長径１�６７ｍ，短径１�５６ｍの円形であり，円筒状に掘り込んでいる。深さ９０�ほど掘り下げたが，

下部は湧水のため確認できなかった。

覆土 ７層に分層できる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

第９８図 第４号井戸跡実測図

第９９図 第５号井戸跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
４ にぶい黄色 粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック微量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子微量

第５号井戸跡出土遺物観察表（第９９図）

番号 種別 器種 長さ 幅 高さ 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

８１ 陶器 水滴 ５�５ ３�８ ３�７ 精良 鉄釉 黒褐・浅黄橙 良好 体部全面掛釉 覆土上層 瀬戸・美濃系
PL１９

―１０２―



所見 隣接する近世の道路跡や掘立柱建物跡との関連から，時期は近世と考えられる。

第７号井戸跡（第１０１図）

位置 調査区北部のＢ２ｅ７区，標高１５�８ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第１５号溝と連結している。

第１００図 第６号井戸跡実測図

第１０１図 第７号井戸跡実測図

小 幡 城 跡

―１０３―



規模と形状 上部は撹乱により，大部分が削平されている。一段目は，長径５�１６ｍ，短径４�３４ｍの不定形と推

測される。二段目は長径２�９４ｍ，短径２�３２ｍの不定形で，長径方向はＮ－４４°－Ｗである。確認面から３０�ほ

ど掘り込んだ後，二段目を円筒状に掘り込んでいる。深さは１�６７ｍであり，最下部は湧水している。

覆土 ９層に分層できる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片２点（内耳鍋），磁器片１点（皿）が出土しているほか，流れ込んだ縄文土器片

７点，須恵器片１点も出土している。いずれも細片で覆土上層から出土している。

所見 上部には平場が形成されている。第１５号溝と連結しており，井戸で汲み上げた水を排水していたと推測

される。時期は，重複関係や遺構の形態から１６世紀代と考えられる。

第８号井戸跡（第１０２図）

位置 調査区北部のＢ３ｆ９区，標高１４�２ｍの斜面部下段に位置している。

規模と形状 長軸１�０４ｍ，短軸０�９４ｍの隅丸方形であり，円筒

状に掘り込んでいる。深さ６０�ほど掘り下げたが，下部は湧水

のため確認できなかった。

覆土 ３層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積

である。

所見 隣接する近世の道路跡や掘立柱建物跡との関連から，時

期は近世と考えられる。

第９号井戸跡（第１０３・１０４図）

位置 調査区中央部のＦ３ｂ６区，標高２１�６ｍの斜面部中段に位置している。

規模と形状 長径３�２２ｍ，短径２�９２ｍの円形である。確認面から１�４０ｍほど掘り込んだ後，下部を円筒状に掘

り込んでいる。深さ２�４０ｍほど掘り下げたが，下部は崩落のおそれがあるため確認できなかった。

覆土 ２７層に分層できる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・小礫微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
４ にぶい褐色 ローム粒子少量，炭化粒子・鹿沼パミス微量
５ 明 褐 色 粘土ブロック少量，鹿沼パミス微量

６ 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック微量
８ 褐 色 鹿沼パミス少量，ローム粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量

第１０２図 第８号井戸跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，細礫微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量
５ にぶい黄褐色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック少量
９ 褐 色 ロームブロック多量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量

１１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量
１４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス微量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
１７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子微量
１８ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・鹿沼パミス

微量
１９ 黒 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量

土層解説
１ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，炭化粒子微量

―１０４―



遺物出土状況 土師質土器片８点（皿１，内耳鍋７），陶器片３点（天目茶碗１，甕２），石器１点（砥石），

石製品１点（宝篋印塔基壇）が出土している。Ｑ２７は覆土中層から出土している。

所見 時期は，出土遺物から１６世紀代と考えられる。

２０ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子・炭化粒子微量
２１ 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス微量
２２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２３ 黒 褐 色 ローム粒子中量

２４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量
２５ にぶい黄褐色 ローム粒子多量，粘土粒子微量
２６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量
２７ 暗 褐 色 ローム粒子多量，鹿沼パミス少量

第１０３図 第９号井戸跡・出土遺物実測図

小 幡 城 跡
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第１０号井戸跡（第１０５図）

位置 調査区中央部のＨ４ａ１区，標高２４�２ｍの斜面部上段に位置している。

規模と形状 長径１�２９ｍ，短径１�０７ｍの楕円形で，長径方向はＮ－８８°－Ｗであり，円筒状に掘り込んでいる。

深さ１�３０ｍほど掘り下げたが，下部は崩落のおそれがあるため確認できなかった。

覆土 ８層に分層できる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

第１０４図 第９号井戸跡出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 砂質粘土ブロック少量，炭化粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子微量

５ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 細礫少量，ロームブロック微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・細礫微量
８ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子微量

第９号井戸跡出土遺物観察表（第１０３・１０４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

８２ 土師質土器 皿 － （１�４） ３�８ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中 １５％

８３ 土師質土器 内耳鍋［３０�５］（８�９） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 １内耳残存 外面煤付着 覆土中 ５％ PL２３

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ２６ 砥石 （１０�５） ４�５ ３�５ （２０１） 凝灰岩 両端部欠損 砥面３面 覆土中

Ｑ２７ 宝篋印塔
（幢身） ２２�５ ２３�１（１１�３）（１０，３００） 花崗岩 角部が風化と欠損のため丸みをもつ 覆土中層 PL２５

―１０６―



遺物出土状況 土師質土器片２点（皿，内耳鍋）が出土している。いずれも細片のため，図示できない。

所見 周囲に墓坑が密集しており，墓域との関連も推測できる。時期は，中世後半と推定される墓域と同時期

と考えられる。

第１１号井戸跡（第１０６～１０９図）

位置 調査区北部のＢ２ｊ９区，標高１５�５ｍの斜面部下段に位置している。

規模と形状 長径４�７９ｍ，短径４�１０ｍの楕円形で，長径方向はＮ－８°－Ｗであり，円筒状に掘り込んでいる。

深さ１�３０ｍほど掘り下げたが，下部は湧水のため確認できなかった。

第１０５図 第１０号井戸跡実測図

第１０６図 第１１号井戸跡実測図

小 幡 城 跡

―１０７―



覆土 ２４層に分層できる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片２０１点（皿１２，内耳鍋１７６，擂鉢１３），陶磁器片１０点（皿５，甕５），石器４点（石

臼２，茶臼１，砥石１），石製品２点（宝篋印塔笠部，塔身部），古銭１点（判読不明）が出土している。Ｑ２９

～Ｑ３３は覆土上層から下層にかけて出土している。また，８４～９３は覆土中層から下層にかけて出土している。

所見 粘土層を掘り抜いてるため，貯水に適し，溜井として使用していた可能性がある。周辺に同時期と考え

られる方形竪穴遺構や柱穴群があり，水を大量に使う作業に関連した遺構と推測される。時期は，出土遺物か

ら１６世紀代と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・細礫微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・粘土ブロック・細

礫微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック・焼土粒子・炭化

粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック・砂粒微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・細礫・砂粒

少量，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック・細礫・砂粒少量，

炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 黒 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック・細礫・砂粒少量，

炭化粒子微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，細礫・砂粒

微量
１１ 暗 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック少量，細礫・砂粒

微量

１２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子・
細礫・砂粒微量

１３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・細礫微量
１４ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量
１５ 暗 褐 色 砂粒少量，ロームブロック・粘土ブロック微量
１６ 明 褐 色 粘土粒子中量，砂粒少量，ロームブロック・細礫

微量
１７ 褐 色 粘土ブロック・砂粒中量，ロームブロック少量，

細礫微量
１８ 褐 灰 色 ローム粒子少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
１９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
２０ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
２１ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子微量
２２ 明 褐 色 粘土ブロック多量，細礫・砂粒中量，ロームブロ

ック微量
２３ 暗 褐 色 粘土ブロック・細礫・砂粒少量，ロームブロック微量
２４ 黒 褐 色 ロームブロック・砂粒少量，粘土ブロック・炭化

粒子微量

第１０７図 第１１号井戸跡出土遺物実測図�
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第１０８図 第１１号井戸跡出土遺物実測図�

小 幡 城 跡
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第１０９図 第１１号井戸跡出土遺物実測図�

第１１号井戸跡出土遺物観察表（第１０７～１０９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

８４ 土師質土器 小皿 ６�１ １�６ ４�１ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中 ５５％

８５ 土師質土器 皿 ［１０�０］ ２�８ ４�８ 長石・石英・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 底部回転糸切り 内外面煤付着 覆土中層 ５０％

８６ 土師質土器 皿 － （２�６） ５�０ 雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土下層 ４０％

―１１０―



第１２号井戸跡（第１１０図）

位置 調査区北部のＣ３ｂ５区，標高１４�８ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第５号不明遺構を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�２０ｍ，短径１�１２ｍの円形であり，円筒状に掘り込んでいる。深さ８０�ほど掘り下げたが，

下部は湧水のため確認できなかった。

覆土 ７層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

所見 １６世紀代に比定される第５号不明遺構との重複関係から，時期は近世と考えられる。

第１３号井戸跡（第１１１図）

位置 調査区北部のＣ３ｉ３区，標高１６�６ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第２４Ｂ号溝跡を掘り込んでいる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・鹿沼パミス微量
３ 黒 色 粘土ブロック・ローム粒子・鹿沼パミス微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

５ 褐 色 ロームブロック多量・鹿沼パミス微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量
７ 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子微量

第１１０図 第１２号井戸跡実測図

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

８７ 土師質土器 皿 － （３�０） ４�０ 長石・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中 ４５％

８８ 土師質土器 内耳鍋［３７�３］１８�３［１９�７］長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 ２内耳残存 煤付着 覆土中 ２５％ PL２２

８９ 土師質土器 内耳鍋 － （９�１） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 １内耳残存 外面煤付着 覆土下層 ５％ PL２３

９０ 土師質土器 内耳鍋［３２�４］（６�３） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 １内耳残存 外面煤付着 覆土中 ５％

９１ 土師質土器 擂鉢［３１�０］（８�９） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 ３条１単位の擂り目 内面横ナデ 片口 覆土下層 ２０％

９２ 陶器 皿 ［２９�８］（５�８） － 精良 灰釉 にぶい橙・
オリーブ黄 良好 内・外面施釉 覆土中層 ５％ 瀬戸・

美濃系

９３ 陶器 皿 － （２�５） － 精良 灰釉 灰白・
暗オリーブ 良好 底部破片 覆土中 ５％ 瀬戸・

美濃系ヵ

番号 器種 長さ 幅・
孔径 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ２９ 茶臼
（上臼）（２１�６）（１５�５） ８�１（２，３８０） 安山岩 １２条１単位の擂り目 受け皿部一部残存 覆土下層

Ｑ３０ 茶臼
（上臼）（１２�５） － （４�７）（２７８） 安山岩 受け皿部を中心とした破片 覆土下層

Ｑ３１ 石臼
（下臼）（１３�０）（１０�９） ６�１ （６９７） 安山岩 下臼の破片 摩滅のため擂り目確認できず 覆土上層

Ｑ３２ 五輪塔
（不明）（２２�７）（１５�３）１０�７（４，８００） 花崗岩 風化のため稜線が不明瞭 ４方角部欠損 覆土下層

Ｑ３３ 宝篋印塔
（幢身） １６�５ １８�３ １２�８（７，０００） 花崗岩 角部が風化と欠損のため丸みをもつ 覆土下層

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１５７□□□□（２�２２）（０�６７）（０�１０）（０�７８） － 銅 欠け 判読不明 覆土中

小 幡 城 跡

―１１１―



規模と形状 長径１�３０ｍ，短径１�１２ｍの楕円形で，長径はＮ－２２°－Ｗであり，円筒状に掘り込んでいる。深

さ１４０�ほど掘り下げたが，下部は湧水のため確認できなかった。

覆土 ４層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

所見 １６世紀代と考えられる第２４Ｂ号溝跡との重複関係から，時期は近世と考えられる。

第１４号井戸跡（第１１２図）

位置 調査区中央部のＦ４ｈ８区，標高２１�６ｍの斜面部中段に位置している。

規模と形状 径０�９０ｍの円形であり，円筒状に掘り込んでいる。深さ９０�ほど掘り下げたが，下部は崩落のお

それがあるため確認できなかった。

覆土 ７層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

所見 時期は，遺構の形状から近世以降と考えられる。

第１５号井戸跡（第１１３図）

位置 調査区中央部のＦ４ｅ０区，標高２１�８ｍの斜面部中段に位置している。

規模と形状 北西側が調査区域外であり，長径１�３５ｍ，短径１�１２ｍが確認されている。不定形と推定され，南

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
２ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・鹿沼パミス微量

３ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子・鹿沼パミス微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量，砂質粘土ブロック・鹿沼パミス微量

第１１１図 第１３号井戸跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 砂粒中量，粘土ブロック・ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 砂粒少量，ローム粒子・鹿沼パミス微量
３ 黒 褐 色 砂粒少量，ローム粒子微量
４ 黒 褐 色 砂粒少量，ロームブロック・鹿沼パミス微量

５ 黒 褐 色 砂粒中量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・鹿沼パミス微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第１１２図 第１４号井戸跡実測図
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東部に６０�ほど掘り込んで平場を形成し，二段掘り込みの状況を呈している。本体部は円筒状に掘り込んでい

る。深さ９０�ほど掘り下げたが，以下は崩落のおそれがあるため確認できなかった。

覆土 ７層に分層できる。ロームブロックや粘土ブロックを含む人為堆積である。

所見 時期は，遺構の形状から近世以降と考えられる。

第１６号井戸跡（第１１４・１１５図）

位置 調査区中央部のＧ２ｅ９区，標高２４�２ｍの斜面部上段に位置している。

規模と形状 長径２�２４ｍ，短径１�９４ｍの楕円形で，長径方向はＮ－５°－Ｗである。深さは３�８ｍまで確認した

が，以下は崩落のおそれがあるため確認できなかった。壁は直立している。

覆土 １６層に分層できる。ロームブロックや粘土ブロックを含む人為堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土ブロック・砂粒微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・砂粒少量
３ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・砂粒少量，ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・砂粒少量，ローム粒子微量

５ 褐 色 ローム粒子・砂粒少量，粘土ブロック微量
６ 暗 褐 色 砂粒少量，ローム粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・砂粒少量

第１１３図 第１５号井戸跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・砂粒微量
５ 褐 色 ロームブロック中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量
８ 黒 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子微量

９ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
１０ 黒 褐 色 粘土ブロック少量
１１ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック微量
１３ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子微量
１４ 暗 褐 色 粘土ブロック少量
１５ 暗 褐 色 粘土ブロック中量
１６ 暗 褐 色 粘土ブロック多量

第１１４図 第１６号井戸跡実測図

小 幡 城 跡
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遺物出土状況 土師質土器片８点（皿１，内耳鍋７），陶器片３点（天目茶碗１，甕２），石器１点（砥石），

石製品１点（宝篋印塔笠部），古銭１点（皇宋通寳）が出土している。６９・Ｍ１５５はいずれも覆土上層から出土

している。

所見 �郭北西部の土塁・堀に隣接している。崩落するおそれがあったため，深さ３�８ｍ以下や壁の一部は確

認できなかった。出土遺物は，すべて上層から確認されており，廃棄時に投棄されたものと考えられる。時期

は，出土遺物から１６世紀代と考えられる。

第１１５図 第１６号井戸跡出土遺物実測図

第１６号井戸跡出土遺物観察表（第１１５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

６９ 陶器 天目茶碗［１２�２］（７�６） － 精良 鉄釉 暗褐・
にぶい褐 良好 内・外面施釉 覆土上層 １５％ 瀬戸・

美濃系 PL１９

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ２０ 砥石 （８�８） ３�３ ２�３ （７２） 凝灰岩 端部欠損 砥面４面 覆土中

Ｑ２１ 宝篋印塔
（笠） ２５�２ ２５�６ １０�３（１０，５００） 花崗岩 隅飾突起１部欠損 覆土中
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第１７号井戸跡（第１１６図）

位置 調査区中央部のＦ３ｊ３区，標高２２�８ｍの斜面部中段に位置している。

規模と形状 長径３�１２ｍ，短径３�０８ｍの円形である。深さは３�７２ｍを確認したが，下部は崩落のおそれがある

第１１６図 第１７号井戸跡・出土遺物実測図

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１５５皇宋通寳 ２�４５ ０�７５ ０�１０ ２�６２ １０３８ 銅 真書 覆土上層

小 幡 城 跡
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ため確認できなかった。壁は内彎して立ち上がっている。

覆土 ３４層に分層できる。覆土上層は，粘土ブロック等を西側から投げ入れた形跡がみられる。また，覆土中

層以下も不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・細礫微量
２ 黒 褐 色 細礫少量，粘土ブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・細礫微量
４ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック多量，細礫微量
５ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，細礫少量
６ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，細礫少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック微量
８ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック中量，細礫少量，ロームブロック微量
９ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
１０ 黒 褐 色 細礫少量，ロームブロック・粘土ブロック微量
１１ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック・細礫少量，ロームブロック微量
１２ 黒 褐 色 粘土粒子少量，炭化物・ローム粒子・細礫微量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，粘土粒子微量
１４ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
１５ 褐 色 ローム粒子多量

１６ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・鹿沼パミス少量
１７ にぶい黄褐色 ロームブロック・鹿沼パミス中量
１８ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子中量
１９ 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス微量
２０ 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量
２１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
２２ 褐 色 ロームブロック多量
２３ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
２４ 明 黄 褐 色 鹿沼パミス多量
２５ 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量
２６ 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
２７ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック多量，砂粒中量，細礫少量
２８ にぶい黄褐色 ロームブロック・粘土ブロック中量
２９ 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子少量
３０ にぶい黄褐色 粘土粒子多量，細礫少量

第１１７図 第１７号井戸跡出土遺物実測図
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遺物出土状況 土師質土器片８点（皿１，内耳鍋６，擂鉢１），磁器片１点（碗），石器１点（砥石），石製品

３点（宝篋印塔笠部，五輪塔火輪部，地輪部）が出土している。Ｑ２３～Ｑ２５は覆土中層から出土している。い

ずれも廃棄後に投棄されたものと考えられる。

所見 �郭北西部の土塁・堀に隣接している。崩落するおそれがあったため，深さ３�７２ｍ以下は確認できなか

った。時期は，出土遺物から１６世紀代と考えられる。

第１８号井戸跡（第１１８・１１９図）

位置 調査区北部のＣ３ｊ７区，標高１５�４ｍの斜面部中段に位置している。

規模と形状 南北径２�４５ｍ，東西径１�０７ｍが確認されただけである。長径方向がＮ－４２°－Ｅの楕円形と推測

される。上部は確認面から１３０�まで漏斗状，下部は円筒状に掘り込まれている。確認面から１９０�まで掘り下

げたが，下部は湧水のため確認できなかった。

覆土 １９層に分層できる。ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

３１ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，粘土ブロック少量
３２ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量

３３ 灰 黄 色 粘土ブロック多量，細礫微量
３４ 灰 黄 色 粘土粒子多量，ロームブロック微量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 粘土ブロック中量，鹿沼パミスブロック微量
２ 極 暗 褐 色 粘土ブロック中量
３ 極 暗 褐 色 粘土ブロック・鹿沼パミスブロック微量
４ 極 暗 褐 色 粘土ブロック少量，鹿沼パミスブロック微量
５ 暗 黒 色 粘土ブロック・鹿沼パミスブロック・炭化物微量
６ 黒 褐 色 粘土ブロック・鹿沼パミス粒子微量
７ 暗 褐 色 粘土ブロック・鹿沼パミス粒子微量
８ 黒 褐 色 鹿沼パミス粒子少量，粘土ブロック微量
９ オリーブ褐色 粘土ブロック多量，鹿沼パミスブロック微量
１０ 黒 褐 色 粘土ブロック・赤褐色土ブロック微量

１１ 暗オリーブ褐色 粘土粒子多量
１２ 黒 褐 色 赤褐色土ブロック微量
１３ 赤 褐 色 鹿沼パミスブロック・赤褐色土粒子中量
１４ 黒 色 赤褐色土ブロック・粘土粒子微量
１５ 褐 灰 色 粘土粒子中量
１６ 灰 黄 褐 色 粘土粒子少量
１７ 黒 色 粘土粒子微量
１８ 黒 褐 色 粘土粒子中量
１９ 褐 色 砂粒多量，細礫微量

第１１８図 第１８号井戸跡実測図

第１７号井戸跡出土遺物観察表（第１１６・１１７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

７０ 土師質土器 内耳鍋 － （７�７） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 １内耳残存 外面煤付着 覆土中 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ２２ 砥石 （７�３） ３�４ １�６ （４０） 凝灰岩 端部欠損 砥面４面 覆土中

Ｑ２３ 五輪塔
（火輪）（２３�０）（２２�４）（１１�７）（７，０００） 花崗岩 風化のため表面が脆い ４方の軒部欠損 覆土中層

Ｑ２４ 五輪塔
（火輪） ２０�１ ２０�２ ９�３ （５，８００） 花崗岩 風化のため稜線が不明瞭 ４方の軒部欠損 覆土中層

Ｑ２５ 宝篋印塔
（笠） （２９�０）３０�４ １６�６（２２，０００） 花崗岩 隅飾突起１部欠損 覆土中層 PL２５

小 幡 城 跡
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遺物出土状況 土師質土器片２７点（小皿１，擂鉢１，内耳鍋２５），陶器片１点（大皿）が出土している。２２４・

２２５は確認面から８０�掘り下げた第６層の覆土中から出土している。

所見 第６層から出土した土器から，１５世紀後半から１６世紀には埋没していたと考えられる。

第１９号井戸跡（第１２０図）

位置 調査区北部のＤ３ｅ８区，標高１６ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第３１号溝に掘り込まれている。

規模と形状 東部が調査区域外に延びるため，南北径２�４０ｍ，東西径２�７０ｍが確認されただけである。長径方

向がＮ－７０°－Ｗの楕円形と推測される。上部は確認面から９０�まで漏斗状，下部は円筒状に掘り込まれてい

る。確認面から１９３�まで掘り下げたが，下部は湧水のため確認できなかった。

覆土 ８層に分層できる。ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（皿），石器１点（石臼）が出土しただけである。Ｑ６６は覆土中から出土し

ている。

所見 時期は，上部を漏斗状に掘り込まれている構造から，中世から近世と考えられる。

第１１９図 第１８号井戸跡出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子微量
４ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子微量

５ 黒 色 炭化物・ローム粒子・粘土粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
７ 黒 色 ローム粒子・粘土粒子微量
８ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子微量

第１８号井戸跡出土遺物観察表（第１１９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

２２３ 土師質土器 小皿 ［７�０］ １�８ ［４�４］長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 油煙付着 覆土中 ２０％

２２５ 土師質土器 擂鉢［３３�４］（８�５） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 ３条１単位の擂り目 覆土中層 ５％

２２４ 陶器 大皿 － ９�０ － 緻密 灰釉 灰白・灰白 普通 内・外面施釉 覆土中層 ５％ 瀬戸・
美濃産
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第１２０図 第１９号井戸跡・出土遺物実測図

小 幡 城 跡
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� 道路跡

第１号道路跡（第１２１図）

位置 調査区北部のＢ３ｂ８～Ｃ３ｅ７区，標高１４�４～１４�８ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第９・１３・２５～２７号溝，第２１６・３８０・３８４号土坑を掘り込み，第６号ピット群に掘り込まれている。

規模と構造 Ｂ３ｂ８～Ｃ３ｅ７区では南北（Ｎ－８°－Ｗ）に直線的に延び，長さは５２�８ｍである。規模は上

幅１�６３～６�４０ｍ，下幅１�４３～４�５６ｍ，深さ１２～６０�で，断面はＵ字状を呈し，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 １３層に分層できる。第２層が硬化しており，路面と推定される。第１層は，廃絶後に堆積した自然堆積

の層である。第３～１３層は，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器５１点（皿１６，内耳鍋３５），陶磁器片３６点（皿５，碗５，香炉４，甕２２点），瓦質土器

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 炭化物微量，鉄分沈着
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
６ にぶい黄色 鹿沼パミス中量
７ 黒 色 炭化粒子少量，鉄分沈着

８ にぶい黄褐色 鹿沼パミス少量，炭化粒子微量，鉄分沈着
９ 黄 灰 色 粘土ブロック微量，鉄分沈着
１０ 褐 灰 色 ローム粒子・粘土粒子微量
１１ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子微量
１２ にぶい黄色 粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 粘土粒子・炭化粒子微量

第１９号井戸跡出土遺物観察表（第１２０図）

番号 器種 長さ 幅・孔径 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ６６ 石臼
（上臼） （８�９）（１３�２） １１�０ （１�３５０） 安山岩 上臼の破片 ３条１単位の擂り目ヵ 覆土中

表１１ 中・近世井戸跡一覧表

番号 位置 長径（軸）方向 平面形
規模（ｍ）

長径（軸）×短径（軸）
深さ
（�） 壁面 底面 覆土 主な出土遺物

備考
重複関係
（古�新）

１ Ｍ３ａ１ － 円形 １�１６×１�１６ １１９ 直立 不明 不明 土師質土器 第３号堀跡�本跡

２ Ｌ２ｊ０ Ｎ－２２°－Ｗ 楕円形 ２�３１×１�８９ （２５２） 直立 不明 人為 土師質土器 第１・３号堀跡�本跡

３ Ｌ３ｉ３ － ［円形］ （１�６５）×１�５０ ３６６ 直立 平坦 人為・
自然 土師質土器，陶器，鉄滓 本跡�SK２９

４ Ｂ３ｆ０ － ［楕円形］（０�７６）×０�８３ （８０） 直立 不明 不明 －

５ Ｂ３ｆ９ Ｎ－７０°－Ｗ 楕円形 １�１６×１�０２ （８０） 直立 不明 不明 陶器

６ Ｂ３ｂ９ － 円形 １�６７×１�５６ （９０） 直立 不明 人為 －

７ Ｂ２ｅ７ － ［不定形］［５�１６］×［４�３４］ １６７ 漏斗状 平坦 人為 土師質土器，磁器 本跡・SD１５

８ Ｂ３ｆ９ － 隅丸方形 １�０４×０�９４ （６０） 直立 不明 人為 －

９ Ｆ３ｂ６ － 円形 ３�２２×２�９２ （２４０） 漏斗状 不明 人為 土師質土器，陶器，石器，石
製品

１０ Ｈ４ａ１ Ｎ－８８°－Ｗ 楕円形 １�２９×１�０７ （１３０） 直立 不明 人為 土師質土器

１１ Ｂ２ｊ９ Ｎ－８°－Ｗ 楕円形 ４�７９×４�１０ （１３０） 直立 不明 人為 土師質土器，陶磁器，石器，
石製品，古銭

１２ Ｃ３ｂ５ － 円形 １�２０×１�１２ （８０） 直立 不明 人為 － SX５�本跡

１３ Ｃ３ｉ３ Ｎ－２２°－Ｗ 楕円形 １�３０×１�１２ （１４０） 直立 不明 人為 － SD２４Ｂ�本跡

１４ Ｆ４ｈ８ － 円形 ０�９０×０�９０ （９０） 直立 不明 人為 －

１５ Ｆ４ｅ０ － ［不定形］（１�３５）×１�１２ （９０） 直立 不明 人為 －

１６ Ｇ２ｅ９ Ｎ－５°－Ｗ 楕円形 ２�２４×１�９４ （３８０） 直立 不明 人為 土師質土器，陶器，石器，石
製品，古銭

１７ Ｆ３ｊ３ － 円形 ３�１２×３�０８ （３７２） 内彎 不明 人為 土師質土器，磁器，石器，石
製品

１８ Ｃ３ｊ７［Ｎ－４２°－Ｅ］［楕円形］（２�４５）×（１�０７） （１９０） 漏斗状 不明 人為 土師質土器，陶器

１９ Ｄ３ｅ８［Ｎ－７０°－Ｗ］［楕円形］（２�７０）×（２�４０） （１９３） 漏斗状 不明 人為 土師質土器，石器 本跡�SD３１
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片１点（火鉢），石器１点（砥石），金属製品１点（不明），鉄滓１点が出土しているほか，流れ込んだ縄文土

器片２２点も出土している。Ｑ５２は路面上面，１７５・１７７・１８０・TP２・Ｍ１８２は路面より下層から出土している。

所見 時期は，溝との重複関係や出土遺物から中世後半から近世と考えられる。

第１２１図 第１号道路跡実測図

小 幡 城 跡
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第１２２図 第１号道路跡・出土遺物実測図
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第２号道路跡（第１２３図）

位置 調査区北部のＢ２ｂ５～Ｂ２ｃ６区，標高１５�６ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第１５号溝跡を掘り込み，第２１４号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 西側が調査区域外で，東側は撹乱のため，確認された長さは７�３ｍである。Ｂ３ｂ５～Ｂ２ｃ６区

第１２３図 第２号道路跡実測図

第１号道路跡出土遺物観察表（第１２２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

１７５ 土師質土器 小皿 ７�１ １�６ ４�０ 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 口縁部油煙付着 覆土下層 ７５％

１７７ 陶器 端反皿［１２�６］ ２�９ ［８�０］精良 灰釉 灰白・
オリーブ黄 良好 内・外面施釉 覆土下層 ２０％ 瀬戸・

美濃系 PL１９

１７８ 陶器 皿 － （２�９）［１９�４］精良 灰釉 にぶい橙 良好 脚部１カ所残存 内面施釉 覆土中 ５％ 瀬戸・
美濃系

１７９ 陶器 碗 ［１６�６］（４�７） － 精良 灰釉 灰白・
灰オリーブ 良好 内・外面施釉 覆土中 １０％ 瀬戸・

美濃系

１８０ 陶器 甕 － （５�５）［１５�５］長石・石英・黒色粒子 にぶい橙 良好 底部破片 覆土下層 １５％ 常滑系

１８１ 磁器 染付碗［１２�２］（４�１） － 精良 透明釉 灰白・灰白 良好 内・外面施釉 外面花文様 覆土中 ５％ 肥前系

TP１ 瓦質土器 火鉢 － （７�９） － 長石・石英 灰黄褐 普通 外面古銭型スタンプ文押印 覆土下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ５２ 砥石 （７�９） ４�３ ２�０ （７４） 凝灰岩 端部欠損 砥面６面 覆土上層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１８２ 鉄滓 ７�１ ６�７ ３�３ １５５ 鉄 椀状滓 硬く締まる 黒炭付着 覆土下層

小 幡 城 跡
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で東西（Ｎ－７０°－Ｗ）に直線的に延び，上幅２�６１～４�８０ｍ，下幅２�４３～４�６０ｍ，深さ２７�で，断面はＵ字状

を呈し，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ６層に分層できる。第２層が硬化しており，路面と推定される。第１層は，廃絶後に堆積した自然堆積

の層である。第３～６層は，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器１点（内耳鍋），金属製品１点（不明），鉄滓１点が出土している。１８２は路面上面

から出土している。

所見 東４０ｍの地点で南北に延びる第１号道路跡に合流していたと考えられる。時期は，中世後半から近世の

第１号道路跡と同時期に機能していたと考えられる。

� 墓坑

今回の調査で，３８基の墓坑が検出されている。出土した人骨は火葬や腐食により，遺存状態が悪く，一

体分の埋葬であっても骨片や骨粉しか残存していない場合がほとんどである。そのため，土坑の覆土中層・

下層及び床面から骨片や骨粉が確認できたものを墓坑とした。以下，墓坑３８基について記述する。

第１号墓坑（第１２５図）

位置 調査区南部のＪ３ｉ８区，標高２８�４ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第６号溝に掘り込まれている。

規模と構造 長径１�５０ｍ，短径０�７９ｍの楕円形で，長径方向はＮ－３°－Ｗである。深さは２３�で，底面は皿

状である。壁は緩やかに立ち上がっている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 褐 灰 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・鹿沼パミス微量

４ 極 暗 褐 色 ローム粒子・鹿沼パミス微量
５ 褐 色 ローム粒子・鹿沼パミス少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量�炭化粒子・鹿沼パミス微量

第１２４図 第２号道路跡出土遺物実測図

第２号道路跡出土遺物観察表（第１２４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

１８２ 土師質土器 内耳鍋［２６�０］（８�９） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 良好 外面煤付着 覆土上層 ５％

表１２ 中・近世道路跡一覧表

番号 位置 方向 形状
規 模

断面形 壁面 覆土 主な出土遺物
備考

重複関係
（古�新）確認長

（ｍ） 上幅（ｍ）下幅（ｍ）深さ（�）

１
Ｂ３ｂ８～
Ｃ３ｅ７

Ｎ－８°－Ｗ 直線 ５２�８ １�６３～
６�４０

１�４３～
４�５６ １２～６０ Ｕ字状 緩斜

自然・
人為

土師質土器，陶磁器，瓦質
土器，石器，金属製品，鉄滓

SD９・１３・２５～２７，SK２１６・
３８０・３８４�本跡�PG６

２
Ｂ２ｂ５～
Ｂ２ｃ６

Ｎ－７０°－Ｗ 直線 ７�３ ２�６１～
４�８０

２�４３～
４�６０ ２７ Ｕ字状 緩斜

自然・
人為

土師質土器，金属製
品，鉄滓

SD１５�本跡�
SK２１４
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ピット 南東部に１か所確認しているが，性格は不明である。

人骨出土状況 覆土中に骨粉が含まれ，覆土中層から大腿骨の一部が出土している。

覆土 ４層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

所見 周辺で中世後半の火葬施設３基を確認していることから，埋葬時期は同時期と考えられる。

第２号墓坑（第１２６図）

位置 調査区南部のＫ３ａ７区，標高２８�４ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第８８号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 南部を第８８号土坑に掘り込まれており，長径１�３４ｍ，短径は０�７９ｍだけを確認している。楕円形

で，長径方向はＮ－８４°－Ｗと推定される。深さは４８�で，底面は皿状である。壁は直立している。

覆土 ４層に分層できる。各層にロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，骨粉微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・骨粉微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量

第１２５図 第１号墓坑実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

３ 黒 褐 色 ロームブロック・骨粉微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・骨粉少量

第１２６図 第２号墓坑・出土遺物実測図

小 幡 城 跡
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遺物出土状況 土師質土器１点（皿）が出土している。３４は覆土中層から出土している。また，覆土下層に骨

粉が含まれている。

所見 埋葬時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

第３号墓坑（第１２７・１２８図）

位置 調査区南部のＪ３ｈ６区，標高２８�４ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第４号墓坑に掘り込まれている。

規模と構造 長径１�２６ｍ，短径０�９４ｍの楕円形で，長径方向はＮ－５°－Ｅである。深さは３８�で，底面はほ

ぼ平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ６層に分層できる。ロームブロックや炭化物を含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（皿），古銭８点（永樂通寳３，開元通寳１，洪武通寳１，判読不明３）が

土層解説
７ 黒 色 炭化物多量，ロームブロック少量
８ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
９ 黒 色 焼土ブロック・炭化物少量

１０ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子・骨粉微量
１１ 灰 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・骨粉微量
１２ 灰 褐 色 ローム粒子多量

第１２７図 第３・４号墓坑実測図

第２号墓坑出土遺物観察表（第１２６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

３４ 土師質土器 小皿 ６�８ ２�０ ４�０ 長石・石英・雲母 橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中層 ８０％
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出土している。Ｍ６２～６７は覆土下層から出土している。また，覆土下層に骨粉が含まれている。

所見 覆土中に焼土が確認されたことから，火葬土坑の可能性がある。埋葬時期は，出土遺物から中世後半と

考えられる。

第４号墓坑（第１２７・１２９図）

位置 調査区南部のＪ３ｈ５区，標高２８�４ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第３号墓坑を掘り込んでいる。

第１２８図 第３号墓坑出土遺物実測図

第３号墓坑出土遺物観察表（第１２８図）

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ６２ 永樂通寳 ２�４８ ０�５４ ０�１４ ３�５０ １４０８ 銅 真書 覆土下層

Ｍ６３ 開元通寳 ２�４０ ０�６８ ０�１３ ３�１２ ８９５ 銅 真書 覆土下層

Ｍ６４ 永樂通寳 ２�５０ ０�６０ ０�１２ ３�１２ １４０８ 銅 真書 覆土下層 PL２７

Ｍ６５ □□□□ ２�４９ ０�６８ ０�１２ ３�１２ － 銅 判読不明 覆土下層

Ｍ６６ □□□□ ２�５０ ０�１８ ０�１２ ３�４０ － 銅 判読不明 覆土下層

Ｍ６７ □□□□ ２�３２ ０�６１ ０�１２ ２�５８ － 銅 判読不明 覆土下層

Ｍ６８ 永樂通寳 ２�５０ ０�６０ ０�１５ ３�１０ １４０８ 銅 真書 覆土中 PL２７

Ｍ６９ 洪武通寳 ２�４０ ０�６０ ０�１５ ３�２０ １３６８ 銅 真書 覆土中 PL２７

小 幡 城 跡
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規模と構造 長径１�３４ｍ，短径１�０４ｍの楕円形で，長径方向はＮ－３０°－Ｅであ

る。深さは３４�で，底面は皿状である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ６層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 古銭１点（洪武通寳）が出土している。Ｍ７０は覆土下層から出土

しており，副葬品と考えられる。また，覆土下層に骨粉が含まれている。

所見 覆土中に焼土が確認されたことから，火葬土坑の可能性がある。埋葬時期

は，出土遺物から中世後半と考えられる。

第５号墓坑（第１３０図）

位置 調査区南部のＪ３ｊ６区，標高２８�３ｍの斜面部上段に位置している。

規模と構造 長径１�５９ｍ，短径１�０４ｍの楕円形で，長径方向はＮ－８５°－Ｗである。深さは３０�で，底面は皿

状である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ６層に分層できる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

人骨出土状況 床面から骨片や大腿骨の一部が出土している。

所見 周囲に１０基の墓坑が確認されていることから，本跡を含む当地区に墓域が形成されたと考えられる。埋

葬時期は，周辺墓坑との関連から中世後半と考えられる。

第１２９図 第４号墓坑
出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ローム粒子多量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 灰 褐 色 ローム粒子多量，骨粉微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，骨粉少量

第１３０図 第５号墓坑実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，骨粉少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子多量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 灰 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・骨粉微量

第４号墓坑出土遺物観察表（第１２９図）

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ７０ 洪武通寳 ２�２９ ０�５８ ０�１２ ２�９６ １３６８ 銅 真書 背一銭 覆土下層 PL２７
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第６号墓坑（第１３１図）

位置 調査区南部のＪ３ｊ５区，標高２８�３ｍの斜面部上段に位置している。

規模と構造 長径１�４４ｍ，短径０�９３ｍの楕円形で，長径方向はＮ－８°－Ｅである。深さは２２�で，底面は平

坦である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 古銭１点（宣徳通寳）が出土している。Ｍ７１は覆土中から出土している。また，覆土中から頭

蓋骨，脊柱や大腿骨の一部が出土している。

所見 頭蓋骨が北部で確認されたことから，北頭位で埋葬されたと推定される。埋葬時期は，出土遺物から中

世後半と考えられる。

第７号墓坑（第１３２図）

位置 調査区南部のＪ３ｆ７区，標高２８�４ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第３号住居跡を掘り込んでいる。

規模と構造 長径１�１０ｍ，短径０�８８ｍの楕円形で，長径方向はＮ－５°－Ｅである。深さは４０�で，底面は平

坦である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ２層に分層できる。南側から土砂を埋め戻した痕跡が見られる。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，骨粉微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック・骨粉微量

第１３１図 第６号墓坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量 ２ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第６号墓坑出土遺物観察表（第１３１図）

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ７１ 宣徳通寳 ２�５０ ０�５３ ０�１０ ３�１６ １４３３ 銅 真書 覆土中 PL２７

小 幡 城 跡
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遺物出土状況 古銭６点（元豊通寳２，天禧通寳１，大観通寳１，祥符通寳１，皇宋通寳１）が出土している。

Ｍ７２～７７は覆土下層から出土しており，副葬品と考えられる。また，床面から永久歯・骨片が出土している。

所見 永久歯や骨片は北部で確認されたことから，北頭位で埋葬されたと考えられる。埋葬時期は，出土遺物

から中世後半と考えられる。

第８号墓坑（第１３３図）

位置 調査区南部のＫ３ｃ７区，標高２８�５ｍの斜面部上段に位置している。

規模と構造 長径１�０９ｍ，短径０�９２ｍの楕円形で，長径方向はＮ－３５°－Ｗである。深さは１５�で，底面は平

第１３２図 第７号墓坑・出土遺物実測図

第７号墓坑出土遺物観察表（第１３２図）

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ７２ 天禧通寳 ２�４８ ０�６８ ０�０９（１�８０） １０１７ 銅 真書 欠け 覆土下層

Ｍ７３ 大観通寳 ２�４４ ０�６８ ０�１１ ２�５４ １１０７ 銅 真書 覆土下層

Ｍ７４ 祥符通寳 ２�４１ ０�６２ ０�１１ ２�７２ １００８ 銅 真書 覆土下層

Ｍ７５ 皇宋通寳 ２�４５ ０�７３ ０�１２ ２�８５ １０３８ 銅 真書 覆土下層

Ｍ７６ 元豊通寳 ２�４１ ０�８３ ０�１０ ３�０６ １０７８ 銅 篆書 覆土下層

Ｍ７７ 元豊通寳 ２�４２ ０�１９ ０�０９ １�９６ １０７８ 銅 行書 覆土下層
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坦である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ４層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

人骨出土状況 覆土中から骨片が出土している。

所見 周囲に１０基の墓坑が確認されていることから，本跡を含む当地区に墓域が形成されたと考えられる。埋

葬時期は，周辺墓坑との関連から中世後半と考えられる。

第９号墓坑（第１３４図）

位置 調査区南部のＬ３ｆ４区，標高２４�４ｍの斜面部上段に位置している。

規模と構造 長軸１�０８ｍ，短軸０�７７ｍの長方形で，長軸方向はＮ－１８°－Ｗである。深さは６１�で，底面は平

坦である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ７層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・炭化粒子・骨粉微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・骨粉微量

第１３３図 第８号墓坑実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック中量，炭化物少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 粘土ブロック少量
３ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・砂粒中量
４ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，骨粉微量

５ 暗 褐 色 砂粒中量，砂質粘土ブロック・骨粉少量
６ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック中量
７ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・骨粉少量

第１３４図 第９号墓坑・出土遺物実測図

小 幡 城 跡
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遺物出土状況 土師質土器片１３点（皿１，内耳鍋１２）が出土している。３５は覆土下層から出土している。また，

覆土下層に骨粉が含まれている。

所見 埋葬時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

第１０号墓坑（第１３５図）

位置 調査区南部のＪ３ｉ８区，標高２８�４ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第６号溝に掘り込まれている。

規模と構造 北部を第６号溝に掘り込まれており，長径１�０７ｍ，

短径０�５９ｍだけを確認している。楕円形で，長径方向はＮ－４°

－Ｅと推定される。深さは２１�で，底面は平坦である。壁は外

傾して立ち上がっている。

覆土 ６層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積

である。

人骨出土状況 覆土中に骨粉が含まれ，覆土下層から頭蓋骨・

骨片が出土している。

所見 周囲に１０基の墓坑が確認されていることから，本跡を含

む当地区に墓域が形成されたと考えられる。埋葬時期は，周辺墓坑との関連から中世後半と考えられる。

第１１号墓坑（第１３６図）

位置 調査区北部のＡ２ｊ５区，標高１５�１ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第１９４号土坑を掘り込んでいる。

規模と構造 長径０�９３ｍ，短径０�８０ｍの楕円形で，長径方向はＮ－２°－Ｗである。深さは１５�で，底面は平

坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

ピット 北部に１か所確認しているが，性格は不明である。

覆土 ２層に分層できる。埋め戻された痕跡がみられる。

人骨出土状況 床面から骨片が出土している。

所見 覆土中に炭化材と焼土が確認されたことから，火葬土坑の可能性がある。埋葬時期は，周辺遺構との関

連から中世後半から近世と考えられる。

第１３５図 第１０号墓坑実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量 ２ 黒 褐 色 炭化物多量，ロームブロック少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・骨粉微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，骨粉微量
４ にぶい黄褐色 ローム粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子・骨粉少量

第９号墓坑出土遺物観察表（第１３４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

３５ 土師質土器 内耳鍋 － （８�５） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部片 外面煤付着 覆土下層 ５％
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第１２号墓坑（第１３７・１３８図）

位置 調査区中央部のＧ３ｉ０区，標高２２�０ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第４号不明遺構を掘り込んでいる。

規模と構造 長径１�２６ｍ，短径１�０２ｍの楕円形で，長径方向はＮ－２２°－Ｅである。深さは３０�で，底面は平

坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ７層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（内耳鍋），古銭４点（開元通寶，元豊通寳，熈寧元寳，永樂通寳）が出土

している。Ｍ７８は覆土中層，Ｍ７９は覆土上層，Ｍ８０・８１は覆土下層からそれぞれ出土しており，埋葬時の副葬

品と考えられる。また，床面から頭蓋骨・骨片が出土している。

所見 頭蓋骨が北部で確認されたことから，北頭位で埋葬されたと考えられる。埋葬時期は出土遺物から，中

世後半と考えられる。

第１３６図 第１１号墓坑実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量

５ 黒 褐 色 ローム粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック微量
７ 褐 色 ロームブロック少量

第１３７図 第１２号墓坑実測図

小 幡 城 跡
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第１３号墓坑（第１３９・１４０図）

位置 調査区中央部のＧ３ｉ０区，標高２３�８ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第４号不明遺構を掘り込み，第１４号墓坑に掘り込まれている。

規模と構造 北東部を第１４号墓坑に掘り込まれていることから，長径１�４０ｍ，短径は０�６２ｍだけが確認されて

いる。楕円形で，長径方向はＮ－１０°－Ｗと推定される。深さは２５�で，底面は平坦である。壁は外傾して立

上がっている。

覆土 ３層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

第１３８図 第１２号墓坑出土遺物実測図

土層解説
４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量

６ にぶい褐色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第１３９図 第１３・１４号墓坑実測図

第１２号墓坑出土遺物観察表（第１３８図）

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ７８ 元豊通寳 ２�４８ ０�６９ ０�１０ ２�６４ １０７８ 銅 篆書 覆土中層

Ｍ７９ 熈寧元寳 ２�３０ ０�６３ ０�１１（１�７８） １０６８ 銅 真書 欠け 覆土上層

Ｍ８０ 開元通寳 ２�３３ ０�６６ ０�１５ ３�５４ ８９５ 銅 真書 覆土下層

Ｍ８１ 永樂通寳 ２�５０ ０�６０ ０�１５ ３�１０ １４０８ 銅 真書 覆土下層 PL２７
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遺物出土状況 石器１点（砥石），石製品３点（五輪塔地輪部１，不明２），古銭６点（皇宋通寳３，熈寧元寳

２，聖宋通寶１）が出土している。Ｍ８２～８７・Ｑ５は覆土下層，Ｑ６は覆土中層からそれぞれ出土している。

また，床面から頭蓋骨・大腿骨の一部が出土している。

所見 埋葬時期は，出土遺物から中世後半と考えられる。

第１４０図 第１３号墓坑出土遺物実測図

第１３号墓坑出土遺物観察表（第１４０図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ５ 砥石 （８�４） ２�６ １�６ （４４） 凝灰岩 端部欠損 砥面４面 覆土中

Ｑ６ 五輪塔
（地輪カ）（１６�０）（１５�６）（９�７）（２，２００） 花崗岩 風化により表面が脆い すべての角部欠損 覆土中層

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ８２ 熈寧元寳 ２�３７ ０�６９ ０�１２ ２�６０ １０６８ 銅 篆書 覆土下層 PL２７

Ｍ８３ 皇宋通寳 ２�４５ ０�６８ ０�１２（２�８８） １０３８ 銅 真書 欠け 覆土下層 PL２７

Ｍ８４ 皇宋通寳 ２�４７ ０�７２ ０�０９（２�１８） １０３８ 銅 真書 欠け 覆土下層 PL２７

小 幡 城 跡

―１３５―



第１４号墓坑（第１３９・１４１図）

位置 調査区中央部のＧ３ｉ０区，標高２３�８ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第１３号墓坑，第４号不明遺構を掘り込んでいる。

規模と構造 長軸１�１０ｍ，短軸１�０８ｍの隅丸方形で，長軸方向はＮ－３４°－Ｅである。深さは４０�で，底面は

平坦である。壁は直立している。

覆土 ３層に分層できる。ロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 金属製品１点（不明）が覆土上層から出土してい

る。また，床面から骨片が出土している。

所見 埋葬時期は，中世後半に比定される第１３号墓坑を掘り込ん

でいることから，中世後半以降から近世と考えられる。

第１５号墓坑（第１４２図）

位置 調査区中央部のＧ３ｊ８区，標高２４�０ｍの斜面部上段に位置している。

規模と構造 長径１�２６ｍ，短径１�０７ｍの不定形で，長径方向はＮ－４０°－Ｅである。深さは４１�で，底面は凹

凸がみられる。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ６層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 流れ込んだ土師器片１点が出土している。また，覆土から骨粉が出土している。

所見 埋葬時期は，周囲に８基の墓坑が確認されていることから，本跡を含む当地区に墓域が形成されたと考

えられる。埋葬時期は，周辺墓坑との関連から中世後半と考えられる。

第１４１図 第１４号墓坑出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ローム粒子多量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量

４ 黒 褐 色 ロームブロック多量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量，骨粉少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック多量，骨粉少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ローム粒子少量

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ８５ 聖宋通寳 ２�４３ ０�６３ ０�１１ ３�５２ １１０１ 銅 行書 覆土下層 PL２７

Ｍ８６ 皇宋通寳 ２�５２ ０�６３ ０�０９ ２�４２ １０３８ 銅 真書 覆土下層 PL２７

Ｍ８７ 熈寧元寳 ２�４２ ０�６６ ０�１０ ３�２４ １０６８ 銅 篆書 覆土下層

第１４号墓坑出土遺物観察表（第１４１図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ８８ 不明 （８�６） ３�８ ０�７ （１６�０） 鉄 断面円形 覆土上層

―１３６―



第１６号墓坑（第１４３図）

位置 調査区中央部のＧ４ｊ１区，標高２４�０ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第４号不明遺構を掘り込んでいる。

規模と構造 長径１�５０ｍ，短径１�００ｍの楕円形で，長径方向はＮ－３６°－Ｅである。深さは３２�で，底面は皿

状である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ７層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

人骨出土状況 約１体分（頭蓋骨・上腕骨・大腿骨・頸骨・脊柱の一部）が出土している。

所見 埋葬時期は，周囲に８基の墓坑が確認されていることから，本跡を含む当地区に墓域が形成されたと考

えられる。埋葬時期は，周辺墓坑との関連から中世後半と考えられる。

第１４２図 第１５号墓坑実測図

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 黒 色 ローム粒子・炭化粒子・骨粉微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック微量

５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子少量
７ にぶい褐色 ロームブロック少量

第１４３図 第１６号墓坑実測図

小 幡 城 跡

―１３７―



第１７号墓坑（第１４４図）

位置 調査区中央部のＧ４ｉ１区，標高２４�０ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第４号不明遺構を掘り込み，第３１７号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 北西部を第３１７号土坑に掘り込まれていることから，長径１�９０ｍ，短径は１�８８ｍだけが確認され

ている。楕円形で，長径方向はＮ－４７°－Ｗと推定される。深さは４２�で，底面は凹凸が見られる。壁は外傾

して立ち上がっている。

覆土 ５層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 磁器片１点（碗），石製品１点（五輪塔）が覆土上層から出土している。いずれも細片のため，

図示できない。また，床面から骨片が出土している。

所見 周囲に８基の墓坑が確認されていることから，本跡を含む当地区に墓域が形成されたと考えられる。埋

葬時期は，周辺墓坑との関連から中世後半と考えられる。

第１８号墓坑（第１４５図）

位置 調査区北部のＧ４ｉ１区，標高２３�８ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第４号不明遺構を掘り込んでいる。

規模と構造 長軸１�１４ｍ，短軸０�７４ｍの長方形で，長軸方向はＮ－２７°－Ｅである。深さは２０�で，底面は平

坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ５層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

人骨出土状況 床面から歯・骨片・骨粉が出土している。

所見 周囲に８基の墓坑が確認されていることから，本跡を含む当地区に墓域が形成されたと考えられる。埋

葬時期は，周辺墓坑との関連から中世後半と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 黒 色 ローム粒子・炭化粒子微量

４ 黒 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
５ にぶい褐色 ローム粒子中量

第１４４図 第１７号墓坑実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 黒 色 ロームブロック少量

４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ロームブロック・骨粉少量

―１３８―



第１９号墓坑（第１４６・１４７図）

位置 調査区北部のＣ２ｈ８区，標高１７�７ｍの斜面部下段に位置している。

規模と構造 長径１�３５ｍ，短径０�８８ｍの楕円形で，長径方向はＮ－９°－Ｗである。深さは５５�で，底面は平

坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ８層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（内耳鍋），漆器１点（椀），古銭６点（皇宋通寳１，宣和通寳１，祥符元寳

２，熈寧元寳１，判読不明１）が出土している。Ｌ１・Ｍ８９～Ｍ９４は頭蓋骨から南２０�の位置から出土してお

り，埋葬者の胸部付近に副葬されたと考えられる。また，床面から頭蓋骨・大腿骨の一部が出土している。

所見 頭蓋骨は北部で確認されたことから，北頭位で埋葬されたと推定される。埋葬時期は，出土遺物から中

世後半と考えられる。

第１４５図 第１８号墓坑実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
２ 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス微量
３ にぶい褐色 ロームブロック多量，鹿沼パミス少量
４ 黒 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック多量，粘土粒子・鹿沼パミス微量
６ にぶい黄褐色 粘土粒子多量
７ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
８ 暗 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子微量

第１４６図 第１９号墓坑実測図

小 幡 城 跡
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第２０号墓坑（第１４８図）

位置 調査区北部のＣ２ｊ６区，標高１８�５ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第４０７号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 長径１�０２ｍ，短径０�９３ｍの不定形で，長径方向はＮ－１０°－Ｅである。深さは２０�で，底面は皿

状である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

第１４７図 第１９号墓坑出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量

３ 黒 褐 色 ローム粒子中量，骨片

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ８９ 皇宋通寳 ２�５２ ０�６３ ０�０９ ２�４２ １０３８ 銅 真書 覆土下層

Ｍ９０ 宣和通寳 ２�５２ ０�６３ ０�０９ ２�４２ １１１９ 銅 篆書 覆土下層

Ｍ９１ 祥符元寳 ２�４６ ０�６１ ０�１２ ３�１２ １００９ 銅 真書 覆土下層

Ｍ９２ 祥符元寳 ２�４７ ０�６０ ０�１１ ３�０２ １００９ 銅 真書 覆土下層 PL２７

Ｍ９３ 熈寧元寳 ２�４４ ０�５４ ０�１４ ２�６８ １０６８ 銅 真書 覆土下層

Ｍ９４ □□□□ ２�４７ ０�６０ ０�１１ ３�０２ － 銅 判読不明 覆土下層

第１９号墓坑出土遺物観察表（第１４７図）

番号 器種 口径 器高 底径 重量 特 徴 出土位置 備考

Ｌ１ 椀 ８�９ ３�０ ５�１ （１５�３） 内・外面漆付着 一部欠損 覆土中 ７０％ PL２７

―１４０―



人骨出土状況 床面から骨片が出土している。

所見 周囲に１８基の墓坑が確認されていることから，本跡を含む当地区に墓域が形成されたと考えられる。埋

葬時期は，周辺墓坑との関連から中世後半と考えられる。

第２１号墓坑（第１４９・１５０図）

位置 調査区北部のＤ２ａ７区，標高１８�５ｍの斜面部下段に位置している。

規模と構造 長径１�００ｍ，短径０�８８ｍの楕円形で，長径方向はＮ－２９°－Ｅである。深さは１２�で，底面は皿

状である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ２層に分層できる。ロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 古銭６点（熈寧元寳３，元豊通寳２，判読不明１）が出土している。また，床面から下顎骨や

頭蓋骨，上腕骨，大腿骨の一部が出土している。Ｍ９５～１００は覆土下層の上腕骨付近から６枚重ねで出土して

いる。

所見 頭蓋骨は北部で確認されたことから，北頭位で埋葬されたと推定される。埋葬時期は，出土遺物から中

世後半と考えられる。

第１４８図 第２０号墓坑実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量 ２ にぶい黄褐色 ローム粒子中量

第１４９図 第２１号墓坑実測図

小 幡 城 跡

―１４１―



第２２号墓坑（第１５１図）

位置 調査区北部のＤ２ｅ６区，標高１９�６ｍの斜面部中段に位置している。

重複関係 第４１８号土坑を掘り込んでいる。

規模と構造 長径１�０５ｍ，短径０�８５ｍの楕円形で，長径方向はＮ－３０°－Ｅである。深さは２２�で，底面は平

坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

第１５０図 第２１号墓坑出土遺物実測図

第１５１図 第２２号墓坑実測図

第２１号墓坑出土遺物観察表（第１５０図）

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ９５ 元豊通寳 ２�４７ ０�６１ ０�１４ ４�２２ １０７８ 銅 篆書 覆土下層

Ｍ９６ 元豊通寳 ２�４９ ０�６８ ０�０９ ２�９０ １０７８ 銅 行書 覆土下層 PL２７

Ｍ９７ 熈寧元寳 ２�４６ ０�６８ ０�１１ ２�９４ １０６８ 銅 篆書 覆土下層

Ｍ９８ 熈寧元寳 ２�３４ ０�６５ ０�１２ ３�９８ １０６８ 銅 篆書 覆土下層

Ｍ９９ 熈寧元寳 ２�３６ ０�５４ ０�１１（２�８０） １０６８ 銅 篆書欠け 覆土下層

Ｍ１００□□□寳 ２�４５ ０�６７ ０�１４（２�８０） － 銅 判読不明 欠け 覆土下層

―１４２―



覆土 ２層に分層できる。ロームブロックや炭化物を含む人為堆積である。

遺物出土状況 金属製品１点（不明）が出土している。また，床面から頭蓋骨・寛骨の一部が出土している。

所見 頭蓋骨は北部，寛骨は南壁際で確認されたことから，北頭位で埋葬されたと推測される。覆土中に炭化

物と焼土が確認されたことから，火葬土坑の可能性がある。周囲に１８基の墓坑が確認されていることから，本

跡を含む当地区に墓域が形成されたと考えられる。埋葬時期は，周辺墓坑との関連から中世後半と考えられる。

第２３号墓坑（第１５２図）

位置 調査区北部のＤ２ｅ８区，標高１９�３ｍの斜面部中段に位置している。

規模と構造 長径１�２７ｍ，短径０�６９ｍの楕円形で，長径方向はＮ－２５°－Ｅである。深さは２４�で，底面は平

坦である。外傾して立ち上がっている。

覆土 単一層である。ロームブロックを含む人為堆積である。

人骨出土状況 覆土下層から頭蓋骨・大腿骨の一部が出土している。

所見 頭蓋骨は北部で確認され，北頭位で埋葬されたと推定される。周囲に１８基の墓坑が確認されていること

から，本跡を含む当地区に墓域が形成されたと考えられる。埋葬時期は，周辺墓坑との関連から中世後半と考

えられる。

第２４号墓坑（第１５３図）

位置 調査区北部のＤ２ｅ８区，標高１９�３ｍの斜面部中段に位置している。

規模と構造 長径１�０２ｍ，短径０�７２ｍの楕円形で，長径方向はＮ－２５°－Ｅである。深さは１４�で，底面は平

坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 単一層である。ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 炭化物中量，ロームブロック少量，焼土ブロック

微量
２ 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック・炭化物少量，焼

土粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・砂粒微量

第１５２図 第２３号墓坑実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・砂粒微量

小 幡 城 跡
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人骨出土状況 覆土中層から骨片が出土している。

所見 周囲に１８基の墓坑が確認されていることから，本跡を含む当地区に墓域が形成されたと考えられる。埋

葬時期は，周辺墓坑との関連から中世後半と考えられる。

第２５号墓坑（第１５４図）

位置 調査区北部のＤ２ｅ８区，標高１９�３ｍの斜面部中段に位置している。

規模と構造 長径０�９５ｍ，短径０�６５ｍの楕円形で，長径方向はＮ－１５°－Ｅである。深さは１０�で，底面は平

坦である。緩やかに立ち上がっている。

覆土 単一層である。ロームブロックを含む人為堆積である。

人骨出土状況 覆土中層から骨片が出土している。

所見 周囲に１８基の墓坑が確認されていることから，本跡を含む当地区に墓域が形成されたと考えられる。埋

葬時期は，周辺墓坑との関連から中世後半と考えられる。

第１５３図 第２４号墓坑実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・砂粒微量

第１５４ 第２５号墓坑実測図

―１４４―



第２６号墓坑（第１５５図）

位置 調査区北部のＤ２ｅ８区，標高１９�３ｍの斜面部中段に位置している。

規模と構造 長径１�２８ｍ，短径０�９１ｍの不定形で，長径方向はＮ－５１°－Ｅである。深さは１０�で，底面は平

坦である。壁は緩やかに傾斜している。

覆土 単一層である。ロームブロックを含む人為堆積である。

人骨出土状況 覆土下層から骨粉が出土している。

所見 周囲に１８基の墓坑が確認されていることから，本跡を含む当地区に墓域が形成されたと考えられる。埋

葬時期は，周辺墓坑との関連から中世後半と考えられる。

第２７号墓坑（第１５６図）

位置 調査区北部のＤ２ｈ８区，標高１９�７ｍの斜面部中段に位置している。

重複関係 第３８号墓坑を掘り込んでいる。

規模と構造 長径１�８５ｍ，短径１�２６ｍの楕円形で，長径方向はＮ－５０°－Ｅである。深さは１００�で，底面は平

坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。ロームブロック・粘土粒子を含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１０点（皿９，内耳鍋１），陶器１点（皿），古銭６点（景定元寳，景徳元寳，洪武

通寳，皇宋通寳，元豊通寳，判読不明）が出土している。また，床面から頭蓋骨，大腿骨の一部が出土してい

る。Ｍ１０１～１０６は頭蓋骨から南に２０�の覆土下層から６枚重ねで出土しており，埋葬者の胸部付近に副葬され

たと考えられる。

所見 頭蓋骨は北部で確認されたことから，北頭位で埋葬されたと推測される。埋葬時期は，出土遺物から中

世後半と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・砂粒・骨粉微量

第１５５図 第２６号墓坑実測図

土層解説
１ にぶい黄褐色 鹿沼パミス中量，ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子・鹿沼パミス少量

３ 褐 色 ローム粒子多量，鹿沼パミス少量，砂質粘土粒子
微量

小 幡 城 跡

―１４５―



第１５６図 第２７・３８号墓坑，第２７号墓坑出土遺物実測図

―１４６―



第２８号墓坑（第１５７図）

位置 調査区北部のＣ２ｅ７区，標高１５�８ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第２４Ａ号溝跡を掘り込み，第９号ピット群に掘り込まれている。

規模と構造 長径１�６０ｍ，短径１�１９ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－７°－Ｅである。深さは２４�で，底面

は皿状である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 単一層である。ロームブロック・粘土粒子を含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片２点（皿）が出土している。４２は覆土中層から出土している。また，覆土下層に

骨粉が含まれている。

所見 １６世紀代の第２４Ａ号溝跡を掘り込んでいることから，埋葬時期は１６世紀以降～近世と考えられる。

土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子・骨粉少量

第１５７図 第２８号墓坑・出土遺物実測図

第２７号墓坑出土遺物観察表（第１５６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

３７ 土師質土器 小皿 ６�０ １�９ ３�５ 雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中 ９０％

３９ 土師質土器 小皿 ［６�３］ １�８ ４�２ 長石・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中 ５０％ PL２０

４０ 土師質土器 皿 １０�２ ２�９ ４�６ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り 口縁部油煙付着 覆土中 ８０％ PL２１

４１ 陶器 皿 ［１２�８］（２�０） － 長石 灰釉 灰白・
オリーブ黄 普通 内面施釉 覆土中 ５％ 瀬戸・

美濃系

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１０１洪武通寳 ２�３４ ０�５７ ０�１２ ３�１６ １３６８ 銅 真書 覆土下層 PL２７

Ｍ１０２景定元寳 ２�３９ ０�６７ ０�１１ ３�４２ １２６０ 銅 真書 覆土下層

Ｍ１０３□□□□ ２�４０ ０�７５ ０�１０ ２�６８ － 銅 判読不明 覆土下層

Ｍ１０４景徳元寳 ２�４１ ０�５５ ０�１３ ３�６８ １００４ 銅 真書 覆土下層

Ｍ１０５皇宋通寳 ２�４２ ０�７３ ０�１０ ２�１８ １０３８ 銅 篆書 覆土下層

Ｍ１０６元豊通寳 ２�３７ ０�７０ ０�１０（３�３４） １０７８ 銅 篆書 欠け 覆土下層

小 幡 城 跡

―１４７―



第２９号墓坑（第１５８図）

位置 調査区北部のＤ２ｆ９区，標高１９�２ｍの斜面部中段に位置している。

規模と構造 長軸１�００ｍ，短軸０�９０ｍの長方形で，長軸方向はＮ－３０°－Ｅである。深さは３４�で，底面は平

坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

人骨出土状況 北部床面から円状に骨粉が出土しており，頭蓋骨の残存と考えられる。

所見 頭蓋骨は北部で確認されたことから，北頭位で埋葬されている。周囲に１８基の墓坑が確認されているこ

とから，本跡を含む当地区に墓域が形成されたと考えられる。埋葬時期は，周辺墓坑との関連から中世後半と

考えられる。

第３０号墓坑（第１５９図）

位置 調査区北部のＤ２ｆ９区，標高１９�１ｍの斜面部中段に位置している。

規模と構造 東側が削平されているため，長径は０�６０ｍ，短径０�７７ｍが確認されている。楕円形で，長径方向

はＮ－７０°－Ｗと推定される。深さは５２�で，底面は平坦である。壁は直立している。

覆土 ２層に分層できる。ロームブロックを含む人為堆積である。

人骨出土状況 南部床面から永久歯が出土している。

所見 床面から永久歯が検出されており墓坑とした。周囲に１８基の墓坑が確認されていることから，本跡を含

む当地区に墓域が形成されたと考えられる。埋葬時期は，周辺墓坑との関連から中世後半と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，鹿沼パミス微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量，鹿沼パミス微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子・鹿沼パミス
微量

第１５８図 第２９号墓坑実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量，炭化物少量 ２ 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス中量

第２８号墓坑出土遺物観察表（第１５７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

４２ 土師質土器 皿 １０�４ ２�７ ４�３ 長石・石英・雲母・赤色粒子 灰白 普通 底部回転糸切り 底部穿孔 覆土中層 ９５％ PL２１

―１４８―



第３１号墓坑（第１６０図）

位置 調査区北部のＤ２ｅ７区，標高１９�６ｍの斜面部中段に位置している。

重複関係 第３６号墓坑に掘り込まれている。

規模と構造 西側が撹乱のため，長径は１�４３ｍ，短径０�８２ｍだけが確認されている。楕円形で，長径方向はＮ

－３４°－Ｅと推定される。深さは３０�で，底面は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 単一層である。ロームや粘土をブロック状に含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片６点（皿５，内耳鍋１）が出土している。４３は覆土中層から出土している。また，

覆土下層に骨粉が含まれている。

所見 埋葬時期は，出土遺物から中世後半と考えられる。

第１５９図 第３０号墓坑実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック中量，骨粉少量

第１６０図 第３１・３６号墓坑，第３１号墓坑出土遺物実測図

第３１号墓坑出土遺物観察表（第１６０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

４３ 土師質土器 小皿 ７�３ １�５ ４�６ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中層 １００％ PL２０

小 幡 城 跡

―１４９―



第３２号墓坑（第１６１図）

位置 調査区北部のＤ２ｇ９区，標高１９�５ｍの斜面部中段に位置している。

重複関係 第３３号墓坑に掘り込まれている。

規模と構造 第３３号墓坑に掘り込まれているため，長軸は０�７２ｍだけが確認され，短軸は０�６５ｍと推定される。

長方形で，長軸方向はＮ－５４°－Ｗと推定される。深さは５０�で，底面は平坦であり，壁は直立している。

覆土 ３層に分層できる。ロームや粘土をブロック状に含む人為堆積である。

遺物出土状況 金属製品１点（懐刀）が覆土下層から出土している。また，覆土下層に骨粉が含まれている。

所見 柄部に鮫皮が巻かれている懐刀は副葬品と考えられる。周囲に１８基の墓坑が確認されていることから，

本跡を含む当地区に墓域が形成されたと考えられる。埋葬時期は，周辺墓坑との関連から中世後半と考えられ

る。

土層解説
２ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス・骨粉少量

４ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，鹿沼パミス微量

第１６１図 第３２・３３号墓坑，第３２号墓坑出土遺物実測図

―１５０―



第３３号墓坑（第１６１・１６２図）

位置 調査区北部のＤ２ｆ９区，標高１９�２ｍの斜面部中段に位置している。

重複関係 第３２号墓坑を掘り込んでいる。

規模と構造 長軸０�９０ｍ，短軸０�６９ｍの長方形で，長軸方向はＮ－４５°－Ｅである。深さは６０�で，底面は平

坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 単一層である。ロームや粘土をブロック状に含む人為堆積で

ある。

遺物出土状況 土師質土器片１点（小皿）が出土している。４４は覆

土上層から出土している。また，覆土下層に骨粉が含まれている。

所見 中世後半の第３２号墓坑を掘り込んでいることから，埋葬時期

は中世後半～近世と考えられる。

第３４号墓坑（第１６３・１６４図）

位置 調査区北部のＤ２ｅ８区，標高１９�３ｍの斜面部中段に位置している。

規模と構造 長径１�１４ｍ，短径０�８９ｍの楕円形で，長径方向はＮ－６１°－Ｗである。深さは３０�で，底面は皿

状である。壁は緩やかに立ち上がっている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量，骨粉微量

第１６３図 第３４号墓坑実測図

第１６２図 第３３号墓坑出土遺物実測図

第３２号墓坑出土遺物観察表（第１６１図）

番号 器種 長さ 最大幅 最大厚 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１１２ 懐刀 （３１．８）（２．２）（０．４）（１７７） 鉄 刃部茎部の一部欠損 茎部鮫皮柄巻依存 覆土下層 PL２６

第３３号墓坑出土遺物観察表（第１６２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

４４ 土師質土器 小皿 ７�６ ２�２ ４�４ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 油煙付着 覆土上層 １００％ PL２０

小 幡 城 跡

―１５１―



覆土 ６層に分層できる。粘土ブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（小皿），石製品１点（五輪塔空風輪部ヵ），古銭６点（永樂通寳）が出土し

ている。Ｍ１１３～Ｍ１１８は覆土下層から出土している。また，床面から永久歯や骨片が出土している。

所見 出土した古銭は副葬品と考えられる。埋葬時期は，出土遺物から中世後半と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子微量
２ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子微量
３ 褐 色 砂質粘土粒子中量，炭化物・ローム粒子微量

４ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック少量
５ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量
６ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック多量

第１６４図 第３４号墓坑出土遺物実測図

第３４号墓坑出土遺物観察表（第１６３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

４５ 土師質土器 小皿 ［６�２］ １�６ ３�８ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 口縁部外面沈線 覆土中 ２５％

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１１３永樂通寳 ２�４９ ０�５１ ０�１０ ２�５４ １４０８ 銅 真書 覆土下層 PL２７

Ｍ１１４永樂通寳 ２�４９ ０�４７ ０�１７ ３�９２ １４０８ 銅 真書 覆土下層 PL２７

Ｍ１１５永樂通寳 ２�５２ － ０�１０（２�２８） １４０８ 銅 真書 孔径部欠け 覆土下層

Ｍ１１６永樂通寳 ２�５１ ０�４８ ０�１３ ３�５０ １４０８ 銅 真書 覆土下層

Ｍ１１７永樂通寳 ２�５４ ０�５７ ０�１８ ２�７２ １４０８ 銅 真書 覆土下層

Ｍ１１８永樂通寳 ２�５１ ０�５２ ０�１４ ２�５６ １４０８ 銅 真書 覆土下層

―１５２―



第３５号墓坑（第１６５～１６７図）

位置 調査区北部のＤ２ｆ８区，標高１９�３ｍの斜面部中段に位置している。

規模と構造 長軸１�０３ｍ，短軸１�００ｍの方形である。深さは４０�で，底面は皿状である。壁は外傾して立ち上

がっている。

覆土 ３層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 石製品１１点（宝篋印塔笠部１，五輪塔空風輪部４，火輪部１，水輪部１，地輪部２，不明２）

が出土している。Ｑ７～Ｑ１５は，覆土上層から下層にかけて出土している。また，床面から骨片が出土してい

る。

所見 宝篋印塔，五輪塔は骨片より上層で確認されている。埋葬時期は，出土遺物から中世後半と考えられる。

土層解説
１ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・鹿沼

パミス微量
２ 黄 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化物・鹿沼パミス微量

第１６５図 第３５号墓坑・出土遺物実測図

小 幡 城 跡

―１５３―



第１６６図 第３５号墓坑出土遺物実測図�

―１５４―



第１６７図 第３５号墓坑出土遺物実測図�

小 幡 城 跡

―１５５―



第３６号墓坑（第１６０図）

位置 調査区北部のＤ２ｅ７区，標高１９�６ｍの斜面部中段に位置している。

重複関係 第３１号墓坑を掘り込んでいる。

規模と構造 長径０�９２ｍ，短径０�７３ｍだけを確認している。楕円形で，長径方向はＮ－４０°－Ｅと推定される。

深さは３４�で，底面は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。ロームや粘土をブロック状に含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片７点（皿）が出土している。いずれも細片で，覆土上層から確認されている。ま

た，約１体分（頭蓋骨・脊柱・大腿骨の一部）の人骨が出土している。

所見 北部から頭蓋骨，大腿骨は西を向けて曲げられており，北頭位右側屈葬で埋葬されている。中世後半の

第３１号墓坑を掘り込んでいることから，埋葬時期は中世後半～近世と考えられる。

第３７号墓坑（第１６８図）

位置 調査区北部のＤ２ｈ８区，標高１９�５ｍの斜面部中段に位置している。

規模と構造 長径１�８４ｍ，短径１�０７ｍの不定形で，長径方向はＮ－２７°－Ｅである。深さは５７�で，底面は皿

状である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ５層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 石製品２点（五輪塔水輪部，火輪部），古銭５点（治平元寳，至道元寳，元祐通寳，政和通寳，

元豊通寳）が出土している。Ｑ１６は覆土中層，Ｍ１１９～１２３は覆土下層からそれぞれ出土している。また，覆土

中層から骨片が出土している。

所見 埋葬時期は，出土遺物から中世後半と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子・

鹿沼パミス微量
２ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，ロームブロック少量，炭化物・鹿

沼パミス微量

３ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物中量，焼土粒子・ローム粒子・鹿沼パミス

微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・鹿沼パミス微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・鹿沼パミス微量

第３５号墓坑出土遺物観察表（第１６５～１６７図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ７ 五輪塔
（空風輪）（１５�６）（１２�５）（１１�０）（２，４００） 花崗岩 風化により表面が脆い 空輪と風輪のくびれ明瞭でない 覆土中層

Ｑ８ 五輪塔
（火輪）（２７�０）（２５�４）（１２�３）（１３，４００） 花崗岩 風化により表面が脆い 角部丸みをもつ 覆土中層 PL２５

Ｑ９ 五輪塔
（空風輪） １２�８ １５�４ １９�５（５，４００） 花崗岩 風化により表面が脆い 空輪と風輪のくびれ明瞭 空輪一部欠損 覆土中層 PL２５

Ｑ１０ 五輪塔
（地輪）（２０�８）（１８�８） ９�２（４，６００） 花崗岩 風化により表面が脆い 角部が風化と欠損のため丸みをもつ 覆土上層

Ｑ１１ 五輪塔
（空風輪） １７�３ １４�７ ２１�５（８，４００） 花崗岩 風化により表面が脆い 空輪と風輪のくびれ明瞭 空輪一部欠損 覆土中層 PL２５

Ｑ１２ 五輪塔
（水輪）（１４�１）１８�９ ７�９（２，９００） 花崗岩 風化により表面が脆い 上下が平らな扁平な球形 覆土下層

Ｑ１３ 宝篋印塔
（笠） （１１�７）２６�４（１５�５）（４，７００） 花崗岩 隅飾突起２ヵ所残存 覆土上層

Ｑ１４ 五輪塔
（火輪） ２０�２ １８�７ ６�４（３，５００） 花崗岩 風化により表面が脆い ２方の軒部欠損 覆土中層

Ｑ１５ 五輪塔
（空風輪） １１�８ １１�２ １７�１（２，８００） 花崗岩 風化により表面脆い 空輪と風輪のくびれ明瞭 覆土下層

―１５６―



第１６８図 第３７号墓坑・出土遺物実測図

小 幡 城 跡

―１５７―



第３８号墓坑（第１５６・１７０図）

位置 調査区北部のＤ２ｈ７区，標高１９�７ｍの斜面部中段に位置している。

重複関係 第２７号墓坑に掘り込まれている。

規模と構造 東部を第２７号墓坑に掘り込まれていることから，長径１�８６ｍ，短径は０�７１ｍだけが確認されてい

る。楕円形と推測され，長軸方向はＮ－５０°－Ｅである。深さは８０�で，底面は平坦である。壁は外傾して立

ち上がっている。

覆土 ４層に分層できる。ロームブロック・粘土粒子を含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片２点（小皿），古銭５点（永樂通寳）が出土している。また，覆土中層から頭蓋

骨の一部が出土している。３６・３８は覆土上層，Ｍ１０７～１１１は覆土中層からそれぞれ出土している。

所見 頭蓋骨は北部で確認されたことから，北頭位で埋葬されたと推測される。埋葬時期は，出土遺物から中

世後半と考えられる。

第１６９図 第３７号墓坑出土遺物実測図

土層解説
４ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック多量，砂質粘土粒子・鹿沼パミス

少量

６ 褐 色 ローム粒子多量，鹿沼パミス少量，砂質粘土粒子
微量

７ 褐 色 ローム粒子多量，鹿沼パミス少量

第３７号墓坑出土遺物観察表（第１６８・１６９図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ１６ 五輪塔
（水輪） １７�５ １９�５ ８�７ （４，２００） 花崗岩 風化により表面脆い 上下が平らな扁平な球形 覆土中層

Ｑ１７ 五輪塔
（火輪） ２１�４ ２１�５ ８�９ （５，３００） 花崗岩 風化により表面が脆い ２方の軒部欠損 覆土中

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１１９治平元寳 ２�３１ ０�５３ ０�１５ ３�６６ １０６４ 銅 篆書 覆土下層 PL２７

Ｍ１２０至道元寳 ２�３８ ０�５３ ０�１０ ２�５２ ９９５ 銅 真書 覆土下層

Ｍ１２１元祐通寳 ２�４３ ０�７４ ０�１２ ３�５２ １０８６ 銅 篆書 覆土下層

Ｍ１２２政和通寳 ２�３７ ０�６９ ０�１０ ２�９４ １１１１ 銅 分楷 覆土下層

Ｍ１２３元豊通寳 ２�４３ ０�５４ ０�１０ ２�５８ １０７８ 銅 篆書 覆土下層

―１５８―



第１７０図 第３８号墓坑・出土遺物実測図

第３８号墓坑出土遺物観察表（第１７０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

３６ 土師質土器 小皿 ７�３ １�９ ３�８ 長石・石英・雲母・黒色粒子 にぶい赤褐 普通 底部回転糸切り 口縁部油煙付着 覆土上層 １００％ PL２０

３８ 土師質土器 小皿 ６�３ １�８ ３�５ 長石・石英・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土上層 ７０％

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１０７永樂通寳 ２�４２ ０�５３ ０�０９ ２�７０ １４０８ 銅 真書 覆土中層 PL２７

Ｍ１０８永樂通寳 ２�４４ ０�６０ ０�１２ ３�４４ １４０８ 銅 真書 覆土中層

Ｍ１０９永樂通寳 ２�４９ ０�５２ ０�１５ ４�６８ １４０８ 銅 真書 覆土中層 PL２７

Ｍ１１０永樂通寳 ２�４６ ０�５５ ０�１４ ４�２６ １４０８ 銅 真書 覆土中層

Ｍ１１１永樂通寳 ２�４６ ０�５８ ０�１０ ２�７０ １４０８ 銅 真書 覆土中層 PL２７

表１３ 中・近世墓坑一覧表

番号 位置 長径（軸）方向 平面形
規模（ｍ）

長径（軸）×短径（軸）
深さ
（�） 壁面 底面 覆土 主な出土遺物

備考
重複関係
（古�新）

１ Ｊ３ｉ８ Ｎ－３°－Ｗ 楕円形 １�５０×０�７９ ２３ 緩斜 皿状 人為 － 本跡�SD６
２ Ｋ３ａ７ Ｎ－８４°－Ｗ ［楕円形］ １�３４×（０�７９） ４８ 直立 皿状 人為 土師質土器 本跡�SK８８
３ Ｊ３ｈ６ Ｎ－５°－Ｅ 楕円形 １�２６×０�９４ ３８ 外傾 平坦 人為 土師質土器，古銭 本跡�第４号墓坑
４ Ｊ３ｈ５ Ｎ－３０°－Ｅ 楕円形 １�３４×１�０４ ３４ 緩斜 皿状 人為 古銭 第３号墓坑�本跡
５ Ｊ３ｊ６ Ｎ－８５°－Ｗ 楕円形 １�５９×１�０４ ３０ 緩斜 皿状 人為 －

６ Ｊ３ｊ５ Ｎ－８°－Ｅ 楕円形 １�４４×０�９３ ２２ 緩斜 平坦 人為 古銭

７ Ｊ３ｆ７ Ｎ－５°－Ｅ 楕円形 １�１０×０�８８ ４０ 緩斜 平坦 人為 古銭 SI３�本跡
８ Ｋ３ｃ７ Ｎ－３５°－Ｗ 楕円形 １�０９×０�９２ １５ 緩斜 平坦 人為 －

９ Ｌ３ｆ４ Ｎ－１８°－Ｗ 長方形 １�０８×０�７７ ６１ 緩斜 平坦 人為 土師質土器

１０ Ｊ３ｉ８ Ｎ－４°－Ｅ［楕円形］（１�０７）×０�５９ ２１ 外傾 平坦 人為 － 本跡�SD６

小 幡 城 跡

―１５９―



� 墓坑の可能性がある土坑（第１７１図）

確認された土坑の中で，出土遺物が少ないため時期や性格が不明なものも多いが，人為的に埋め戻され

た痕跡があり，形態的にも墓坑と類似していることから，墓坑の可能性が考えられる９基を掲載し，実測

図と土層断面を記載する。

第４６１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第４６３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・黒色土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物微量

第４６５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第４６６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量
４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック微量
７ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
８ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

第４６７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

第４６９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ローム粒子多量

第４７７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子微量
２ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，砂質粘土粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量
５ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ローム粒子微量
６ 極 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子微量

第４９５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

番号 位置 長径（軸）方向 平面形
規模（ｍ）

長径（軸）×短径（軸）
深さ
（�） 壁面 底面 覆土 主な出土遺物

備考
重複関係
（古�新）

１１ Ａ２ｊ５ Ｎ－２°－Ｗ 楕円形 ０�９３×０�８０ １５ 外傾 平坦 人為 － SK１９４�本跡
１２ Ｇ３ｉ０ Ｎ－２２°－Ｅ 楕円形 １�２６×１�０２ ３０ 外傾 平坦 人為 土師質土器，古銭 SX４�本跡
１３ Ｇ３ｉ０［Ｎ－１０°－Ｗ］［楕円形］ １�４０×（０�６２） ２５ 外傾 平坦 人為 石器，石製品，古銭 SX４�本跡�第１４号墓坑
１４ Ｇ３ｉ０ Ｎ－３４°－Ｅ 隅丸方形 １�１０×１�０８ ４０ 直立 平坦 人為 金属製品 第１３号墓坑・SX４�本跡
１５ Ｇ３ｊ８ Ｎ－４０°－Ｅ 不定形 １�２６×１�０７ ４１ 緩斜 凹凸 人為 －

１６ Ｇ４ｊ１ Ｎ－３６°－Ｅ 楕円形 １�５０×１�００ ３２ 外傾 皿状 人為 － SX４�本跡
１７ Ｇ４ｉ１［Ｎ－４７°－Ｗ］［楕円形］（１�９０）×１�８８ ４２ 外傾 凹凸 人為 磁器，石製品 SX４�本跡�SK３１７
１８ Ｇ４ｉ１ Ｎ－２７°－Ｅ 長方形 １�１４×０�７４ ２０ 外傾 平坦 人為 － SX４�本跡
１９ Ｃ２ｈ８ Ｎ－９°－Ｗ 楕円形 １�３５×０�８８ ５５ 外傾 平坦 人為 土師質土器，漆器，古銭

２０ Ｃ２ｊ６ Ｎ－１０°－Ｅ 不定形 １�０２×０�９３ ２０ 外傾 皿状 人為 － 本跡�SK４０７
２１ Ｄ２ａ７ Ｎ－２９°－Ｅ 楕円形 １�００×０�８８ １２ 緩斜 皿状 人為 古銭

２２ Ｄ２ｅ６ Ｎ－３０°－Ｅ 楕円形 １�０５×０�８５ ２２ 外傾 平坦 人為 金属製品 SK４１８�本跡
２３ Ｄ２ｅ８ Ｎ－２５°－Ｅ 楕円形 １�２７×０�６９ ２４ 外傾 平坦 人為 －

２４ Ｄ２ｅ８ Ｎ－２５°－Ｅ 楕円形 １�０２×０�７２ １４ 外傾 平坦 人為 －

２５ Ｄ２ｅ８ Ｎ－１５°－Ｅ 楕円形 ０�９５×０�６５ １０ 緩斜 平坦 人為 －

２６ Ｄ２ｅ８ Ｎ－５１°－Ｅ 不定形 １�２８×０�９１ １０ 緩斜 平坦 人為 －

２７ Ｄ２ｈ８ Ｎ－５０°－Ｅ 楕円形 １�８５×１�２６ １００ 外傾 平坦 人為 土師質土器，陶器，古銭 第３８号墓坑�本跡
２８ Ｃ２ｅ７ Ｎ－７°－Ｅ 不整楕円形 １�６０×１�１９ ２４ 緩斜 皿状 人為 土師質土器 SD２４Ａ�本跡�PG９
２９ Ｄ２ｆ９ Ｎ－３０°－Ｅ 長方形 １�００×０�９０ ３４ 外傾 平坦 人為 －

３０ Ｄ２ｆ９［Ｎ－７０°－Ｗ］［楕円形］（０�６０）×０�７７ ５２ 直立 平坦 人為 －

３１ Ｄ２ｅ７［Ｎ－３４°－Ｅ］［楕円形］ １�４３×［０�８２］ ３０ 外傾 平坦 人為 土師質土器 本跡�第３６号墓坑
３２ Ｄ２ｇ９［Ｎ－５４°－Ｗ］［長方形］（０�７２）×［０�６５］ ５０ 直立 平坦 人為 金属製品 本跡�第３３号墓坑
３３ Ｄ２ｆ９ Ｎ－４５°－Ｅ 長方形 ０�９０×０�６９ ６０ 外傾 平坦 人為 土師質土器 第３２号墓坑�本跡
３４ Ｄ２ｅ８ Ｎ－６１°－Ｗ 楕円形 １�１４×０�８９ ３０ 緩斜 皿状 人為 土師質土器，石製品，古銭

３５ Ｄ２ｆ８ － 方形 １�０３×１�００ ４０ 外傾 皿状 人為 石製品

３６ Ｄ２ｅ７［Ｎ－４０°－Ｅ］［楕円形］［０�９２］×０�７３ ３４ 外傾 平坦 人為 土師質土器 第３１号墓坑�本跡
３７ Ｄ２ｈ８ Ｎ－２７°－Ｅ 不定形 １�８４×１�０７ ５７ 外傾 皿状 人為 石製品，古銭

３８ Ｄ２ｈ７［Ｎ－５０°－Ｅ］［楕円形］ １�８６×（０�７１） ８０ 外傾 平坦 人為 土師質土器，古銭 本跡�第２７号墓坑
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第４９６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１７１図 墓坑の可能性がある土坑実測図�

小 幡 城 跡
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� 火葬土坑

今回の調査で，３基の火葬土坑が確認されている。名称については，火葬後そのまま埋葬したものと収

骨してほかの場所に埋葬したものとの両者の可能性を考慮して「火葬土坑」の名称を使用する。また，火

葬土坑を構成する施設は，空気を取り込む坑を「開口部」，遺骸を火葬した坑を「燃焼部」の２つに分け

て記述する。主軸方向は，火葬を行う燃焼部の長径方向とする。

第１号火葬土坑（第１７３図）

位置 調査区南部のＪ３ｉ７区，標高２８�７ｍの斜面部上段に位置している。

開口部 不整形土坑の東側に位置する長径１�３４ｍ，短径１�０８ｍの不定形である。深さは１５～１８�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面は皿状である。

燃焼部 不整形土坑の西側に位置する長径１�１４ｍ，短径０�９２ｍの楕円形で，深さは１２～１４�である。長径方向

はＮ－８８°－Ｗで，壁は外傾して立ち上がっている。底面は凹凸が見られ，中央部に炭化材と骨粉が散在して

第１７２図 墓坑の可能性がある土坑実測図�

表１４ 中・近世墓坑の可能性がある土坑一覧表

番号 位置 長径（軸）方向 平面形
規模（ｍ）

長径（軸）×短径（軸）
深さ
（�） 壁面 底面 覆土 主な出土遺物

備考
重複関係
（古�新）

４６１ Ｅ３ａ０ Ｎ－６７°－Ｗ 楕円形 １�５３×１�０６ ４８ 外傾 平坦 人為 －

４６３ Ｄ３ｅ４ Ｎ－６９°－Ｗ 楕円形 ２�５２×１�００ ３２ 外傾 平坦 人為 － SK４６４�本跡

４６５ Ｄ３ｆ２ Ｎ－３０°－Ｅ 長方形 ２�２３×１�４５ １６ 緩斜 平坦 人為 － 本跡�SK４６６�
PG１１Ｐ４３・４４

４６６ Ｄ３ｇ２ Ｎ－６６°－Ｗ 隅丸長方形 ３�６２×１�０７ ４２ 緩斜 平坦 人為 － SK４６５�本跡�
PG１１Ｐ４５・４６・４８

４６７ Ｄ３ｆ３ Ｎ－５８°－Ｗ 楕円形 ２�３４×１�０２ １８ 外傾 平坦 人為 － 本跡�PG１１Ｐ４０～４２・
５０・５２

４６９ Ｅ２ｃ８ Ｎ－５５°－Ｗ 隅丸長方形 １�６７×０�８２ １７ 緩斜 平坦 人為 －

４７７ Ｅ３ｇ９ Ｎ－８０°－Ｗ 隅丸長方形 ３�２０×１�２１ ４７ 外傾 平坦 人為 －

４９５ Ｄ３ｈ２ Ｎ－２８°－Ｅ 長方形 １�８０×０�９３ ７１ 外傾 平坦 人為 －

４９６ Ｄ３ｈ２ Ｎ－１０°－Ｅ 長方形 １�６０×０�８４ ３６ 外傾 平坦 人為 － 本跡�PG１１Ｐ７９
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いる。

ピット ４か所。深さは１２～４０�である。性格は不明である。

覆土 １５層に分層できる。ロームブロックや炭化材を含む人為堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化材中量，ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化材少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 炭化材中量，ローム粒子・骨粉少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化材微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック微量
８ 褐 色 ロームブロック少量

９ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子微量
１１ 黒 色 ローム粒子・炭化粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物・骨粉微量
１４ 灰 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
１５ 暗 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子少量

第１７３図 第１号火葬土坑・出土遺物実測図

小 幡 城 跡
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遺物出土状況 土師質土器片１点（皿），古銭５点（皇宋通寳１，開元通寳１，元祐通寳１，判読不明２）が

出土している。また，燃焼部中央底面から骨粉・骨片が出土している。４６・Ｍ１２４～Ｍ１２６は開口部底面から出

土している。Ｍ１２７・Ｍ１２８は骨粉・骨片が確認された燃焼部中央底面から出土している。

所見 本跡が位置する当地区は，火葬土坑３基，墓坑９基が確認されており，墓域が形成されていたと考えら

れる。時期は，出土遺物から中世後半と考えられる。

第２号火葬土坑（第１７４・１７５図）

位置 調査区南部のＪ３ｉ７区，標高２８�２ｍの斜面部上段に位置している。

開口部 不整形土坑の西側に位置する長径１�０４ｍ，短径０�９８ｍの楕円形である。深さは１６�で，壁は緩やかに

立ち上がっている。底面は平坦である。

燃焼部 不整形土坑の東側に位置する長径１�６７ｍ，短径１�１４ｍの楕円形で，深さは１８�である。長径方向はＮ

第１７４図 第２号火葬土坑実測図

第１号火葬土坑出土遺物観察表（第１７３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

４６ 土師質土器 小皿 ８�５ ２�６ ４�０ 長石・雲母 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土下層 １００％ PL２１

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１２４皇宋通寳 ２�５０ ０�７０ ０�１２ ３�２０ １０３８ 銅 篆書 覆土下層

Ｍ１２５開元通寳 ２�４９ ０�７５ ０�１２ ２�５４ ８９５ 銅 真書 覆土下層

Ｍ１２６元祐通寳 ２�４２ ０�７１ ０�１０ ２�１４ １０８６ 銅 篆書 覆土下層

Ｍ１２７□□□□ ２�１２ ０�７１ ０�０８（０�７７） － 銅 欠け 判読不明 覆土下層

Ｍ１２８□－□□（２�１１）（０�８０）０�０５（０�３４） － 銅 欠け 判読不明 覆土下層
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－８７°－Ｗで，壁は緩やかに立ち上がっている。底面は平坦で，全体に炭化材と骨粉が散在し，北東部で焼土

の堆積が確認された。

ピット ２か所。深さは５０～５２�である。性格は不明である。

覆土 ３層に分層できる。ロームブロックや炭化物を含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（皿），古銭５点（開元通寳２，至和元寳１，永樂通寳１，元祐通寳１）が

出土しているほか，流れ込んだ縄文土器片１点，土師器片２点も出土している。また，燃焼部底面から骨粉・

骨片が出土している。Ｍ１２９～Ｍ１３３は燃焼部底面及び覆土下層から出土しており，副葬品と考えられる。

所見 副葬品が確認されたことから，火葬後に人骨をそのまま埋葬したものと想定される。時期は，出土遺物

から中世後半と考えられる。

第３号火葬土坑（第１７６図）

位置 調査区南部のＪ３ｊ８区，標高２８�５ｍの斜面部上段に位置している。

開口部 不整形土坑の北西側に位置する長径０�５２ｍ，短径０�３０ｍの隅丸方形である。深さは１８�で，壁は緩や

かに立ち上がっている。底部は開口部から燃焼部底面へ緩やかに傾斜している。

燃焼部 不整形土坑の南東側に位置する長径１�１２ｍ，短径０�９８ｍの楕円形で，深さは２８�である。長径方向は

Ｎ－２３°－Ｗで，壁は緩やかに立ち上がっている。底面は皿状で，全体に炭化材，底面北部に骨片が確認され

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量，粘

土ブロック微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第１７５図 第２号火葬土坑出土遺物実測図

第２号火葬土坑出土遺物観察表（第１７５図）

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１２９至和元寳 ２�４２ ０�７９ ０�１０ ２�６０ １０５４ 銅 篆書 覆土下層

Ｍ１３０開元通寳 ２�３８ ０�７０ ０�１１（３�２２） ８９５ 銅 真書 欠け 覆土下層

Ｍ１３１開元通寳 ２�４８ ０�６９ ０�１１ ３�１８ ８９５ 銅 真書 覆土下層

Ｍ１３２永樂通寳 ２�４８ ０�６０ ０�１３ ３�６２ １４０８ 銅 真書 覆土下層

Ｍ１３３元祐通寳 ２�３９ ０�７１ ０�１０（３�０８） １０８６ 銅 篆書 欠け 覆土下層

小 幡 城 跡
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ている。

覆土 ８層に分層できる。不規則な堆積状況を示す人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片２点（皿）が出土しているほか，流れ込んだ土師器片１点も出土している。４７・

４８は燃焼部の南壁際から出土している。

所見 時期は，出土遺物から中世後半と考えられる。

� 土坑

第３１号土坑（第１７７図）

位置 調査区南部のＬ３ｄ１区，標高２４�６ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第４８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�９９ｍ，短軸１�８４ｍの長方形で，長軸方向はＮ－８３°－Ｗである。深さは３０～６５�で，壁は

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 炭化粒子中量，焼土粒子・骨粉少量
４ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・骨片少量

５ 黒 褐 色 ロームブロック・骨片少量，焼土粒子微量
６ 黒 色 炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量
７ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子・焼土粒子微量

第１７６図 第３号火葬土坑・出土遺物実測図

第３号火葬土坑出土遺物観察表（第１７６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

４７ 土師質土器 小皿 ７�２ １�６ ５�２ 石英・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中層 １００％

４８ 土師質土器 小皿 ７�５ １�９ ５�２ 雲母 にぶい赤褐 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中層 ９５％

表１５ 中・近世火葬土坑一覧表

土坑
番号

位置 長径方向
規模（ｍ）

覆土
人骨
（有・
無）

主な出土遺物
備考

旧土坑番号
開 口 部（ｍ） 燃 焼 部（ｍ）

長径×短径 深さ（�） 平面形 底面 長径×短径 深さ（�） 平面形 底面

１ Ｊ３ｉ７ Ｎ－８８°－Ｗ １�３４×１�０８１０～１２ 不定形 皿状１�１４×０�９２ ２３ 楕円形 凹凸 人為 有 土師質土器，古
銭 旧 SK９２

２ Ｊ３ｉ７ Ｎ－８７°－Ｗ １�０４×０�９８ １６ 楕円形 平坦１�６７×１�１４ １８ 楕円形 平坦 人為 有 土師質土器，古
銭 旧 SK１０８

３ Ｊ３ｊ８ Ｎ－２３°－Ｗ ０�５２×０�３０ １８ 隅丸方形 皿状１�１２×０�９８ ２５ 楕円形 皿状 人為 有 土師質土器 旧 SK１２８
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外傾して立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土 ５層に分層できる。ロームブロックや炭化物を含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片８点（皿５，内耳鍋３）が出土しているほか，流れ込んだ縄文土器片２点と土師

器片２７点が出土している。４９は覆土上層から出土している。

所見 時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

第３８号土坑（第１７８図）

位置 調査区南部のＬ３ｂ８区，標高２６�４ｍの斜面部上段に位置している。

規模と形状 長軸０�６５ｍ，短軸０�４１ｍの不整長方形で，長軸方向はＮ－１９°－Ｗである。深さは３２�で，壁は

ほぼ直立し，底面は平坦である。

覆土 ２層に分層できる。ロームブロックや炭化物を含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片２点（皿，内耳鍋），金属製品１点（鏃）が出土している。

所見 時期は，出土遺物から中世後半と考えられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量

４ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，鹿沼パミス微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第１７７図 第３１号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・鹿沼パミス微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・鹿沼パミス微量

第３１号土坑出土遺物観察表（第１７７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

４９ 土師質土器 内耳鍋 － （７�１） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 １内耳残存 外面煤付着 覆土上層 ５％

小 幡 城 跡

―１６７―



第６２号土坑（第１７９図）

位置 調査区南部のＬ３ａ７区，標高２６�５ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第７６・８６号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�５２ｍ，短軸１�１９ｍの長方形で，長軸方向はＮ－８０°－Ｅである。深さは２０�で，壁は緩や

かに傾斜している。底面は平坦である。

ピット 深さは４０�である。

覆土 ３層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（内耳鍋），古銭１点（判読不明）が出土している。Ｍ１３５は北壁側の上層よ

り出土している。

所見 時期は，出土遺物から中世後半と考えられる。

第１７８図 第３８号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量
２ 極 暗 褐 色 鹿沼パミス少量，ロームブロック微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量，粘土粒子微量

第１７９図 第６２号土坑・出土遺物実測図

第３８号土坑出土遺物観察表（第１７８図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１３４ 鏃 （５�５） ０�９ ０�８ （１３�６） 鉄 断面楕円形及び円形 覆土中

第６２号土坑出土遺物観察表（第１７９図）

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１３５□□□□ ２�３０ ０�７０ ０�１１（２�１２） － 銅 判読不明 覆土上層
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第６９号土坑（第１８０図）

位置 調査区南部のＬ３ｃ８区，標高２６�０ｍの斜面部上段に位置している。

規模と形状 粘土貼土坑である。長軸１�７２ｍ，短軸０�９８ｍの長方形で，長軸方向はＮ－７９°－Ｅである。深さ

は３０�で，壁は外傾して立ち上がっている。全面に厚さ４～１６�の粘土が貼られており，粘土壁の外側の土層

は版築状を呈している。底面は平坦である。

覆土 ６層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。第６層は土坑を構築している粘土層で

ある。

遺物出土状況 土師質土器片６点（皿３，内耳鍋３）が出土している。５０は覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

第７７号土坑（第１８１図）

位置 調査区南部のＬ３ｂ９区，標高２６�２ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第１号ピット群のＰ２７に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�１３ｍ，短軸１�２０ｍの長方形で，長軸方向はＮ－２４°－Ｗである。深さは３６�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土 ６層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片８点（皿５，内耳鍋３），古銭（判読不明）が出土している。Ｍ１３６は覆土上層よ

り出土している。

所見 時期は，出土遺物から中世後半と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，鹿沼パミス微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
３ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・鹿沼パミス微量

４ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子微量
５ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
６ 灰 色 粘土粒子多量，鉄分沈着

第１８０図 第６９号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第６９号土坑出土遺物観察表（第１８０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

５０ 土師質土器 小皿 ９�６ ３�２ ４�７ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土下層 １００％

５１ 土師質土器 小皿 ７�２ ２�０ ４�０ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中 ５５％

小 幡 城 跡

―１６９―



第８１号土坑（第１８２図）

位置 調査区南部のＬ３ｃ６区，標高２６�２ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第１号地下式坑，第８７号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�１２ｍ，短軸１�５７ｍの長方形で，長軸方向はＮ－４４°－Ｅである。深さは１８�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土 単一層である。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師質土器片３点（内耳鍋）が出土しているほか，流れ込んだ土師器片１点も出土している。

５２は覆土中層より出土している。

所見 時期は，出土遺物から中世後半と考えられる。

第１８１図 第７７号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，炭化物・鹿沼パミス少量，焼土

ブロック微量

第１８２図 第８１号土坑・出土遺物実測図

第７７号土坑出土遺物観察表（第１８１図）

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１３６□□□□ ２�３０ ０�７１ ０�１０（１�９０） － 銅 判読不明 覆土上層

第８１号土坑出土遺物観察表（第１８２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

５２ 土師質土器 内耳鍋 － （４�０） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口縁部片 覆土中層 ５％

―１７０―



第９１号土坑（第１８３図）

位置 調査区南部のＫ３ｄ８区，標高２８�３ｍの斜面部上段に位置している。

規模と形状 長径１�０３ｍ，短径０�７９ｍの楕円形で，長径方向はＮ－０°である。深さは２９�で，壁は緩やかに

傾斜している。底面に凹凸が見られる。

ピット 深さは８６�である。

覆土 ９層に分層できる。第１～６層は不規則な堆積状況を示した人為堆積である。第７～９層は柱穴の土層

で，柱抜き取りの痕跡を示している。

遺物出土状況 土師質土器片４点（内耳鍋）が出土しているほか，流れ込んだ土師器片５点が出土している。

５３・５４は覆土上層から出土している。

所見 時期は，出土遺物から中世後半と考えられる。

第９６号土坑（第１８４図）

位置 調査区南部のＬ３ｃ９区，標高２６�０ｍの斜面部上段に位置している。

規模と形状 長径０�５７ｍ，短径０�４２ｍの楕円形で，長径方向はＮ－１５°－Ｅである。深さは２０～２６�で，壁は

外傾して立ち上がっている。底面は凹凸が見られる。

覆土 単一層で，堆積状況は不明である。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
７ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
８ 褐 色 ローム粒子中量
９ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第１８３図 第９１号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第９１号土坑出土遺物観察表（第１８３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

５３ 土師質土器 内耳鍋 － （５�０） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口縁部片 覆土上層 ５％

５４ 土師質土器 内耳鍋［３１�０］（３�１） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 口縁部片 外面煤付着 覆土上層 １０％

小 幡 城 跡

―１７１―



遺物出土状況 土師質土器片５点（皿４，内耳鍋１）が出土しているほか，流れ込んだ土師器片１点も出土し

ている。５５・５６は覆土上層から出土している。

所見 時期は，出土遺物から中世後半と考えられる。

第１０２号土坑（第１８５図）

位置 調査区南部のＬ３ｆ２区，標高２３�８ｍの斜面部上段に位置している。

規模と形状 長軸１�１８ｍ，短軸０�８２ｍの長方形で，長軸方向はＮ－２４°－Ｗである。深さは２２�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土 ３層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（内耳鍋），金属製品１点（釘ヵ）が出土している。５７は覆土中層から出土

している。

所見 時期は，出土遺物から中世後半と考えられる。

第１８４図 第９６号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化物・焼

土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化物少量，焼

土ブロック微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，粘土ブロック・焼
土粒子微量

第１８５図 第１０２号土坑・出土遺物実測図

第９６号土坑出土遺物観察表（第１８４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

５５ 土師質土器 小皿 ［８�６］（２�２） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 覆土上層 １０％

５６ 土師質土器 皿 ［１１�６］（２�３） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 覆土上層 ５０％

第１０２号土坑出土遺物観察表（第１８５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

５７ 土師質土器 内耳鍋 － （６�５） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口縁部片 外面煤付着 覆土中層 ５％

―１７２―



第１２４号土坑（第１８６図）

位置 調査区南部のＭ２ｄ０区，標高１９�７ｍの斜面部中段に位置している。

重複関係 第１５４号土坑を掘り込み，第３号ピット群のＰ１６・１９に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�６９ｍ，短軸１�６５ｍの長方形で，長軸方向はＮ－１４°－Ｗである。深さは４２�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土 ６層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片６点（皿４，内耳鍋１，擂鉢１），陶器片１点（碗）が出土しているほか，流れ

込んだ須恵器片１点も出土している。５８は覆土上層より出土している。

所見 時期は，第１号土塁の基底部より下層で確認されていることから，１５世紀から１６世紀前半以前と考えら

れる。

第１３８号土坑（第１８７図）

位置 調査区南部のＭ２ｃ０区，標高１９�７ｍの斜面部中段に位置している。

規模と形状 長径０�６５ｍ，短径０�６４ｍの円形である。深さは６８�で，壁は外傾して立ち上がっている。底面は

平坦である。

覆土 ３層に分層できる。ロームブロックや炭化物を含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片２点（皿）が出土している。５９は覆土中層より出土している。

土層解説
１ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ロームブロック・炭化物

微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量
３ オリーブ褐色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子微量

４ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土ブロック微量
６ オリーブ褐色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量

第１８６図 第１２４号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク少量，炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１３７ 釘ヵ （４�１） ０�４ ０�４ （４�２６） 鉄 断面方形 端部欠損 覆土中

第１２４号土坑出土遺物観察表（第１８６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

５８ 陶器 端反皿 － （２�１） － 精良 灰釉 浅黄・灰白 良好 口縁部片 内・外面施釉 覆土上層 ５％ 瀬戸・
美濃系

小 幡 城 跡
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所見 時期は，第１号土塁の基底部より下層で確認されていることから，１５世紀から１６世紀前半以前と考えら

れる。

第１４２号土坑（第１８８・１８９図）

位置 調査区南部のＭ３ｅ１区，標高１９�３ｍの斜面部中段に位置している。

重複関係 第１４３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 撹乱により，中央部を削平されている。また，北壁は第１４３号土坑に掘り込まれており，長軸２�７５

ｍ，短軸は２�５２ｍが確認され，方形と推測される。深さは８２�で，壁は外傾して立ち上がっている。底面は平

坦である。

覆土 ７層に分層できる。ロームブロックや炭化物を含む人為堆積である。

遺物出土状況 石器２点（硯）が出土している。Ｑ１８・Ｑ１９は，覆土下層から出土している。

所見 時期は，第１号土塁の基底部より下層で確認されていることから，１５世紀から１６世紀前半以前と考えら

れる。

第１８７図 第１３８号土坑・出土遺物実測図

土層解説
３ 黒 褐 色 炭化物少量，ロームブロック・焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量，炭化物・

粘土粒子微量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量

７ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量，炭化物・
焼土粒子微量

８ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量，鹿沼パ

ミス微量

第１８８図 第１４２・１４３号土坑実測図

第１３８号土坑出土遺物観察表（第１８７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

５９ 土師質土器 小皿 ［９�６］ ３�０ ５�０ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中層 ３０％
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第１４３号土坑（第１８８・１９０図）

位置 調査区南部のＭ３ｅ１区，標高１９�３ｍの斜面部中段に位置している。

重複関係 第１４２号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 撹乱により，中央部を削平されている。長軸２�６０ｍ，短軸０�９０ｍの長方形で，長軸方向はＮ－６５°

－Ｅである。深さは３９�で，壁は外傾して立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土 ２層に分層できる。ロームブロックや炭化物を含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（内耳鍋），金属製品１点（釘ヵ），古銭３点（元符通寳１，判読不明２）が

出土している。Ｍ１３９～Ｍ１４１は，覆土上層から出土している。

第１８９図 第１４２号土坑出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量，炭化物・

焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・炭化物少

量，焼土粒子微量

第１９０図 第１４３号土坑出土遺物実測図

第１４２号土坑出土遺物観察表（第１８９図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ１８ 硯 １２�４ ６�５ １�９ （２１５） 粘板岩 研磨痕 四角欠損 覆土下層 PL２４

Ｑ１９ 硯 ７�６ ４�６ （１�２）（７８�７） 粘板岩 研磨痕 端部欠損 覆土下層

小 幡 城 跡
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所見 時期は，第１号土塁の基底部より下層で確認されていることから，１５世紀から１６世紀前半以前と考えら

れる。

第１４４号土坑（第１９１図）

位置 調査区南部のＭ３ｃ２区，標高２０�２ｍの斜面部中段に位置している。

規模と形状 長軸０�７０ｍ，短軸０�５５ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－１１°－Ｗである。深さは４３�で，壁は

直立している。底面は平坦である。

覆土 ２層に分層できる。ロームや粘土をブロック状に含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片６点（皿１，内耳鍋５）が出土している。６０は，覆土中層から出土している。

所見 時期は，第１号土塁の基底部より下層で確認されていることから，１５世紀から１６世紀前半以前と考えら

れる。

第１４８号土坑（第１９２図）

位置 調査区南部のＭ３ｂ１区，標高２０�２ｍの斜面部中段に位置している。

規模と形状 長軸１�１５ｍ，短軸１�０２ｍの長方形で，長軸方向はＮ－８８°－Ｅである。深さは２８�で，壁は緩や

かに傾斜している。底面は平坦である。

土層解説
１ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量

第１９１図 第１４４号土坑・出土遺物実測図

第１４３号土坑出土遺物観察表（第１９０図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１３８ 釘ヵ （４�１） ０�４ ０�４ （２�５０） 鉄 断面方形 両端部欠損 覆土中

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１３９元符通寳 ２�４２ ０�６５ ０�５０（１�０９） １０９８ 銅 行書 Ｍ１４０と２枚重ね 欠け 覆土上層

Ｍ１４０□□□□ ２�４２ ０�６５ ０�４０（１�０９） － 銅 Ｍ１３９と２枚重ね 判読不明 覆土上層

Ｍ１４１－□□□ ２�３９ ０�７３ ０�１０（１�０６） － 銅 判読不明 欠け 覆土上層

第１４４号土坑出土遺物観察表（第１９１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

６０ 土師質土器 小皿 ６�７ ２�３ ４�５ 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中層 ９５％ PL２０
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覆土 ４層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片２点（内耳鍋）が出土している。６１は北壁側の覆土中層から出土している。

所見 時期は，第１号土塁の基底部より下層で確認されていることから，１５世紀から１６世紀前半以前と考えら

れる。

第１６０号土坑（第１９３・１９４図）

位置 調査区南部のＪ３ｊ９区，標高２８�４ｍの斜面部上段に位置している。

規模と形状 長径１�４０ｍ，短径０�９２ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－２７°－Ｗである。深さは２０�で，壁は

緩やかに立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土 ４層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量�砂質粘土ブロック・炭化

物・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

第１９２図 第１４８号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子少量，骨粉微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量

３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土ブロック微量

第１９３図 第１６０号土坑実測図

第１４８号土坑出土遺物観察表（第１９２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

６１ 土師質土器 内耳鍋［２４�６］（４�７） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部片 内・外面煤付着 覆土中層 ５％

小 幡 城 跡

―１７７―



遺物出土状況 土師質土器片５点（皿），金属製品１１点（釘）が出土している。６２～６６は，南東部に設けられ

た高まりから集中して出土しており，Ｍ１４２～１５２は覆土中層から上層にかけて散在している。また，焼土の広

がりや炭化物，骨粉が底面から確認された。

所見 焼土，炭化物，骨粉の出土から火葬土坑の可能性がある。時期は，出土遺物から中世後半と考えられる。

第１６２号土坑（第１９５図）

位置 調査区南部のＫ３ａ８区，標高２８�４ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第１６３号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�６４ｍ，短径１�１７ｍの不定形で，長径方向はＮ－８８°－Ｅである。深さは２９�で，壁は緩や

かに立ち上がっている。底面は平坦である。

第１９４図 第１６０号土坑出土遺物実測図

第１６０号土坑出土遺物観察表（第１９４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

６２ 土師質土器 小皿 ６�８ ２�１ ４�２ 長石・石英・雲母 橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中層 ９５％

６３ 土師質土器 小皿 ６�９ ２�３ ３�８ 長石・雲母 灰黄褐 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中層 ９５％ PL２０

６４ 土師質土器 小皿 ７�０ ２�１ ４�４ 石英・雲母 にぶい黄橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中層 ９０％

６５ 土師質土器 小皿 ７�２ ２�２ ４�５ 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中層 ８０％

６６ 土師質土器 小皿 ［７�８］ ２�２ ［４�６］石英・長石・雲母 橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中層 ４５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１４２ 釘 （４�９） ０�３ ０�３ （１�９６） 鉄 断面方形 先端部欠損 覆土中層

Ｍ１４３ 釘 （４�１） ０�４ ０�３ （２�５４） 鉄 断面長方形 先端部欠損 覆土中層

Ｍ１４４ 釘 （４�１） ０�３ ０�３ （１�０４） 鉄 断面方形 先端部欠損 覆土中層

Ｍ１４５ 釘 （２�７） ０�４ ０�４ （１�８０） 鉄 断面方形 先端部欠損 覆土中層

Ｍ１４６ 釘 （４�４） ０�４ ０�４ （２�９０） 鉄 断面方形 先端部欠損 覆土中層

Ｍ１４７ 釘 ４�８ ０�３ ０�３ ２�４６ 鉄 ほぼ完存 断面方形 覆土中層

Ｍ１４８ 釘 （３�３） ０�４ ０�４ （１�９４） 鉄 断面方形 先端部欠損 覆土中層

Ｍ１４９ 釘 （４�８） ０�３ ０�３ （３�００） 鉄 断面方形 先端部欠損 覆土中層

Ｍ１５０ 釘 （３�７） ０�４ ０�４ （２�６６） 鉄 断面方形 先端部欠損 覆土中層

Ｍ１５１ 釘 ４�９ ０�３ ０�３ ２�８４ 鉄 ほぼ完存 断面方形 覆土中層

Ｍ１５２ 釘 （３�５） ０�４ ０�４ （２�５８） 鉄 断面方形 先端部欠損 覆土上層
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覆土 ６層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片４点（皿），金属製品１点（釘）が出土しているほか，流れ込んだ土師器片１０点

も出土している。６７は覆土上層から出土している。

所見 時期は，出土遺物から中世後半と考えられる。

第２１６号土坑（第１９６図）

位置 調査区北部のＢ３ｇ８区，標高１４�４ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第１号道路に掘り込まれている。

規模と形状 長径は１�３５ｍ，短径は１�０２ｍだけが確認された。形状は不整楕円形と推測され，長径方向はＮ－

１０°－Ｅである。深さは４０�で，壁は緩やかに立ち上がっている。底面は皿状である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量

５ にぶい黄褐色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物・粘土ブ
ロック微量

６ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

第１９５図 第１６２号土坑・出土遺物実測図

第１９６図 第２１６号土坑・出土遺物実測図

第１６２号土坑出土遺物観察表（第１９５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

６７ 土師質土器 小皿 ［６�２］ ２�６ ３�０ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土上層 ５５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１５３ 釘 （３�８） ０�４ ０�３ （２�５０） 鉄 断面長方形 先端部欠損 覆土中

小 幡 城 跡
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覆土 ４層に分層できる。周囲から流入した堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師質土器１点（皿）が出土している。６８は覆土中層から出土している。

所見 時期は，出土土器から１５世紀から１６世紀前半以前と考えられる。

第２２４号土坑（第１９７図）

位置 調査区北部のＢ３ｇ１区，標高１５�０ｍの斜面部下段に位置している。

規模と形状 長径２�１８ｍ，短径１�６２ｍの不定形で，長径方向はＮ－６４°－Ｗである。深さは２０�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土 単一層である。ロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（内耳鍋），古銭１点（元祐通寳）が出土している。Ｍ１５４は覆土中層から出

土している。

所見 時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・粘土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

３ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
４ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１９７図 第２２４号土坑・出土遺物実測図

第２１６号土坑出土遺物観察表（第１９６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

６８ 土師質土器 皿 ［１０�８］ ３�６ ５�１ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り 覆土中層 ４０％

第２２４号土坑出土遺物観察表（第１９７図）

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１５４元祐通寳 ２�１９ ０�６７ ０�１５（１�８０） １０８６ 銅 篆書 欠け 覆土中層
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第２８７号土坑（第１９８図）

位置 調査区中央部のＨ３ｅ０区，標高２４�８ｍの斜面部上段に位置している。

規模と形状 長径１�８７ｍ，短径０�７９ｍの楕円形で，長径方向はＮ－８８°－Ｅである。深さは１６�で，壁は緩や

かに立ち上がっている。底面は皿状である。

覆土 単一層である。層厚が薄く，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師質土器片２点（皿，擂鉢）が出土している。７１は中央部の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

第２９７号土坑（第１９９図）

位置 調査区中央部のＨ３ｂ０区，標高２４�４ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第２９８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸は２�０８ｍ，短軸は１�０８ｍだけが確認された。形状は不整長方形と推測され，長軸方向はＮ－

１４°－Ｅである。深さは１６�で，壁は緩やかに立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土 ２層に分層できる。周囲から流入した堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第１９８図 第２８７号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量 ２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１９９図 第２９７号土坑・出土遺物実測図

第２８７号土坑出土遺物観察表（第１９８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

７１ 土師質土器 小皿 － （１�１） ３�５ 長石・石英 にぶい黄橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土下層 ２０％

小 幡 城 跡
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遺物出土状況 陶器片１点（皿）が出土している。７２は覆土中層から出土している。

所見 時期は，出土陶器から１５世紀代と考えられる。

第３３２号土坑（第２００図）

位置 調査区北部のＬ３ｂ２区，標高２５�６ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第３３０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸１�０２ｍ，短軸０�９４ｍの隅丸方形である。深さは３８�で，壁は外傾して立ち上がっている。底

面は皿状である。

覆土 ６層に分層できる。ロームや粘土をブロック状に含む人為堆積である。

遺物出土状況 陶器片１点（皿）が出土している。７３は西壁の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土陶器から１５世紀代と考えられる。

第３４８号土坑（第２０１図）

位置 調査区北部のＬ３ｃ３区，標高２５�０ｍの斜面部上段に位置している。

規模と形状 長軸１�０２ｍ，短軸０�７０ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－８８°－Ｅである。深さは２４�で，壁は

外傾して立ち上がっている。底面は皿状である。南西部に深さ２８�のピット１か所を有している。

覆土 ３層に分層できる。周囲から流入した堆積状況を示す自然堆積である。第３層はピットの土層である。

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子微量
２ にぶい黄褐色 ローム粒子中量，粘土ブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量

４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子微量

第２００図 第３３２号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量

３ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量

第２９７号土坑出土遺物観察表（第１９９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

７２ 陶器 皿 ［１０�６］ ２�４ ［５�３］緻密 灰釉 灰黄・灰白 普通 内・外面施釉 覆土中層 ２０％ 瀬戸・
美濃系

第３３２号土坑出土遺物観察表（第２００図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

７３ 陶器 端反皿 － （１�２） ５�１ 精良 灰釉 灰白・浅黄 普通 内・外面施釉 内底面に花文 覆土下層 ３０％ 瀬戸・
美濃系 PL１９
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遺物出土状況 土師質土器片２点（皿，内耳鍋）が出土している。７４は柱穴覆土上層から出土している。

所見 時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

第３６１号土坑（第２０２図）

位置 調査区北部のＣ２ｃ７区，標高１６�０ｍの斜面部下段に位置している。

規模と形状 長軸１�２０ｍ，短軸０�８６ｍの長方形で，長軸方向はＮ－７６°－Ｗである。深さは１６�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面は皿状である。

覆土 ２層に分層できる。周囲から流入した堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（内耳鍋）が出土している。７５は覆土中層から出土している。

所見 時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

第２０１図 第３４８号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２０２図 第３６１号土坑・出土遺物実測図

第３４８号土坑出土遺物観察表（第２０１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

７４ 土師質土器 内耳鍋 － （６�４） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 １内耳残存 Ｐ１覆土上層 ５％

第３６１号土坑出土遺物観察表（第２０２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

７５ 土師質土器 内耳鍋ヵ［３１�８］（５�５） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部のみ 覆土中層 ５％

小 幡 城 跡
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第３６８号土坑（第２０３図）

位置 調査区北部のＣ３ｂ６区，標高１４�７ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第５号不明遺構を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�３２ｍ，短径１�１６ｍの楕円形で，長径方向はＮ－５１°－Ｅである。深さは３６�で，壁は緩や

かに立ち上がっている。底面は皿状である。

覆土 ６層に分層できる。ロームブロックや粘土粒子を含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片２点（内耳鍋）が出土している。７６・７７は中央部底面から出土している。

所見 時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

第３７４号土坑（第２０４図）

位置 調査区北部のＢ３ｉ６区，標高１４�６ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第６号不明遺構に掘り込まれている。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック多量
３ 黒 褐 色 ローム粒子中量

４ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量
５ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック少量
６ 黒 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量，細礫微量

第２０３図 第３６８号土坑・出土遺物実測図

第３６８号土坑出土遺物観察表（第２０３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

７６ 土師質土器 内耳鍋［３１�８］（６�８） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口縁部のみ 外面煤付着 覆土下層 ５％

７７ 土師質土器 内耳鍋［３７�０］（４�０） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部のみ 外面煤付着 覆土下層 ５％
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規模と形状 第６号不明遺構に掘り込まれており，長径２�９９ｍ，短径１�９６ｍが確認されている。楕円形で，長

径方向はＮ－６５°－Ｗである。深さは７０�で，壁は外傾して立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土 単一層である。ロームブロックや粘土ブロックを含む人為堆積である。

所見 時期は第６号不明遺構との重複関係から，１５世紀から１６世紀前半以前と考えられる。

第３７５号土坑（第２０５図）

位置 調査区北部のＢ３ｊ５区，標高１４�８ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第３７６号土坑を掘り込み，第６号不明遺構に掘り込まれている。

規模と形状 第６号不明遺構に掘り込まれており，長径１�７２ｍ，短径は１�５６ｍが確認されている。形状は不定

形で，長径方向はＮ－５８°－Ｗである。深さは４４�で，壁は緩やかに立ち上がっている。底面は皿状である。

覆土 単一層である。ロームブロックを含む人為堆積である。

所見 時期は第６号不明遺構との重複関係から，１５世紀から１６世紀前半以前と考えられる。

第３７６号土坑（第２０５図）

位置 調査区北部のＢ３ｊ５区，標高１４�８ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第３７５号土坑，第６号不明遺構に掘り込まれている。

規模と形状 第３７５号土坑，第６号不明遺構に掘り込まれ，短径１�３６ｍ，長径は０�９２ｍが確認されている。楕

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量

第２０４図 第３７４号土坑実測図

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量

第２０５図 第３７５・３７６号土坑，第３７６号土坑出土遺物実測図

小 幡 城 跡
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円形と推測され，長径方向はＮ－８４°－Ｅである。深さは２８�で，壁は緩やかに立ち上がっている。底面は皿

状である。

覆土 単一層である。ロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（皿）が出土している。７８は覆土中から出土している。

所見 時期は第６号不明遺構との重複関係から，１５世紀から１６世紀前半以前と考えられる。

第４１０号土坑（第２０６図）

位置 調査区北部のＣ２ｈ９区，標高１７�６ｍの斜面部下段に位置している。

規模と形状 長径１�４８ｍ，短径１�０６ｍの楕円形で，長径方向はＮ－２８°－Ｅである。深さは３０�で，壁は緩や

かに立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土 ３層に分層できる。ロームブロックを多量に含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片３点（皿１，内耳鍋２）が出土している。７９は覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

土層解説
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック多量，鹿沼パミス少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量

３ 褐 色 ロームブロック多量

第２０６図 第４１０号土坑・出土遺物実測図

第３７６号土坑出土遺物観察表（第２０５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

７８ 土師質土器 皿 － （２�０） ３�７ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中 １５％

第４１０号土坑出土遺物観察表（第２０６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

７９ 土師質土器 皿 ［１１�０］ ３�６ ５�１ 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土下層 ６０％
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� 柵跡

第１号柵跡（第２０７図）

位置 調査区中央部のＨ３ｃ９～Ｈ３ｅ９区，標高２４�９ｍの斜面部上段に位置している。また，主軸方向を同じ

くする第７号掘立柱建物の西方に位置している。

規模と構造 確認された長さは８�９ｍで，方向はＮ－１４°－Ｅである。柱間寸法は１�４ｍ～２�１ｍである。

柱穴 ６か所。平面形は長径４０～４８�，短径３６～４４�の円形又は楕円形である。断面形はＵ字状で，深さは８

～３２�である。土層は柱抜き取りの痕跡を示している。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック微量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック中量
６ にぶい褐色 ローム粒子中量

表１６ 中・近世土坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規模（ｍ）

長径（軸）×短径（軸）
深さ
（�） 壁面 底面 覆土 主な出土遺物

備考
重複関係
（古�新）

３１ Ｌ３ｄ１ Ｎ－８３°－Ｗ 長方形 ２�９９×１�８４ ３０～６５ 外傾 平坦 人為 土師質土器 本跡�SK４８

３８ Ｌ３ｂ８ Ｎ－１９°－Ｗ 不整長方形 ０�６５×０�４１ ３２ 直立 平坦 人為 土師質土器，金属製品

６２ Ｌ３ａ７ Ｎ－８０°－Ｅ 長方形 ２�５２×１�１９ ２０ 緩斜 平坦 人為 土師質土器，古銭 SK７６・８６�本跡

６９ Ｌ３ｃ８ Ｎ－７９°－Ｅ 長方形 １�７２×０�９８ ３０ 外傾 平坦 人為 土師質土器

７７ Ｌ３ｂ９ Ｎ－２４°－Ｗ 長方形 ２�１３×１�２０ ３６ 外傾 平坦 人為 土師質土器，古銭 本跡�PG１

８１ Ｌ３ｃ６ Ｎ－４４°－Ｅ 長方形 ２�１２×１�５７ １８ 外傾 平坦 不明 土師質土器 UP１，SK８７�本跡

９１ Ｋ３ｄ８ Ｎ－０° 楕円形 １�０３×０�７９ ２９ 緩斜 凹凸 人為 土師質土器

９６ Ｌ３ｃ９ Ｎ－１５°－Ｅ 楕円形 ０�５７×０�４２ ２０～２６ 外傾 凹凸 不明 土師質土器

１０２ Ｌ３ｆ２ Ｎ－２４°－Ｗ 長方形 １�１８×０�８２ ２２ 外傾 平坦 人為 土師質土器，金属製品（釘ヵ）

１２４ Ｍ２ｄ０ Ｎ－１４°－Ｗ 長方形 ２�６９×１�６５ ４２ 外傾 平坦 人為 土師質土器，陶器 SK１５４�本跡�PG３

１３８ Ｍ２ｃ０ － 円形 ０�６５×０�６４ ６８ 外傾 平坦 人為 土師質土器

１４２ Ｍ３ｅ１ － ［方形］ ［２�７５］×２�５２ ８２ 外傾 平坦 人為 石器 本跡�SK１４３

１４３ Ｍ３ｅ１ Ｎ－６５°－Ｅ 長方形 ２�６０×０�９０ ３９ 外傾 平坦 人為 土師質土器，古銭 SK１４２�本跡

１４４ Ｍ３ｃ２ Ｎ－１１°－Ｗ 隅丸長方形 ０�７０×０�５５ ４３ 直立 平坦 人為 土師質土器

１４８ Ｍ３ｂ１ Ｎ－８８°－Ｅ 長方形 １�１５×１�０２ ２８ 緩斜 平坦 人為 土師質土器

１６０ Ｊ３ｊ９ Ｎ－２７°－Ｗ 不整楕円形 １�４０×０�９２ ２０ 緩斜 平坦 人為 土師質土器，金属製品

１６２ Ｋ３ａ８ Ｎ－８８°－Ｅ 不定形 １�６４×１�１７ ２９ 緩斜 平坦 人為 土師質土器，金属製品 SK１６３�本跡

２１６ Ｂ３ｇ８ Ｎ－１０°－Ｅ［不整楕円形］ １�３５×（１�０２） ４０ 緩斜 皿状 自然 土師質土器 本跡�SF１

２２４ Ｂ３ｇ１ Ｎ－６４°－Ｗ 不定形 ２�１８×１�６２ ２０ 外傾 平坦 人為 土師質土器，古銭

２８７ Ｈ３ｅ０ Ｎ－８８°－Ｅ 楕円形 １�８７×０�７９ １６ 緩斜 皿状 不明 土師質土器

２９７ Ｈ３ｂ０［Ｎ－１４°－Ｅ］［不整長方形］ ２�０８×（１�０８） １６ 緩斜 平坦 自然 陶器 本跡�SK２９８

３３２ Ｌ３ｂ２ － 隅丸方形 １�０２×０�９４ ３８ 外傾 皿状 人為 陶器 本跡�SK３３０

３４８ Ｌ３ｃ３ Ｎ－８８°－Ｅ 隅丸長方形 １�０２×０�７０ ２４ 外傾 皿状 自然 土師質土器

３６１ Ｃ２ｃ７ Ｎ－７６°－Ｗ［長方形］ ［１�２０］×０�８６ １６ 外傾 皿状 自然 土師質土器

３６８ Ｃ３ｂ６ Ｎ－５１°－Ｅ 楕円形 １�３２×１�１６ ３６ 緩斜 皿状 人為 土師質土器 SX５�本跡

３７４ Ｂ３ｉ６ Ｎ－６５°－Ｗ 楕円形 ２�９９×１�９６ ７０ 外傾 平坦 人為 － 本跡�SX６

３７５ Ｂ３ｊ５ Ｎ－５８°－Ｗ 不定形 １�７２×１�５６ ４４ 緩斜 皿状 人為 － SK３７６�本跡�SX６

３７６ Ｂ３ｊ５［Ｎ－８４°－Ｅ］［楕円形］ （０�９２）×１�３６ ２８ 緩斜 皿状 人為 土師質土器 本跡�SK３７５�SX６

４１０ Ｃ２ｈ９ Ｎ－２８°－Ｅ 楕円形 １�４８×１�０６ ３０ 緩斜 平坦 人為 土師質土器

小 幡 城 跡
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所見 東方１�４ｍの地点には，主軸方向を同じくする第７号掘立柱建物が位置しており，建物に付随する施設

と考えられる。建物の柱間より狭く配置されていることから，建物西側を遮断する簡易な塀と想定される。時

期は，第７号掘立柱建物との関連から，１６世紀前半から近世と考えられる。

第２号柵跡（第２０８図）

位置 調査区中央部のＨ３ｆ８～Ｈ３ｈ８区，標高２５�６ｍの斜面部上段に位置している。また，第３号柵の東方

に位置している。

規模と構造 確認された長さは５�６ｍで，方向はＮ－１７°－Ｗである。柱間寸法は１�６ｍ～２�１ｍである。

第２０７図 第１号柵跡実測図

―１８８―



柱穴 ４か所。平面形は長径４４～６４�，短径４０～４８�の円形又は楕円形である。断面形はＵ字状で，深さは２０

～２９�である。土層は柱抜き取りの痕跡を示している。

所見 西に３ｍの地点には，第３号柵が位置しており，同時期に機能していたと考えられる。第３号柵ととも

に北東側の平場を区画する簡易な塀と想定される。時期は，周辺遺構との関連から中世後半と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 褐 色 ローム粒子中量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第２０８図 第２・３号柵跡実測図

小 幡 城 跡
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第３号柵跡（第２０８図）

位置 調査区中央部のＨ３ｆ７～Ｈ３ｇ８区，標高２５�６ｍの斜面部上段に位置している。また，第２号柵の西方

に位置している。

規模と構造 確認された長さは４�９ｍで，方向はＮ－３０°－Ｗである。柱間寸法は１�５ｍ～１�８ｍである。

柱穴 ４か所。平面形は長径４０～４４�，短径３６～４０�の円形又は楕円形である。断面形はＵ字状で，深さは２０

～４８�である。土層は柱抜き取りの痕跡を示している。

所見 東方３ｍの地点には，第２号柵が位置しており，同時期に機能していたと考えられる。第２号柵ととも

に北東側の平場を区画する簡易な塀と想定される。時期は，周辺遺構との関連から中世後半と考えられる。

第４号柵跡（第２０９図）

位置 調査区北部のＤ２ａ６～Ｃ２ｊ９区，標高１８�６ｍの斜面部下段に位置している。

規模と構造 確認された長さは１２�０ｍで，方向はＮ－８１°－Ｅである。柱間寸法は１�６ｍ～４�９ｍである。

柱穴 ６か所。平面形は長径２４～３６�，短径２０～３２�の円形又は楕円形である。断面形はＵ字状で，深さは１４

～４２�である。土層は柱抜き取りの痕跡を示している。

所見 周辺遺構との関連から中世後半と考えられる。

第５号柵跡（第２１０図）

位置 調査区南部のＬ３ｆ７～Ｌ３ｆ８区，標高２５�６ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第５号溝に掘り込まれている。

規模と構造 確認された長さは４�２ｍで，方向はＮ－８２°－Ｅである。柱間寸法は１�９ｍ～２�４ｍである。

柱穴 ３か所。平面形は長径２８～４８�，短径２０～４０�の円形又は楕円形である。断面形はＵ字状で，深さは１１

～２１�である。

所見 南方３０ｍに位置する第７号柵と対になっていたと考えられ，柵間の平場を区画していたと考えられる。

時期は，周辺遺構との関連から中世後半と考えられる。

第６号柵跡（第２１１図）

位置 調査区南部のＬ３ｅ７～Ｌ３ｄ９区，標高２６�０ｍの斜面部上段に位置している。

規模と構造 確認された長さは８�４ｍで，方向はＮ－７９°－Ｅである。柱間寸法は２�０ｍ～２�３ｍである。

柱穴 ５か所。平面形は長径５６～８１�，短径４４～５２�の円形又は楕円形である。断面形はＵ字状で，深さは５０

～６６�である。土層は柱抜き取りの痕跡を示している。

所見 周辺遺構との関連から中世後半と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量

３ 褐 色 ローム粒子少量
４ にぶい黄褐色 ローム粒子中量

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

３ にぶい黄褐色 ローム粒子少量
４ 黒 色 ローム粒子微量

土層解説（各柱穴共通）
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・鹿沼パミス少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化物少量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量

―１９０―



第２０９図 第４号柵跡実測図
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第２１０図 第５号柵跡実測図

第２１１図 第６号柵跡実測図

―１９２―



第７号柵跡（第２１２図）

位置 調査区南部のＫ３ｈ７～Ｋ３ｈ８区，標高２７�０ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第４号溝に掘り込まれている。

規模と構造 確認された長さは４�０ｍで，方向はＮ－８７°－Ｅである。柱間寸法は１�９ｍ～２�０ｍである。

柱穴 ３か所。平面形は最大径４０�，最小径２８�の円形である。断面形はＵ字状で，深さは１６～２４�である。

所見 北方３０ｍに位置する第５号柵と対になっていたと考えられ，柵間の平場を区画していたと考えられる。

周辺遺構との関連から中世後半と考えられる。

� 整地面

第１号整地面（第２１３・２１４図）

位置 調査区南部のＫ２ｉ９～Ｌ３ｃ１区，標高２４�６ｍの斜面部中段に位置している。

規模と構造 南西部が調査区域外に延びているため，最大長１９�５ｍ，幅は８�６５ｍだけが確認されている。不定

形で，斜面地であった当地域をローム土を用いて，平坦に整地している。旧表土からの厚さは５～５６�である。

覆土 １１層に分層できる。第１層が整地面で，締まりが強く，ローム土を用いて整地している。第２～７層は

谷津に堆積した埋没土と考えられる。締まりがやや強く，突き固められた可能性がある。

第２１２図 第７号柵跡実測図

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック多量，黒色土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，黒色土粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，黒色土粒子微量

７ 暗 褐 色 ロームブロック中量
８ にぶい黄褐色 ローム粒子多量
９ 褐 色 ロームブロック多量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子・黒色土粒子微量
１１ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，鹿沼パミス微量

表１７ 中・近世柵跡一覧表

番号 位置 主軸方向
長さ
（ｍ）

柱間
（ｍ）

柱 穴
主な出土遺物

備考
重複関係
（古�新）柱穴

本数 平面形 長径（�） 短径（�） 深さ（�）

１ Ｈ３ｃ９～Ｈ３ｅ９ Ｎ－１４°－Ｅ ８�９ １�４～２�１ ６ 円形・楕円形 ４０～４８ ３６～４４ ８～３２ －

２ Ｈ３ｆ８～Ｈ３ｈ８ Ｎ－１７°－Ｗ ５�６ １�６～２�１ ４ 円形・楕円形 ４４～６４ ４０～４８ ２０～２９ －

３ Ｈ３ｆ７～Ｈ３ｇ８ Ｎ－３０°－Ｗ ４�９ １�５～１�８ ４ 円形・楕円形 ４０～４４ ３６～４０ ２０～４８ －

４ Ｄ２ａ６～Ｃ２ｊ９ Ｎ－８１°－Ｅ １２�０ １�６～４�９ ６ 円形・楕円形 ２４～３６ ２０～３２ １４～４２ －

５ Ｌ３ｆ７～Ｌ３ｆ８ Ｎ－８２°－Ｅ ４�２ １�９～２�４ ３ 円形・楕円形 ２８～４８ ２０～４０ １１～２１ － 本跡�SD５

６ Ｌ３ｅ７～Ｌ３ｄ９ Ｎ－７９°－Ｅ ８�４ ２�０～２�３ ５ 円形・楕円形 ５６～８１ ４４～５２ ５０～６６ －

７ Ｋ３ｈ７～Ｋ３ｈ８ Ｎ－８７°－Ｅ ４�０ １�９～２�０ ３ 円形 ４０ ２８ １６～２４ － 本跡�SD４

小 幡 城 跡
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所見 今回，確認された整地面は�郭の一部にあたり，南西の谷津を平坦にするために整地したと推測される。

南西部が調査区域外であるため全容は把握できないが，整地は広範囲に行われたと考えられる。時期は，１６世

紀代の�郭機能前に整地されたと考えられる。

第２１３図 第１号整地面実測図�

―１９４―



� ピット群

第１号ピット群（第２１５図）

位置 調査区南部のＫ３ｉ７～Ｌ３ｆ８区，標高２６～２７ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第３９・４２・６４・７７・８４・１６１号土坑，第１４号方形竪穴遺構を掘り込んでいる。また，ピット群内に

土坑１９基，方形竪穴遺構２基，柵跡２条が確認されている。

第２１４図 第１号整地面実測図�

小 幡 城 跡
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第２１５図 第１号ピット群実測図

―１９６―



規模と形状 南北２９ｍ，東西１４ｍの範囲から，４４か所のピットが検出された。ピットの平面形は，長径２４～６８

�の円形あるいは楕円形で，深さは７～７４�である。

遺物出土状況 土師質土器片１４点（皿２，内耳鍋１２）が出土しているほか，土師器片２点も出土している。い

ずれも細片であり，混入したと考えられる。

所見 ピットに重複がみられることから，４４基のピットがすべて同時期のものではない。溝や柵に区画された

平場に位置しており，平場にはそれらに付随する施設の可能性がある。時期は，周辺遺構との関連から中世後

半と考えられる。

第２号ピット群（第２１６図）

位置 調査区南部のＬ３ｄ１～Ｌ３ｇ２区，標高２３～２４ｍの斜面部中段に位置している。

重複関係 ピット群内に第１０２号土坑１基が確認されている。

規模と形状 南北１３ｍ，東西６ｍの範囲から，２７か所のピットが検出された。ピットの平面形は長径１３～６８�

の円形あるいは楕円形で，深さは６～４３�である。

遺物出土状況 土師質土器片４点（内耳鍋）が出土しているほか，土師器片１点も出土している。いずれも細

片であり，混入したと考えられる。

所見 中世後半の方形竪穴遺構，地下式坑，墓坑に隣接することから，それらに付随する施設の可能性がある。

時期は，周辺遺構との関連から中世後半と考えられる。

表１８ 第１号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�）
長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ

１ ４６ × ４４ ４９ １６ ３６ × ３６ ５０ ３１ ４７ × ３７ ５１

２ ３８ × ３３ ６０ １７ ５２ × ４４ ４９ ３２ ５４ × ４８ ３２

３ ６８ × ５０ ５７ １８ ３０ × ３０ ３９ ３３ ６２ × （３４） ４５

４ ４０ × ３０ ４１ １９ ４１ × ３８ ４４ ３４ ４８ × ４４ ６４

５ ４４ × ３８ ３１ ２０ ３６ × ３５ ４３ ３５ ３４ × ２２ ４１

６ ６４ × ６２ ４９ ２１ ４０ × ３２ ２９ ３６ ２８ × １９ ３０

７ ４６ × ３８ ２４ ２２ ６６ × ６２ ２５ ３７ ３７ × ３２ ７４

８ ３４ × ３２ １３ ２３ ５９ × ４８ １５ ３８ ３２ × ３０ ４７

９ ５８ × ５４ ２８ ２４ ３８ × ３６ ７ ３９ ３８ × ３２ ２９

１０ ３４ × ３２ ２５ ２５ ４０ × ３８ ４７ ４０ ３２ × ２６ １８

１１ ２４ × ２０ ２２ ２６ ３２ × ３２ ３６ ４１ ５０ × ４３ ４０

１２ ５０ × ４３ ３６ ２７ ４０ × ３８ ４２ ４２ ５６ × ３３ ２１

１３ ４２ × ３８ ５２ ２８ ４８ × ４４ ２７ ４３ ６０ × ４２ ３０

１４ ３２ × ３０ １６ ２９ ２６ × ２４ ３０ ４４ ４０ × ３７ ３１

１５ ４９ × ４６ ４１ ３０ ４０ × ３２ ２９

表１９ 第２号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�）
長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ

１ ４７ × ４１ １６ ２ ３９ × ３７ ２８ ３ ４０ × ３５ ２６

小 幡 城 跡
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第２１６図 第２号ピット群実測図

―１９８―



第３号ピット群（第２１７図）

位置 調査区南部のＭ２ｃ８～Ｍ２ｆ９区，標高１８～２０ｍの斜面部中段に位置している。

重複関係 第１１４・１２１・１２３・１２４・１２９・１３６・１４５・１５４・１５５号土坑を掘り込み，第１３７号土坑に掘り込まれて

いる。また，ピット群内に土坑１４基が確認されている。

規模と形状 南北１９ｍ，東西１６ｍの範囲から，９６か所のピットが検出された。ピットの平面形は長径６～８２�

の円形あるいは楕円形で，深さは５～７２�である。

遺物出土状況 土師質土器片９点（皿１，内耳鍋８）が出土しているほか，土師器片２点，須恵器片１点も出

土している。１６０はＰ８９内から出土している。

所見 ピットに重複がみられることから，９６基のピットがすべて同時期のものではない。第１号土塁と推定さ

れる面の下層から確認されていることから，土塁構築以前に建物や柵が構築されていた可能性があるが明確に

把握できなかった。時期は，１６世紀代の土塁より古く１５世紀から１６世紀前半の範疇に収まるものと考えられる。

ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�）
長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ

４ ３２ × ３１ １５ １２ ２６ × ２３ １５ ２０ ３６ × ２９ １８

５ ２１ × １６ ４３ １３ ２１ × １９ １７ ２１ ４４ × ３８ １０

６ １９ × １６ １０ １４ ２３ × ２３ ２７ ２２ ２４ × ２４ ３４

７ ２０ × １８ ６ １５ １８ × １７ ７ ２３ ２４ × ２６ １４

８ ３９ × ３９ １４ １６ ２１ × １９ １１ ２４ １８ × １５ １２

９ ６８ × ４４ １３ １７ ２２ × ２２ ２１ ２５ ２６ × ２２ ３６

１０ １３ × １３ １２ １８ ２８ × ２４ １６ ２６ ２２ × １５ １２

１１ ２３ × ２１ ３１ １９ ３７ × ３６ １０ ２７ ２９ × ２２ １６

表２０ 第３号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�）
長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ

１ ８２ × ６５ ５２ １９ ２１ × ２１ ４７ ３７ ３９ × （３０） ３２

２ ６４ × ５２ ２４ ２０ ５２ × （３１） ２０ ３８ ３２ × ３１ ４４

３ ２２ × ２２ ４０ ２１ ４０ × ３２ ３８ ３９ １０ × ９ ２０

４ ３７ × ２５ ２２ ２２ １２ × １２ １１ ４０ ４０ × （３６） ２６

５ ２９ × ２９ ３０ ２３ ４５ × ４４ ５０ ４１ ３９ × ３３ ２８

６ ５１ × ５０ ３８ ２４ ３１ × ３０ ２８ ４２ ６ × ６ －

７ ３７ × ３４ ３６ ２５ ３２ × ２９ １８ ４３ ２０ × １９ －

８ ３５ × ３５ ２０ ２６ ５４ × ４０ ４６ ４４ ３４ × ２４ ２０

９ ３２ × ３１ １４ ２７ ２９ × ２１ ３８ ４５ ２６ × ２１ －

１０ ３０ × （２５） １４ ２８ ５０ × ３６ ４４ ４６ ２７ × ２６ ２８

１１ ４３ × ３６ ５６ ２９ ４５ × ３３ ８ ４７ ４５ × ４１ １８

１２ ２８ × （２５） － ３０ ２０ × １７ １０ ４８ ２５ × ２５ １５

１３ ２７ × ２６ ６ ３１ ３３ × ３０ ２０ ４９ ２９ × ２８ ２７

１４ ２１ × １９ １７ ３２ ４０ × ２４ １８ ５０ ２５ × ２４ １２

１５ ２７ × ２６ ４２ ３３ ４２ × ４０ ２０ ５１ ２５ × （１０） －

１６ ２９ × ２５ ５ ３４ ２５ × ２１ １４ ５２ ４６ × ４０ －

１７ ２７ × １９ ４０ ３５ ２７ × ２１ １６ ５３ ３７ × （３３） ３５

１８ （３０） × ２８ ３３ ３６ １１ × ８ ９ ５４ ２６ × ２５ １０

小 幡 城 跡

―１９９―



第２１７図 第３号ピット群・出土遺物実測図

ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�）
長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ

５５ ２６ × ２４ １５ ６２ ２２ × ２０ ７ ６９ ４３ × ３４ ４８

５６ ４１ × ３０ ７２ ６３ ３５ × ２７ １８ ７０ ２５ × ２４ １４

５７ ３１ × ２９ ３４ ６４ ２５ × ２４ ３６ ７１ １１ × １０ ９

５８ ２０ × １９ ２４ ６５ ３２ × ２９ ６７ ７２ ３５ × ２９ １０

５９ ３１ × ３０ １７ ６６ ４４ × ３９ ６３ ７３ ５６ × ４５ ３２

６０ ２６ × １２ ２５ ６７ ２８ × ２６ ５４ ７４ １５ × １４ １０

６１ ２５ × ２３ ３８ ６８ ３９ × （１８） － ７５ ３５ × ３０ ３０

―２００―



第６号ピット群（第２１８図）

位置 調査区北部のＢ３ｃ７～Ｂ３ｇ９区，標高１４～１５ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第１号道路跡，第１３号溝跡を掘り込み，ピット群内に住居跡１軒，井戸跡３基，掘立柱建物跡２棟，

土坑４基が確認されている。

規模と形状 南北１８ｍ，東西１１ｍの範囲から，４９か所のピットが検出された。ピットの平面形は長径６～８２�

の円形あるいは楕円形で，深さは４～６７�である。

所見 ４９基のピットを確認したが，配列に規則性はみられない。近世以降の第１号道路跡や第２・３号掘立柱

建物跡とピット群域が隣接していることから，同時期に機能していたと考えられる。

ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�）
長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ

７６ １４ × １１ ４ ８３ ２４ × ２３ １８ ９０ ４１ × ３２ ６３

７７ ３０ × （２７） １４ ８４ １５ × １２ １２ ９１ ２４ × ２１ ２６

７８ ５０ × ３１ ２４ ８５ ２６ × １６ ３０ ９２ ４６ × ２９ １８

７９ ３７ × ３５ ２２ ８６ １７ × １６ １６ ９３ ３２ × ２９ １２

８０ ３２ × ２９ ２２ ８７ ３２ × （１６） ２２ ９４ ３９ × ３２ ５２

８１ ３１ × ３０ １８ ８８ ３５ × （３２） １８ ９５ （２７） × ２４ １２

８２ ３０ × ２７ １４ ８９ ２８ × ２１ ２６ ９６ ５８ × ４７ ３２

第３号ピット群出土遺物観察表（第２１７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

１６０ 土師質土器 小皿 ６�７ ２�１ ４�５ 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ Ｐ８９覆土下層 １００％ PL２０

表２１ 第６号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�）
長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ

１ ８２ × ６５ ５２ １８ ３９ × ３０ ３２ ３４ ３９ × １８ －

２ ６４ × ５２ ２４ １９ ３２ × ３１ ４４ ３５ ４３ × ３４ ４８

３ ２２ × ２２ ４０ ２０ １０ × ９ ２０ ３６ ２５ × ２４ １４

４ ３７ × ２５ ２２ ２１ ４０ × ３６ ２６ ３７ １１ × １０ ９

５ ３５ × ３５ ２０ ２２ ６ × ６ － ３８ ３５ × ２９ １０

６ ３２ × ３１ １４ ２３ ２０ × １９ － ３９ ５６ × ４５ ３２

７ ３０ × ２５ １４ ２４ ３４ × ２４ ２０ ４０ １５ × １４ １０

８ ４３ × ３６ ５６ ２５ ２７ × ２６ ２８ ４１ ３５ × ３０ ３０

９ ２８ × ２５ － ２６ ４５ × ４１ １８ ４２ １４ × １１ ４

１０ ２７ × ２６ ６ ２７ ２５ × ２５ １５ ４３ ３０ × ２７ １４

１１ ２７ × ２６ ４２ ２８ ２９ × ２８ ２７ ４４ ５０ × ３１ ２４

１２ ２９ × ２５ ５ ２９ ２５ × ２４ １２ ４５ ３７ × ３５ ２２

１３ ２７ × １９ ４０ ３０ ２５ × １０ － ４６ ３２ × ２９ ２２

１４ ４２ × ４０ ２０ ３１ ３２ × ２９ ６７ ４７ ３１ × ３０ １８

１５ ２５ × ２１ １４ ３２ ４４ × ３９ ６３ ４８ ３０ × ２７ １４

１６ ２７ × ２１ １６ ３３ ２８ × ２６ ５４ ４９ ２４ × ２３ １８

１７ １１ × ８ ９

小 幡 城 跡

―２０１―



第２１８図 第６号ピット群実測図

―２０２―



第７号ピット群（第２１９図）

位置 調査区北部のＦ３ｇ７～Ｆ３ｉ８区，標高２２～２３ｍの斜面部中段に位置している。

重複関係 ピット群内に掘立柱建物跡２棟が確認されている。

規模と形状 南北８ｍ，東西７ｍの範囲から，１３か所のピットが検出された。ピットの平面形は長径１８～４２�

の円形あるいは楕円形で，深さは８～２６�である。

遺物出土状況 石器１点（砥石）がＰ２の覆土中から出土している。

所見 １３基のピットを確認したが，配列に規則性はみられない。１５世紀から１６世紀後半以前と考えられる第５・

６号掘立柱建物跡とピット群域が重なることから付随した柱穴の可能性がある。時期は，掘立柱建物と同時期

に機能していたと考えられる。

第２１９図 第７号ピット群実測図

小 幡 城 跡

―２０３―



第８号ピット群（第２２０図）

位置 調査区北部のＨ３ａ７～Ｈ３ｅ０区，標高２４～２５ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 ピット群内に掘立柱建物跡２棟，柵跡１条，方形竪穴遺構２基，土坑１３基を確認している。

規模と形状 南北１４ｍ，東西１０ｍの範囲から，９か所のピットが検出された。ピットの平面形は長径２６～５０�

の円形あるいは楕円形で，深さは２４～２５�である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（内耳鍋）がＰ３の覆土中から出土している。

所見 ９基のピットを確認したが，配列に規則性はみられない。１５世紀から１６世紀後半と考えられる第７・８

号掘立柱建物跡や第１～３号柵跡とピット群域が重なることから付随した柱穴の可能性がある。時期は，掘立

柱建物や柵と同時期に機能していたと考えられる。

第９号ピット群（第２２１図）

位置 調査区北部のＣ２ｂ６～Ｃ２ｆ９区，標高１５～１６ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第２４Ａ号溝跡，第３５６・３６２号土坑，第２８号墓坑を掘り込んでいる。また，ピット群内に土坑１２基，

溝２条が確認されている。

規模と形状 南北２１ｍ，東西１６ｍの範囲から，７１か所のピットが検出された。ピットの平面形は長径１８～９８�

の円形あるいは楕円形で，深さは６～６９�である。

遺物出土状況 石器２点（砥石）が出土している。

所見 ピットに重複がみられることから，７１基のピットがすべて同時期のものではない。溝に区画された土坑

群とピット群域が重なることから，同時期に機能した建物や柵が構築されていた可能性がある。時期は，１６世

紀代の第２４Ａ号溝を掘り込んでいることから１６世紀前半から近世前半の範疇に収まるものと考えられる。

表２２ 第７号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�）
長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ

１ ４０ × ３８ １８ ６ ４２ × ２８ ２０ １１ ２４ × ２２ －

２ ３２ × ２８ ８ ７ ２２ × ２０ － １２ ２８ × ２６ －

３ ２８ × ２４ ２４ ８ １８ × １８ １６ １３ ２６ × ２４ －

４ ２８ × ２０ － ９ ３０ × ３０ －

５ ２８ × ２４ ２６ １０ ２６ × ２４ －

表２３ 第８号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�）
長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ

１ ３０ × ２６ ２５ ４ ４６ × ４０ ２４ ７ ３４ × ３４ ２４

２ ２６ × ２４ ２４ ５ ３０ × ３０ ２４ ８ ３８ × ３４ ２４

３ ３０ × ２８ ２４ ６ ３２ × ３０ ２４ ９ ５０ × ２８ ２４

―２０４―



第２２０図 第８号ピット群実測図

小 幡 城 跡
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第２２１図 第９号ピット群・出土遺物実測図

―２０６―



� 不明遺構

第１号不明遺構（第２２２・２２３図）

位置 調査区北部のＡ３ｊ９区，標高１４�８ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第１３号溝跡，第１８８号土坑を掘り込み，第３号地下式坑に掘り込まれている。

規模と構造 南部が調査区域外に延びているため，長径は４�５２ｍ，短径は３�９０ｍだけが確認され，不定形と推

第９号ピット群出土遺物観察表（第２２１図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ４４ 砥石 （１０�６） ３�４ ２�６ （１４０�０） 凝灰岩 両端部欠損 砥面４面 覆土中 PL２４

Ｑ４５ 砥石 （９�４） ４�５ １�４ （６１） 凝灰岩 端部欠損 砥面２面 覆土中 PL２４

表２５ 中・近世ピット群一覧表

番号 位置
柱穴（�）

出土遺物
備考

重複関係
（古→新）柱穴 平面形 長径（軸） 短径（軸） 深さ

１ Ｋ３ｉ７～Ｌ３ｆ８ ４４ 円形・楕円形 ２４～６８ １９～６２ ７～７４ 土師質土器 SK３９・４２・６４・７７・８４・１６１，第１４号方
形竪穴遺構�本跡

２ Ｌ３ｄ１～Ｌ３ｇ２ ２７ 円形・楕円形 １３～６８ １３～４４ ６～４３ 土師質土器

３ Ｍ２ｃ８～Ｍ２ｆ９ ９６ 円形・楕円形 ６～８２ ６～６５ ５～７２ 土師質土器 SK１１４・１２１・１２３・１２４・１２９・１３６・１４５・
１５４・１５５�本跡�SK１３７

６ Ｂ３ｃ７～Ｂ３ｇ９ ４９ 円形・楕円形 ６～８２ ６～６５ ４～６７ － SF１・SD１３�本跡

７ Ｆ３ｇ７～Ｆ３ｉ８ １３ 円形・楕円形 １８～４２ １８～３８ ８～２６ 石器

８ Ｈ３ａ７～Ｈ３ｅ０ ９ 円形・楕円形 ２６～５０ ２４～４０ ２４～２５ 土師質土器

９ Ｃ２ｂ６～Ｃ２ｆ９ ７１ 円形・楕円形 １８～９８ ７～８２ ６～６９ － SD２４Ａ，SK３５６・３６２，第２８号墓坑�本跡

表２４ 第９号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�）
長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ

１ ４５ × ３２ ２８ ２５ ２８ × ２４ ２０ ４９ ３８ × ３２ １８

２ ９８ × ８２ ５６ ２６ ３６ × ２６ ２２ ５０ ３２ × ３１ ３３

３ ４６ × ２８ ４４ ２７ ４８ × ４６ ６４ ５１ （３４） × ２６ １５

４ ５４ × ３６ ２８ ２８ ２６ × ２２ ３８ ５２ （２８） × ２１ ２５

５ ３８ × ３０ ６９ ２９ ２４ × ２４ ２４ ５３ ２８ × ２４ ２３

６ ３６ × ３４ ３５ ３０ ４８ × ３０ ２１ ５４ ２６ × ２４ ５４

７ ２３ × ２２ ２５ ３１ ３２ × ３０ ２６ ５５ ３０ × ２４ ４４

８ ３４ × ３０ ５０ ３２ ３６ × ３５ ５１ ５６ ２８ × ２６ ６３

９ ３８ × ３１ ４０ ３３ ５２ × ５０ ２９ ５７ ２２ × ２２ ４３

１０ ５６ × ４０ ６０ ３４ ４５ × ４４ ３２ ５８ ６８ × ５２ ３５

１１ ３４ × ３２ ２４ ３５ ２８ × ２２ １９ ５９ ５０ × ３６ ３５

１２ ３６ × ３２ ３３ ３６ ３０ × ２８ ４３ ６０ ３２ × ３０ ２０

１３ （２６） × ２６ ３０ ３７ ５５ × ４５ ５０ ６１ ２４ × ２２ １２

１４ ３４ × ３０ ３４ ３８ ５０ × ３６ ３７ ６２ ３６ × （３２） １２

１５ ３０ × ２２ ３９ ３９ ５０ × ４２ ４０ ６３ ２８ × ２６ １２

１６ ４０ × ３８ ５０ ４０ ３２ × ２６ ２１ ６４ ５０ × ４６ ４８

１７ （４６） × ４２ ３０ ４１ ５２ × ４２ ４０ ６５ ４２ × ３２ ３９

１８ ３６ × ２８ ３９ ４２ ３８ × ２９ ２０ ６６ ２２ × ７ １４

１９ ２８ × ２８ ２４ ４３ ２８ × ２４ １５ ６７ １８ × １８ ２３

２０ ３０ × ２４ ２０ ４４ ４７ × ４０ ６０ ６８ ２６ × １８ １６

２１ ２６ × ２４ ３８ ４５ ３２ × ２４ ３７ ６９ ４２ × ３８ ３７

２２ ２６ × ２４ ３４ ４６ ２６ × ２４ ３５ ７０ ６２ × ４２ １６

２３ ３０ × ３０ ４４ ４７ ３０ × ２２ ３３ ７１ ２０ × ２０ ６

２４ ２４ × ２０ ３３ ４８ ３０ × ２８ ３０

小 幡 城 跡
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測される。長径方向は，Ｎ－９°－Ｗである。深さは５２�である。底面は凹凸がみられ，壁は緩やかに立ち上

がっている。

ピット ２３か所。深さは２０～６６�である。不規則な配列であるが，上屋が構築された可能性がある。土層は柱

抜き取りの痕跡を示している。

覆土 ７層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

第２２２図 第１号不明遺構実測図

―２０８―



遺物出土状況 土師質土器片６点（小皿１，内耳鍋５），陶器片１点（大皿），石器１点（砥石）が出土してい

る。１６１は底面，Ｑ４７は覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，重複関係や出土遺物から１６世紀代と考えられる。

第２号不明遺構（第２２４図）

位置 調査区北部のＡ３ｉ０区，標高１４�８ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第１２号溝跡を掘り込み，第１３号溝に掘り込まれている。

規模と構造 東部が調査区域外に延びているため，長軸４�１８ｍ，短軸は２�４５ｍだけが確認されている。隅丸長

方形と推定され，長軸方向は，Ｎ－６°－Ｅである。深さは，６０�である。底面は凹凸がみられ，壁は直立し

ている。

覆土 ７層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 陶器片１点（甕），石器２点（砥石）が出土しているほか，流れ込んだ土師器片３点が出土し

ている。Ｑ４８は覆土中から出土している。

所見 時期は，溝との重複関係から１５世紀から１６世紀前半と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子微量

ピット土層解説
８ 黒 褐 色 ロームブロック少量
９ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック少量

１０ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量

第２２３図 第１号不明遺構出土遺物実測図

土層解説
１ にぶい褐色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 極 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量

５ にぶい黄褐色 ローム粒子少量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック中量

第１号不明遺構出土遺物観察表（第２２３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

１６１ 陶器 卸目付
大皿 － （６�４） － 精良 灰釉 にぶい黄

・灰白 良好 内面に卸目 掛釉 底面 ５％ 瀬戸・
美濃系

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ４７ 砥石 （９�０） ６�０ ４�９ （２０４） 凝灰岩 端部欠損 砥面４面 覆土下層

小 幡 城 跡
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第４号不明遺構（第２２５図）

位置 調査区中央部のＧ４ｊ１区，標高２４�０ｍの斜面部中段に位置している。

重複関係 第１２～１４・１６～１８号墓坑，第３１７号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 東部が調査区域外に延びているため，長径は９�３８ｍ，短径は３�６８ｍだけが確認されている。不定

形で，長径方向はＮ－６８°－Ｗと推定される。深さは，３８�である。底面は凹凸がみられ，壁は外傾して立ち

上がっている。

覆土 ５層に分層できる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片８点（小皿１，内耳鍋７），古銭３点（卓徳元寳，皇宋通寳，元祐通寳）が出土

しているほか，流れ込んだ土師器片３点も出土している。１６２・Ｍ１７９～１８１は覆土中層から出土している。

所見 中世後半の墓坑群に掘り込まれていることから，時期は中世と考えられる。

第２２４図 第２号不明遺構・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ローム粒子少量

４ にぶい褐色 ローム粒子中量
５ 明 褐 色 ロームブロック中量

第２号不明遺構出土遺物観察表（第２２４図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ４８ 砥石 （１０�０） ３�２ ４�１ （１６４） 凝灰岩 端部欠損 砥面４面 覆土中 PL２４

―２１０―



第２２５図 第４号不明遺構・出土遺物実測図

第４号不明遺構出土遺物観察表（第２２５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

１６２ 土師質土器 小皿 ６�９ １�９ ４�１ 長石・石英・雲母・赤色粒子 暗赤褐色 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 覆土中層 １００％ PL２０

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１７９卓徳元寳 ２�４４ ０�５５ ０�１０ ３�０４ ９１９ 銅 真書 覆土中層

Ｍ１８０皇宋通寳 ２�４１ ０�６９ ０�１１ ２�８６ １０３８ 銅 篆書 覆土中層

Ｍ１８１元祐通寳 ２�４４ ０�７０ ０�１１ ３�２８ １０８６ 銅 篆書 覆土中層

小 幡 城 跡

―２１１―



第５号不明遺構（第２２６図）

位置 調査区北部のＣ３ｃ５区，標高１５�０ｍの斜面部下段に位置している。

重複関係 第３６６～３６８号土坑，第１２号井戸に掘り込まれている。

第２２６図 第５号不明遺構実測図

―２１２―



規模と構造 長径９�５３ｍ，短径６�１４ｍの楕円形で，長径方向は，Ｎ－２１°－Ｅである。深さは２５�である。底

面は凹凸がみられ，壁は緩やかに立ち上がっている。南東部に，上幅４０�，下幅１６�，深さ１８�の溝状の掘り

込みが確認されている。

ピット ２か所。深さは２０～４３�で，性格は不明である。

覆土 ７層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片４０点（内耳鍋３８，擂鉢２），陶器片３点（皿１，甕２）が出土しているほか，流

れ込んだ須恵器片２点も出土している。１６４は覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土遺物から中世後半と考えられる。

第６号不明遺構（第２２８図）

位置 調査区北部のＢ３ｊ６区，標高１５�０ｍの斜面部下段に位置している。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・鹿沼パミス微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック中量

５ にぶい黄褐色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量
６ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量
７ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量

第２２７図 第５号不明遺構出土遺物実測図

第５号不明遺構出土遺物観察表（第２２７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

１６３ 土師質土器 内耳鍋［３５�８］１８�３［２０�４］長石・石英・雲母・赤色粒子 褐 普通 口縁部ナデ 外面煤付着 覆土中 ２０％

１６４ 土師質土器 擂鉢［２７�８］（９�４） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい褐 普通 １条１単位の擂り目 覆土下層 ５％

１６５ 陶器 皿 － （１�０） － 精良 鉄釉 褐・に ぶ
い黄橙 良好 内・外面施釉 覆土中 ５％

小 幡 城 跡

―２１３―



重複関係 第３７３～３７６号土坑を掘り込み，第１６・２６号溝に掘り込まれている。

規模と構造 長径９�００ｍ，短径５�２０ｍだけが確認されている。不定形で，長径方向はＮ－２°－Ｅと推定され

る。深さは，５２�である。底面は凹凸がみられ，壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分層できる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片６２点（皿２，内耳鍋６０），陶器片１点（擂鉢）が出土しているほか，流れ込んだ

土師器片８点も出土している。１６６～１７４・Ｑ４９は覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土遺物から中世後半と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量 ２ 黄 褐 色 粘土ブロック多量

第２２８図 第６号不明遺構実測図

―２１４―



第２２９図 第６号不明遺構出土遺物実測図

第６号不明遺構出土遺物観察表（第２２９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

１６６ 土師質土器 小皿 ７�３ ２�５ ３�１ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 覆土下層 ９０％

１６７ 土師質土器 小皿 ７�３ ２�５ ２�８ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 口縁部油煙付着 覆土下層 ９０％

１６８ 土師質土器 小皿 ７�２ ２�７ ２�５ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 覆土下層 ９０％

１６９ 土師質土器 小皿 ［７�２］ ２�１ ５�２ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 覆土下層 ９０％

１７０ 土師質土器 香炉ヵ［１５�６］（４�３） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 外面スタンプ文押印 覆土下層 １０％

１７１ 土師質土器 内耳鍋［３７�０］（１１�３） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 ２内耳残存 外面煤付着 覆土下層 １０％

１７２ 土師質土器 内耳鍋 － （５�２） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 １内耳残存 外面煤付着 覆土下層 ５％

１７３ 陶器 皿 － （３�４） － 精良 灰釉 黄灰 にぶい黄 良好 内・外面施釉 覆土下層 ５％

１７４ 陶器 甕 － （７�１）［１６�６］長石・石英 灰 良好 体部下端ヘラナデ 覆土下層 １０％ 常滑系

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ４９ 砥石 （９�０） ２�２ １�９ （５８） 凝灰岩 両端部欠損 砥面４面 覆土下層 PL２４

小 幡 城 跡
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４ その他の遺構と遺物

遺物が出土していないことなどから，時期を決定できない遺構として，竪穴住居跡１軒，溝跡６条，土坑

３２７基，ピット群８か所，不明遺構１軒が存在する。以下，遺構について記載する。

� 竪穴住居跡

第４号住居跡（第２３０図）

位置 調査区南部のＢ３ｄ０区で，標高１４�４ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第２号掘立柱建物跡に掘り込まれている。

規模と形状 壁が確認されなかったため明確ではないが，南北軸３�４０ｍ，東西軸２�２０ｍだけが確認されている。

主軸方向はＮ－４０°－Ｅの方形と推測される。

床 ほぼ平坦であり，特に硬化した面は認められなかった。

所見 遺物が出土していないため，時期は不明である。

� 土坑（第２３１～２５４図）

今回の調査で時期・性格ともに不明の土坑３２７基が確認されている。これらの土坑については，規模・

形状等について一覧表と実測図を掲載する。

第２３０図 第４号住居跡実測図

表２６ 中・近世不明遺構一覧表

番号 位置 長径（軸）方向 平面形
規模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

重複関係
（古�新）長径（軸）×短径（軸）深さ（�）

１ Ａ３ｊ９ Ｎ－９°－Ｗ ［不定形］（４�５２）×３�９０ ５２ 緩斜 凹凸 自然 土師質土器，陶器，石器 SD１３，SK１８８�本跡�UP３

２ Ａ３ｉ０ Ｎ－６°－Ｅ ［隅丸長方形］ ４�１８×（２�４５） ６０ 直立 凹凸 人為 陶器，石器 SD１２�本跡�SD１３

４ Ｇ４ｊ１ Ｎ－６８°－Ｗ ［不定形］（９�３８）×３�６８ ３８ 外傾 凹凸 人為 土師質土器，古銭 本跡�第１２～１４・１６～
１８号墓坑，SK３１７

５ Ｃ３ｃ５ Ｎ－２１°－Ｅ 楕円形 ９�５３×６�１４ ２５ 緩斜 皿状 自然 土師質土器，陶器 本跡�SE１２，SK３６６～３６８

６ Ｂ３ｊ６ Ｎ－２°－Ｅ ［不定形］（９�００）×５�２０ ５２ 緩斜 凹凸 人為 土師質土器，陶器 SK３７３～３７６�本跡�
SD１６・２６

―２１６―



第２３１図 その他の土坑実測図�
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第２３２図 その他の土坑実測図�

―２１８―



第２３３図 その他の土坑実測図�

小 幡 城 跡
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第２３４図 その他の土坑実測図�

―２２０―



第２３５図 その他の土坑実測図�
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第２３６図 その他の土坑実測図�

―２２２―



第２３７図 その他の土坑実測図�

小 幡 城 跡
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第２３８図 その他の土坑実測図�

―２２４―



第２３９図 その他の土坑実測図�

小 幡 城 跡
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第２４０図 その他の土坑実測図�

―２２６―



第２４１図 その他の土坑実測図�

小 幡 城 跡
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第２４２図 その他の土坑実測図�

―２２８―



第２４３図 その他の土坑実測図�

小 幡 城 跡
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第２４４図 その他の土坑実測図�

―２３０―



第２４５図 その他の土坑実測図�

小 幡 城 跡
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第２４６図 その他の土坑実測図�

―２３２―



第２４７図 その他の土坑実測図�

小 幡 城 跡
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第２４８図 その他の土坑実測図�

―２３４―



第２４９図 その他の土坑実測図�

小 幡 城 跡
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第２５０図 その他の土坑実測図�

―２３６―



第２５１図 その他の土坑実測図�

小 幡 城 跡
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第２５２図 その他の土坑実測図�

―２３８―



第２５３図 その他の土坑実測図�

小 幡 城 跡
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第２５４図 その他の土坑実測図�

―２４０―



表２７ その他の土坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規模（ｍ）

長径（軸）×短径（軸）
深さ
（�） 壁面 底面 覆土 主な出土遺物

備考
重複関係
（古�新）

１ Ｉ２ｆ６［Ｎ－１３°－Ｗ］［不定形］ １�９６ ×（１�０８） ３０ 緩斜 平坦 人為 陶器

２ Ｉ２ｂ６ － ［円形］ ０�３６ ×［０�３４］ １６ 緩斜 皿状 人為 土師器

３ Ｉ２ｃ８ Ｎ－６５°－Ｗ［楕円形］ １�２０ ×［０�８８］ ３３ 緩斜 皿状 人為 －

４ Ｉ２ｇ８ Ｎ－６２°－Ｗ［楕円形］ １�９４ ×（０�９８） ６４ 緩斜 有段 人為 縄文土器，土師
器

５ Ｊ２ｄ０ Ｎ－１２°－Ｅ［楕円形］ ［０�３５］× ０�３０ ２１ 緩斜 平坦 人為 －

６ Ｌ３ｊ０ Ｎ－４７°－Ｅ 長方形 １�５７ × １�４２ ６０ 外傾 皿状 人為 － 第１号土塁�本跡

８ Ｊ３ｂ１ － 円形 ０�１８ × ０�１７ ３９ 直立 有段 人為 －

９ Ｊ３ｄ７ Ｎ－８５°－Ｗ［楕円形］ ０�８５ ×［０�５７］ ３１ 緩斜 平坦 人為 －

１０ Ｊ３ｃ６ Ｎ－８７°－Ｅ 楕円形 １�５３ × １�１５ １０ 緩斜 平坦 人為 土師器，土師質
土器

１１ Ｊ３ｂ９ － 方形 １�２０ × １�１６ ８ 緩斜 平坦 人為 土師器

１２ Ｊ３ｃ９ Ｎ－９°－Ｅ 隅丸長方形 １�８０ × １�１５ ２０ 緩斜 平坦 人為 －

１３ Ｊ３ｄ３ Ｎ－７９°－Ｗ［楕円形］ １�１０ ×［０�６５］ ２５ 緩斜 平坦 人為 －

１４ Ｉ３ｃ８ Ｎ－７３°－Ｗ［楕円形］ １�２０ ×（０�７３） ４０ 外傾 平坦 人為 －

１５ Ｊ２ｃ８ Ｎ－７６°－Ｗ 隅丸長方形 １�６２ × ０�９１ １６ 緩斜 平坦 人為 －

１６ Ｊ３ｅ５ Ｎ－８１°－Ｅ［楕円形］ ［０�９６］× ０�８６ １２ 緩斜 － 人為 土師質土器

１７ Ｊ３ｆ１ Ｎ－１５°－Ｗ［楕円形］ ［０�５６］× ０�４４ ２５ 外傾 有段 人為 土師質土器，陶
器

１８ Ｊ２ｂ９ Ｎ－２０°－Ｅ［不定形］ ［２�８４］× ０�９７ １０ 緩斜 皿状 人為 土師器，須恵器

１９ Ｊ２ａ９ Ｎ－２１°－Ｅ 不定形 ３�２７ × ０�７６ １２～２９ 緩斜 平坦 人為 －

２０ Ｊ３ｉ９ Ｎ－８２°－Ｗ 隅丸長方形 １�２３ × ０�６６ ９ 緩斜 平坦 人為 －

２１ Ｈ３ｊ８ Ｎ－６８°－Ｗ［楕円形］ ０�３４ ×［０�２９］ ３０ 外傾 有段 人為 －

２２ Ｉ３ａ９ Ｎ－８０°－Ｗ［楕円形］ ０�９６ ×［０�６５］ ３１ 緩斜 平坦 人為 －

２４ Ｍ３ａ３ Ｎ－７４°－Ｅ 不整長方形 ３�１７ × ２�５６ ２８ 緩斜 平坦 人為 土師器，陶器

２８ Ｌ２ｈ０ Ｎ－８４°－Ｗ 楕円形 １�７５ × １�１２ ４３ 外傾 皿状 人為 土師器

２９ Ｌ３ｊ３ － ［円形］ １�５５ ×（１�４３） １３６ 直立 平坦 人為 土師器，土師質
土器 SE３�本跡

３２ Ｌ３ｄ２ Ｎ－６７°－Ｅ 楕円形 １�４２ × ０�９４ ２７ 外傾 皿状 人為 土師器 本跡�SK４０

３４ Ｌ３ｂ８ Ｎ－１８°－Ｗ 長方形 ２�６０ × １�２４ ３７ 直立 平坦 人為 土師器

３５ Ｋ３ｇ５ Ｎ－７９°－Ｗ 長方形 １�７２ × １�１０ １９ 外傾 平坦 人為 － 本跡�SK３６

３６ Ｋ３ｇ５ － 円形 ０�９０ × ０�８４ ６７ 直立 平坦 人為 － SK３５�本跡

３９ Ｌ３ｃ８ Ｎ－８８°－Ｗ 楕円形 ０�６８ × ０�４０ ５７ 直立 有段 人為 － 第１５号方形竪穴遺構�本跡�
PG１Ｐ４８

４０ Ｌ３ｄ２ Ｎ－８２°－Ｅ 長方形 ０�９１ × ０�６３ １４ 緩斜 皿状 人為 土師質土器 SK３２�本跡

４１ Ｌ３ｃ２ Ｎ－８０°－Ｅ 楕円形 ０�６９ × ０�４８ ７ 緩斜 平坦 人為 －

４２ Ｋ３ｊ７ Ｎ－９０° 隅丸長方形 １�２１ × ０�９７ １５ 緩斜 平坦 人為 －

４３ Ｋ３ｊ８ Ｎ－８０°－Ｅ 不整楕円形 ０�６２ × ０�５０ ４０ 直立 皿状 人為 －

４４ Ｋ３ｉ９ Ｎ－２°－Ｅ 長方形 １�８４ × １�２８ ３１ 外傾 平坦 人為 － SK５２�本跡�SD４

４５ Ｋ３ｈ６ Ｎ－７８°－Ｅ 長方形 １�８８ × １�５８ ４３ 外傾 平坦 人為 － SK５３�本跡

４６ Ｌ３ａ６ － 方形 １�３５ × １�３１ １８ 直立 平坦 人為 土師質土器

４７ Ｌ３ａ６ － 円形 ０�３６ × ０�３４ ４０ 外傾 有段 人為 －

４８ Ｌ３ｄ１ Ｎ－７５°－Ｅ 長方形 １�１９ × ０�６８ ７２ 直立 皿状 人為 土師器，土師質
土器 SK３１�本跡

４９ Ｌ３ｇ７ Ｎ－１７°－Ｗ 長方形 １�６０ × ０�８８ ２０ 直立 平坦 人為 －

５０ Ｋ３ｅ６ － 円形 １�０２ × ０�９６ ８５ 直立 平坦 人為 －

５１ Ｋ３ｅ７ Ｎ－１７°－Ｗ 楕円形 ０�５５ × ０�３４ １６ 緩斜 皿状 人為 －

５２ Ｋ３ｉ９ Ｎ－１°－Ｅ［長方形］ （１�９０）×（０�４８） ２０ 緩斜 平坦 人為 － 本跡�SK４４

５３ Ｋ３ｈ６ Ｎ－８６°－Ｅ 長方形 ２�４８ × １�７７ ３８ 緩斜 平坦 － － 本跡�SK４５

５４ Ｋ３ｆ６ Ｎ－８５°－Ｗ 長方形 ２�１２ × １�１３ ４８ 直立 平坦 人為 土師器，須恵器，土
師質土器，陶磁器 本跡�SK８０

５５ Ｋ３ｊ８ Ｎ－９０° 長方形 １�８８ × １�０４ １６ 緩斜 平坦 人為 －

５６ Ｋ３ｊ９ Ｎ－９０° 不整楕円形 ０�６７ × ０�５３ ２２ 外傾 平坦 人為 －

小 幡 城 跡
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番号 位置 長径方向 平面形
規模（ｍ）

長径（軸）×短径（軸）
深さ
（�） 壁面 底面 覆土 主な出土遺物

備考
重複関係
（古�新）

５７ Ｋ３ｊ９ － 不整方形 ０�３５ × ０�３３ ８ 緩斜 皿状 人為 －

５８ Ｋ３ｉ９ － 方形 １�９０ × １�８４ ２５ 緩斜 平坦 人為 土師質土器

５９ Ｋ３ｉ９ Ｎ－０° 楕円形 ０�４５ × ０�３５ ２５ 緩斜 平坦 人為 －

６１ Ｌ３ｃ７ Ｎ－２３°－Ｅ 長方形 １�１６ × ０�７８ １４ 外傾 平坦 人為 － SK７１�SK８７�本跡

６３ Ｋ３ｊ８ Ｎ－２９°－Ｗ 楕円形 ０�３２ × ０�１９ ９ 外傾 平坦 人為 －

６４ Ｌ３ｂ８ Ｎ－７５°－Ｅ 長方形 １�５０ × ０�９４ ３２ 外傾 平坦 人為 土師質土器

６６ Ｋ３ｅ７ Ｎ－８４°－Ｗ 隅丸長方形 ０�８４ × ０�７６ １５ 緩斜 皿状 人為 土師質土器

６７ Ｌ３ｆ８ Ｎ－１７°－Ｗ 楕円形 ０�９８ × ０�８６ ３２ 外傾 平坦 人為 －

６８ Ｌ３ｆ６ Ｎ－８３°－Ｅ 長方形 １�９６ × １�４５ ２７ 緩斜 平坦 人為 土師器，土師質
土器

７１ Ｌ３ｃ７ Ｎ－７３°－Ｅ 長方形 １�９３ × １�６６ ３９ 直立 平坦 人為 土師質土器 UP１�本跡�SK８７�SK６１

７２ Ｌ３ａ９ Ｎ－６２°－Ｅ 長方形 １�４６ × ０�７７ １９ 緩斜 平坦 人為 － SK１６１�本跡

７３ Ｌ３ｃ８ － 円形 ０�４２ × ０�３９ １５ 緩斜 平坦 人為 －

７４ Ｌ３ｃ９ Ｎ－０° 長方形 ０�５５ × ０�４９ ３９ 外傾 有段 人為 土師質土器

７５ Ｌ３ｃ９ Ｎ－１５°－Ｗ 長方形 １�６９ × １�２９ ３１ 外傾 平坦 人為 土師質土器

７６ Ｌ３ａ７ － ［方形］ ［１�１０］×［１�０５］ １０ 緩斜 平坦 人為 土師質土器 本跡�SK６２

７８ Ｌ３ｂ９ － 方形 ０�４９ × ０�４８ ４２ 外傾 皿状 人為 －

８０ Ｋ３ｆ６ － 円形 １�０１ × １�００ ９５ 直立 平坦 － － SK５４�本跡

８２ Ｌ３ａ９ Ｎ－３４°－Ｗ 長方形 ０�６９ × ０�５０ ６ 外傾 平坦 人為 －

８３ Ｌ３ｇ８ Ｎ－１５°－Ｅ 楕円形 ０�６１ × ０�５５ １８ 外傾 皿状 人為 －

８４ Ｌ３ａ９ Ｎ－７２°－Ｅ 長方形 １�８０ × ０�９６ １７ 緩斜 平坦 人為 土師質土器 本跡�PG１Ｐ４６

８５ Ｌ３ｃ６ Ｎ－９０° 長方形 １�２４ × ０�６３ ４ 緩斜 平坦 人為 －

８６ Ｌ３ｂ７ Ｎ－７２°－Ｅ 長方形 １�９５ × １�５１ １８ 緩斜 平坦 人為 － 本跡�第１４方形竪穴遺構，SK６２

８７ Ｌ３ｃ６ Ｎ－８２°－Ｅ 長方形 ２�４５ × １�２４ ２８ 緩斜 平坦 人為 土師器，土師質
土器

UP１�SK７１�本跡�UP２，SK６１・
８１

８８ Ｋ３ａ７ Ｎ－８６°－Ｗ 隅丸長方形 １�２４ × １�０６ ３２ 緩斜 平坦 人為 土師質土器 第２号墓坑�本跡

８９ Ｌ３ｂ０ Ｎ－２７°－Ｅ［楕円形］ １�３８ ×（０�９５） ８０ 外傾 平坦 人為 土師器，土師質
土器 SK１６１�本跡

９０ Ｋ３ｆ７ － 円形 １�３３ × １�３２ １１３ 直立 平坦 人為 土師器 SK９４・１０３�本跡

９３ Ｋ３ｂ７ Ｎ－７７°－Ｗ 楕円形 １�０４ × ０�８８ ３０ 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器，
土師質土器

９４ Ｋ３ｆ７ － ［楕円形］ ０�９４ ×（０�４７） ３８ 外傾 平坦 人為 陶磁器 本跡�SK９０

９８ Ｊ２ｉ０ － 円形 １�１８ × １�１４ ４８ 外傾 平坦 人為 縄文土器，土師
器，陶磁器

９９ Ｌ３ｄ２ Ｎ－１５°－Ｅ 長方形 １�１９ × ０�７４ １３ 緩斜 平坦 － 土師器，土師質
土器

１０１ Ｌ３ｄ２ Ｎ－９０° 楕円形 １�２０ × ０�８７ １１ 緩斜 皿状 人為 土師器

１０３ Ｋ３ｆ６ Ｎ－１７°－Ｗ 楕円形 １�４７ × ０�９１ １４ 外傾 平坦 人為 － 本跡�SK９０

１０４ Ｋ３ｊ７ Ｎ－３°－Ｅ 楕円形 ０�６６ × ０�４０ ３０ 緩斜 平坦 人為 －

１０５ Ｊ３ｊ７ Ｎ－１７°－Ｗ 楕円形 １�１１ × ０�８５ ４８ 外傾 有段 人為 土師器

１１２ Ｊ３ｇ８ Ｎ－０° 長方形 １�４５ × ０�９７ ３２ 緩斜 平坦 人為 －

１１３ Ｊ３ｈ９ － 円形 ０�４３ × ０�４２ ２８ 緩斜 平坦 人為 －

１１４ Ｍ２ｅ０ Ｎ－６１°－Ｅ 不定形 １�３５ × ０�８２ １０ 外傾 平坦 人為 － 本跡�PG３Ｐ２３・Ｐ６９

１１５ Ｊ３ｅ８ Ｎ－６°－Ｗ 楕円形 １�０６ × ０�７４ ２２ 緩斜 平坦 人為 －

１１６ Ｊ３ｇ８ Ｎ－５６°－Ｅ 楕円形 ０�６６ × ０�５７ １６ 緩斜 皿状 人為 －

１１７ Ｍ２ｄ０ Ｎ－６５°－Ｅ 長方形 ０�６４ × ０�３８ １７ 緩斜 平坦 人為 －

１１８ Ｊ３ｆ７ － 円形 ０�４３ × ０�４３ ２７ 緩斜 平坦 人為 －

１１９ Ｊ３ｅ７ － 円形 ０�３０ × ０�２８ ２４ 外傾 有段 人為 －

１２１ Ｍ２ｃ０［Ｎ－４０°－Ｗ］［長方形］ １�５６ ×（１�０９） １５ － 平坦 人為 － 本跡�SK１２３�PG３Ｐ６６

１２２ Ｍ２ｂ０［Ｎ－１３°－Ｗ］［長方形］ ２�０５ ×（０�６２） ７３ 直立 平坦 人為 土師器 SK１２５�本跡

１２３ Ｍ２ｃ０ Ｎ－４０°－Ｗ 長方形 ２�３６ × １�１７ ３１ 直立 平坦 人為 － SK１２１�本跡�SK１３１，PG３Ｐ３・４・
２０・６６・９２～９４

１２５ Ｍ２ｂ０ － ［方形］ １�３２ ×（１�２６） ３１ 外傾 平坦 人為 土師器，陶器 本跡�SK１２２
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番号 位置 長径方向 平面形
規模（ｍ）

長径（軸）×短径（軸）
深さ
（�） 壁面 底面 覆土 主な出土遺物

備考
重複関係
（古�新）

１２９ Ｍ２ｂ０ Ｎ－１８°－Ｗ 楕円形 ０�９０ × ０�５０ － － － － － PG３Ｐ１４�本跡

１３１ Ｍ２ｃ９ Ｎ－１０°－Ｗ 長方形 ２�３７ × ０�９２ ３３ 外傾 平坦 人為 －

１３２ Ｊ３ｆ８ Ｎ－８９°－Ｗ 長方形 １�２２ × ０�７６ ２４ 外傾 平坦 人為 －

１３５ Ｍ３ｃ１ Ｎ－５３°－Ｅ 楕円形 ０�４９ × ０�３１ １８ 外傾 平坦 人為 －

１３６ Ｍ３ｃ１ Ｎ－８１°－Ｅ 長方形 ０�６７ × ０�５４ １５ 外傾 平坦 人為 － 本跡�PG３Ｐ５２

１３７ Ｋ３ｉ９ Ｎ－１０°－Ｗ 楕円形 ０�５５ × ０�４２ ４０ 外傾 皿状 人為 －

１４１ Ｋ３ｂ７ － 円形 ０�７７ × ０�７５ ４４ 緩斜 平坦 人為 －

１４５ Ｍ２ｅ９ Ｎ－７８°－Ｅ［長方形］ （２�００）× １�７８ ３０ 外傾 平坦 人為 土師質土器

１４６ Ｍ２ｃ９［Ｎ－１６°－Ｗ］［長方形］ １�４２ ×（０�５７） １８ 外傾 平坦 人為 土師質土器 SK１５０�本跡

１４７ Ｋ３ａ４ Ｎ－８０°－Ｅ 楕円形 ０�７６ × ０�４６ ２６ 外傾 皿状 人為 －

１４９ Ｍ３ｃ１ － 円形 ０�７８ × ０�７１ ５７ 外傾 平坦 人為 －

１５０ Ｍ２ｄ９ Ｎ－８０°－Ｅ 長方形 １�５４ × １�２２ ４２ 外傾 平坦 人為 － 本跡�SK１４６

１５４ Ｍ２ｄ０ － ［不定形］ （１�１３）×（０�６２） ２０ － 皿状 人為 土師質土器 本跡�SK１２４，PG３Ｐ６４

１５５ Ｍ２ｃ９ Ｎ－７２°－Ｅ［長方形］ ０�７０ ×（０�６４） － － － － － 本跡�PG３Ｐ６７・６８

１５８ Ｍ２ｃ０ Ｎ－７８°－Ｅ［長方形］ （０�６４）× ０�７１ － － － － －

１６１ Ｌ３ｂ０［Ｎ－７°－Ｗ］［不定形］ ５�９８ ×（２�８９） ５８ 緩斜 平坦 人為 － 本跡�SK７２・７８・８９，PG１Ｐ３７

１６３ Ｋ３ａ８ Ｎ－５１°－Ｅ［不定形］ １�５３ ×（１�０６） ３５ 外傾 平坦 人為 － 本跡�SK１６２

１６４ Ｂ３ｃ４ Ｎ－８７°－Ｗ 楕円形 １�８４ × １�０２ ２６ 緩斜 平坦 人為 －

１６５ Ｂ３ｂ２ Ｎ－８３°－Ｗ 隅丸台形 ３�７２ × ３�１８ ２３ 緩斜 平坦 自然 縄文土器

１６６ Ｂ３ｂ２ － 不整円形 １�２５ × １�１８ ２２ 外傾 平坦 自然 －

１６７ Ａ３ｉ４［Ｎ－１１°－Ｗ］［不定形］ ２�４４ ×（０�８７） ３８ 外傾 平坦 自然 － 本跡�SD８

１６８ Ｂ３ｃ９ Ｎ－３８°－Ｅ 楕円形 １�０４ × ０�７８ ９ 外傾 平坦 自然 －

１６９ Ｂ３ｂ３［Ｎ－８２°－Ｅ］［楕円形］ １�６６ ×（０�４６） ６８ 外傾 皿状 人為 －

１７１ Ｂ３ｃ９ Ｎ－７２°－Ｅ 不定形 ２�６６ × ０�９２ １２ 緩斜 平坦 人為 －

１７５ Ｂ３ｂ０ Ｎ－４°－Ｅ［長楕円形］ （１�９５）× １�２０ ３０ 外傾 平坦 人為 －

１７６ Ｂ３ｂ１ Ｎ－９°－Ｅ 楕円形 ２�５２ × １�３０ １４ 緩斜 平坦 人為 －

１７７ Ｂ２ａ０ Ｎ－１８°－Ｅ 楕円形 ２�２６ × １�９１ ３２ 緩斜 皿状 人為 縄文土器

１７８ Ａ３ｉ２ Ｎ－８６°－Ｗ［楕円形］ １�２４ ×［０�８４］ ７ 緩斜 平坦 自然 －

１８０ Ｂ３ｂ４ Ｎ－７°－Ｅ［隅丸方形］ ４�０２ ×（３�１２） ２７ 外傾 平坦 自然 縄文土器，陶器 本跡�SD８

１８１ Ａ２ａ９ Ｎ－７°－Ｅ 不定形 ４�５２ × ２�６０ ３８ 外傾 平坦 人為 －

１８２ Ａ３ｉ１ Ｎ－６２°－Ｅ 不定形 ３�７５ × ２�８５ １５ 外傾 平坦 自然 －

１８３ Ｂ３ｂ１ Ｎ－８８°－Ｗ 楕円形 ２�３０ × １�７６ １６ 緩斜 平坦 自然 縄文土器

１８４ Ａ２ｊ９ Ｎ－７８°－Ｅ 楕円形 ０�６４ × ０�３５ ６０ 直立 有段 人為 －

１８５ Ａ２ｉ９ Ｎ－２８°－Ｅ 楕円形 １�９６ × １�１８ ２２ 外傾 平坦 人為 －

１８６ Ｂ３ｄ１［Ｎ－１８°－Ｅ］［楕円形］ （０�８３）× ０�７９ ７１ 直立 平坦 人為 －

１８７ Ａ３ｊ０ Ｎ－５１°－Ｅ［不定形］ （２�４６）× １�４５ ６７ 直立 平坦 自然 －

１８８ Ａ３ｊ８ Ｎ－６°－Ｗ 隅丸長方形 １�０９ × ０�７５ １４ 緩斜 皿状 自然 － SD１３�本跡�SX１

１８９ Ａ３ｊ７ Ｎ－８５°－Ｗ 楕円形 ０�７６ × ０�５６ １８ 緩斜 皿状 人為 －

１９０ Ａ２ｉ７ － ［円形］ １�６１ ×［１�５８］ １１ 外傾 平坦 自然 －

１９１ Ａ２ｊ７ Ｎ－８４°－Ｗ［楕円形］ ２�６１ ×［１�００］ ３９ 外傾 平坦 人為 縄文土器

１９２ Ａ２ｊ６ Ｎ－８°－Ｅ 楕円形 １�０９ × ０�７８ ２１ 外傾 平坦 自然 縄文土器，磁器

１９３ Ａ２ｉ６ Ｎ－１０°－Ｅ［楕円形］ （１�４４）× １�１３ ４５ 外傾 平坦 自然 －

１９４ Ａ２ｊ５ Ｎ－６２°－Ｗ 楕円形 １�６０ × １�３１ ３２ 外傾 平坦 自然 － 本跡�第１１号墓坑

１９６ Ａ２ｊ５ Ｎ－７°－Ｅ 不整楕円形 １�８５ × １�５７ ２２ 緩斜 皿状 自然 －

１９７ Ａ２ｉ５ Ｎ－７７°－Ｅ［楕円形］ １�０５ ×［０�８０］ ２０ 外傾 平坦 自然 －

１９８ Ａ２ｇ７ Ｎ－２°－Ｅ 楕円形 １�５４ × １�０４ １０ 外傾 平坦 不明 －

小 幡 城 跡
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長径（軸）×短径（軸）
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１９９ Ａ２ｈ７ Ｎ－１０°－Ｅ 楕円形 １�８４ × １�２７ １７ 外傾 平坦 自然 －

２００ Ａ２ｇ１ － ［円形］ ［２�５７］× ２�５０ ３２ 外傾 平坦 人為 縄文土器，土師
器

２０１ Ａ２ｊ９ Ｎ－８７°－Ｗ 不整長方形 １�３６ × １�０８ ２８ 外傾 皿状 自然 －

２０２ Ａ３ｇ７ Ｎ－８８°－Ｗ 長方形 １�４７ × ０�６８ ２７ 直立 平坦 自然 縄文土器

２０３ Ａ３ｈ０ － 円形 ０�９２ × ０�８０ １８ 緩斜 皿状 人為 縄文土器

２０４ Ａ３ｇ０ － 円形 ０�９０ × ０�８６ ３４ 直立 平坦 人為 －

２０５ Ａ３ｇ３ Ｎ－３５°－Ｅ 楕円形 ０�９０ × ０�６２ １４ 外傾 平坦 自然 － SK２０６�本跡

２０６ Ａ３ｇ３ Ｎ－８７°－Ｗ［不定形］ ２�６０ ×［２�１４］ １０ 緩斜 平坦 人為 － 本跡�SK２０５

２０７ Ａ３ｈ２ Ｎ－２５°－Ｅ 不定形 ２�３６ × ２�３２ ２０ 外傾 平坦 人為 土師質土器

２０８ Ａ３ｉ２ Ｎ－５７°－Ｗ 不定形 ３�３０ × ２�１６ １０ 緩斜 平坦 人為 縄文土器，土師
質土器

２０９ Ａ３ｈ１ Ｎ－５４°－Ｅ 不整長方形 ４�０６ × ３�２０ １３ 緩斜 平坦 自然 縄文土器

２１０ Ａ２ｈ０ Ｎ－８５°－Ｗ 楕円形 ２�０５ × １�０２ ９ 緩斜 平坦 自然 －

２１１ Ａ２ｅ６ Ｎ－３２°－Ｅ［楕円形］ ［１�０７］× ０�８０ ２０ 緩斜 皿状 人為 －

２１３ Ａ３ｅ７［Ｎ－１５°－Ｅ］［不定形］ （１�４８）× ２�２０ ８０ 直立 平坦 人為 縄文土器

２１４ Ｂ２ｂ６ Ｎ－７１°－Ｗ 隅丸方形 １�５８ × １�５２ １３ 緩斜 皿状 人為 － SF２�本跡

２１５ Ｂ３ｅ７ Ｎ－６５°－Ｗ 楕円形 １�４５ × ０�７５ ６０ 外傾 平坦 人為 土師質土器

２１７ Ｂ３ｆ５ Ｎ－０° 不定形 ２�４８ × １�７７ ３０ 緩斜 平坦 不明 － SK２３０�本跡

２１８ Ｂ３ｆ５ Ｎ－８８°－Ｗ 不整長方形 １�３７ × ０�６６ １６ 外傾 平坦 不明 土師質土器

２１９ Ｂ２ｆ０ Ｎ－５５°－Ｅ 不定形 １�３４ × １�３０ １５ 緩斜 平坦 人為 －

２２０ Ｂ２ｅ０ Ｎ－７４°－Ｗ 隅丸長方形 １�２７ × ０�７７ １２ 緩斜 平坦 自然 －

２２２ Ｂ２ｇ７ Ｎ－７°－Ｅ［長方形］ （２�１３）× １�２８ １４ 外傾 平坦 人為 土師質土器

２２３ Ｂ３ｇ８ Ｎ－１３°－Ｅ［長方形］ （１�７０）× １�１０ １５ 外傾 平坦 人為 －

２２５ Ｂ２ｅ０ Ｎ－６８°－Ｗ 長方形 ３�２７ × １�９９ １２ 緩斜 平坦 人為 縄文土器，陶器

２２６ Ｂ３ｇ７ Ｎ－２０°－Ｗ 不定形 １�８２ × １�６８ ２０ 直立 平坦 人為 土師器

２２７ Ａ３ｉ８［Ｎ－４０°－Ｗ］［楕円形］ （０�８０）× １�１０ １８ 外傾 平坦 人為 縄文土器 本跡�SD１３

２２８ Ｂ３ｃ９ Ｎ－６５°－Ｅ 楕円形 １�１７ × ０�６３ ２０ 外傾 平坦 人為 － 本跡�PG６Ｐ２

２２９ Ｂ３ｃ９ － 円形 ０�６４ × ０�５８ １０ 外傾 皿状 人為 －

２３０ Ｂ３ｆ５ Ｎ－４°－Ｅ 隅丸長方形 １�３６ × ０�６６ ２２ 外傾 平坦 不明 － 本跡�SK２１７

２３２ Ｆ３ｄ５ Ｎ－３３°－Ｅ 隅丸長方形 １�４２ × １�０８ ２４ 緩斜 皿状 不明 －

２３３ Ｇ２ｆ７ Ｎ－４８°－Ｗ 楕円形 １�９０ × １�２２ ２４ 緩斜 平坦 人為 土師質土器，陶
器

２３４ Ｇ２ｈ６ Ｎ－３８°－Ｗ 隅丸長方形 ０�９６ × ０�７２ ２７ 外傾 平坦 自然 土師器

２３５ Ｇ２ｇ６ Ｎ－４０°－Ｅ 楕円形 １�７８ × １�６２ ２４ 外傾
緩斜 平坦 自然 陶器

２３６ Ｇ２ｆ８ Ｎ－５４°－Ｗ 隅丸長方形 ２�４２ × １�２２ ３７ 外傾 平坦 自然 縄文土器，土師
器

２３７ Ｇ２ｅ７ Ｎ－３９°－Ｅ 隅丸長方形 １�２３ × ０�７９ １６ 外傾 平坦 自然 －

２３８ Ｇ２ｅ８ Ｎ－４８°－Ｅ 不定形 １�８８ × １�３０ １４ 緩斜 凹凸 自然 土師器

２３９ Ｇ２ｅ０ Ｎ－４４°－Ｗ 楕円形 １�４６ × １�１６ ３８ 外傾 平坦 不明 －

２４０ Ｇ２ｉ６ Ｎ－２５°－Ｗ 長楕円形 ２�０７ × １�０６ ３８ 外傾 平坦 不明 陶器

２４１ Ｆ３ｃ６ Ｎ－２６°－Ｅ 隅丸長方形 １�６０ × １�３８ ３６ 外傾 平坦 人為 土師質土器

２４２ Ｇ２ｊ６ Ｎ－７６°－Ｅ 隅丸長方形 ２�１５ × １�００ ２７ 緩斜 平坦 人為 －

２４３ Ｈ２ｂ８ Ｎ－１３°－Ｅ［不定形］ ［０�９７］× ０�８８ ７２ 緩斜 平坦 不明 陶器 SK２８２・２８３�本跡

２４４ Ｈ２ｂ８ － ［方形］ ［１�００］× ０�９４ ５６ 直立 平坦 － 縄文土器，陶器 本跡�SK２８２

２４５ Ｇ３ａ６ Ｎ－５４°－Ｗ［隅丸方形］ １�５６ ×［１�４３］ ２２ 外傾 平坦 自然 －

２４８ Ｆ３ｃ７ Ｎ－５９°－Ｗ 長方形 ２�０６ × ０�７６ ７ 外傾 平坦 自然 －

２４９ Ｆ３ｃ６ － 円形 ０�９６ × ０�９６ ２５ 直立 平坦 自然 －

２５０ Ｇ２ａ６ Ｎ－５６°－Ｗ 方形 １�２０ × １�１２ ２２ 外傾 平坦 自然 －

２５１ Ｆ３ｃ７ － 円形 ０�７５ × ０�７０ １９ 外傾 平坦 自然 －
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２５２ Ｇ３ａ５ Ｎ－３２°－Ｅ 長方形 １�７９ × １�３１ ５２ 直立 平坦 人為 土師質土器 SK２５３・２７１�本跡

２５３ Ｇ３ａ５ Ｎ－５７°－Ｗ ［隅丸長方形］ （１�５８）×［１�１４］ ２８ 外傾 平坦 自然 土師質土器，陶
磁器 本跡�SK２５２

２５４ Ｇ３ｃ４ Ｎ－３７°－Ｅ 長方形 １�２５ × ０�９２ ４３ 外傾 平坦 自然 土師質土器，陶
磁器

２５５ Ｇ３ｂ４ Ｎ－３７°－Ｅ 長方形 ０�６６ × ０�５３ １８ 外傾 平坦 自然 土師質土器，陶
磁器

２５６ Ｇ３ｃ５ Ｎ－５５°－Ｗ 楕円形 １�０４ × ０�８６ ３５ 直立 平坦 人為 －

２５７ Ｇ３ｂ３ Ｎ－５５°－Ｗ 楕円形 １�０４ × ０�６８ ２４ 緩斜 平坦 自然 －

２５８ Ｆ３ｉ３ Ｎ－４４°－Ｅ 不定形 ０�７４ × ０�４８ ４０ 外傾 凹凸 人為 －

２５９ Ｆ３ｉ２ Ｎ－２９°－Ｅ 隅丸長方形 １�３１ × １�１０ ２８ 外傾 平坦 人為 －

２６０ Ｆ４ｉ７ Ｎ－６１°－Ｗ 長方形 １�９８ × １�２８ ２２ 外傾 平坦 自然 －

２６１ Ｆ４ｈ８ Ｎ－２９°－Ｅ 楕円形 １�６６ × ０�９８ ２５ 外傾 平坦 人為 土師質土器

２６３ Ｆ４ｈ９ － 円形 １�２５ × １�１５ ６６ 外傾 平坦 自然 縄文土器，土師
質土器，陶器

２６４ Ｆ４ｇ９ － 円形 １�２１ × １�１３ ５２ 外傾 平坦 人為 －

２６６ Ｇ３ｂ２ Ｎ－４０°－Ｅ 長方形 １�９６ × １�１２ １０ 緩斜 平坦 自然 －

２６７ Ｇ３ａ２ Ｎ－５４°－Ｗ［長方形］ １�７３ ×［１�１６］ １４ 緩斜 平坦 自然 －

２６８ Ｆ５ａ１ － ［方形］ ０�９５ ×（０�５５） ６６ 直立 平坦 人為 －

２６９ Ｆ４ａ０ － 円形 １�３０ ×（０�８３） ７３ 外傾 平坦 人為 －

２７０ Ｈ２ａ８ － 方形 １�０４ × １�０２ ５６ 外傾 平坦 人為 －

２７１ Ｇ３ａ５ Ｎ－５６°－Ｗ［不定形］ （１�３５）× １�２５ １９ 緩斜 平坦 自然 － 本跡�SK２５２

２７２ Ｇ２ｂ０ Ｎ－４０°－Ｅ 長方形 ３�０３ × １�９５ １３ 外傾 平坦 自然 －

２７３ Ｇ３ａ１ Ｎ－４５°－Ｗ 長方形 １�７２ × １�２４ ３７ 直立 平坦 人為 土師質土器，磁
器

２７５ Ｆ３ｅ５ Ｎ－２８°－Ｅ 隅丸長方形 １�５０ × １�０３ １５ 緩斜 平坦 人為 －

２７６ Ｆ３ｅ５ Ｎ－５３°－Ｗ 長方形 １�７３ × １�３２ ３０ 外傾 平坦 自然 －

２７７ Ｆ３ｉ３ Ｎ－３２°－Ｅ 長方形 １�６５ × １�１２ ５５ 直立 平坦 人為 －

２７８ Ｆ３ｉ３ Ｎ－２６°－Ｅ 長方形 １�１６ × ０�９２ ４０ 外傾 平坦 人為 －

２７９ Ｇ３ａ３ Ｎ－５３°－Ｗ ［隅丸長方形］ １�６２ ×［０�７６］ １２ 緩斜 平坦 不明 －

２８０ Ｇ３ｂ５ Ｎ－５８°－Ｗ 隅丸長方形 １�８８ × １�４４ ７０ 直立 平坦 人為 土師質土器

２８２ Ｈ２ｂ８ － ［方形］ １�１５ ×［１�１２］ ７３ 直立 平坦 不明 － SK２４４�本跡�SK２４３

２８３ Ｈ２ｂ８［Ｎ－５５°－Ｗ］［楕円形］ ［０�６０］×（０�８０） ５４ 緩斜 平坦 不明 － 本跡�SK２４３

２８４ Ｈ２ｂ７ Ｎ－８９°－Ｅ 楕円形 １�０２ × ０�８６ １２ 外傾 平坦 自然 －

２８８ Ｈ３ｅ９ Ｎ－２０°－Ｅ 長方形 １�１２ × ０�８９ ３７ 外傾 平坦 人為 土師質土器

２８９ Ｈ３ｄ０ － ［方形］ （０�６３）× １�２７ １４ 緩斜 平坦 人為 － 本跡�第９号方形竪穴遺構

２９１ Ｈ３ｇ０ Ｎ－７０°－Ｗ 長方形 １�１５ × ０�８５ １２ 外傾 平坦 自然 －

２９２ Ｈ３ｇ９ Ｎ－５８°－Ｗ 長方形 １�５６ × ０�９２ ２２ 外傾
緩斜 平坦 自然 土師質土器 本跡�SK３０６

２９３ Ｈ３ｃ０ Ｎ－１５°－Ｅ 長方形 １�６６ × ０�９０ ２６ 外傾 平坦 自然 －

２９４ Ｈ３ｃ０ Ｎ－１２°－Ｗ 不定形 ２�２９ × １�３０ ２６ 緩斜 平坦 自然 土師質土器

２９５ Ｈ３ｃ０ Ｎ－３２°－Ｗ 不整楕円形 １�１０ × ０�９５ ２２ 外傾 平坦 自然 － SK２９６�本跡

２９６ Ｈ３ｃ０ Ｎ－３°－Ｅ 隅丸長方形 １�５２ × １�１４ ２５ 外傾 平坦 自然 土師質土器 本跡�SK２９５

２９８ Ｈ３ｂ０ Ｎ－７７°－Ｗ 長方形 ２�４４ × １�５５ １８ 外傾 平坦 自然 土師器 SK２９７�本跡

２９９ Ｈ３ｄ９ Ｎ－１５°－Ｅ 不整楕円形 １�７５ × １�１０ ３３ 緩斜 平坦 人為 －

３００ Ｈ３ｄ０ Ｎ－６３°－Ｅ 楕円形 １�６５ × ０�９２ １４ 緩斜 凹凸 人為 － 本跡�SK３０４

３０１ Ｈ３ｃ９ Ｎ－６０°－Ｗ 楕円形 １�０８ × ０�６７ ２３ 外傾
緩斜 皿状 人為 －

３０２ Ｈ３ｆ０ Ｎ－３０°－Ｅ 楕円形 ０�９０ × ０�７１ １２ 緩斜 皿状 人為 －

３０３ Ｈ３ｄ０ Ｎ－６°－Ｅ［長方形］ １�５８ ×（０�９２） ３４ 外傾 平坦 自然 － 本跡�SB７Ｐ１

３０４ Ｈ３ｃ０ Ｎ－１１°－Ｅ 不整長方形 ２�１６ × １�４５ ２８ 外傾
緩斜 平坦 自然 － SK３００・３０５�本跡

３０５ Ｈ３ｃ０ Ｎ－７９°－Ｗ［長方形］ （２�２８）× １�２８ ２８ 外傾 平坦 自然 土師質土器 本跡�SK３０４

３０６ Ｈ３ｆ９ Ｎ－１８°－Ｅ 長方形 １�６４ × １�０２ ４６ 外傾 平坦 人為 － SK２９２�本跡

小 幡 城 跡
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３０７ Ｈ３ａ０ Ｎ－６０°－Ｗ 長方形 １�９７ × １�２４ １０７ 外傾
直立 平坦 人為 －

３１０ Ｈ３ｊ１ Ｎ－７８°－Ｗ 不定形 １�３４ × １�０６ １８ 外傾 平坦 自然 －

３１１ Ｈ３ｆ８ Ｎ－８３°－Ｗ 楕円形 １�７８ × １�００ １６ 緩斜 平坦 人為 －

３１２ Ｈ３ｆ８ Ｎ－６°－Ｗ 楕円形 ０�８０ × ０�５８ １６ 外傾 凹凸 人為 －

３１３ Ｈ３ｅ７ － 円形 １�８６ × １�７０ １８ 緩斜 平坦 人為 －

３１５ Ｇ３ｊ８ Ｎ－８６°－Ｗ 長方形 １�０４ × ０�８０ ３２ 外傾
緩斜 皿状 人為 －

３１７ Ｇ４ｉ２ Ｎ－６０°－Ｅ 楕円形 １�３２ × ０�７２ ３２ 外傾 皿状 人為 磁器，五輪塔 第１７号墓坑，SX４�本跡

３１９ Ｇ４ｉ２ Ｎ－３２°－Ｅ［長方形］ １�０９ ×（０�４２） ３０ 外傾 平坦 人為 －

３２１ Ｈ３ｅ６ Ｎ－４８°－Ｅ 楕円形 １�２５ × ０�８６ ４８ 緩斜 皿状 人為 －

３２２ Ｇ３ｈ４ Ｎ－６９°－Ｗ 長方形 ２�９８ × ０�９０ ７０ 緩斜 平坦 人為 土師質土器，陶
器

３２３ Ｈ３ｆ６ Ｎ－１１°－Ｅ 長方形 １�０８ × ０�５１ ２８ 外傾 平坦 人為 土師質土器

３２４ Ｈ３ｃ９ Ｎ－４０°－Ｗ 不整長方形 ０�９２ × ０�６０ １５ 外傾 平坦 人為 －

３２５ Ｈ３ｃ６ Ｎ－８０°－Ｗ 隅丸長方形 １�０５ × ０�６８ １５ 緩斜 皿状 自然 －

３２６ Ｈ３ａ６ Ｎ－５１°－Ｅ 不定形 １�５３ × １�０４ ６０ 外傾 凹凸 人為 －

３２７ Ｈ３ｅ９ Ｎ－２６°－Ｅ 不整長方形 １�１８ × ０�７８ １７ 緩斜 皿状 自然 土師質土器 本跡�SB７Ｐ４

３２８ Ｈ３ｇ７ Ｎ－４５°－Ｅ 不整楕円形 １�５０ × １�３２ ６４ 直立 平坦 人為 －

３２９ Ｈ３ｇ６ Ｎ－８２°－Ｗ［長方形］ １�１２ ×（０�５８） ６８ 外傾 有段 人為 陶器

３３０ Ｌ３ｂ２ － ［円形］ １�１０ ×［１�０４］ ２４ 緩斜 平坦 人為 土師器 SK３３２�本跡

３３１ Ｌ３ｃ２ Ｎ－０° 隅丸長方形 ０�８４ × ０�６８ ２３ 緩斜 皿状 人為 －

３３３ Ｌ３ａ２ Ｎ－２°－Ｅ 楕円形 ０�８９ × ０�５４ ４ 緩斜 平坦 自然 －

３３４ Ｌ３ａ３ Ｎ－７°－Ｗ 長方形 １�７０ × ０�７５ １４ 外傾 平坦 人為 －

３３５ Ｋ３ｇ４ － 円形 １�３０ × １�２８ ５０ 直立 平坦 人為 土師器，陶器

３３６ Ｋ３ｇ２ Ｎ－１°－Ｗ 長方形 １�３８ × ０�８６ １０ 外傾 平坦 人為 －

３３７ Ｋ３ｇ２ Ｎ－１２°－Ｅ 長方形 ０�７５ × ０�５５ ８ 外傾 平坦 人為 －

３３８ Ｋ３ｇ２ Ｎ－１２°－Ｅ 隅丸長方形 ０�８３ × ０�５７ ２６ 外傾 皿状 人為 －

３３９ Ｋ３ｈ２ Ｎ－１°－Ｗ 不整長方形 １�０２ × ０�７８ １０ 緩斜 平坦 人為 －

３４０ Ｋ３ｈ２ － 円形 １�１５ × １�１５ ６８ 直立 平坦 自然 －

３４１ Ｋ３ｈ１ Ｎ－７９°－Ｗ 楕円形 １�２９ × １�０２ ４２ 外傾 皿状 人為 － SD２０�本跡

３４２ Ｋ２ｇ９ Ｎ－３９°－Ｗ 不整楕円形 １�０６ × ０�９４ ６０ 外傾 平坦 人為 縄文土器，土師器，
土師質土器，陶器 SK３４３�本跡

３４３ Ｋ２ｇ９ Ｎ－５０°－Ｗ［楕円形］ ０�９８ ×（０�８０） ４８ 外傾 平坦 人為 磁器 SK３４４�本跡�SK３４２

３４４ Ｋ２ｇ９ Ｎ－２０°－Ｅ［楕円形］ ０�９１ ×（０�５５） １９ 外傾 平坦 人為 － 本跡�SK３４３

３４５ Ｋ２ｇ９ Ｎ－８２°－Ｗ［長方形］ （０�８０）× ０�５３ ５０ 直立 平坦 人為 陶器 本跡�SK３４６・３５２

３４６ Ｋ２ｇ０ Ｎ－２１°－Ｗ 楕円形 １�１８ × １�０３ １１２ 直立 平坦 人為 土師器，須恵器 SK３４５・３４７・３５２�本跡

３４７ Ｋ２ｇ０ Ｎ－８３°－Ｗ［長方形］ （１�００）× ０�８７ ６２ 直立 平坦 人為 土師質土器，陶
器 本跡�SK３５２�SK３４６

３４９ Ｌ３ａ２ Ｎ－８°－Ｗ 楕円形 １�２４ × ０�８２ １６ 外傾 平坦 自然 縄文土器，土師
質土器

３５０ Ｋ２ｇ０ Ｎ－２５°－Ｗ 楕円形 ０�９４ × ０�８２ ３８ 直立 平坦 人為 － SK３５１�本跡

３５１ Ｋ２ｇ０ － ［円形］ １�２５ ×（１�２２） ４５ 直立 平坦 人為 － 本跡�SK３５０

３５２ Ｋ２ｇ０ Ｎ－３６°－Ｅ［楕円形］ １�３５ ×（０�６２） ７１ 直立 平坦 人為 － SK３４５・３４７�本跡�SK３４６

３５３ Ｃ２ｄ５ Ｎ－６８°－Ｗ ［隅丸長方形］ （２�０４）× １�５８ ４０ 外傾 平坦 人為 土師質土器

３５５ Ｃ２ｃ５ Ｎ－７０°－Ｗ 隅丸長方形 １�１９ × ０�８２ ２２ 外傾 平坦 人為 －

３５６ Ｃ２ｃ６ Ｎ－３°－Ｅ 隅丸長方形 ２�２４ × １�０８ ２４ 外傾 平坦 人為 － 本跡�PG９Ｐ４４・Ｐ４５

３５７ Ｃ２ｂ６ Ｎ－２２°－Ｅ ［隅丸長方形］ ［３�１０］× １�８２ ２４ 外傾 平坦 人為 －

３５８ Ｃ２ｂ５ Ｎ－８８°－Ｗ ［台形］ ３�１５ × ２�２３ １２～２４ 緩斜 有段 人為 須恵器，土師質
土器

３５９ Ｃ２ｄ６ Ｎ－２１°－Ｅ［楕円形］ １�０９ ×（０�６０） １７ 緩斜 皿状 不明 － 本跡�SK３６２

３６０ Ｃ２ｅ６ Ｎ－６４°－Ｗ［楕円形］ １�１３ ×［０�７２］ ５ 緩斜 皿状 自然 － SK３６２�本跡

３６２ Ｃ２ｄ６ Ｎ－９°－Ｅ 長方形 ３�３５ × １�１０ ２６ 外傾 平坦 人為 土師質土器 SK３５９�本跡�SK３６０，PG９Ｐ５５～５９

―２４６―



番号 位置 長径方向 平面形
規模（ｍ）

長径（軸）×短径（軸）
深さ
（�） 壁面 底面 覆土 主な出土遺物

備考
重複関係
（古�新）

３６３ Ｂ２ｊ６ Ｎ－７３°－Ｗ 不整長方形 １�７３ × １�２５ ２２ 外傾 平坦 不明 －

３６４ Ｂ２ｊ８ Ｎ－１９°－Ｅ 不整方形 １�３０ × １�０３ ２４ 外傾 平坦 人為 －

３６５ Ｃ２ａ９ Ｎ－２０°－Ｅ 楕円形 １�６６ × １�００ ２０ 外傾 平坦 不明 土師質土器

３６６ Ｃ３ｂ５ Ｎ－１７°－Ｅ 長方形 ０�８７ × ０�５８ ２２ 外傾 平坦 人為 － SX５�本跡

３６７ Ｃ３ａ６ Ｎ－１２°－Ｅ 楕円形 １�５８ × １�３６ ４１ 外傾

緩斜

皿状 人為 土師質土器 SX５�本跡

３６９ Ｃ３ｉ６ Ｎ－４３°－Ｗ［楕円形］ （０�８３）× ０�７０ ２７ 緩斜 平坦 不明 － 本跡�SD２４Ｂ

３７０ Ｃ３ｉ６ Ｎ－５０°－Ｗ 楕円形 ０�９２ × ０�８２ ２６ 緩斜 皿状 人為 － 本跡�SD２４Ｂ

３７３ Ｂ３ｉ５ － 円形 １�８７ × １�５０ ４０ 外傾
緩斜 平坦 自然 土師質土器 本跡�SX６

３７９ Ｃ３ｈ５ Ｎ－６４°－Ｗ 楕円形 １�４４ × １�１４ ２６ 外傾 平坦 人為 － SD２４�本跡

３８０ Ｃ３ｄ７ Ｎ－１°－Ｅ ［隅丸長方形］ １�７１ ×（１�４２） ８０ 外傾 皿状 自然 － 本跡�SD２７，SF１

３８２ Ｃ２ｂ０ Ｎ－４５°－Ｅ 不整楕円形 ２�２６ × １�９１ ６６ 外傾
緩斜 平坦 人為 縄文土器，土師

質土器

３８３ Ｃ２ｆ９ Ｎ－５２°－Ｅ［楕円形］ （０�９５）× １�０２ １８ 外傾 平坦 不明 － 本跡�SK４３３

３８４ Ｃ３ｄ７ Ｎ－６０°－Ｅ 楕円形 １�３７ × １�０５ １６ 緩斜 皿状 人為 － 本跡�SD２７，SF１

３８５ Ｃ２ｉ６ Ｎ－４７°－Ｗ 楕円形 ０�９０ × ０�６９ ２６ 外傾
緩斜 皿状 人為 －

３８６ Ｃ２ｈ７ Ｎ－２７°－Ｅ 長方形 ２�２４ × １�２４ ４５ 外傾 皿状 自然 －

３８８ Ｃ２ｉ８ Ｎ－３０°－Ｅ 楕円形 １�０８ × ０�９４ ２１ 緩斜 平坦 人為 －

３８９ Ｃ２ｊ７ Ｎ－７°－Ｅ 楕円形 １�３８ × １�０５ １８ 緩斜 平坦 人為 土師器，須恵器

３９２ Ｄ１ｊ８ Ｎ－３４°－Ｅ 隅丸長方形 ０�９０ × ０�７４ ４２ 外傾
直立 平坦 人為 土師質土器

３９３ Ｄ２ａ９ － 円形 ０�８９ × ０�８１ １６ 緩斜 平坦 人為 －

３９４ Ｄ２ｂ９ － ［円形］ ［１�０４］× ０�９４ ２８ 外傾 平坦 人為 －

３９５ Ｄ２ｄ８ － 円形 ０�８７ × ０�８２ ６５ 直立 平坦 人為 －

３９６ Ｄ２ｃ８ － 円形 １�０８ × ０�９０ ７４ 外傾 平坦 人為 － SK４１６�本跡

３９７ Ｃ２ｉ８ Ｎ－７６°－Ｅ 不定形 １�２７ × １�０７ ２９ 緩斜 平坦 人為 －

３９８ Ｃ２ｈ８ Ｎ－２７°－Ｅ 不定形 ２�３０ × １�８０ ３０ 緩斜 平坦 自然 土師質土器 本跡�SK４２６

３９９ Ｃ２ｊ８ Ｎ－５８°－Ｗ［隅丸方形］ ［１�００］× ０�９２ ２５ 緩斜 皿状 人為 土師質土器

４００ Ｄ２ｃ６ Ｎ－３０°－Ｅ 楕円形 ０�９８ × ０�７２ ２４ 緩斜 平坦 人為 －

４０１ Ｄ２ｆ６ Ｎ－６３°－Ｗ 楕円形 １�００ × ０�７０ １４ 緩斜 平坦 人為 土師質土器

４０２ Ｄ２ｊ７ Ｎ－５５°－Ｗ 長方形 １�１７ × ０�７６ ２２ 外傾 皿状 人為 －

４０４ Ｄ２ｉ７ － ［方形］ ０�８０ ×（０�５４） ３２ 外傾 凹凸 人為 －

４０５ Ｄ２ｈ６ Ｎ－６２°－Ｗ［長方形］ （２�０８）× ０�９３ ６２ 直立 平坦 人為 －

４０７ Ｃ２ｊ６ Ｎ－３７°－Ｗ 楕円形 ０�４５ × ０�４０ ２８ 外傾 皿状 人為 － 第２０号墓坑�本跡

４０８ Ｃ２ｈ７ Ｎ－３２°－Ｅ 長方形 １�６４ × ０�９４ ２８ 外傾 平坦 人為 －

４０９ Ｃ２ｊ９ Ｎ－４°－Ｅ 楕円形 １�０７ × ０�８４ ３２ 緩斜 皿状 自然 －

４１１ Ｄ２ａ８ Ｎ－１２°－Ｅ 不定形 １�６５ × ０�９０ ４６ 緩斜 皿状 人為 －

４１２ Ｄ２ｂ５ Ｎ－８７°－Ｅ 長方形 １�０８ × ０�７７ ２２ 緩斜 皿状 自然 －

４１３ Ｃ２ｈ９ Ｎ－３２°－Ｅ 隅丸方形 ０�７８ × ０�６６ ５８ 外傾
直立 平坦 自然 － SK４１５�本跡

４１４ Ｃ２ｉ９ Ｎ－４６°－Ｗ 楕円形 １�１４ × ０�９５ ３３ 緩斜 皿状 不明 － 本跡�SK４１５

４１５ Ｃ２ｈ９ Ｎ－４９°－Ｗ［楕円形］ ０�８１ ×（０�７２） ６２ 外傾 皿状 不明 － SK４１４�本跡�SK４１３

４１６ Ｄ２ｃ８ Ｎ－１８°－Ｅ 不整楕円形 ２�４８ × １�６２ ７５ 直立 平坦 人為 － 本跡�SK３９６

４１７ Ｄ２ｄ８ － 円形 １�００ × ０�９３ ６３ 外傾 平坦 自然 土師質土器，陶
器

４１８ Ｄ２ｆ６ Ｎ－６２°－Ｗ 不定形 １�４６ × ０�７４ １９ 外傾
緩斜 平坦 人為 － 本跡�SK４１９

４２６ Ｃ２ｈ８ Ｎ－５°－Ｗ 楕円形 ０�８７ × ０�６９ － 直立 － 自然 － SK３９８�本跡

４２７ Ｄ２ｂ６ Ｎ－７６°－Ｅ 隅丸長方形 １�７３ × １�１２ ３３ 緩斜 皿状 人為 －

４２８ Ｃ３ｈ４ Ｎ－３５°－Ｅ 楕円形 １�００ × ０�７２ ３１ 緩斜 皿状 不明 － 本跡�SD２４Ａ

４２９ Ｃ３ｈ４ Ｎ－１５°－Ｗ 楕円形 １�１８ × ０�８０ ３２ 緩斜 皿状 不明 － 本跡�SD２４Ａ

４３０ Ｃ３ｈ４ Ｎ－０° 不定形 １�２４ × １�０４ ３８ 緩斜 平坦 不明 － 本跡�SD２４Ａ

小 幡 城 跡
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番号 位置 長径方向 平面形
規模（ｍ）

長径（軸）×短径（軸）
深さ
（�） 壁面 底面 覆土 主な出土遺物

備考
重複関係
（古�新）

４３２ Ｃ２ｆ９ Ｎ－５９°－Ｗ 楕円形 １�１０ × ０�５１ － － － 不明 － SD２４Ａ�本跡

４３３ Ｃ２ｆ９ Ｎ－４８°－Ｗ［楕円形］ １�５４ ×（１�０２） ３２ 緩斜 平坦 不明 － SD２４Ａ，SK３８３�本跡�SD２８

４３４ Ｃ２ｆ７ Ｎ－７３°－Ｅ 不定形 １�０２ × ０�８０ － － － 不明 － SD２４Ａ・２８�本跡

４３５ Ｃ２ｅ８ － 円形 ０�８２ × ０�６８ ８ 緩斜 平坦 不明 － 本跡�SD２４Ａ

４３６ Ｃ２ｆ８ Ｎ－８１°－Ｅ 隅丸方形 ０�７８ × ０�７０ １２ 緩斜 平坦 不明 － 本跡�SD２４Ａ

４３７ Ｃ２ｆ８ Ｎ－６２°－Ｗ 不定形 １�３２ × １�０８ １６ 外傾
緩斜 平坦 不明 － 本跡�SD２４Ａ

４４３ Ｄ２ｅ８ － 円形 ０�６３ × ０�６１ ２０ 外傾 平坦 自然 土師質土器

４４４ Ｄ２ｆ８ Ｎ－１０°－Ｅ 不定形 ０�８０ × ０�７０ ４２ 外傾 平坦 自然 －

４４５ Ｄ２ｆ７ Ｎ－８３°－Ｗ 楕円形 ０�４７ × ０�３０ ６６ 外傾
直立 平坦 自然 － SK４４６�本跡

４４６ Ｄ２ｆ７ Ｎ－３５°－Ｅ 楕円形 ０�８４ × ０�７５ ３０ 外傾 皿状 自然 － 本跡�SK４４５

４５０ Ｄ２ｆ９ Ｎ－４６°－Ｗ 隅丸長方形 １�５４ × ０�９２ ３３ 外傾 平坦 人為 土師質土器

４５３ Ｅ２ｂ０ Ｎ－６５°－Ｗ 長方形 １�０３ × ０�８０ ２５ 外傾 平坦 人為 －

４５４ Ｅ３ｃ１ Ｎ－５５°－Ｗ 楕円形 １�２３ × １�０４ １２２ 直立 有段 人為 －

４５５ Ｅ３ｅ１ Ｎ－２２°－Ｗ 楕円形 ０�８７ × ０�７５ ２５ 外傾 平坦 自然 －

４５６ Ｅ２ｅ０ Ｎ－２５°－Ｅ 楕円形 １�２４ × ０�８８ ６５ 外傾 凹凸 自然 －

４５７ Ｅ３ｄ１ Ｎ－７４°－Ｗ 楕円形 １�２６ × １�０６ ４０ 外傾 平坦 人為 － SK６０６�本跡

４５８ Ｅ３ｃ１ Ｎ－３７°－Ｅ 楕円形 ０�６５ × ０�３１ １７ 外傾 平坦 人為 －

４５９ Ｄ３ａ６ － 円形 １�０５ × ０�９５ ２２ 外傾 平坦 人為 －

４６０ Ｄ３ｂ６ － 円形 ０�８６ × ０�８４ １９ 外傾 平坦 人為 －

４６２ Ｄ３ｂ９ － 円形 ０�７０ × ０�６４ １９ 外傾 平坦 自然 － 本跡�PG１２Ｐ６・７

４６４ Ｄ３ｅ４ － 方形 １�２６ × １�１５ ２４ 外傾 平坦 自然 － 本跡�SK４６３，PG１１Ｐ２３

４６８ Ｄ３ｊ１ Ｎ－１５°－Ｅ 楕円形 １�２１ × ０�９７ ３１ 外傾 平坦 人為 －

４７０ Ｄ３ｉ２ Ｎ－１４°－Ｅ 楕円形 ０�５７ × ０�４７ ７２ 外傾 有段 人為 －

４７１ Ｄ３ｉ３ Ｎ－１３°－Ｅ 楕円形 ０�３６ × ０�３０ ２７ 外傾 有段 人為 －

４７２ Ｄ３ｉ３ － 円形 ０�３９ × ０�３９ ４６ 外傾 平坦 人為 －

４７３ Ｄ３ｉ３ Ｎ－３６°－Ｗ 楕円形 ０�６１ × ０�４０ ３４ 外傾 皿状 自然 －

４７４ Ｄ３ｈ３ － 円形 ０�４５ × ０�４４ ７１ 直立 有段 人為 －

４７５ Ｄ３ｇ３ Ｎ－２６°－Ｅ 楕円形 １�７３ × １�１６ １８ 外傾 凹凸 自然 － 本跡�PG１１Ｐ４９

４７６ Ｅ３ｄ２ － 円形 ０�８８ × ０�８０ ２８ 外傾 平坦 人為 －

４７８ Ｅ２ｆ８ Ｎ－６５°－Ｗ 楕円形 ２�３５ × ０�８３ １５ 緩斜 平坦 自然 －

６０２ Ｄ３ｈ５ Ｎ－５６°－Ｗ 楕円形 １�３２ × １�１１ ３４ 外傾 平坦 自然 －

６０３ Ｄ３ｈ６ Ｎ－９°－Ｅ 楕円形 ０�７６ × ０�６６ １２ 外傾 平坦 自然 －

６０４ Ｄ３ｆ７ Ｎ－５°－Ｗ 楕円形 ２�４５ × ０�８８ ２８ 緩斜 平坦 自然 －

６０５ Ｄ３ｆ７ Ｎ－６０°－Ｗ 楕円形 ２�２９ × １�４４ ３０ 外傾 凹凸 自然 －

６０６ Ｅ３ｄ１ Ｎ－１３°－Ｗ 楕円形 ０�６９ × ０�４８ ４６ 外傾 皿状 不明 － 本跡�SK４５７

６０７ Ｆ２ｇ８ Ｎ－４５°－Ｗ 楕円形 １�０６ × ０�７２ ２８ 外傾 平坦 自然 －

６０８ Ｆ２ｇ７ Ｎ－４５°－Ｗ 楕円形 １�９５ × ０�９５ １３ 外傾 平坦 自然 －

６０９ Ｆ２ｈ６ Ｎ－５°－Ｅ 楕円形 ０�９２ × ０�５７ １６ 外傾 平坦 自然 －

６１１ Ｆ２ｈ６ Ｎ－６９°－Ｅ 楕円形 ０�７３ × ０�５８ １４ 緩斜 平坦 自然 －

６２９ Ｅ３ａ４ Ｎ－４８°－Ｅ 楕円形 １�６１ × ０�９４ ２１ 緩斜 平坦 自然 －

６３０ Ｅ３ａ３ Ｎ－４６°－Ｅ 楕円形 １�８０ × １�２８ ２８ 外傾 平坦 自然 －

６３１ Ｅ３ａ２ Ｎ－２°－Ｅ 楕円形 １�１１ × ０�１３ ３１ 緩斜 平坦 自然 －

６３２ Ｅ３ｃ３ Ｎ－１５°－Ｅ 楕円形 １�４０ × １�１５ ２５ 緩斜 平坦 自然 －

６３３ Ｅ３ｂ５ Ｎ－７２°－Ｗ 楕円形 １�９２ × ０�９５ １６ 外傾 平坦 自然 －

６３４ Ｄ３ｂ６ Ｎ－７６°－Ｅ 楕円形 ２�５７ × ０�１４ ２０ 緩斜 平坦 自然 －

６３５ Ｅ３ｃ５ Ｎ－５４°－Ｅ 不整楕円形 ２�２５ × １�８８ ６５ 緩斜 皿状 自然 －

―２４８―



� 溝跡 （第２５５図）

今回の調査で時期不明の溝跡６条が確認されている。いずれも遺構に伴う出土遺物がなく，性格も不明

である。規模等については一覧表で，平面図については遺構全体図で掲載する。

� ピット群

今回の調査で，８か所のピット群が確認された。いずれも建物跡を想定できるような配置ではなく，時

期も不明である。ここでは，ピット群ごとにピット計測表を，第４・５・１０号については平面図を掲載し，

その他のピット群の平面図については，全体図に掲載する。

第２５５図 溝跡実測図

番号 位置 長径方向 平面形
規模（ｍ）

長径（軸）×短径（軸）
深さ
（�） 壁面 底面 覆土 主な出土遺物

備考
重複関係
（古�新）

６３６ Ｃ３ｊ７ Ｎ－１７°－Ｅ 不整楕円形 ０�７７ × ０�５４ ４１ 外傾 皿状 自然 －

６３７ Ｅ３ｊ５ Ｎ－１８°－Ｅ 楕円形 ２�２３ × １�７３ ４３ 緩斜 平坦 自然 －

６３９ Ｃ３ｊ７ Ｎ－４０°－Ｗ 不整楕円形 ２�００ × １�２２ ２８ 緩斜 平坦 自然 －

６４０ Ｄ３ｉ６ Ｎ－６９°－Ｅ 楕円形 ２�５６ × １�１８ ２６ 緩斜 平坦 人為 －

６４１ Ｅ３ｃ４ Ｎ－１９°－Ｅ 楕円形 １�５０ × １�０１ １８ 緩斜 平坦 自然 －

６４２ Ｅ３ｃ５ Ｎ－２１°－Ｗ 楕円形 １�１８ × ０�９３ ２９ 緩斜 皿状 自然 －

６４３ Ｄ３ｄ８ － 円形 ０�５８ × ０�５２ ２５ 外傾 平坦 不明 － SD３１�本跡

６４４ Ｄ３ｄ８ Ｎ－７７°－Ｅ 隅丸長方形 ０�５２ × ０�３０ ２５ 緩斜 平坦 自然 －

６４５ Ｄ３ｄ８ Ｎ－８３°－Ｅ 楕円形 １�０５ × ０�４３ １７ 緩斜 平坦 自然 － SD３１�本跡

６４６ Ｅ３ｆ４ Ｎ－２９°－Ｅ 隅丸長方形 ２�５７ × １�５３ ４７ 外傾 凹凸 自然 －

６４７ Ｆ２ａ６ Ｎ－４５°－Ｗ 楕円形 ０�３６ × ０�２８ １０ 緩斜 皿状 不明 －

６４８ Ｅ３ｄ４ Ｎ－４６°－Ｗ 不整楕円形 ３�５１ × ２�６８ ９８ 緩斜 平坦 自然 －

表２８ その他の溝跡一覧表

番号 位置 方向 形状
規 模

断面形 壁面 覆土 主な出土遺物
備考

重複関係
（古�新）長さ（ｍ）上幅（�）下幅（�）深さ（�）

７ Ｋ３ａ０～Ｋ３ａ５ Ｎ－８５°－Ｗ 直線 （１７�５） ２０～３８ １４～２８ １３ 逆台形 外傾 不明 －

１４ Ｂ２ｄ５～Ｂ２ｄ７ Ｎ－８０°－Ｗ 直線 （７�３） ６０～８０ ４４～６４ ２２ 逆台形 外傾 自然 －

１７ Ｂ２ｅ５～Ｂ２ｅ６ Ｎ－８６°－Ｅ 直線 （３�１） ７２～９０ ５２～７６ １４ 逆台形 直立 自然 －

１９ Ｇ３ｊ８～Ｇ４ｉ２ Ｎ－３１°－Ｗ 直線 （１８�６） １２～１４０ １０～７２ ７２ ［逆台形］弧状 人為 －

２０ Ｋ２ｈ９～Ｋ３ｇ２ Ｎ－８６°－Ｅ 直線 （１３�６） ４８～５８ １８～３８ ３８ Ｕ字状 外傾 自然 － 本跡�SK３４１

２３ Ｌ３ｂ３～Ｌ３ｃ３ Ｎ－７°－Ｗ 直線 （３�７） ３４～５８ １８～４２ ８ 逆台形 直立 人為 －

小 幡 城 跡

―２４９―



第４号ピット群（第２５６図）

位置 調査区南部のＫ３ａ７～Ｋ３ｅ９区，標高１８～２０ｍの緩斜面部中段に位置している。

規模と形状 南北１６ｍ，東西８ｍの範囲から，８か所のピットが検出された。ピットの平面形は長径３２～６９�

の円形あるいは楕円形で，深さは１８～６８�である。

所見 ピットの配列に規則性はみられず，時期・性格とも不明である。

第２５６図 第４号ピット群実測図

―２５０―



第５号ピット群（第２５７図）

位置 調査区南部のＩ２ａ６～Ｉ２ｇ８区，標高２６～２７ｍの緩斜面部上段に位置している。

規模と形状 南北２１ｍ，東西１２ｍの範囲から，２２か所のピットが検出された。ピットの平面形は長径２４～６０�

の円形あるいは楕円形で，深さは１１～４６�である。

所見 ピットの配列に規則性はみられず，時期・性格とも不明である。

第１０号ピット群（第２５８図）

位置 調査区南部のＪ３ｃ３～Ｊ３ｃ５区，標高２８ｍの緩斜面部上段に位置している。

規模と形状 南北６ｍ，東西７ｍの範囲から，１３か所のピットが検出された。ピットの平面形は長径１５～３８�

の円形あるいは楕円形で，深さは８～４３�である。

所見 ピットの配列に規則性はみられず，時期・性格とも不明である。

表２９ 第４号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�）
長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ

１ ５０ × ４８ ３４ ４ ５２ × ４５ ３１ ７ ４０ × ３４ ６８

２ ６９ × ４０ ３８ ５ ４０ × ４０ ２９ ８ ３２ × ２８ ２３

３ ６０ × ４６ １８ ６ ４６ × ４４ ４４

表３０ 第５号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�）
長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ

１ ６０ × ５４ ２５ ９ （４４） × ４２ １９ １７ ２６ × ２３ １２

２ ４２ × ３４ ２５ １０ ５０ × （３９） ４０ １８ ２８ × １７ １７

３ ３８ × （３８） ２６ １１ ３２ × （３０） ２８ １９ （５０） × ４２ ２５

４ ３８ × ３４ ３４ １２ ２９ × （２１） １９ ２０ （３７） × ３４ ２３

５ ２７ × ２０ １３ １３ ６０ × （５３） １２ ２１ （３６） × ３４ ４６

６ （２８） × ２６ １８ １４ （５３） × ４２ １１ ２２ ２９ × ２９ ２４

７ （２６） × １８ ２２ １５ （３９） × ３７ １７

８ （２４） × （１８） １６ １６ ２６ × ２４ ３１

表３１ 第１０号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�）
長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ

１ ２３ × １３ １０ ６ １５ × １３ ８ １１ （２１） × ２０ ２４

２ ３８ × （３２） ４３ ７ １９ × １５ １６ １２ （２５） × １８ （２５）

３ ２０ × １８ １８ ８ ２８ × （２６） ２０ １３ １９ × １９ ２０

４ ２１ × ２１ １４ ９ ３７ × （３３） １２

５ １５ × １３ ８ １０ ３３ × ２９ １２

小 幡 城 跡

―２５１―



第２５７図 第５号ピット群実測図

―２５２―



第１１号ピット群（付図）

位置 調査区北部のＤ３ｄ４～Ｄ３ｈ４区，標高１７�１～１７�８ｍの緩斜面部下段に位置している。

規模と形状 南北２０ｍ，東西１６ｍの範囲から，８４か所のピットが検出された。ピットの平面形は長径１８～６６�

の円形あるいは楕円形で，深さは１２～８４�である。

所見 ピットの配列に規則性はみられず，時期・性格とも不明である。

第２５８図 第１０号ピット群実測図

表３２ 第１１号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�）
長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ

１ ２１ × １９ １８ １５ ３９ × ２０ ２２ ２９ ２１ × ２１ １７

２ ２２ × ２１ ３０ １６ ２４ × ２１ ３１ ３０ ［３５］ × ２９ １９

３ ２２ × ２１ ５０ １７ １９ × １９ １９ ３１ ３２ × １９ ３７

４ ２５ × ２３ １４ １８ ２５ × ２３ ２９ ３２ ３５ × ３１ ６３

５ ６６ × ４２ ３４ １９ ３０ × ２９ ４１ ３３ ２３ × ２３ ４１

６ ２１ × １９ １７ ２０ ２３ × ２１ １２ ３４ ２３ × ２０ ３５

７ ５４ × ４２ ４７ ２１ ３０ × ２５ ４２ ３５ ３７ × ３１ ４６

８ ２９ × ２５ ２４ ２２ ２７ × ２６ ２７ ３６ ４８ × ３８ ４４

９ ２４ × ２３ ２４ ２３ ２５ × ２２ ２２ ３７ ２４ × ２３ ３７

１０ ２７ × ２７ ２９ ２４ ２６ × ２３ ２２ ３８ ３１ × ［２６］ ６４

１１ ２８ × ２５ ２７ ２５ ２１ × ２０ １９ ３９ ６５ × ４５ ４４

１２ ２５ × ２０ ２５ ２６ ２８ × ２４ ２６ ４０ ２１ × （１８） ３５

１３ ２５ × ２３ １６ ２７ １８ × （１９） ４３ ４１ （２０） × ２２ ３７

１４ １９ × １８ １８ ２８ （３５） × ２７ ２７ ４２ ３９ × ３８ ６３

小 幡 城 跡

―２５３―



第１２号ピット群（付図）

位置 調査区北部のＤ３ｂ９区，標高１５�８～１５�９ｍの緩斜面部下段に位置している。

規模と形状 南北３ｍ，東西２ｍの範囲から，７か所のピットが検出された。ピットの平面形は長径２０～４４�

の円形あるいは楕円形で，深さは２５～５６�である。

所見 ピットの配列に規則性はみられず，時期・性格とも不明である。

第１３号ピット群（付図）

位置 調査区北部のＥ３ｂ３～Ｅ３ｂ５区，標高１７�３～１７�４ｍの緩斜面部下段に位置している。

規模と形状 南北６ｍ，東西７ｍの範囲から，１９か所のピットが検出された。ピットの平面形は長径２５～７３�

の円形あるいは楕円形で，深さは２１～５０�である。

所見 ピットの配列に規則性はみられず，時期・性格とも不明である。

ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�）
長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ

４３ ２７ × ２３ ５０ ５７ ２８ × １９ ２４ ７１ ２６ × ２５ ２５

４４ ３１ × ２３ ４４ ５８ ４１ × ３５ ２５ ７２ ３８ × ３６ ２９

４５ ２９ × ２８ ２２ ５９ ４１ × ３１ ３３ ７３ ５２ × ３４ ２９

４６ ３５ × ３０ ３３ ６０ ３３ × ２９ ４８ ７４ ３３ × ３３ ３３

４７ ３０ × ２２ ４０ ６１ ５１ × ３５ ３４ ７５ ２５ × ２４ ３１

４８ ３２ × ２９ ４２ ６２ ５０ × ４３ ３７ ７６ ５６ × ３６ ６８

４９ ３３ × ２９ ３８ ６３ ５２ × ４８ ４３ ７７ ３８ × ３４ １４

５０ ３１ × ２８ ６１ ６４ ３８ × ３６ ５９ ７８ ２９ × ２６ ５４

５１ ３２ × ２９ ３６ ６５ ４１ × ３９ ４８ ７９ ５９ × ５０ ８０

５２ ２７ × ２２ ４３ ６６ ３０ × ２７ ５８ ８０ ３８ × ３７ １５

５３ ４７ × ４６ ２４ ６７ ２２ × ２１ ２９ ８１ ３０ × ２６ ８４

５４ ３５ × ３１ ３１ ６８ ２３ × ２３ １２ ８２ ６６ × ５６ ５６

５５ ２９ × ２６ ５０ ６９ ２２ × ２１ ２７ ８３ ３５ × ２８ ４９

５６ ３１ × ２９ ２０ ７０ ４５ × ３８ ６６ ８４ ３８ × ３０ １４

表３３ 第１２号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�）
長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ

１ ４４ × ３２ ４１ ４ ３２ × ３０ ３８ ７ ３３ × ２０ ３２

２ （２１） × ２６ ５６ ５ ２０ × １５ ２５

３ （３１） × ２０ ３０ ６ ３３ × ２９ ４４

表３４ 第１３号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�）
長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ

１ ５８ × ５５ ３５ ３ ４０ × ３６ ３４ ５ ２８ × ２４ ２９

２ ７３ × ４４ ３１ ４ ５５ × ４０ ２９ ６ ３６ × ３３ ３７

―２５４―



第１４号ピット群（付図）

位置 調査区北部のＥ３ｆ１～Ｅ３ｈ３区，標高１８�４～１８�８ｍの緩斜面部下段に位置している。

規模と形状 南北１０ｍ，東西１４ｍの範囲から，６２か所のピットが検出された。ピットの平面形は長径２２～１０４

�の円形あるいは楕円形で，深さは６～４４�である。

所見 ピットの配列に規則性はみられず，時期・性格とも不明である。

第１５号ピット群（付図）

位置 調査区北部のＥ２ｉ９～Ｆ２ｃ９区，標高１９�２～１９�８ｍの緩斜面部下段に位置している。

規模と形状 南北１８ｍ，東西１８ｍの範囲から，４０か所のピットが検出された。ピットの平面形は長径２３～７５�

の円形あるいは楕円形で，深さは１０～４７�である。

ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�）
長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ

７ ３３ × ２３ ２８ １２ ４５ × ３２ ３０ １７ ６２ × ５８ ４５

８ ４７ × ４２ ３１ １３ ４７ × ４３ ２５ １８ ４７ × ４５ ３６

９ ４２ × ３２ ２３ １４ ４９ × ４６ ３０ １９ ５３ × ４４ ５０

１０ ５２ × ３９ ３３ １５ ５３ × ３７ ２９

１１ ３８ × ３３ ４０ １６ ２５ × ２２ ２１

表３５ 第１４号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�）
長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ

１ ４３ × ４２ １０ ２２ ５６ × ４１ ４１ ４３ ４２ × ３８ ２５

２ ４４ × ３５ ３５ ２３ ５０ × （３５） １６ ４４ ６５ × ４４ ３１

３ ４７ × ４５ ２２ ２４ （４４） × ５１ １９ ４５ ５５ × ３７ １５

４ ５５ × ３５ ３１ ２５ ７２ × ４２ ２９ ４６ ３３ × ３１ ３４

５ ４３ × ３５ ２０ ２６ （３２） × ３３ ３０ ４７ ３２ × ２３ ２２

６ ５８ × ４５ ２３ ２７ （３０） × ３２ ３１ ４８ ５６ × ４７ ２０

７ ３０ × ２６ ２４ ２８ ７３ × ３６ １６ ４９ ３３ × ２７ ２４

８ ［３７］ × ３６ ２２ ２９ ５０ × ２９ ２６ ５０ ３０ × ２４ ２８

９ ［３３］ × ２９ ２０ ３０ ３３ × ３０ １９ ５１ ３９ × ３３ ２６

１０ ５８ × ４３ １３ ３１ ６０ × ３４ ４４ ５２ ４４ × ３７ ３１

１１ （３８） × ３５ １１ ３２ ３０ × ２１ １８ ５３ （４４） × ３４ ３４

１２ ５５ × ６３ ３１ ３３ ６２ × ３５ ３９ ５４ （５２） × ２７ ３９

１３ ５２ × ４２ ２９ ３４ ３６ × ２７ ４０ ５５ ３７ × ３７ ３３

１４ ４５ × ３１ ３８ ３５ ３３ × ２０ ３６ ５６ ２２ × １８ １０

１５ ５４ × ４９ ３９ ３６ ４４ × ３５ ３３ ５７ ２４ × ２１ １２

１６ ［４９］ × ５０ ３２ ３７ ５２ × ３６ ４０ ５８ ４１ × ４１ ２４

１７ ［４０］ × ３８ ２９ ３８ （３５） × ３０ １７ ５９ ３５ × ３３ ３１

１８ １０４ × ４６ １４ ３９ ３３ × ３１ １９ ６０ ２６ × ２４ ２１

１９ ３５ × ３３ １８ ４０ １００ × ４２ ３３ ６１ ４１ × ３６ ６

２０ （４８） × ３５ １８ ４１ ３９ × ３３ ９ ６２ ３８ × ３３ １５

２１ ３１ × ３０ ２１ ４２ ４５ × ４４ ２５

小 幡 城 跡

―２５５―



所見 ピットの配列に規則性はみられず，時期・性格とも不明である。

� 遺構外出土遺物 （第２５９～２６４図）

今回の調査で出土した遺構に伴わない遺物のうち，特徴的なものを実測図と観察表で記載する。

第２５９図 遺構外出土遺物実測図�

表３６ 第１５号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�） ピット
番号

規模（�）
長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ

１ ５１ × ４３ ２７ １５ ２５ × ２４ １０ ２９ ３８ × ２６ ３１

２ ４１ × ３８ ３２ １６ ７５ × ５６ ４４ ３０ ３８ × ３４ ２２

３ ４８ × ２３ １７ １７ ４７ × ２６ ３３ ３１ ６５ × ４９ ４４

４ ５３ × ４０ ３２ １８ ３８ × ３３ ３４ ３２ ３９ × ２７ ３３

５ ［４７］ × ４２ ３０ １９ ４３ × ３０ ４３ ３３ ４９ × ４０ ３９

６ ５３ × ４３ ３６ ２０ ５３ × ４０ ３８ ３４ ３０ × ２８ １６

７ ５３ × ５０ ２６ ２１ ３３ × ２８ １６ ３５ ４４ × ２７ ２０

８ ４５ × ３５ ３７ ２２ ５６ × ３７ ２７ ３６ ３６ × （２６） ２０

９ ２９ × ２８ ２０ ２３ ４２ × ３１ ４７ ３７ ４１ × ３０ １８

１０ ５９ × ４９ ３１ ２４ ２３ × ２２ ３２ ３８ ３８ × ３２ １６

１１ ４４ × ４１ １７ ２５ ３９ × ３３ ３８ ３９ ２９ × ２３ ３４

１２ ５２ × ４４ ３２ ２６ ４３ × ３７ １０ ４０ （３２） × ３７ ３０

１３ ６５ × ６０ ３９ ２７ ３５ × ２０ １５

１４ ５２ × ４７ ４３ ２８ ３１ × ２８ １６

表３７ その他のピット群一覧表

番号 位置
柱穴（�）

出土遺物 備考
柱穴 平面形 長径（軸） 短径（軸） 深さ

４ Ｋ３ａ７～Ｋ３ｅ９ ８ 円形・楕円形 ３２～６９ ２８～４８ １８～６８ －

５ Ｉ２ａ６～Ｉ２ｇ８ ２２ 円形・楕円形 （２４）～６０ １７～５４ １１～４６ －

１０ Ｊ３ｃ３～Ｊ３ｃ５ １３ 円形・楕円形 １５～３８ １３～（３３） ８～４３ －

１１ Ｄ３ｄ４～Ｄ３ｈ４ ８４ 円形・楕円形 １８～６６ １８～５６ １２～８４ －

１２ Ｄ３ｂ９ ７ 円形・楕円形 ２０～４４ １５～３２ ２５～５６ －

１３ Ｅ３ｂ３～Ｅ３ｂ５ １９ 円形・楕円形 ２５～７３ ２２～５８ ２１～５０ －

１４ Ｅ３ｆ１～Ｅ３ｈ３ ６２ 円形・楕円形 ２２～１０４ １８～５１ ６～４４ －

１５ Ｅ２ｉ９～Ｆ２ｃ９ ４０ 円形・楕円形 ２３～７５ ２０～６０ １０～４７ －

―２５６―



第２６０図 遺構外出土遺物実測図�

小 幡 城 跡

―２５７―



第２６１図 遺構外出土遺物実測図�

―２５８―



第２６２図 遺構外出土遺物実測図�

小 幡 城 跡

―２５９―



第２６３図 遺構外出土遺物実測図�

―２６０―



第２６４図 遺構外出土遺物実測図�

小 幡 城 跡

―２６１―



遺構外出土遺物観察表（第２５９～２６４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 ほ か 出土位置 備考

１９０ 土師質土器 小皿 ６�４ １�３ ４�２ 長石・石英・雲母 浅黄 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ Ｍ３区 ９５％

１９１ 土師質土器 小皿 ６�７ １�７ ５�０ 長石・石英・雲母 赤褐 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ Ｍ３区 ９０％

１９２ 土師質土器 小皿 ６�２ １�８ ３�８ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ Ｍ３区 ９５％

１９３ 土師質土器 小皿 ６�９ ２�２ ４�６ 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 底部回転糸切り 口縁部油煙付着 Ｌ３区 ９５％ PL２０

１９４ 土師質土器 小皿 ６�７ ２�０ ４�４ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ Ｊ３ｄ７区 ９５％

１９５ 土師質土器 小皿 ［５�９］ １�９ ３�８ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ Ｊ３ｄ７区 ５０％

１９６ 土師質土器 小皿 ５�６ １�６ ３�８ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ ２区表土 ６５％

１９７ 土師質土器 小皿 ７�４ ２�１ ４�０ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 油煙付着 表土 ９０％

１９８ 土師質土器 小皿 ９�４ ２�８ ４�６ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ Ｍ３区 １００％

１９９ 土師質土器 小皿 ９�８ ２�９ ４�０ 長石・赤色粒子 明赤褐 普通 底部回転糸切り Ｅ３ｉ４区 ７０％

２００ 土師質土器 小皿 ９�６ ２�８ ４�２ 長石・雲母 橙 普通 底部回転糸切り 体部内・外面ロクロナデ 表土 ７０％ PL２１

２０１ 土師器 高台付椀［８�５］ ５�１ ６�０ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転ヘラ削り後高台貼り付け 内外面黒色処理 第２号堀跡覆土中 ６０％

２０２ 土師質土器 内耳鍋［３１�６］（８�７） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 １内耳残存 耳貼り付け 外面煤付着 Ｍ３区 ５％

２０３ 土師質土器 内耳鍋 － （５�８） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口縁部のみ 外面煤付着 Ｃ３ａ１区 ５％

２０４ 土師質土器 内耳鍋 － （５�５） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい褐 普通 口縁部のみ 外面煤付着 Ｃ３ｇ４区 ５％

２０５ 陶器 灯明皿［６�８］ １�４ ［３�２］長石・石英 褐灰 良好 外面ロクロナデ Ｍ３区 ２５％

２０６ 陶器 大皿［２９�０］（６�７） － 精良 灰釉 にぶい黄橙・
オリーブ黄 良好 内・外面施釉 掛釉 Ｌ３区 ５％ 瀬戸・

美濃系

２０７ 陶器 皿 － （１�５） － 精良 長石釉 灰白・灰白 良好 口縁部のみ 内・外面施釉 志野皿 表土 ５％

２０８ 陶器 不明 － － － 精良 灰釉 灰オリーブ・
にぶい黄橙 良好 鉄絵 内面墨痕 外面施釉 Ｍ３区表土 ５％

２０９ 陶器 折縁深皿［２８�４］ ５�３ － 精良 灰釉 灰白・灰白 良好 内・外面施釉 Ｃ２ｅ５区 ５％ 瀬戸・
美濃系

２１０ 陶器 碗 ［１３�０］（４�５） － 精良 灰釉 灰白・
灰オリーブ 良好 内・外面施釉 表土 ５％ 瀬戸・

美濃系

２１１ 陶器 皿 － （１�５） ７�６ 精良 灰釉 灰白・灰白 良好 体部から底部の破片 内・外面施釉 志野皿 Ｄ２ｈ９区 ２０％

２１２ 陶器 皿ヵ － （３�１） － 精良 灰釉 明褐・灰白 良好 内・外面施釉 Ｈ３区 ５％

２１３ 磁器 皿 － （２�０）［８�３］精良 透明釉 灰白・灰白 良好 内・外面施釉 表土 １５％

２１４ 陶器 不明 － － － 精良 灰釉 にぶい黄橙・
オリーブ黄 良好 飾部ヵ 外面施釉 Ｍ３区 ５％

２３０ 陶器 碗 ［１２�０］（４�２） － 精良 明黄褐 良好 内・外面施釉 表土 ５％

２３１ 土師質土器 皿 ［１１�３］ ３�８ ５�５ 長石・石英・雲母 橙 普通 底部回転糸切り Ｅ３ａ１区 ６０％ 墨書
「土」PL２２

２３２ 陶器 皿 － （１�６）［６�８］精良 長石釉 灰白・灰白 良好 内・外面施釉 表土 １０％ 瀬戸・
美濃系

２３３ 須恵器 盤 － （１�９） － 長石・石英 黄灰 普通 底部回転ヘラ削り後高台貼り付け Ｃ３ｊ８区 ５％ ヘラ記号

TP３ 縄文土器 深鉢 － （８�１） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部片 口縁部内愕 沈線を有する隆帯 Ｌ３区 １０％ 中期

TP４ 縄文土器 深鉢 － （４�７） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部片 口縁部外面に隆帯 ＬＲの単節縄文 Ｌ３区 ５％ 中期

TP５ 縄文土器 深鉢 － （５�５） － 長石・石英・雲母 橙 普通 沈線文 刺突文 Ｌ３区 ５％ 中期

TP６ 縄文土器 深鉢 － （３�８） － 長石・石英 にぶい橙 普通 刺突文区画 Ｌ３区 ５％ 早期

TP７ 縄文土器 深鉢 － （３�６） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 胴部から底部にかけての破片 ＲＬの単節縄文 Ｌ３区 ５％ 前期

TP８ 土師質土器 火鉢 － （１０�２） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 外面スタンプ文 Ｍ３区 ５％

TP９ 陶器 甕ヵ － （４�５） － 長石・石英 褐灰 普通 体部破片 Ｍ３区 常滑産ヵ

TP１０弥生土器 広口壺 － （４�６） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 附加条１種 表土 前期

TP１１縄文土器 深鉢 － （３�４） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 半截竹管による鋸歯状文 表土 前期 PL２３

TP１２縄文土器 深鉢 － （５�０） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 半截竹管による三角刺突文 Ｅ３ｅ２区 前期

TP１３縄文土器 深鉢 － （５�０） － 長石・石英・雲母 橙 普通 半截竹管による２条の刺突文 直前段多条ＬＲ 表土 前期 PL２３

TP１４縄文土器 深鉢 － （３�９） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 ＲＬ ０段３条 横位の結節回転縄文 表土 前期末～中期
初頭 PL２３

TP１５縄文土器 深鉢 － （４�２） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 ＲＬの単節縄文 表土 前期末～中期
初頭
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番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

DP２ 球状土錘 ３�３ 孔径
０�８ ３�２ （３０�３） 長石・石英 面取り後ナデ 一部傷有り SD６覆土中

DP４ 土鈴 ４�９ ３�０ （１�６）（１�１８） 長石・雲母 外面ナデ 鈴口１／２欠損 Ｍ３区

番号 器種 長さ 幅・
孔径 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ３４ 石鏃 （２�１）（０�９） ０�３ （０�３８） チャート 両面押圧剥離 SD８覆土中

Ｑ５０ 石鏃 １�４ １�３ ０�３ ０�３６ チャート 両面押圧剥離 SF１覆土中

Ｑ５１ 磨製石斧 １１�９ ６�４ ２�９ （２７４） 安山岩 刃部一部欠損 SF１覆土中 PL２４

Ｑ５３ 石棒ヵ （１２�２） ２�７ １�７ （８６） 粘板岩 先端部欠損 SF１覆土中 PL２４

Ｑ５６ 石匙 ２�６ １�５ ０�４ １�６ 黒曜石 両面押圧剥離 Ｍ３区表土

Ｑ５７ 石鏃 ２�３ １�３ ０�４ ０�９ チャート 両面押圧剥離 有茎石鏃 Ｍ３区表土

Ｑ５８ 石鏃 （１�７）（１�２） ０�４ （０�９） 頁岩 両面押圧剥離 Ｍ３区表土

Ｑ６０ 磨製石斧（９�３） ６�２ １�９ （１４２） 安山岩 刃部裏側欠損 Ｄ２区表土 PL２４

Ｑ６１ 磨製石斧（５�８） ５�２ ２�６ （９９） 安山岩 定角式 基部欠損 Ｄ２区表土

Ｑ６２ 茶臼
（上臼）［２０�２］［２�８］ ９�８ （２４８０） 安山岩 ９～１０条１単位の擂り目 軸受け横打孔（菱形）残存 表土

Ｑ６３ 石臼
（上臼）［３２�２］［３�２］ ９�８ （２９３０） 安山岩 軸受け横打孔残存 Ｄ２区表土

Ｑ６４ 石臼
（上臼）（１１�６）（１１�２） ５�５ （６００） 安山岩 ３条１単位の擂り目ヵ 軸受け横打孔一部残存 SD２４表土

番号 器種 長さ
（径） 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１９０不明銅製品（６�３） ２�１ ０�８ （２０�３） 銅・鉄 銅板部の穿孔 鉄付着 ⅠＡ区表土

Ｍ１９１ 刀子ヵ （５�０） １�９ ０�２ （４�７４） 鉄 刃部の破片 PG１域表土

Ｍ１９２ 刀子ヵ （４�６） １�１ ０�２ （５�３５） 鉄 刃部の破片 ⅠＡ区表土

Ｍ２０６煙管吸口（５�０） ０�９ ０�６ （１�６８） 銅 吸口部断面円形 表土

Ｍ２０７ 鉄砲玉 １�３ － １�２ （１２�０） 鉛 鋳型の合わせ口の痕有り擦痕より既使用 SK２３２

Ｍ２２５板状鉄製品（８�０） ２�９ ０�４ （３４�８） 鉄 片側欠損 Ｙ３ｃ６区表土

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１８６永樂通寳 ２�５０ ０�６０ ０�１３ ３�８２ １４０８ 銅 真書 Ｍ３区

Ｍ１８７淳化－－（２�４１）（０�５３）０�１２（１�６４） ９９０ 銅 草書 欠け Ｍ３区

Ｍ２０８永樂通寳 ２�３２ ０�６０ ０�１１（１�２２） １４０８ 銅 真書 欠け Ｍ３区

Ｍ２０９永樂通寳 ２�４１ ０�６３ ０�１２ ２�４６ １４０８ 銅 真書 Ｍ３区

Ｍ２１０開元通寳 ２�３９ ０�７９ ０�１０ ２�０２ ８９５ 銅 真書 Ｌ３区

Ｍ２１１永樂通寳 ２�５１ ０�６５ ０�１５（２�７４） １４０８ 銅 真書 欠け Ｌ３区

Ｍ２１２□□□□ ２�３７ ０�６９ ０�１１ ２�８６ － 銅 判読不明 Ｂ２ｉ８区表土

Ｍ２１３皇宋通寳 ２�４８ ０�６２ ０�１３ ０�１３ １０３８ 銅 篆書 Ｂ２ｉ８区表土

Ｍ２１４□□□□ ２�３８ ０�６８ ０�１４ ３�５４ － 銅 判読不明 Ｂ２ｉ８区表土

Ｍ２１５開元通寳 ２�４４ ０�５１ ０�１０ ２�７０ ８９５ 銅 真書 Ｂ２ｉ８区表土

Ｍ２１６□□□□ ２�４９ ０�４６ ０�１５ ５�０５ － 銅 判読不明 Ｂ２ｉ８区表土

Ｍ２１７洪武通寳 ２�２６ ０�５７ ０�０６（１�１４） １３６８ 銅 真書 欠け Ｂ３区表土

Ｍ２１８永樂通寳 ２�４８ ０�５０ ０�１１ ２�８２ １４０８ 銅 真書 Ｇ３区表土

Ｍ２１９永樂通寳 ２�４８ ０�５９ ０�１１ ３�０２ １４０８ 銅 真書 Ｇ３区表土

Ｍ２２０永樂通寳 ２�５６ ０�４８ ０�１４ ４�６０ １４０８ 銅 真書 Ｇ３区表土

Ｍ２２１景徳元寳 ２�４１ ０�５６ ０�１３ ３�４８ １００４ 銅 真書 Ｈ３ｉ３区

Ｍ２２２景祐元寳 ２�５０ ０�７０ ０�０９ ２�０８ １０３４ 銅 真書 Ｃ３ｇ４区表土

小 幡 城 跡
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番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ２２３聖宋元寳 ２�４１ ０�６９ ０�１３ ２�７０ １１０１ 銅 篆書 Ｃ３ｇ４区表土

Ｍ２２６永樂通寳 ２�４５ ０�５６ ０�１１ ２�７０ １４０８ 銅 真書 Ｅ３ｅ２区 PL２７

Ｍ２２７永樂通寳 ２�４６ ０�５７ ０�１６ ２�５２ １４０８ 銅 真書 Ｅ３ｅ２区 PL２７

Ｍ２２８永樂通寳 ２�４６ ０�５９ ０�１４ ２�６８ １４０８ 銅 真書 Ｅ３ｅ２区 PL２７

Ｍ２２９永樂通寳 ２�３９ ０�５６ ０�１３ ２�７２ １４０８ 銅 真書 Ｅ３ｅ２区

Ｍ２３０ 銅貨 ２�３０ － ０�１３ ３�１８ 大正５年 銅 桐一銭青銅貨 表土

番号 器種 口径 器高 重量 特 徴 出土位置 備考

Ｗ２ 皿・椀類 － （２�３）（９�１） 漆器ヵ 内・外面漆付着 Ｌ３区トレンチ
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前新堀遺跡は，茨城町の中央を東流する寛政川左岸の標高２８～２９ｍの台地中央部に立地している。遺跡は小

幡城跡の北西部に位置しており，南は寛政川に浸食された谷津の先端から，北は涸沼川から延びる谷津の先端

まで長さ約１�０００ｍにわたり構築されている。また，南東部には前新堀Ｂ遺跡の堀・土塁が併走している。調

査箇所は，小幡城跡の北１�１�で，調査面積は３�４４９�である。調査前の現況は畑地・山林であり，調査によっ

て，中世の堀跡・土塁であることが明らかになった。

遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０�）に１箱出土している。主な遺物は，土師質土器（小皿），磁器

（碗）などである。

調査区中央部のＣ４ｅ４区にテストピットを設定し，深さ約２�５ｍまで掘り下げて，基本土層の観察を行った

（第２６５図）。土層は９層に分層できる。

第１層は，黒褐色を呈する表土層で，層厚は４４�ほどである。

第２層は，褐色を呈するソフトローム層で，層厚は３２�ほどである。

第３層は，褐色を呈するハードローム層で，層厚は３２�ほどである。

第４層は，にぶい褐色を呈する鹿沼パミス層への漸移層で，ローム粒子及び鹿沼パミス粒子を中量含み，締

まりが強い。層厚は６�ほどである。

第５層は，橙色を呈する鹿沼パミス層で，締まりが強い。層厚は２８�ほどである。

第６層は，褐色を呈する軟質のローム層

で，層厚は１２�ほどである。

第７層は，明褐色を呈する硬質のローム

層で，軽石や渇炭を微量含み，締まりが強

い。層厚は２２�である。

第８層は，にぶい黄褐色を呈する白色粘

土層への漸移層で，軽石や渇炭を微量に含

んでいる。層厚は３２�ほどである。

第９層は，灰黄褐色を呈する白色粘土層

で，粘土粒子を多量，泥炭，渇炭を微量に

含んでいる。下層は未掘のため本来の層厚

は不明である。

遺構は第２層上面から，確認されている。

堀跡は，第９層まで掘り込んでいる。

第４章 前 新 堀 遺 跡

第１節 調 査 の 概 要

第２節 基 本 層 序

第２６５図 基本土層図

前新堀遺跡
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第２６６図 前新堀遺跡調査区設定図（茨城町都市計画図１：２，５００）
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１ 中世の遺構

当時代の堀跡１条，土塁１条が確認されている。以下，遺構と遺物について記述する。

� 堀跡

本跡は，小幡城跡北西部の台地を浸食する南北の谷津を結ぶように構築されている。堀は埋没している

が，南部では土塁の外側に平行している様子が地表面から確認することができる。堀の全長は約１�０００ｍ

と推測され，この間に古道を挟んで堀が分断される部分も含まれている。今回の調査は，古道を挟んで位

置する北部と，その堀に続く南西方向に延びる南部，さらに中央部の調査を行った。両区の堀跡は走行方

向が異なっているが，形状が類似していることや喰違いの構造であると考えられることから，同一遺構と

とらえた。

第１号堀跡（第２６７～２７０図）

位置 調査区のＢ４ｂ４～Ｆ２ｈ９区，標高２９ｍの台地上に位置している。

規模と構造 両端が調査区域外に延びているが，確認された長さは１６４�４ｍである。Ｂ４ｂ４～Ｆ２ｈ９区では

南北方向（Ｎ－８°－Ｅ）へ直線的に延び，Ｅ３ｈ８区で南西方向（Ｓ－５５°－Ｗ）に走行方向を変えて構築さ

れている。南西方向に延びる堀（南部）は北東部先端で立ち上がっており，この間は堀が分断されている。規

模は，上幅４�２～８�４ｍ，下幅０�６～２�２ｍ，深さ２�５ｍである。断面は逆台形状で，壁は外傾して立ち上がって

いる。

覆土 ３２層に分層できる。第１～４層は人為的に埋め戻されている。以下は，レンズ状に堆積した自然堆積で

ある。また，南部の第２３～２７層は，ローム土や鹿沼パミスをブロック状に含んでいることから，東側土塁の一

部が流れ込んだものと考えられる。

遺物出土状況 土師質土器片１点（小皿）が出土している。また，磁器片１点も出土

している。１は中央部の覆土中から出土している。磁器片は，覆土上層から出土して

おり，廃絶後の埋没過程で流れ込んだものと考えられる。

所見 確認面から深さ２�５ｍまで箱堀状に掘り込んでおり，いずれも形状が類似して

いることから，同時期に機能していたと思われる。また，北部で確認された堀は，古

道に平行しており，道を意識した防御施設と想定される。堀間は古道が横断する箇所

第３節 遺 構 と 遺 物

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子微量
５ 褐 灰 色 ロームブロック微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子少量
７ 灰 褐 色 ロームブロック少量
８ 暗 褐 色 ローム粒子中量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック・砂粒微量
１２ 褐 色 ローム粒子・鹿沼パミス少量
１３ にぶい黄褐色 鹿沼パミス中量，ローム粒子微量
１４ 暗 褐 色 鹿沼パミス少量，ローム粒子微量
１５ 暗 褐 色 ローム粒子・鹿沼パミス微量
１６ 暗 褐 色 ローム粒子・鹿沼パミス・砂粒微量
１７ 黒 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量

１８ 黒 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス微量
１９ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス少量
２０ 暗 褐 色 ロームブロック少量，鹿沼パミス・砂粒微量
２１ 褐 色 鹿沼パミス少量，ローム粒子・砂粒微量
２２ 暗 赤 褐 色 ローム粒子中量，鹿沼パミス・粘土粒子微量
２３ 暗 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック少量，鹿沼パミ

ス微量
２４ 灰 黄 色 粘土ブロック多量
２５ 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
２６ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
２７ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
２８ 黒 褐 色 炭化物中量，ローム粒子微量
２９ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス微量
３０ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス・砂粒微量
３１ 褐 色 砂粒多量，炭化物微量，鉄分沈着
３２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，黒色土ブロ

ック・鹿沼パミス微量

第２６７図 第１号堀跡
出土遺物実測図

前新堀遺跡
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と一致しており，空間は喰違い虎口であったと考えられる。時期は，小幡城との関連から１６世紀前半から１６世

紀末の小幡城廃城時まで機能していたと考えられる。

� 土塁

第１号堀跡に沿って平行に構築されている。調査区域外の南方では，堀の北東側に良好な状態で残存し

ている。調査区域内では，後世の土地利用で土塁のほとんどが湮滅しているが，南部では堀跡に沿ってわ

ずかに残存している。

第１号土塁（第２６８～２７０図）

位置 調査区中央部のＦ３ａ７～Ｆ２ｈ９区，標高２９ｍの台地上に位置している。第１号堀に沿って，北東側に

構築されている。

規模と構造 多くは廃城後，耕作などによって削平されているため，北部はほとんどが湮滅している。南部で

確認された長さは５３�８ｍであり，南西方向（Ｓ－５５°－Ｗ）へ直線的に延びている。上幅０�９～１�８ｍ，下幅４�５

～７�８ｍ，高さ１�４～１�８ｍで，断面は台形である。

覆土 ５層に分層できる。ローム土や黒色土を人為的に積み上げている。

所見 北部は湮滅により残存していないが，堀の土層断面から南部同様，堀脇に構築されていたと推測される。

また，調査区域外のため，土塁の分断は確認されなかったが，第１号堀跡同様，喰違いの様相を呈していたと

推定される。時期は，小幡城との関連から，１６世紀前半から１６世紀末の小幡城廃城時まで機能していたと考え

られる。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，鹿沼パミス少量
２ 褐 色 ロームブロック多量，黒色土ブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，黒色土ブロック少量

４ 黒 褐 色 ローム粒子少量
５ 黄 渇 色 ロームブロック少量

第２６８図 第１号堀跡，第１号土塁実測図�

第１号堀跡出土遺物観察表（第２６７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備考

１ 土師質土器 小皿 ［６�３］ １�６ ［３�８］長石・石英・雲母 明赤褐 普通 底部回転糸切り 覆土中 ４０％

―２６８―



第２６９図 第１号堀跡，第１号土塁実測図�

前新堀遺跡

―２６９・２７０―



第２７０図 第１号堀跡，第１号土塁実測図�

前新堀遺跡

―２７１―



第２７１図 前新堀遺跡遺構全体図

―２７２―



前新堀Ｂ遺跡は，茨城町の中央を東流する寛政川左岸の標高２６～２８ｍの台地縁辺部に立地している。遺跡は

小幡城跡北西部に位置しており，南は寛政川から延びる谷津の先端から，北は涸沼川から延びる谷津の先端ま

で長さ約７２０ｍにわたり，構築されている。調査箇所は，小幡城跡から北西０�５�に位置しており，調査面積は

３�９００�である。調査前の現況は山林であり，調査によって，中世の堀跡・土塁であることが明らかになった。

遺構は，中世の堀跡１条，土塁２条が確認された。遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０�）に１箱出土

している。主な遺物は，磁器（皿），金属製品（切出・鉄砲玉），石器（磨製石斧）などである。

１ 中世の遺構と遺物

当時代の堀跡１条，土塁２条が確認されている。以下，遺構・遺物について記述する。

� 堀跡

本跡は，小幡城跡北西部の台地を浸食する南北の谷津の先端を結ぶように掘り込まれている。堀は埋没

しているが，北部では土塁の外に平行している様子が地表面から確認することができる。堀の全長は谷津

間から約７２０ｍと推測される。

第１号堀跡（第２７３・２７４図）

位置 調査区のＡ３ｇ５～Ｃ１ｉ０区，標高２０～２８ｍの台地斜面部に位置している。堀脇に第１・２号土塁が構

築されている。

規模と構造 両端が調査区域外に延びているが，確認された長さは１０２�５ｍである。Ａ３ｇ５区から南西方向（Ｓ

－２９°－Ｗ）へ直線的に延び，先端は谷津に落ち込んでいる。規模は，上幅２�８～４�５ｍ，下幅０�２～０�３ｍ，深

さ１�９ｍで，断面はＶ字状を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。覆土上層に幅２�１～２�８ｍの硬化面が確認

され，埋没後，道路として機能したと考えられる。

覆土 ８層に分層できる。第２層上面が硬化しており，路面と推定される。第１・３～８層はレンズ状に堆積

した自然堆積である。

遺物出土状況 磁器片１点（皿），金属製品２点（切出，鉄砲玉）が出土しているほか，流れ込んだ縄文土器

片２点も出土している。Ｍ１・Ｍ２は硬化面上から出土しており，道路機能時の遺物と考えられる。

所見 確認面から薬研状に深さ１�９ｍまで掘り込んでいる。台地を分断するように掘り込まれ，台地を遮断す

る役割を果たしたと考えられる。時期は，遺構の形状や機能面から１６世紀代と考えられる。また，道路として

の機能時期は，１６世紀後半から近世と考えられる。

第５章 前新堀Ｂ遺跡

第１節 調 査 の 概 要

第２節 遺 構 と 遺 物

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量

５ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子・鹿沼パミス微量
６ 褐 色 ローム粒子多量，鹿沼パミス少量
７ 褐 色 ローム粒子多量，鹿沼パミス中量
８ 暗 褐 色 ローム粒子多量，鹿沼パミス中量

前新堀Ｂ遺跡

―２７３―
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硬化面

第2号土塁

第1号土塁
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第２７３図 第１号堀跡，第１・２号土塁実測図

前新堀Ｂ遺跡

―２７５―



第２７４図 第１号堀跡・出土遺物，第１・２号土塁実測図

―２７６―



� 土塁

第１号堀跡に沿って両側に構築されている。土塁２条は同時期に機能していたと考えられるが，形状に

相違がみられることから，第１・２号として分けて記述する。

第１号土塁（第２７３・２７４図）

位置 調査区のＡ３ｉ４～Ｃ１ｊ０区，標高２０～２８ｍの台地斜面部に位置している。第１号堀に沿って，南東側

に構築されている。

規模と構造 両端が調査区域外に延びているが，確認された長さは９９�６ｍである。南西方向（Ｓ－３１°－Ｗ）

に直線的に延び，上幅０�５～１�５ｍ，下幅２�４～５�４ｍ，高さ０�５～０�８ｍで，断面は底辺の広い台形である。

覆土 ６層に分層できる。ローム粒子を多量に含む土を積み上げている。

所見 旧表土上に直接盛土されており，最大高０�８ｍまで土を積み上げている。基底部の地業は確認されず，

堀を掘削した土をそのまま盛土とした可能性が高い。堀とともに台地を分断するため構築したと推測され，第

２号土塁より高く盛土されている。小幡城との関連から，１６世紀前半から１６世紀末の小幡城廃城時まで機能し

ていたと考えられる。

第２号土塁（第２７３・２７４図）

位置 調査区のＡ３ｆ４～Ｃ１ｇ０区，標高２０～２８ｍの台地斜面部に位置している。第１号堀に沿って，北西側

に構築されている。

規模と構造 両端が調査区域外に延びているが，確認された長さは１００�２ｍである。南西方向（Ｓ－２８°－Ｗ）

に直線的に延び，上幅０�５～１�２ｍ，下幅２�４～４�５ｍ，高さ０�３～０�４ｍで，断面は幅の広い台形である。

所見 旧表土上に直接盛土されており，最大高０�４ｍまで土を積み上げている。基底部の地業は確認されず，

堀を掘削した土をそのまま盛土した可能性が高い。第１号土塁より盛土量が少ない。時期は，第１号土塁と同

じで，１６世紀前半から１６世紀末の小幡城廃城時まで機能していたと考えられる。

土層解説（第１・２号土塁共通）
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子多量，黒色土ブロック微量

４ 褐 色 ローム粒子多量，鹿沼パミスブロック少量
５ 褐 色 ローム粒子多量，鹿沼パミスブロック中量
６ 褐 色 ローム粒子多量，鹿沼パミス粒子中量

第１号堀跡出土遺物観察表（第２７４図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１ 切出 （１４�３） １�８ ０�２ （２５�３） 鉄 刃部の破片 硬化面上

Ｍ２ 鉄砲玉 １�２ １�１ １�２ （７�２） 鉛 鋳型の合わせ口の痕有り 擦痕より既使用 硬化面上

表３８ 中世土塁一覧表

番号 位置 方向 形状
規模

断面形 壁面 覆土 主な出土遺物
備考

重複関係
（古�新）長さ（ｍ）上幅（ｍ）下幅（ｍ）深さ（ｍ）

１ Ａ３ｉ４～Ｃ１ｊ０ Ｓ－３１°－Ｗ 直線 （９９�６）０�５～１�５２�４～５�４０�５～０�８ 台形 外傾 人為 －

２ Ａ３ｆ４～Ｃ１ｇ０ Ｓ－２８°－Ｗ 直線 （１００�２）０�５～１�２２�４～４�５０�３～０�４ 台形 外傾 人為 －

前新堀Ｂ遺跡

―２７７―



� 遺構外出土遺物

遺構に伴わない主な遺物について，実測図（第２７５図）と出土遺物観察表で記載する。

第２７５図 遺構外出土遺物実測図

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ１ 磨製石斧（９�６） ４�８ ２�７ （１６４） 凝灰岩 定角式 基部欠損 覆土上層

遺構外出土遺物観察表（第２７５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 胎土・色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備考

１ 磁器 染付皿［９�０］ ２�２ ５�４ 精良 透明釉 灰白・明緑灰 良好 内・外面施釉 内面玉取り獅子文ヵ 表採 ２５％

―２７８―



第２７６図 前新堀Ｂ遺跡遺構全体図

前新堀Ｂ遺跡

―２７９―



諏訪山塚群は東茨城郡茨城町大字小幡字諏訪山２�３２０番地ほかに所在し，茨城町南部の寛政川と黒川に挟ま

れた標高２８ｍほどの台地中央部に位置している。塚５基が確認されており，調査面積は２�２００�である。

今回の調査で，近世にかけて形成された塚であることが判明した。

遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０�）に１箱出土している。主な遺物は，陶器（擂鉢），金属製品（煙

管），古銭（寛永通寳），石器（砥石）等である。

調査区北東部のＡ１ｊ０区にテストピットを設定し，深さ約１�８ｍまで掘り下げて，基本土層の観察を行った

（第２７７図）。土層は１０層に分層される。

第１層は，黒褐色の腐植土層で，ローム粒子を微量含み，粘性・しまりともに普通である。層厚は８～１６�

である。

第２層は，黒褐色の腐植土で，黒色土粒子を中量含み，旧表土に相当する。層厚は２～１０�である。遺構は，

第２層で確認された。

第３層は，褐色のソフトローム層である。層厚は１２～

３０�である。

第４層は，褐色のハードローム層で，締まりが強い。

層厚は１５～２５�である。

第５層は，褐色のハードローム層で，粘性・締まりと

もに強い。層厚は，２０～３２�である。

第６層は，褐色のハードローム層で，粘性・締まりと

もに強く，第２黒色帯に相当する。層厚は２０～２６�であ

る。

第７層は，褐色のハードローム層で，締まりは強いが，

粘性は普通である。層厚は２０～２４�である。

第８層は，黄褐色のハードローム層で，鹿沼パミスを

少量含み，締まりが強い。層厚は１０～２０�である。

第９層は，褐色の鹿沼軽石純層で，ロームブロックを

少量含み，締まりは強い。層厚は１３～２２�である。

第１０層は，にぶい黄褐色の粘土層で，粘性・締まりと

もに強い。層厚は下層が未掘のために不明である。

第６章 諏 訪 山 塚 群

第１節 調 査 の 概 要

第２節 基 本 層 序

第２７７図 基本土層図

諏訪山塚群

―２８１―
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１ 近世の遺構と遺物

当時代の塚５基が確認されている。以下，遺構と遺物について記述する。

� 塚

第１号塚（第２７９・２８０図）

位置 調査区南部のＣ２ｆ３区，標高２８�３ｍの台地中央部に位置している。

規模と形状 長径７�４８ｍ，短径６�５８ｍの楕円形で，高さは０�８４ｍである。長径方向はＮ－６０°－Ｅである。

第３節 遺 構 と 遺 物

第２７９図 第１号塚実測図

諏訪山塚群

―２８３―



構築状況 ６４層に分層できる。周囲を旧表土より上幅０�９６～１�９８ｍ，下幅０�３８～１�０７ｍ，深さ約２０�ほど削り

出し，その後中央部からロームブロックや黒色土を含む褐色土を積み上げて構築されている。

遺物出土状況 陶器片１点（擂鉢），金属製品３点（煙管２，不明１）が出土している。Ｍ１は盛土のために

削り出した周囲の溝の覆土上層，Ｍ２は覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土遺物から近世の塚と考えられる。

第２号塚（第２８１図）

位置 調査区南部のＣ２ｂ２区で，標高２８�３ｍの台地中央部に位置している。

規模と形状 長径７�８０ｍ，短径６�３２ｍの楕円形で，高さは１�０６ｍである。主軸はＮ－６３°－Ｅである。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，黒色粒子微量
４ 極 暗 褐 色 黒色土ブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック少量，黒色粒子

微量
６ 黒 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・赤色粒子微量
８ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，黒色土ブロック微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子少量，黒色粒子少量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１３ 褐 色 黒色土ブロック中量，ロームブロック少量
１４ 極 暗 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック少量
１５ 黒 褐 色 ロームブロック微量
１６ 極 暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量
１７ 黒 色 黒色粒子中量，ロームブロック少量
１８ 暗 褐 色 ローム粒子少量，黒色粒子微量
１９ 極 暗 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック微量
２０ 褐 色 ローム粒子中量
２１ 暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量
２２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，黒色土ブロック微量
２３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２４ 極 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量
２５ 黒 褐 色 黒色粒子中量，ローム粒子微量
２６ 極 暗 褐 色 黒色粒子少量・ロームブロック微量
２７ 暗 褐 色 黒色ブロック・ローム粒子・赤色粒子少量
２８ 黒 褐 色 黒色粒子少量，ロームブロック微量
２９ 極 暗 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック微量
３０ 極 暗 褐 色 黒色土ブロック・ローム粒子微量
３１ 黒 褐 色 黒色土ブロック少量，ロームブロック微量
３２ 黒 褐 色 黒色土ブロック少量

３３ 極 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子微量
３４ 極 暗 褐 色 黒色粒子少量，ローム粒子微量
３５ 黒 褐 色 黒色土ブロック・ローム粒子微量
３６ 黒 褐 色 黒色粒子中量，ローム粒子少量
３７ 黒 褐 色 ローム粒子微量，黒色ブロック微量
３８ 極 暗 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック少量
３９ 極 暗 褐 色 黒色粒子少量，ロームブロック微量
４０ 暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量，赤色粒子微量
４１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
４２ 暗 褐 色 黒色土ブロック中量，ローム粒子少量
４３ 極 暗 褐 色 黒色土ブロック少量，ローム粒子微量
４４ 黒 褐 色 黒色土ブロック・ローム粒子中量
４５ 暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量
４６ 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量，赤色粒子微量
４７ 黒 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック・赤色粒子微量
４８ 黒 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量，赤色粒子微量
４９ 黒 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック微量
５０ 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量
５１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，黒色粒子少量
５２ 黒 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック微量
５３ 黒 褐 色 黒色粒子中量，ローム粒子少量，赤色粒子微量
５４ 極 暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量，赤色粒子微量
５５ 黒 褐 色 ローム粒子少量
５６ 極 暗 褐 色 黒色粒子少量，ローム粒子微量
５７ 黒 褐 色 黒色粒子少量，ローム粒子微量
５８ 極 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子微量
５９ 極 暗 褐 色 黒色ブロック・ローム粒子・赤色粒子微量
６０ 褐 色 ローム粒子中量，黒色ブロック少量
６１ 暗 褐 色 黒色ブロック少量，ローム粒子微量
６２ 褐 色 ロームブロック中量
６３ 褐 色 ロームブロック少量，黒色土粒子微量
６４ 黒 褐 色 黒色土ブロック・ローム粒子少量

第２８０図 第１号塚出土遺物実測図

第１号塚出土遺物観察表（第２８０図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１ 煙管 （４�２） １�７ １�０ （５�８） 銅 雁首 火皿部円形 接合断面部円形 羅宇竹管残存 覆土上層

Ｍ２ 煙管 ６�９ １�０ １�１ ８�０ 真鍮 吸口部断面六角形 覆土下層

―２８４―



第２８１図 第２号塚・出土遺物実測図

諏訪山塚群

―２８５―



構築状況 ６１層に分層できる。周囲を旧表土より上幅１�６０～２�０６ｍ，下幅０�９８～１�４０ｍ，深さ約２０�削り出し，

その後ロームブロックや黒色土を含んだ褐色土を積み上げて構築されている。

遺物出土状況 古銭１点（寛永通寳）が出土している。また，縄文土器片１点も構築土中から出土している。

Ｍ３は盛土のために掘り込んだ溝の覆土上層から出土している。

所見 時期は，出土した古銭から近世の塚と考えられる。

第３号塚（第２８２図）

位置 調査区南部のＢ２ｈ１区，標高２８�３ｍほどの台地中央部に位置している。

規模と形状 長径８�４６ｍ，短径８�１０ｍの円形で，高さは０�９２ｍである。

構築状況 ６０層に分層できる。周囲を旧表土より上幅１�５８～１�９８ｍ，下幅１�２４～１�８０ｍ，深さ約２０�削り出し，

その後ロームブロックや黒色土を含んだ褐色土を積み上げて構築されている。

土層解説
１ 暗 褐 色 黒色土ブロックローム粒子少量
２ 極 暗 褐 色 黒色粒子中量，白色粒子少量，ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック・白色粒子微量
４ 黒 褐 色 黒色粒子多量，ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・黒色粒子中量
６ 黒 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック少量，赤色粒子微量
９ 極 暗 褐 色 黒色粒子・白色粒子少量，ロームブロック微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，黒色土ブロック少量
１２ 黒 褐 色 黒色粒子中量，ローム粒子微量
１３ 黒 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック少量，赤色粒子微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，黒色粒子・赤色粒子微量
１５ 極 暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量，白色粒子微量
１６ 黒 褐 色 黒色土ブロック・ローム粒子少量
１７ 暗 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック少量
１８ 暗 褐 色 ローム粒子少量，黒色粒子微量
１９ 極 暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子中量
２０ 極 暗 褐 色 黒色粒子少量，ローム粒子微量
２１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，黒色粒子少量
２２ 暗 褐 色 黒色粒子少量，ローム粒子微量
２３ 黒 褐 色 黒色粒子多量，ローム粒子微量
２４ 黒 褐 色 黒色粒子多量，ローム粒子・赤色粒子微量
２５ 黒 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量
２６ 黒 褐 色 黒色粒子多量，ローム粒子少量
２７ 暗 褐 色 ローム粒子中量，黒色土ブロック少量
２８ 極 暗 褐 色 黒色土ブロック少量，ローム粒子微量
２９ 極 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量
３０ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３１ 暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量

３２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，黒色粒子微量
３４ 黒 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック少量
３５ 暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子・白色粒子少量
３６ 黒 褐 色 黒色土ブロック少量，ロームブロック微量
３７ 黒 褐 色 黒色粒子多量，ロームブロック中量
３８ 極 暗 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック少量
３９ 暗 褐 色 ローム粒子少量，黒色粒子微量
４０ 黒 褐 色 黒色土ブロック少量，ローム粒子微量
４１ 黒 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック少量
４２ 極 暗 褐 色 黒色粒子少量，ローム粒子・白色粒子微量
４３ 黒 色 黒色粒子多量，ロームブロック少量，赤色粒子微量
４４ 黒 褐 色 黒色粒子少量，ローム粒子微量
４５ 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子・白色粒子少量
４６ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
４７ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
４８ 黒 色 黒色粒子多量，ロームブロック少量，赤色粒子微量
４９ 黒 褐 色 黒色粒子多量，ロームブロック少量，赤色粒子微量
５０ 黒 褐 色 黒色粒子多量，ロームブロック微量
５１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，黒色粒子少量
５２ 極 暗 褐 色 黒色土ブロック少量，ロームブロック微量
５３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック・白色粒子少

量，赤色粒子微量
５４ 黒 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック・白色粒子少量
５５ 黒 褐 色 黒色土ブロック多量，ローム粒子微量
５６ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，黒色土ブロック微量
５７ 黒 色 黒色粒子中量，ロームブロック少量
５８ 褐 色 ロームブロック少量
５９ 黒 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック・白色粒子少量
６０ 黒 褐 色 黒色土ブロック中量，ローム粒子微量
６１ 黒 色 黒色粒子中量，ロームブロック微量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック少量，砂粒微量
３ 暗 褐 色 黒色土ブロック・ローム粒子少量
４ 黒 褐 色 黒色土ブロック中量，ロームブロック少量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，黒色土ブロック少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，白色粒子微量
７ 極 暗 褐 色 黒色土ブロック少量，ローム粒子微量
８ 黒 褐 色 黒色土ブロック中量，ローム粒子微量

９ 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量，炭化粒子微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック中量，黒色粒子少量
１１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量
１２ 黒 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック少量
１３ 極 暗 褐 色 黒色粒子少量，ロームブロック微量
１４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，黒色土ブロック・白色粒子

微量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，黒色土ブロック微量

第２号塚出土遺物観察表（第２８１図）

番号 銭 名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ３ 寛永通寳 ２�３０ ０�６９ ０�１０ ２�０４ １６３６ 銅 古寛永 覆土上層

―２８６―



第２８２図 第３号塚実測図

諏訪山塚群

―２８７―



遺物出土状況 土師質土器片１点（内耳鍋）が構築土中から出土している。

所見 時期は，形状などから近世の塚と考えられる。

第４号塚（第２８３・２８４図）

位置 調査区南部のＢ２ｅ１区，標高２８�３ｍの台地中央部に位置している。

規模と形状 長径７�４３ｍ，短径６�２４ｍの楕円形で，高さは０�９１ｍである。長径方向はＮ－４１°－Ｗである。

構築状況 ５０層に分層できる。周囲を旧表土より上幅１�５０～４�２４ｍ，下幅１�０２～３�０４ｍ，深さ約２０�ほど削り

出し，その後ロームブロックや黒色土を含んだ褐色土を積み上げて構築されている。

遺物出土状況 金属製品２点（煙管，不明），石器１点（砥石）が出土している。また，土師質土器片１点（擂

鉢）も構築土中から出土している。Ｑ１，Ｍ４は構築土の下層から出土している。

所見 時期は，出土遺物から近世の塚と考えられる。

１６ 褐 色 ロームブロック中量，黒色土ブロック微量
１７ 黒 褐 色 ロームブロック・黒色粒子・赤色粒子少量
１８ 暗 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック少量
１９ 黒 褐 色 ロームブロック・黒色粒子中量
２０ 暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量
２１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，黒色粒子・赤色粒子少量
２２ 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量
２３ 黒 褐 色 黒色粒子中量，ローム粒子微量
２４ 黒 褐 色 黒色土ブロック・ローム粒子微量
２５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，黒色土ブロック微量
２６ 黒 褐 色 黒色粒子中量，ローム粒子微量
２７ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２８ 黒 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック少量
２９ 黒 褐 色 黒色粒子中量，ローム粒子少量
３０ 黒 褐 色 黒色土ブロック中量，ロームブロック微量
３１ 黒 色 ローム粒子多量，黒色土ブロック中量
３２ 極 暗 褐 色 黒色粒子中量，ローム粒子少量
３３ 黒 褐 色 ローム粒子少量
３４ 極 暗 褐 色 黒色粒子中量，ローム粒子・砂粒微量
３５ 褐 色 ローム粒子中量，黒色粒子少量
３６ 暗 褐 色 黒色粒子少量，ロームブロック微量
３７ 極 暗 褐 色 ロームブロック・黒色ブロック少量
３８ 極 暗 褐 色 黒色粒子中量，ローム粒子少量，赤色粒子微量
３９ 極 暗 褐 色 黒色粒子少量，ローム粒子微量

４０ 黒 褐 色 黒色土ブロック少量，ローム粒子微量
４１ 暗 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック少量，赤色粒子

微量
４２ 暗 褐 色 黒色土ブロック中量，ローム粒子少量
４３ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量，赤色粒子微量
４４ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・赤色粒子微量
４５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，黒色土ブロック微量
４６ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・赤色粒子微量
４７ 暗 褐 色 黒色粒子少量，ロームブロック・赤色粒子・白色

粒子微量
４８ 極 暗 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック微量
４９ 黒 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック少量，赤色粒子微量
５０ 極 暗 褐 色 ローム粒子・黒色ブロック微量
５１ 黒 褐 色 黒色土ブロック少量
５２ 暗 褐 色 黒色粒子少量，ローム粒子・赤色粒子微量
５３ 暗 褐 色 黒色粒子少量，ローム粒子微量
５４ 黒 褐 色 黒色土ブロック少量，ロームブロック微量
５５ 黒 褐 色 ロームブロック中量，白色粒子微量
５６ 黒 褐 色 ローム粒子微量
５７ 黒 褐 色 黒色粒子少量，ローム粒子微量
５８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，黒色土ブロック少量
５９ 暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量，白色粒子微量
６０ 極 暗 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック少量，赤色粒子微

量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子微量
４ 極 暗 褐 色 ローム粒子・白色粒子微量
５ 極 暗 褐 色 黒色土ブロック・ローム粒子・白色粒子微量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック・ローム粒子微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・白色粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子少量
９ 黒 褐 色 ローム粒子少量
１０ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，白色粒子微量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子微量
１２ 黒 褐 色 黒色粒子少量，ローム粒子微量
１３ 黒 褐 色 黒色粒子少量，ローム粒子・白色粒子微量
１４ 極 暗 褐 色 ロームブロック・白色粒子微量
１５ 黒 褐 色 ローム粒子少量，黒色粒子微量
１６ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，黒色土ブロック微量
１７ 黒 色 ロームブロック微量
１８ 暗 褐 色 ロームブロック微量
１９ 黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量
２０ 黒 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量
２１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，黒色粒子・白色粒子微量
２２ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，黒色粒子微量
２３ 黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子・白色粒子微量
２４ 黒 褐 色 ローム粒子・黒色土ブロック微量
２５ 暗 褐 色 黒色粒子少量，ローム粒子微量

２６ 極 暗 褐 色 黒色土ブロック少量，ローム粒子・白色粒子微量
２７ 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子微量
２８ 暗 褐 色 ロームブロック少量，黒色土ブロック微量
２９ 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子微量
３０ 極 暗 褐 色 黒色粒子少量，ローム粒子微量
３１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，白色粒子微量
３２ 黒 褐 色 黒色粒子中量，ローム粒子少量
３３ 極 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子・赤色粒子微量
３４ 暗 褐 色 ローム粒子・白色粒子微量
３５ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３６ 黒 褐 色 ロームブロック少量，黒色粒子微量
３７ 暗 褐 色 ローム粒子少量，黒色粒子微量
３８ 暗 褐 色 黒色土ブロック少量，ローム粒子微量
３９ 暗 褐 色 黒色土ブロック・ローム粒子少量
４０ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４１ 黒 褐 色 ローム粒子・白色粒子微量
４２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，白色粒子微量
４３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子微量
４４ 暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量
４５ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
４６ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・赤色粒子微量
４７ 暗 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック少量
４８ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４９ 黒 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック少量
５０ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，黒色粒子微量

―２８８―



第２８３図 第４号塚実測図

諏訪山塚群

―２８９―



第５号塚（第２８５図）

位置 調査区南部のＢ１ｂ０区で，標高２８�３ｍの台地中央部に位置している。

規模と形状 北東部が調査区外であるが，長径６�９０ｍ，短径４�４８ｍの楕円形と推定される。高さは０�９８ｍであ

り，主軸はＮ－２６°－Ｗである。

構築状況 ３５層に分層できる。周囲を旧表土より上幅２�０６～２�８６ｍ，下幅１�４０～２�１４ｍ，深さ約２０�ほど削り

出し，その後ロームブロックや黒色土を含んだ褐色土を積み上げて構築されている。

遺物出土状況 金属製品１点（鉄砲玉），土製品１点（泥面子）が出土している。また，流れ込んだ土師質土

器片１点（内耳鍋）も出土している。DP１は構築土の中層，Ｍ５は盛土のために周囲を掘り込んだ溝の覆土

上層から出土している。

所見 時期は，出土遺物から近世と考えられる。

第２８４図 第４号塚出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子少量，細礫微量
４ 極 暗 褐 色 黒色粒子少量，ロームブロック・赤色粒子微量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック少量，砂粒微量
６ 極 暗 褐 色 黒色粒子少量，ローム粒子微量
７ 極 暗 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック少量，赤色粒子・

砂粒微量
８ 黒 褐 色 黒色粒子微量，ローム粒子・砂粒微量
９ 黒 褐 色 ローム粒子・黒色粒子・白色粒子微量
１０ 極 暗 褐 色 ロームブロック・黒色粒子・砂粒微量
１１ 黒 褐 色 黒色粒子中量，ローム粒子少量
１２ 黒 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック・赤色粒子微量
１３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，黒色粒子・砂粒微量
１４ 黒 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック微量
１５ 極 暗 褐 色 黒色粒子中量，ローム粒子微量
１６ 黒 褐 色 ロームブロック中量，黒色土ブロック微量
１７ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

１８ 黒 褐 色 ロームブロック中量，黒色土ブロック少量
１９ 黒 色 黒色粒子中量，ロームブロック少量
２０ 黒 褐 色 黒色土ブロック・ローム粒子微量
２１ 黒 褐 色 黒色土ブロック少量，赤色粒子微量
２２ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，黒色粒子微量
２３ 黒 褐 色 黒色粒子中量，ロームブロック少量，赤色粒子微量
２４ 黒 褐 色 ロームブロック・赤色粒子少量
２５ 黒 褐 色 ロームブロック中量
２６ 黒 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック微量
２７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，黒色粒子少量
２８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，黒色粒子微量
２９ 黒 褐 色 黒色粒子・ローム粒子微量
３０ 黒 褐 色 ロームブロック中量，黒色粒子微量
３１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３２ 黒 褐 色 黒色粒子少量，ローム粒子微量
３３ 暗 褐 色 ローム粒子・黒色粒子・赤色粒子微量
３４ 暗 褐 色 黒色粒子中量，ローム粒子・赤色粒子微量
３５ 黒 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック少量

第４号塚出土遺物観察表（第２８４図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ１ 砥石 （９�０） ２�６ ２�０ （４５０） 凝灰岩 両端部欠損 砥面２面 構築土下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ４ 煙管 （４�６） １�２ １�２ （４�６） 銅 吸口部断面円形 羅宇竹管残存 構築土下層

―２９０―



第２８５図 第５号塚・出土遺物実測図

諏訪山塚群
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第５号塚出土遺物観察表（第２８５図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

DP１ 泥面子 ２�１ （２�０） ０�８ （２�１） 土（雲母・白色粒子・赤色粒子） 大黒ヵ 構築土中層 ９５％

Ｍ５ 鉄砲玉 １�３ １�３ １�３ １１�０ 鉄 鋳型の合わせ口の痕有り擦痕より既使用 覆土上層

表３９ 近世塚一覧表

番号 位置 方向 形状
規模（ｍ） 周溝（ｍ）

覆土 主な出土遺物
備考

重複関係
（古�新）長径 短径 高さ 上幅 下幅 深さ

１ Ｃ２ｆ３ Ｎ－６０°－Ｅ 楕円形 ７�４８ ６�５８ ０�８４ ０�９６～１�９８ ０�３８～１�０７ ０�２ 人為 陶器，金属製品

２ Ｃ２ｂ２ Ｎ－６３°－Ｅ 楕円形 ７�８０ ６�３２ １�０６ １�６０～２�０６ ０�９８～１�４０ ０�２ 人為 古銭

３ Ｂ２ｈ１ － 円形 ８�４６ ８�１０ ０�９２ １�５８～１�９８ １�２４～１�８０ ０�２ 人為 土師質土器

４ Ｂ２ｅ１ Ｎ－４１°－Ｗ 楕円形 ７�４３ ６�２４ ０�９１ １�５０～４�２４ １�０２～３�０４ ０�２ 人為 土師質土器，石器，金属製品

５ Ｂ１ｂ０ Ｎ－２６°－Ｗ 楕円形 ６�９０（４�４８）０�９８ ２�０６～２�８６ １�４０～２�１４ ０�２ 人為 金属製品，土製品

―２９２―



第２８６図 諏訪山塚群遺構全体図

諏訪山塚群

―２９３・２９４―



藤山塚は，茨城町の中央を東流する寛政川左岸の標高約２８ｍの台地縁辺部に立地している。当遺跡は小幡城

跡の北西約０．５�に位置している。調査面積は４００�で，調査前の現況は山林である。調査によって，近世に形

成された塚であることが明らかになった。

遺構は，近世の塚１基，道路跡１条，土坑１基を確認した。遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０�）に

１箱出土している。主な遺物は，縄文土器（深鉢），土師質土器（皿・鍋），石器（打製石斧），石製品（五輪

塔），古銭などである。

調査区の北東部（Ａ２ｂ２区）にテストピットを設定して，基本土層の観察を行った（第２８７図）。

第１層は，黒褐色を呈する表土層で，粘性・締まりとも弱く，層厚は１２�である。

第２層は，暗褐色を呈するソフトローム層への漸移層である。粘性・締まりとも普通で，層厚は１８～２２�で

ある。

第３層は，明褐色を呈するソフトローム層で，

粘性・締まりとも普通で，層厚は５８～７５�である。

第４層は，明褐色を呈するハードローム層で，

粘性は普通で，締まりはやや強く，層厚は２７～５８

�である。

第５層は，黄褐色を呈する鹿沼パミス層で，粘

性は弱く，締まりは普通である。下層は未掘のた

め本来の層厚は不明である。

遺構は第２層上面から，確認されている。

第７章 藤 山 塚

第１節 調 査 の 概 要

第２節 基 本 層 序

第２８７図 基本土層図

藤 山 塚

―２９５―
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１ 近世の遺構と遺物

当時代の塚１基，道路跡１条が確認されている。以下，遺構と遺物について記述する。

� 塚

第１号塚（第２８９・２９０～２９２図）

位置 調査区のＡ１ｂ９区，標高２８ｍの台地縁辺部に位置している。

規模と形状 基底面は，長径１２�４ｍ，短径９�９ｍの楕円形を呈し，現地表面から塚頂部までの高さは０�７５ｍで

ある。長径方向はＮ－８１°－Ｗである。

構築状況 ２層に分層できる。旧地表面を基底部とし，ロームブロック・ローム粒子・黒色土粒子を中量から

微量含んだ黒褐色土や暗褐色土を盛土している。塚頂部は木根による撹乱が認められ，全体的に締まりのない

層である。

第３節 遺 構 と 遺 物

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，黒色粒子微量

第２８９図 第１号塚実測図

藤 山 塚

―２９７―



遺物出土状況 土師質土器片２０点（皿１９，鍋１），石製品３点（五輪塔），古銭４３点が出土している。また，盛

土の際，混入した縄文土器片６０点，石器２点も出土している。Ｑ３～５，古銭４３枚は塚頂部付近の盛土中から

出土している。土師質土器片は細片のため図示できなかった。

所見 五輪塔は供養としての性格をもつものであり，本跡は何らかの供養のために構築された可能性がある。

時期は，出土遺物から近世と考えられる。

第２９０図 第１号塚出土遺物実測図�

―２９８―



第２９１図 第１号塚出土遺物実測図�〔古銭は原寸大〕

藤 山 塚

―２９９―



第２９２図 第１号塚出土遺物実測図�

第１号塚出土遺物観察表（第２９０～２９２図）

番号 器種 長さ 幅・
孔径 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ１ 五輪塔
（空風輪）（１２�５）１３�４ １２�１（３�０００） 花崗岩 空輪の一部欠損 空輪と風輪のくびれ明瞭 盛土中 PL２８

Ｑ２ 五輪塔
（地輪）（１０�３）（１７�９）（１７�９）（４�０００） 花崗岩 ２方角部欠損 盛土中

Ｑ３ 五輪塔
（地輪） １１�８ ２１�８ ２２�０ ９�１００ 花崗岩 断面長方形状 盛土中 PL２８

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１ 元豊通寳 ２�４２ ０�６８ ０�１０ ２�５８ １０７８ 銅 篆書 盛土中

Ｍ２ 嘉祐通寳 ２�３４ ０�６０ ０�１６ ４�１６ １０５６ 銅 真書 盛土中 PL２９

Ｍ３ 至和通寳 ２�３７ ０�６９ ０�１１ ２�３８ １０５４ 銅 真書 盛土中 PL２９

Ｍ４ 開元通寳 ２�４６ ０�６９ ０�１２ ２�６６ ６２１ 銅 背上月 盛土中 PL２９

Ｍ５ 元祐通寳 ２�３７ ０�６４ ０�１３ ２�８２ １０８６ 銅 篆書 盛土中 PL２９

Ｍ６ 天聖元寳 ２�４４ ０�７１ ０�１３ ３�０２ １０２３ 銅 真書 盛土中 PL２９

Ｍ７ 元祐通寳 ２�３２ ０�６６ ０�１１ ２�０４ １０８６ 銅 行書 盛土中

Ｍ８ 元豊通寳 ２�３０ ０�６１ ０�１０ ２�７４ １０７８ 銅 行書 孔内に錆付着 盛土中

Ｍ９ □□□□［２�３０］ － （０�１８）（２�６２） 不明 銅 錆付着により判読不能 盛土中

Ｍ１０ 嘉祐元寳 ２�４０ ０�７０ ０�１２ ２�４８ １０５６ 銅 真書 盛土中 PL２９

Ｍ１１ 紹聖元寳 ２�４２ ０�６９ ０�１２ ２�８６ １０９４ 銅 篆書 盛土中 PL２９

―３００―



� 道路跡

第１号道路跡（第２９３図）

位置 調査区のＡ１ｅ８～Ａ１ｆ８区，標高２７�２ｍの台地縁辺部に位置している。

規模と構造 南部が調査区域外に延びるため，確認できた長さは，８�０ｍである。方向はＮ－１°－Ｅで，ほぼ

真北方向へ直線的に延びている。上幅０�８２～１�３４ｍ，下幅０�４６～０�８２ｍ，深さ２０�で，断面は浅いＵ字状である。

覆土 ７層に分層できる。第３～７層の上面はそれぞれ締まりが強く，硬化した面が認められる。

所見 本跡は南側から塚頂部へ向かう道路跡で，参道として機能していたものと考えられる。時期は，第１号

塚との関連から近世と思われる。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

５ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１２ 寛永通寳 ２�３０ ０�５３ ０�１１ ２�００ １６９７ 銅 新寛永 無背 盛土中 PL２９

Ｍ１３ 寛永通寳 ２�３８ ０�５５ ０�１２ ２�９０ １６３６ 銅 古寛永 無背 盛土中 PL２９

Ｍ１４ 寛永通寳 ２�４１ ０�５５ ０�１２ ２�８８ １６３６ 銅 無背 盛土中 PL２９

Ｍ１５ 寛永通寳 ２�４７ ０�５６ ０�１０ ２�２０ １６３６ 銅 無背 盛土中 PL２９

Ｍ１６ 寛永通寳 ２�４９ ０�１６ ０�１４ ３�１８ １６３６ 銅 無背 盛土中 PL２９

Ｍ１７ 寛永通寳 ２�３８ ０�５８ ０�１５ ３�６６ １６３６ 銅 無背 盛土中 PL２９

Ｍ１８ 寛永通寳 ２�２１ ０�６２ ０�１１ ２�２２ １６９７ 銅 新寛永 盛土中 PL２９

Ｍ１９ 寛永通寳 ２�５０ ０�５５ ０�１３ ３�５２ １６９７ 銅 文銭 盛土中 PL２９

Ｍ２０ 寛永通寳 ２�１９ ０�５９ ０�０９ ２�２２ １６９７ 銅 無背 盛土中 PL２９

Ｍ２１ 寛永通寳 ２�４８ ０�５８ ０�１３ ３�６４ １６９７ 銅 文銭 盛土中 PL２９

Ｍ２２ 寛永通寳 ２�５１ ０�５８ ０�１３ ３�２０ １６９７ 銅 文銭 盛土中 PL２９

Ｍ２３ 寛永通寳 ２�３７ ０�６１ ０�１２ ２�７６ １６９７ 銅 無背 盛土中 PL２９

Ｍ２４ 寛永通寳 ２�２３ ０�６０ ０�０９（１�５２） １６９７ 銅 背足 盛土中 PL２９

Ｍ２５ 寛永通寳 ２�３５ ０�６６ ０�１１ ２�４６ １６９７ 銅 無背 盛土中 PL２９

Ｍ２６ 寛永通寳 ２�５３ ０�５６ ０�１５ ３�３６ １６９７ 銅 文銭 盛土中 PL２９

Ｍ２７ 寛永通寳 ２�５３ ０�６０ ０�１３ ３�１６ １６９７ 銅 文銭 盛土中 PL２９

Ｍ２８ 寛永通寳 ２�５２ ０�５８ ０�１２ ２�９６ １６９７ 銅 文銭 盛土中 PL２９

Ｍ２９ 寛永通寳 ２�２２ ０�５７ ０�１０ ２�００ １６９７ 銅 無背 盛土中 PL２９

Ｍ３０ 寛永通寳 ２�５５ ０�５８ ０�１２ ２�７２ １６９７ 銅 文銭 盛土中 PL２９

Ｍ３１ 寛永通寳 ２�２９ ０�６６ ０�０８ １�７０ １６９７ 銅 無背 盛土中 PL２９

Ｍ３２ 寛永通寳 ２�１４ ０�６８ ０�１０（１�１８） １６３６ 銅 無背 欠け 盛土中 PL２９

Ｍ３３ □□□□ ２�１１ ０�７４ ０�１５（１�８４） 不明 銅 錆による損傷が激しいため判読不能 盛土中

Ｍ３４ 寛永通寳 ２�４７ ０�５９ ０�１４（２�９６） １６３６ 銅 無背 盛土中

Ｍ３５ □□□□ ２�２１ ０�６１ ０�１５（１�４８） 不明 銅 錆による損傷が激しいため判読不能 盛土中

Ｍ３６ 寛永通寳 ２�４４ ０�７０ ０�１６（２�１４） １６３６ 銅 錆による損傷が激しい 盛土中

Ｍ３７ 寛永通寳 ２�３８ ０�６３ ０�１３（２�５０） １６３６ 銅 錆による損傷が激しい 盛土中

Ｍ３８ 寛永通寳 ２�３５ ０�６１ ０�１５（２�２２） １６３６ 銅 錆による損傷が激しい 盛土中

Ｍ３９ 文久永寳 ２�６０ ０�６４ ０�１１ ３�４０ １８６３ 銅 背十一波 盛土中 PL２９

Ｍ４０ 銅貨 ２�３０ － ０�１４ ３�４６ 大正５年 銅 桐一銭青銅貨 盛土中 PL２９

藤 山 塚
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２ その他の遺構と遺物

土坑１基が確認されている。以下，遺構について記述する。

� 土坑

第１号土坑（第２９４図）

位置 調査区北部のＡ２ｄ１区，標高２８ｍの台地縁辺部に位置している。

規模と形状 長径１�５５ｍ，短径１�３６ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－１０°－Ｗである。深さは１２０�

で，壁は直立している。

覆土 ６層に分層できる。ブロック状の堆積状況から埋め戻されている。

第２９３図 第１号道路跡実測図

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミスブロック微量
２ 褐 色 鹿沼パミスブロック少量，ロームブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス粒子微量

４ 暗 褐 色 ローム粒子中量
５ 褐 色 ローム粒子多量，鹿沼パミス粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，鹿沼パミスブロック微量

所見 時期・性格とも不明である。
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� 遺構外出土遺物（第２９５図）

遺構に伴わない主な遺物について，実測図及び遺物観察表で掲載する。

第２９４図 第１号土坑実測図

第２９５図 遺構外出土遺物実測図

遺構外出土遺物観察表（第２９５図）

番号 器種 長さ 幅・
孔径 厚さ 重量 石質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ４ 剥片 ６�０ １�５ ０�８ ６�６ 安山岩 縦長剥片 TM１

Ｑ５ 打製石斧 １０�４ ５�６ ２�３ １２０ ホルンフェルス 分銅型 刃部摩滅 TM１ PL２８

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・施釉 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備考

TP１ 縄文土器 深鉢 － （４�２） － 長石・雲母 にぶい黄褐 普通
半截竹管による波状文

盛土中 PL２８

TP２ 縄文土器 深鉢 － （３�１） － 長石・雲母 黒褐 普通 盛土中

TP３ 縄文土器 深鉢 － （４�５） － 雲母 明黄褐 普通 波状貝殻文 盛土中 PL２８

TP４ 縄文土器 深鉢 － （５�１） － 長石・赤色粒子 橙 普通

半截竹管による平行沈線文と爪形文

盛土中 PL２８

TP５ 縄文土器 深鉢 － （３�３） － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 盛土中 PL２８

TP６ 縄文土器 深鉢 － （４�２） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 盛土中 PL２８

TP７ 縄文土器 深鉢 － （４�４） － 長石・石英 にぶい褐 普通
半截竹管による平行沈線文

盛土中 PL２８

TP８ 縄文土器 深鉢 － （４�３） － 長石・石英・雲母 橙 普通 盛土中 PL２８

藤 山 塚
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第２９６図 藤山塚遺構全体図
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Ⅰ郭
Ⅱ
郭

Ⅲ郭

Ⅳ郭

Ⅴ郭

Ⅵ郭

ⅦⅦ郭Ⅶ郭

調査区

１ はじめに

小幡城跡は大規模な堀と土塁を巡らせた茨城町を代表する城で，遺存状況の良さからみても県内屈指の城

跡でもある。また，前新堀遺跡・前新堀Ｂ遺跡は，小幡城跡の北方約０�５～１�に位置し，それぞれ台地を

遮断するように築かれた堀と土塁である。

調査は小幡城跡の�郭を中心に行われた。本節では，小幡城跡の�郭の構造やその役割，前新堀遺跡・前

新堀Ｂ遺跡と小幡城跡の関係など，文献資料などを交えながら検証していきたい。また，諏訪山塚群と藤山

塚については，時期や性格が異なることから，次節で述べることとする。

２ 立地と構造

� 小幡城跡

茨城町は，台地の随所に谷津が入り込んでいるため，かなり複雑な地形を呈している。そのため，城や

館を築城するにはたいへん有利な地形であり，台地の突端部を利用すれば，空堀や土塁を築くだけで城・

第８章 ま と め

第１節 小幡城跡，前新堀遺跡・前新堀Ｂ遺跡

第２９７図 小幡城跡縄張図・調査区（三島正之氏作図に加筆）
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館を造ることができる。茨城町にはこうして築かれた中世の城・館が多数確認されている１）。その中の小

幡城跡は，涸沼川支流の寛政川とその支谷に挟まれた標高１７～２６ｍの舌状台地の先端部に立地しており，

城の北・東・南は深い谷津に囲まれ，急斜面を利用して防御を固めた様子がわかる。

小幡城跡は６つの郭からなり，「渦巻式」と呼ばれる構造になっている。主郭は図中の�郭と想定され，

これにつなぐ郭として図中の�・�郭，さらに�～�郭を守るため図中の�・�郭が配置され，それぞれ

の郭間には巨大な堀と土塁が築かれている。さらに，�から�郭の北西側には台地を遮断するように堀や

土塁を巡らせて，�郭を配置している。

小幡城跡の特徴は，複雑に屈曲し，迷路のように張り巡らされた空堀にある。土塁からの深さは，最大

で約１０ｍ，上幅は２０ｍにも及び，鎧・兜を着込んだ敵兵がこの城塁をよじ登ることは困難であったと思わ

れる。また，堀間に築かれた土塁は，単なる障壁ではなく，土塁上を城兵が移動し，堀底内部にいる敵兵

を攻撃できるよう「武者走り」の工夫がなされている。迷路のように張り巡らされた空堀内に侵入した敵

兵は，いつの間にか堀底を歩き回ることになり，高い郭上の城兵から狙い打ちされてしまう。

以上のように，小幡城跡は郭間の巨大な空堀や武者走り，折歪み等が見られ，軍事的機能が発達した防

御性の高い構造になっている。このような築城技術が見られるようになるのは，一般に戦国時代後半から

末期にかけてといわれている２）。

	 前新堀遺跡

前新堀遺跡は，小幡城跡の北方約１
に位置し，南は寛政川から延びる谷津の先端から，北は涸沼川か

ら延びる谷津の先端を結ぶ堀と土塁で，台地を遮断する役割を果たしている。寛政川から現在の国道６号

線（旧陸前浜街道）に沿って南北方向に延び，国道６号線と交差する地点で走行方向を変え，古道（推定）

に直交して堀と土塁が築かれている。現在，国道６号線の北側では土塁の痕跡が見あたらないが，南側で

は茨城県立茨城東高等学校付近まで堀・土塁が確認できる。陸前浜街道は江戸時代に成立した街道である

が，中世後半にはその原形の道が形成されていたと考えられる。また，古道は小幡城下の古宿に通じ，現

在の国道６号線付近で分岐して，陸前浜街道とともに小幡地区の重要な交通路であったと考えられる。

また，堀は陸前浜街道と交差する地点で，喰違いを呈していることが明らかになり，街道を閉塞する防

御施設と考えられる。

� 前新堀Ｂ遺跡

前新堀Ｂ遺跡は，小幡城跡の北方０．５
に位置し，南は寛政川から延びる谷津の先端から，北は涸沼川

から延びる谷津の先端を結ぶ堀と土塁で，前新堀遺跡と同様に，台地を遮断する役割を果たしている。堀

は薬研状で，掘った土を両側に盛土して土塁を形成している。土塁は堀に沿って北と南側に構築され，現

状では堀の南側，つまり，小幡城側が北側よりやや高い。土塁は堅く締めた痕跡はなく，堀を掘削した土

を積み上げた程度と思われる。また，時期を判断する遺物が出土していないため詳細は不明であるが，堀

の覆土下層から中層にかけて硬化面が確認されており，防御を目的とした以外にも，道路または通路とし

て機能していた可能性もある。

３ 小幡城の支配の変遷

� 小幡氏支配の小幡城

小幡城は，１４１７年の大掾詮幹の三男義幹によって築城され，以来義幹の子孫は小幡氏と名乗ってこの城

主となったとの伝説がある３）。しかし，小幡周辺に小幡氏を名乗る武士が存在していたことは，『小堤光明
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寺の陳札』４）『鳥羽田徳治家文書』５）に小幡道増・小幡孫二郎等，『鹿島神宮所領日記』６）には「おはたのよ

うかい」（小幡の要害）とあり，小幡城が城として機能していたことが明らかになっている。したがって，

これらの文書から１５世紀の中頃には小幡の地に城が構築され，代々小幡氏を名乗る武士が居城していたと

考えられる。当時の小幡氏は水戸地方を勢力とする江戸氏と，それに対抗する小田氏や大掾氏の狭間に置

かれ，微妙な立場に立たされている。『新編常陸国誌』７）によると，１４２２年の江戸氏の水戸城攻略の際には

江戸氏側に参陣しているが，１４８１年には小田氏に寝返って，小鶴原にて江戸氏と戦っている。

さらに，『常陸編年』８）によると１４８６年の江戸氏の鹿島郡出兵の際，江戸氏家臣名に小幡長門守の名がみ

られる。このように小幡氏は常陸地方の争乱の中で，小幡城を拠点として，江戸氏や小田氏につくことに

よって存続したものと考えられる。

小幡氏支配の小幡城は，現存している縄張りよりかなり小規模であったと考えられる。築城技術から考

えると，小幡氏のような在地領主が現在のように築城したとは考えにくく，城の基礎を築く程度であった

と推測される。

� 江戸氏支配の小幡城

江戸氏が小幡城を実質的に支配下に置くのは，１５３２年に小幡城主小幡義清を大洗で誘殺し，涸沼西岸部

の在地勢力の小堤・小幡・鳥羽田・海老沢氏などを支配下に置いた時期からである９）。

当時の江戸氏は，主家の佐竹氏の混乱（１４０７～１５０４年）に乗じて，勢力を伸張させており，佐竹氏から

独立する勢いであった。宍戸荘をめぐって小田氏や大掾氏と戦い，さらに鹿島郡に出兵し鹿島氏の内紛に

も介入している。その後，佐竹氏と対立するものの再び臣従し，佐竹氏の小田氏討伐や北条氏との戦いに

参陣している。

１５８５年，江戸氏は大掾氏と再び合戦を始めている（府中合戦）。同年８月６日，江戸重通は小幡城に出

陣して大掾方の竹原勢と戦い，翌７日，竹原の弓削砦を陥した。２年後の２月１０日，江戸重道は水戸城を

発し，小幡城に在陣，３月１日には鹿島・中居・烟田の兵を小幡城に在番させている。５月１０日，小幡城

在番の江戸軍と大掾軍が堅倉で合戦を行っている。このような争乱の中で，小幡城は江戸氏の最南端の城

として重要な役割を果たしたものと考えられる。また，江戸氏は鹿島郡出兵の際，家臣の平戸右馬助・同

安芸守を小幡城に置き，西方の小田氏の挙動に対し警備を厳重にするように命じている。『石川文書』１０）

には，「小幡口之人衆足軽」，「先番之衆被相返，当番者従今日廿日可被相勤候」とあり，小幡城の防御を

固めた記録も残されている。

� 佐竹氏支配の小幡城

当地方に佐竹氏の影響が及んでくるのは，府中合戦から半年後に起きた江戸氏一族の抗争（神生の乱）

後である。その頃の佐竹氏は北の伊達氏，南の北条氏と合戦を繰り返し，存亡の危機でもあった。そうし

表４０ 小幡城跡関連年表１１）

年 号 関 連 す る で き ご と 城 主

１４１７（応永２４）
１４２６（応永３３）
１４８１（文明１３）

１５３２（天文元）
１５４６（天文１５）

１５８５（天正１２）
１５８６（天正１３）
１５９０（天正１８）
１５９１（天正１９）

大掾詮幹の三男義幹の小幡城築城伝説
江戸氏の水戸城攻略に小幡氏参陣
小鶴原の戦いで小幡長門守は，江戸氏から小田氏に寝返って江戸氏と戦う。
江戸方に人質を出して降参。江戸通雅は家臣（出雲）を小幡城におく。
江戸氏，小幡出雲守良清を磯浜大洗明神下で殺害。
佐竹氏と江戸氏の「天文の戦い」が始まる。同２０年江戸氏は佐竹氏に臣従した。
この頃，江戸氏は平戸右馬助・同安芸守を小幡城におき，小田氏を見張らせた。
江戸氏家臣小幡孫三郎，小幡「用心仕置」を命じられる。
江戸氏と大掾氏の「府中合戦」が勃発する。
佐竹氏の水戸城攻略の翌日，小幡城落城。
佐竹氏，鹿島・行方郡を攻める。

小幡氏ヵ

江戸氏

佐竹氏

―３０７―



た中，豊臣秀吉は小田原の北条氏征伐を決意し，佐竹氏に参陣を申し付けた。佐竹氏は小田原征伐の功績

が認められ，秀吉から常陸・下野両国内を支配地として公認された。かねてから，新しい領国経営の中心

地として水戸城を望んでいた佐竹氏は，小田原征伐に参陣しなかった江戸氏に水戸城の明け渡しを要求し

たが，応じなかったため，江戸氏から水戸城を奪略する決意をする。１５９０年１２月，水戸城奪略後の翌日に，

小幡城は焼き払われている。この後，小幡城に関する文献は登場せず，詳細は不明で，関ヶ原の合戦後，

佐竹氏は秋田に移封されている。佐竹氏の小幡城支配は，常陸統一を達成してからわずか十二年であった。

４ �郭の形成とその役割

小幡城跡の�から�郭の北部から西部にかけて，台地を切断するように第４号堀と第２号土塁が築かれて

いる。この堀・土塁は小幡城の�郭を区画するもので，堀の上幅は約１０ｍ，下幅は０�８ｍ，深さは３�５ｍで，

土塁からの深さは約５ｍにもなる。今回の調査は�郭とその外側を中心に行われた。確認された遺構は，掘

立柱建物跡，方形竪穴遺構，溝跡，井戸跡，墓坑，不明遺構などである。城の�～�郭には，堀・土塁・櫓

台・虎口・腰曲輪といった防御施設が集中するのに対し，今回調査された�郭内にはこのような防御施設は

確認されていない。ここでは，�郭とその外側（以下郭外）とに分け，確認された主な遺構と遺物から，構

造や役割などを検証していきたい。

まず，�郭の主な遺構として，第２号土塁際に位置する第１・９・１７号井戸跡，第６・７号方形竪穴遺構

が挙げられる（第２９８図Ａ）。方形竪穴遺構２基は出土遺物がなく，詳細は不明であるが，第７号方形竪穴遺

構は，土塁に掘り込まれており，堀と土塁の構築前に存在した施設である。方形竪穴遺構の用途としては専

用住居，作業場，倉庫など想定されることが多いが，少なくても武士階級以外が使用していた場所と考えら

れる。また，井戸跡３基は第２号土塁の南際に並んで位置し，土師質土器の他，五輪塔・宝篋印塔などの石

塔物も出土している。このように方形竪穴遺構と井戸跡が確認されることが多く，水を使用する作業場など

が想定されるが，ここでは明言を避けたい。

また，第２号土塁際に第４～６号掘立柱建物跡が位置している（第２９８図Ｂ）。第４号掘立柱建物跡は，１

間×２間，第５・６号掘立柱建物跡は２間×２間である。３棟はそれほど大規模な建物ではないが，桁行方

向が堀と土塁の走行方向とほぼ同じであることから，堀・土塁の構築に併せて簡易的に建てられた建物と推

測される。これら２棟の建物は敵兵を見張る「物見櫓」などを想定することができる。

これより南部に，第７・８号掘立柱建物跡，第８・９号方形竪穴遺構が位置している（第２９８図Ｃ）。第７

号掘立柱建物跡は１間×３間の南北棟，第８号掘立柱建物跡は２間×３間の東西棟で，両建物はＬ字状に配

置されている。特に，第８号掘立柱建物跡の柱穴の底面からは，柱の当たり痕が認められることから，倉庫

などの建物が想定される。この他，第７号掘立柱建物跡と桁行方向を同じくして，第１号柵跡が西側に位置

している。柵跡は２棟の建物跡を区画するためのものと考えられ，柱穴内から出土した土師質土器の小皿や

陶器の天目茶碗（第２９９図２５）などから，掘立柱建物跡２棟は１６世紀後半の年代を与えることができる。

さらに墓坑・火葬土坑が�郭北部と中央部に集中している（第２９８図Ｄ）。北部からは墓坑７基，中央部か

らは火葬土坑２基，墓坑４基が確認されている。特に中央部の墓坑群は，第４号不明遺構を掘り込んで形成

され，北にはこれら墓坑群を区画したとみられる第１９号溝が位置している。

次に郭外であるが，第２４・２８・２９号溝跡，第７・１１号井戸跡，第５・１０号方形竪穴遺構が挙げられる（第

２９８図Ｅ）。第２８・２９号溝跡は形状から，これらの井戸や方形竪穴遺構の区画溝と考えられ，両溝間には，５

ｍほどの空間が設けられている。この空間は区画内への出入り口と見られる。この区画内には溜井の機能を
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もつ第１１号井戸跡，北部の寛政川方向へ排水機能を

もつ第７号井戸跡が位置している。また，方形竪穴

遺構２基からは目立った遺物は出土していないが，

井戸跡２基からは土師質土器の小皿・内耳鍋，陶器

の皿，石臼・茶臼，宝篋印塔などが出土している。

また，第２４号溝からは大量の土師質土器の皿・内耳

鍋，陶器類の他，坩堝や鉄滓が出土している。

残念ながら，鍛冶工房を断定できるような遺物は

出土していないが，井戸跡の存在と併せて考えると，

方形竪穴遺構は多量に水を使用する作業場などが想

定できる。これら作業場は，小幡城の機能の一部を

担った集落の一端と考えられる。また，土師質土器

の小皿が大量に出土しており，作業場などで使用さ

れたとも考えられるが，有事の際の出陣儀式などで

使用されたものと考えられる。第１１号井戸跡や第２４

号溝跡から出土した小皿は，１５世紀末から１６世紀中

葉，陶器類は一部１５世紀中葉に遡るものの１５世紀後

半から１６世紀代には収まるものである。

郭外においても墓坑２０基が確認され，第４号堀跡・

第２号土塁の北に集中する傾向がみられる（第２９８

図Ｆ）。特にこの周辺から，墓坑以外は確認されて

いない。形状は長径１ｍ前後の楕円形のものが多く，

覆土中には骨片や骨粉が確認されている。遺物では，

石塔物が墓坑３基，古銭が墓坑１２基から出土してい

る。特に第３５号墓坑からは，五輪塔８個，宝篋印塔

１個が覆土上層から集積されたような状態で出土し

ている。この他，石塔物は�郭の井戸跡や溝内から

も出土している。

さらに，懐刀である七首が副葬された第３２号墓坑，

漆器が副葬された第１９号墓坑が挙げられる。七首は

柄の部分に鮫皮が一部遺存している懐刀で，埋葬者

は武士階級の人物と推測される。これら墓坑からの

出土遺物は，土師質土器の小皿，五輪塔，古銭であ

る。小皿が伴う墓坑は，第２７・２８・３１・３３・３４・３８

号墓坑で，小皿は小形で口径に対して底径が広く，

体部が直線的で短いタイプ（第２９９図３８・３９・４７・

４８），内彎もしくは屈曲するタイプ（第２９９図３４・３６・

３７・４３・４４）が見られ，これらは１６世紀中葉に比定 第２９８図 小幡城跡遺構配置図
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されるものであり１３），少なくとも小幡城が機能していた時に城内に作られた墓坑の可能性が高い。

ここで井戸跡・墓坑から出土している五輪塔・宝篋印塔などの石塔物について触れてみたい。五輪塔や宝

篋印塔は，本来墓塔や供養塔として造立されていたものであり，井戸跡・墓坑・溝跡から出土していること

は廃棄された結果と考えられる。同じように五輪塔や宝篋印塔などの石塔物が城内の堀内や郭内から廃棄さ

れて出土することがある。これは新たな城主が，城の改修を行うにあたり，旧城主と城に宿る祖霊（開発者）

が結びつくことを示すシンボルを破壊する行為にあたる１４）。この行為は城の普請部分の破壊に比べ，遙かに

簡単ではあるが，城主が交代したことを知らせる意味で，旧家臣・領域民の精神的影響は図りしれないもの

がある。こうした，井戸跡・墓坑・溝跡から出土する石塔物は，城主の交代に伴い，城郭の「破壊」の一部

として行われたことを示すものである。

最後に郭外東部に南北に２基並んで確認された遺構について触れたい（第２９８図Ｇ）。遺構の性格が明確で

ないため，不明遺構として扱っているが，第５号不明遺構は長径約１０ｍ，短径約６ｍの楕円形，第６号不明

遺構は長径約９ｍ，短径約５ｍの不定形である。ともに土師質土器片の皿・内耳鍋，陶器片の皿，香炉，甕

などが出土しており，陶磁器類などの出土遺物から１５世紀中葉から１６世紀代の年代を与えることができる。

しかし，上屋を支える柱穴や炉・竈が確認されていないことから，一時的な施設である可能性が高い。

このような�郭はどのような役割を果たしたのだろうか。前述したように，小幡城跡の構造は「渦郭式」

と呼ばれ，�郭は�～�郭の北から西を取り囲むように区画されている。この堀・土塁は，小幡城跡の北か

ら南へ台地を切断する形となっており，北西方向を意識した構造となっている。確認された不明遺構・溝跡・

井戸跡などからは，１５世紀中葉から１６世紀前葉を主体とした遺物が出土している。不明遺構が井戸跡を伴っ

た作業場や倉庫などと想定すると，城の機能の一部を担った在地領民の集落の一部とも考えられる。小幡城

関連年表から，１５世紀中葉から１６世紀中葉は小幡氏が城主であり，小幡氏支配下では，領域住民の集落が城

の周囲に存在していたことになる。

１６世紀中葉になると，�郭・郭外で確認された主な遺構は墓坑である。それまであった集落は，この場所

から姿を消し，墓域が数か所形成されるだけで，その他は広大な平場となる。この時期の小幡城は，小幡氏

から江戸氏支配下となっており，在番を置いて南方の大掾氏や小田氏を監視させたり，戦いの際には小幡城

に兵を駐屯させていることから，江戸氏の最南端の城として，軍事的な側面が強くなり，有事の際には，城

内に兵を駐屯させる場所を必要としたのである。

１６世紀後半になると，確認された主な遺構は，第７・８号掘立柱建物跡である。両跡は第１号柵跡により

区画され，Ｌ字状に配置し，柱の当たり痕などから倉庫などの建物を想定した。

その後，時期を示す資料は，�郭を区画する第４号堀跡から出土した土師質土器の小皿や陶磁器の皿・碗

などである。小皿は体部から口縁部にかけて直線的に立ち上がるものと，体部中位に稜線を施すタイプ（第

２９９図２１７）がみられ，陶磁器類等とともに，１７世紀前葉から中葉の年代を与えることができる。このことか

ら，�郭を区画する第４号堀跡は，１７世紀中葉には機能を失い埋没した可能性がある。

今回限られた調査範囲であるが，確認された主な遺構や遺物から，小幡氏支配下では，在地領民等の集落

が城の周辺に形成されていたものの，江戸氏支配下になると，墓域が形成される程度で，後は平場であった

ことが明らかになった。文献などから，江戸氏が小幡城を奪略した後，小田氏や大掾氏との緊張関係が続き，

小幡城が「境目の城」として機能し，家臣や兵を在陣させたりするなど防備を固めた様子がうかがえること

から，この平場は兵を駐屯させる場所や在地領民の避難場所などの役割を果たした可能性が考えられる。墓

域はその一角に形成され，七首や漆器が副葬された墓坑は，江戸氏支配下で戦死した武士の墓の可能性もあ
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Ⅶ郭 土師質土器 Ⅶ郭 国産陶器 郭 外

廃　　　　　　城廃　　　　　　城廃　　　　　　城

UP 4-27 SE 11-84

SE 11-86 SE 11-87 SD 24A-123

SD 24A-114 SD 24A-115 SD 24A-116

SD 24A-117 SD 24A-118 SD 24A-119

SD 24A-120 SD 24A-121 SD 24A-122

SD 8-94 SX 6-166

SX 6-168 SX 6-169

第27号墓坑-
37

SB 8-25

第4号堀-217

第27号墓坑-
39

第28号墓坑-42

第27号墓坑-
40

第3号墓坑-
38

第38号墓坑-
36

第31号墓坑-
43

第33号墓坑-
44

SD 31-226 SD 31-227 SD 18-109

第34号墓坑-
45

SX 6-167

SD 24A-
110

SD 24A-
112

SD 24A-
111

SD 24A-
113

SE 11-85

SE 18-224

SD 8-96 SD 29-158

SD 24A-135

SD 24A-136

SD 9-100

SD 9-102

SD 29-159

SX 1-161

SD 24A-140 SB 6-24 第9号方形竪穴
遺構-26

SX 4-162 第1号火葬土坑
-46

第2号墓坑
-34

第3号火葬土坑
-47

第3号火葬土坑
-48

集落 墓域

城の機能を支える集落

Ⅶ郭形成前 Ⅶ郭の形成 墓域の形成

Ⅰ～Ⅵ郭 Ⅰ～Ⅵ郭 Ⅰ～Ⅵ郭

Ⅶ郭 Ⅶ郭
墓域

墓域

第２９９図 小幡城跡�郭・郭外出土遺物変遷図

第３００図 小幡城跡変遷概念図
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小幡城小幡城

前新堀遺跡前新堀遺跡

秋葉地区の土塁秋葉地区の土塁

小幡城

前新堀遺跡

秋葉地区の土塁

る。�郭の形成時期については，確実な資料がなく断言できないが，在地領主である小幡氏が城を拡張する

ほどの力を有していたとは考えにくく，小幡城が「境目の城」として機能し始めた江戸氏支配以降行われた

可能性が高い。

５ 小幡城と前新堀遺跡・前新堀Ｂ遺跡

以上，確認された遺構・遺物から小幡城の�郭の役割について述べてみた。ここでは，小幡城跡と前新堀

遺跡・前新堀Ｂ遺跡との関係について触れてみたい。前新堀遺跡・前新堀Ｂ遺跡とも小幡城跡の北約０�５～１

�に位置し，台地を遮断するように築かれ，街道や古道と交差する場所では喰違うようにして築かれている

ことが明らかになった。同じような堀と土塁は，秋葉地区や小幡の山崎地区など小幡城周辺に見ることがで

きる。しかし，構築時期や構築経緯など不明な部分が多く，詳細は明らかになっていない。

前新堀遺跡・前新堀Ｂ遺跡と同様に，「新堀」という地名の場所には，堀と土塁が形成され，他に鹿嶋市，

行方市，潮来市，土浦市，桜川市などにも「新堀」という地名が存在する１５）。これらの堀と土塁は，前新堀

遺跡・前新堀Ｂ遺跡と同様に，台地を遮断するように築かれている。この中には，現在も長さ１０００ｍ以上に

わたって残存している箇所もある。一般に，「新堀」というと用水路や運河の開削と結びつける例が見られ

るが，江戸時代の用水路や運河では，地名や人名で呼称され，あまり「新堀」の名は使われていない。「新

堀」のつく地名で城館跡などの遺構と伴っている例として，桜川市や，稲敷から鹿行にかけての「戦国土塁」

と称される場所が挙げられる１６）。『小川町史』の中にも「元亀二年（１５７１年）小多加山城守鷲沼原に軍を集

結し，園部城を背後から攻めてきた。園部氏は二本松に新堀を掘り防備をととのえ，小多加勢を零橋に迎え

討った。」と記されている１７）。園部氏が築いた新堀は，城を普請した後，必要に迫られ新たな追加した普請，

第３０１図 小幡城跡・前新堀遺跡位置図（明治２０年迅速測図）

―３１２―



即ち新たな堀（にいほり・しんぼり）と捉えることもできる１８）。このことから，前新堀遺跡・前新堀Ｂ遺跡

の堀と土塁は，小幡城普請後に築かれたとも考えられるのではないだろうか。台地を遮断するようにし，大

きな街道や古道を閉塞する形で築かれていることから，敵の侵入を食い止めるために築かれた堀と土塁であ

るとも考えられる。前新堀遺跡・前新堀Ｂ遺跡は小幡城が在地領主の小幡氏ではなく，江戸氏支配下になっ

小幡城跡・前新堀遺跡・前新堀Ｂ遺跡周辺航空写真（米軍昭和２２年撮影）

前前新新堀堀遺遺跡跡

前前新新堀堀ＢＢ遺遺跡跡

小小幡幡城城跡跡
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てから，最南端の城として，本城である水戸城への侵入を防ぐ目的で築かれた可能性があったのかもしれな

い。もしこれらを含めると，小幡城は広大な範囲となる。これは１６世紀中葉以降，小幡城がそれまでの在地

領主の城から江戸氏や佐竹氏のように広域領主権力のもと大改築を受け，戦略上の重要拠点となったことを

示すものである。

６ 小結

現在の縄張り・城の構造から考えると，小幡城跡は戦国末期の形態をなしている。これは，小幡氏が城郭

の基礎を築いたものの，江戸氏，佐竹氏が改修を重ね，現在の形になっていったものと考えられる。また，

前新堀遺跡・前新堀Ｂ遺跡は，小幡城普請後，小幡城や小幡の集落を守るため，小幡城周辺の街道を防御し

た施設である可能性が高い。

以上，小幡城の�郭形成時期や性格と前新堀遺跡や前新堀Ｂ遺跡との関係などについて記述してきた。し

かし，限られた調査範囲であることや抽出した遺構・遺物などが偏重しており，推測が多いことは確かであ

る。しかし，今回の発掘調査結果が，文献資料が少なく実態がよく分かっていない小幡城跡の謎を解き明か

す一助となれば幸いである。

註

１）茨城県教育庁文化課『茨城県遺跡地図』２００１年３月

２）村田修三 「図説中世城郭事典」第一巻 大日本印刷 １９８７年４月

３）茨城町史編さん委員会 『茨城町史 通史編』茨城町教育委員会 １９９５年２月

４）註３に同じ

５）註３に同じ

６）註３に同じ

７）註３に同じ

８）註３に同じ

９）註３に同じ

１０）註３に同じ

１１）年表の作成にあたっては，以下の資料から抜粋して作成した。

ａ 茨城町史編さん委員会 『茨城町史 地誌編』茨城町教育委員会 １９９５年２月

ｂ 茨城町史編さん委員会 『茨城町史 通史編』茨城町教育委員会 １９９５年２月

１２）中世城郭研究会 『中世城郭研究』第６号 １９９２年７月

１３）宇留野主悦・越田真太郎「史跡真壁城跡�－外曲輪中央部・東部・北部の調査概要－」『史跡真壁城跡発掘調査報告』第３集
２００６年３月

１４）註１３に同じ

１５）石崎勝三郎 「地名の向こうに遺構が見えた」『茨城県考古学協会誌 第１９号』２００７年５月

１６）註１５に同じ

１７）小川町史編さん委員会 『小川町史』 １９８２年３月

１８）註１５に同じ

参考文献

・茨城町史編さん委員会 『茨城町史 地誌編』茨城町教育委員会 １９９５年２月

・茨城町史編さん委員会 『茨城町史 通史編』茨城町教育委員会 １９９５年２月

・千田嘉博 『戦国の城を歩く』 筑摩書房 ２００３年４月

・小野正敏 『戦国城下町の考古学』講談社 １９９７年７月

・石井進 萩原三雄 『中世の城と考古学』 新人物往来社 １９９１年１２月

・小野正敏 萩原三雄 『戦国時代の考古学』 高志書院 ２００３年６月
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今回の調査で，調査区の中央部から南北方向に直線上に塚５基が確認された。さらに，調査区域外の東部に

はもう２基，地域住民の話からはさらに複数の塚が存在していたとのことから，この周辺には，多くの塚が存

在した可能性が高い。塚の形状も長径６�９～８�５ｍの楕円形とほぼ揃っており，複数の塚の存在を考慮すると，

「十三塚」の可能性も考えられる。塚の頂上部には板碑などの石塔物が置かれることが多いが，遺物は金属製

品の煙管，古銭，土製品の泥面子等が出土しただけである。

地元の人の話によると，この塚について「猪よけ」の呼称もあったという１）。町史によると，近世にはこの

周辺で，猪鹿による農作物の被害が多く，小幡の人々がたいへん苦しめられたとされている。よって農作物を

保護する意味から，獅子が現れて災いをのみこんだとする「獅子塚」としての信仰もあったといわれている２）

が，詳細は不明である。

註

１）茨城町史編さん委員会 『茨城町史 地誌編』茨城町教育委員会 １９９５年２月

２）註１に同じ

参考文献

・長岡正雄 仲村浩一郎 「総合流通センター整備事業地内埋蔵文化財調査報告書 仲丸遺跡 久保塚群 五万堀古道 向原遺

跡・向原塚群 前原塚 仲丸塚」『茨城県教育財団文化財調査報告』第１６２集 ２０００年３月

・茨城町史編さん委員会 『茨城町史 地誌編』茨城町教育委員会 １９９５年２月

第２節 諏 訪 山 塚 群
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今回の調査で，塚１基，道路跡１条，土坑１基が確認された。頂上部から石塔物，盛土中から古銭が出土し

ている。古銭は寛永通寳（２５枚）が主体で，その他渡来銭１０枚，文久永寶１枚，銅銭などである。石塔物は五

輪塔の空風輪・地輪が出土している。五輪塔は平安時代中期以降，供養塔または墓標として用いられるように

なってきたものである。しかし，周辺には墓域と思われる痕跡及び資料は確認されていないことから，本跡は

何らかの供養塚である可能性が高い。町史によると，「藤権現」の記載があり富士浅間の祠であろうとされ，

かつては多数の信仰者があり，特に矢連（小幡）地区の人々は大正期頃まで，男子５歳時「ゴダチの祝い」と

称して早朝７日間参拝したとされている１）。

小幡地区在住の平沢昭氏によると，実際に第２次世界大戦前後まで５歳のお祝いに塚にお参りをする風習が

あったと言われ，自身も親に連れられて参拝したという。また平沢氏の祖母の話から，その祖母の幼少時も同

様の風習があり，幕末維新期には塚が存在していたとされている２）。その時は，南側から登る参道があり，そ

の道を行き来していたという。塚の南部で確認された道路はまさしくその参道である。

塚の築造時期については，平沢氏の祖母の話から幕末期とされるが，明確な資料がなく不明な部分が多い。

塚から出土している古銭の中には，渡来銭が出土しているものの「古寛永」が認められることから，塚は１６３６

年以降に，築造された可能性が高い。江戸時代，廃城になった小幡城に背をむけながら，藤山塚に足を運んだ

人々の姿が目に浮かぶようである。

註

１）茨城町史編さん委員会 『茨城町史 地誌編』茨城町教育委員会 １９９５年２月

２）小幡地区に在住する平沢昭氏のご教示による。

参考文献

・長岡正雄 仲村浩一郎 「総合流通センター整備事業地内埋蔵文化財調査報告書 仲丸遺跡 久保塚群 五万堀古道 向原遺

跡・向原塚群 前原塚 仲丸塚」『茨城県教育財団文化財調査報告』第１６２集 ２０００年３月

・茨城町史編さん委員会 『茨城町史 地誌編』茨城町教育委員会 １９９５年２月

第３節 藤 山 塚
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写 真 図 版

小幡城跡遠景



第２号住居跡
遺物出土状況

第 １ 号 堀 跡
遺物出土状況

第 １ 号 堀 跡
土 層 断 面

小幡城跡

PL１



第 ３ 号 堀 跡
完 掘 状 況

第 ３ 号 堀 跡
完 掘 状 況

第 ３ 号 堀 跡
土 層 断 面

PL２



第４号堀跡・第２号土塁
完 掘 状 況

第 ２ 号 土 塁
土 層 断 面

第４号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

小幡城跡

PL３



第５号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第８号掘立柱建物跡
ピット１遺物出土状況

第６号方形竪穴遺構
完 掘 状 況

PL４



第８号方形竪穴遺構
完 掘 状 況

第１６号方形竪穴遺構
完 掘 状 況

第 ４ 号 地 下 式 坑
遺 物 出 土 状 況

小幡城跡

PL５



第 ８ 号 溝 跡
完 掘 状 況

第１６号 溝 跡
完 掘 状 況

第２４Ａ号溝跡
遺物出土状況

PL６



第２４Ａ号溝跡
遺物出土状況

第３１号 溝 跡
完 掘 状 況

第３１号 溝 跡
土 層 断 面

小幡城跡

PL７



第６号井戸跡
完 掘 状 況

第９号井戸跡
遺物出土状況

第１１号井戸跡
遺物出土状況

PL８



第１２号井戸跡
完 掘 状 況

第１６号井戸跡
完 掘 状 況

第 ８ 号 墓 坑
人骨出土状況

小幡城跡

PL９



第 １９ 号 墓 坑
遺物・人骨出土状況

第 ３２ 号 墓 坑
遺 物 出 土 状 況

第 ３５ 号 墓 坑
遺 物 出 土 状 況

PL１０



第３６号 墓 坑
人骨出土状況

第３７号 墓 坑
遺物出土状況

第４６号 土 坑
完 掘 状 況

小幡城跡

PL１１



第１号火葬土坑
遺物出土状況

第３号火葬土坑
遺物出土状況

第３７４号 土 坑
遺物出土状況

PL１２



第１号不明遺構
遺物出土状況

第５号不明遺構
完 掘 状 況

第６号不明遺構
完 掘 状 況

小幡城跡

PL１３



前新堀遺跡全景

第１号堀跡土層断面

第１号堀跡（２区）土層断面

第１号堀跡完掘状況

第１号土塁土層断面

前新堀遺跡

PL１４



前新堀Ｂ遺跡全景

第１号土塁土層断面

第１号堀跡硬化面確認状況

第２号土塁土層断面

第１号堀跡完掘状況

前新堀Ｂ遺跡

PL１５



第１～５号塚
遺 構 全 景

第 １ 号 塚
完 掘 状 況

第 ２ 号 塚
完 掘 状 況

諏訪山塚群

PL１６



第 ３ 号 塚
完 掘 状 況

第 ４ 号 塚
完 掘 状 況

第 ５ 号 塚
土 層 断 面

諏訪山塚群

PL１７



調 査 前 風 景

第 １ 号 塚
完 掘 状 況

第 １ 号 塚
遺物出土状況

藤山塚

PL１８



小幡城跡

SK332－73

SD24A－137 SD24A－140

SF1－177 SE16－69

SE5－81 SB8－25

SD8－97 SD9－102

第８号堀立柱建物跡，第８・９・２４Ａ号溝跡，第５・１６号井戸跡，第１号道路跡，第３３２号土坑出土陶器

PL１９



SD31－226 第3号堀跡－15 SD24A－110

第27号墓坑－39 遺構外－193 PG3－160

SK144－60 SE1－80 SK160－63

SX4－162 第31号墓坑－43 UP4－27

第38号墓坑－36 第33号墓坑－44 第1号堀跡－7

第１・３号堀跡，第４号地下式坑，第２４Ａ・３１号溝跡，第１号井戸跡，第２７・３１・３３・３８号墓坑，第
１４４・１６０号土坑，第３号ピット群，第４号不明遺構，遺構外出土土器

PL２０



小幡城跡

第1号火葬土坑－46 第4号堀跡－216

第28号墓坑－42 第3号堀跡－18

第3号堀跡－17 SD24A－114

第27号墓坑－40 SD24A－117

遺構外－200 第3号堀跡－20

第３・４号堀跡，第２７・２８号墓坑，第１号火葬土坑，第２４Ａ号溝跡，遺構外出土土器

PL２１



SD24A－125

遺遺構構外外－－223311 SD24A－124

SE11－88 UP4－30

SI2－2 SI2－3

第２号住居跡，第４号地下式坑，第２４Ａ号溝跡，第１１号井戸跡，遺構外出土土器

PL２２



小幡城跡

TP11

TP13

TP14
遺構外 SD27－DP3

UP4－29 SD24A－130

SD24A－131 SE11－89

SE9－83 SD24A－129

第４号地下式坑，第２４Ａ・２７号溝跡，第９・１１号井戸跡，遺構外出土土器，出土土製品

PL２３



SD24A－DP5

遺構外－Q51 遺構外－Q60

遺構外－Q53 SX6－Q49

PG9－Q44 SX2－Q48

SK142－Q18 PG9－Q45

出土土製品，出土石器・石製品

PL２４



小幡城跡

第3号堀跡－Q3 第35号墓坑－Q9

第3号堀跡－Q4 第35号墓坑－Q11

第31号溝跡－Q68 第35号墓坑－Q8

第17号井戸跡－Q25 第9号井戸跡－Q27

出土石器・石製品

PL２５



第32号墓坑－M112 SI2－M1

第3号堀跡－M9 SI2－M3

M18 M20 M22 M23 M24

M25 M26 M32 M33 M38

M39 M50 M54 M55 M56

第5号方形竪穴遺構

出土金属製品

PL２６



小幡城跡

第5号方形竪穴遺構
－M58

第3号墓坑
－M64

第3号墓坑
－M68

第3号墓坑
－M69

第4号墓坑
－M70

第6号墓坑
－M71

第12号墓坑
－M81

第13号墓坑
－M82

第13号墓坑
－M83

第13号墓坑
－M84

第13号墓坑
－M85

第13号墓坑
－M86

第19号墓坑
－M92

第21号墓坑
－M96

第27号墓坑
－M101

第38号墓坑
－M107

第38号墓坑
－M109

第38号墓坑
－M111

第34号墓坑
－M113

第34号墓坑
－M114

第37号墓坑
－M119

第2号土塁
－M224

遺構外
－M226

遺構外
－M227

遺構外
－M228

第19号墓坑－L1

出土金属製品・漆器

PL２７



藤山塚

TP5TP1
TP6TP3

TP7

TP8

遺構外TP4

遺構外－Q5

TM1－Q1 TM1－Q3

出土土器，出土石器・石製品

PL２８



藤山塚

M2 M3 M4 M5

M6 M10 M11 M12

M13 M14 M15 M16

M17 M18 M19 M20

M21 M22 M23 M24

M25 M26 M27 M28

M29 M30 M31 M32

M39 M40

TM1

出土金属製品

PL２９
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５９秒

１４０度
２３分
３１秒

１４～

２７ｍ

２００５１１０１～

２００６０３３１
２００６０８０１～

２００７０１３１
２００７０８０１～

２００７１２３１

１０�５３３�

１３�７７４�

４�９００�

東関東自動
車道水戸線
（茨城南Ｉ
Ｃ～茨城Ｊ
ＣＴ）建設
事業に伴う
事前調査

まえ しん ぼり

前新堀遺跡
いばらきけんひがしいばらきぐん

茨城県東茨城郡
いばらきまちおおあざおくのやあざ

茨城町大字奥谷字
まえしんぼり

前新堀１�８２１番地
の７ほか

０８３０２
－
２２６

３６度
１７分
５４秒

１４０度
２５分
５９秒

２８～

２９ｍ

２００６０８０１～

２００６０９３０
２００６１１０１～

２００６１２３１
２００７１００１～

２００７１０３１

１�８６６�

１�５８３�

２４０�

まえしんぼりびー

前新堀Ｂ遺跡
いばらきけんひがしいばらきぐん

茨城県東茨城郡
いばらきまちおおあざ お ばた

茨城町大字小幡

２�５２５番地の３９ほか

０８３０２
－
２２７

３６度
１５分
６０秒

１４０度
２３分
３２秒

２０～

２８ｍ

２００６１１０１～

２００７０１３１
３�９００�

す わ やま つか

諏訪山塚群
いばらきけんひがしいばらきぐん

茨城県東茨城郡
いばらきまちおおあざ お ばたあざ

茨城町大字小幡字
す わ やま

諏訪山２�３２０番地
ほか

０８３０２
－
２２５

３６度
１５分
５９秒

１４０度
２３分
３１秒

２８ｍ ２００５１００１～

２００５１１３０
２�２００�

ふじ やま つか

藤 山 塚
いばらきけんひがしいばらきぐん

茨城県東茨城郡
いばらきまちおおあざ お ばたあざ

茨城町大字小幡字
ふじやま

藤山２�４７４－１１番
地ほか

０８３０２
－
２３１

３６度
１５分
２４秒

１４０度
２３分
３２秒

２７～

２８ｍ

２００７０７０１～

２００７０８３１
４００�



所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

小 幡 城 跡 集落跡 縄 文 竪穴住居跡 ２軒
陥し穴 ２基

縄文土器

奈良・平安 竪穴住居跡 ２軒 土師器，須恵器

時期不明 竪穴住居跡 １軒

城 跡 中・近世 堀跡 ４条
土塁 ２条
土橋跡 １条
掘立柱建物跡 ７棟
方形竪穴遺構 １６基
地下式坑 ６基
溝跡 ２２条
井戸跡 １９基
道路跡 ２条
墓坑 ３８基
墓坑の可能性がある土坑 ９基
火葬土坑 ３基
土坑 ３８基
柵跡 ７列
整地面 １か所
ピット群 ７か所
不明遺構 ５基

土師質土器（小皿・内耳
鍋），陶磁器（丸碗・天目茶
碗・皿・甕・擂鉢・瓶子・
水滴・香炉），漆器（椀），
土製品（人形ヵ・土玉），
木製品（蓋），金属製品（鎌・
短刀・釘），石器（磨製石
斧・石鏃・砥石），石製品
（五輪塔・宝篋印塔・茶臼・
石臼），古銭（北宋銭・明
銭）

その他 時期不明 溝跡 ６条
土坑 ３２７基
ピット群 ８か所
不明遺構 １基

前 新 堀 遺 跡 城館跡 中 世 堀跡 １条
土塁 １条

土師質土器（小皿）

前新堀Ｂ遺跡 城館跡 中 世 堀跡 １条
土塁 ２条

磁器（皿），金属製品（小
刀）

諏 訪 山 塚 群 塚 近 世 塚 ５基 陶器，金属製品

藤 山 塚 塚 近 世 塚 １基
道路跡 １条

石製品（五輪塔），古銭

その他 時期不明 土坑 １基

要 約 小幡城跡は，谷津の入り組んだ地形を利用して築城された平山城である。調査は，小
幡城跡の�郭を中心に行われ，堀・土塁に囲まれた広大な平場であることが明らかにな
った。この平場は有事の駐屯地，非常時の領民の避難場等に利用していたと考えられる。
また，調査区南部からは土塁の基底部や堀の改修が確認され，縄張り図の空白部分や築
城の変容を知る重要な手がかりとなる。北方に位置する前新堀遺跡・前新堀Ｂ遺跡の堀・
土塁を含めると小幡城の縄張りは広大であったことが想定され，城としての規模も県内
屈指の中世城郭と考えられる。
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付図　小幡城跡遺構全体図『茨城県教育財団文化財調査報告第３１４集』
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